
科目名付クラス名 ものづくりと環境

科目キー 2800001001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 関根 泰 市橋 宏

渡邉 正美

年度

授業概要 ものづくり技術は豊かな社会の基盤であり、その開発は社会の発展に欠かすことができない。科学技術の原理を駆

使し、いろいろな機能を有する素材からエネルギーにいたるまで物質の化学変換技術がその鍵となる。近年ではも

のづくりに関しては経済性ばかりでなく、環境に負荷を与えない持続可能で循環型の「ものづくり」技術がもとめられ

ている。本講義では、最先端機能材料開発事例をはじめ、過去、わが国が経験した苦い過去でもある公害問題等に

まなびつつ、環境に配慮した「ものづくり」のあるべき将来像を実例を引いて提示することを試みる。産業におけるこ

れからの考え方の柱となるグリーンテクノロジーの考え方とグリーンなプロセスの開発事例を学ぶことにより、研究

者･技術者として身につけておくべき新技術開発における倫理観を滋養する。さらに、環境に配慮した「ものづくり」を

推進するための、政策的、社会的、工学的考え方についても講義する。

シラバス 9月25日プロローグ：ものづくりと社会（清水功雄）

この講義の趣旨と概要を解説するとともに、講義に対する取り組み方、修得方法について説明する。

10月02日現代ものづくり産業：石油化学から機能化学まで（清水功雄）

現代社会の物質社会の基盤となっている石油化学について概説し、産業構造や物質社会の問題点を指摘し、高

度物質社会における精密合成化学への移行について理解する。

11月06日現代ものづくり産業：バイオテクノロジーと創薬・医療（清水功雄）

20世紀後半に始まった生物学革命とものづくりおよび環境への関連について講述する。

10月16日研究開発型企業におけるものづくりR&D事例／機能材料：電子材料（１）（渡邉正美）

デジタル素材などの機能材料産業は、資源が乏しいわが国が先導的な立場にある知識集約型産業群であり、現

在、世界的に圧倒的なシェアを誇っている領域である。これらのR&Dにおける企業研究の実例を３回にわたって講

述する。第一回目は、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）材料や導電性高分子などに代表される、近年発展が目覚

しい有機エレクトロニクス材料全般について概説する。

10月23日研究開発型企業におけるものづくりR&D事例／機能材料：電子材料（２）（渡邉正美）

第二回目は、有機エレクトロニクスが拓く，新しいライフスタイルへの可能性に向かった動向を説明する。具体的に

は有機ＥＬ材料の実用化を中心に、有機デバイスの発展の経緯と今後の進む方向を述べ，併せてそれらを実現す

るサイエンス（技術）の進展と集約について述べる。

10月30日理工展のため授業なし

11月06日研究開発型企業におけるものづくりR&D事例／機能材料：電子材料（３）（渡邉正美）

第三回目は、無機エレクトロニクス材料全般を概説し、実用化の具体例として透明導電材料の開発について講述

する。

11月13日グリーンケミストリー（１）化学コンビナート（市橋 宏）

化学工業は化学反応を利用して有益な化合物を製造する産業である。１００％目的物のみを合成できる反応はま

れなケースで、多くは副反応を伴い様々な化合物が出来てしまう。副生物を有効に利用するためにコンビナートが形

成されている。化学会社では大量の化学物質が使われており、これらを環境と健康に配慮し安全に扱うためレスポ

ンシブル・ケアと呼ばれる活動が行われている。いくつか例をあげて解説する。

11月20日グリーンケミストリー（２）グリーンケミストリーの考え方（市橋 宏）将来に亘って持続可能な社会を作る

ためには、ものの製造からそれが使われて最終的に処分されるまでの全工程を通して「環境に対するやさしさ」を考

慮する必要がある。化学ではものづくりの段階から地球環境への影響を考える「グリーンケミストリー」の考えが提唱

さており、実践の段階に入っている。グリーンケミストリーが生まれるきっかけとなった背景を述べグリーンケミスト

リーの考え方を解説する。

11月27日グリーンケミストリー（３）グリーンケミストリーの実践例（市橋 宏）繊維やフィルムなどとして広く使われ

るナイロン６ポリマーの原料であるε-カプロラクタムの新しい製造技術が2003年日本で工業化された。このプロセス

は典型的なグリーンケミストリーの実践例で、これの開発にまつわる講師の経験を話す。

12月04日炭素資源とエネルギー（１）20世紀のエネルギーと環境（関根 泰）

炭素資源のこれまでとこれからの展望について概説する。その後、20世紀のエネルギーとして君臨した石炭の利

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 ものづくりと環境

科目キー 2800001001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 関根 泰 市橋 宏

渡邉 正美

年度

用について振り返り、環境に配慮した今後の石炭利用のあるべき方向性について解説する。

12月11日炭素資源とエネルギー（２）石油と天然ガスの時代（関根 泰）

石炭にとって代わり主役となった石油、そして天然ガスについて、これまでの利用法と今後の展望について、環境、

経済そして「ものづくり」の観点から解説する。

12月18日炭素資源とエネルギー（３）環境調和型次世代エネルギー（関根 泰）バイオマスや代替燃料合成、自然

エネルギーなどについてその可能性、利点と欠点をまとめ、環境に調和した次世代のエネルギーがどうあるべきか

を総括する。

1月08日化学物質 （清水功雄）

環境問題が起きる可能性をゼロにしてものを生産しようとすると、限りなく資源とエネルギーを使用することになり、

また別の環境問題を引き起こすことがしばしばある。このため、近年では「化学物質のリスク評価」と言う考え方が提

唱されている。リスク評価の基本的な考え方について学び、環境問題についての考え方を整理する。欧州の化学物

質のレギュラトリー政策についても考える。

1月15日エピローグ：物質社会から高度持続的循環型社会へ（清水功雄）

これまでの講義を踏まえ、物質社会からサスティナブル社会への移行について講述する。

1月22日補講日

教科書 教科書は使わない。

参考文献

評価方法 授業への参加、レポート、および試験を実施し、総合的に判断する。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術と危機管理

科目キー 2800001002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦 中尾 康二 小川 雄二郎

年度

授業概要 科学技術の高度化は、現代生活の豊かさを向上させることに大いに貢献してきたが、その一方で、新たな社会問題

や環境問題などを生み出しつつある。本講では、科学技術に伴う危機管理やリスクマネジメントの問題に焦点を結

び、事例を通じて今後のあり方について考える。まず、建築・都市環境の災害現場を観察するところからはじめ、都

市環境の危機管理システムについて考え、高度技術の危機管理を含むリスクマネジメントの方法論を探求し、急速

に発展している情報・ネットワーク技術がもたらすセキュリティ上の問題点を展望する。

シラバス 第１部「リスクマネジメントの方法論」（村山 武彦）

1)公害・環境問題からみた危機管理問題

2)高度技術から見た危機管理問題

3)危機管理のための基本的枠組み

4)危機管理と社会システム専門家の役割と市民参加、コミュニケーション

第２部「建築・都市環境の災害と危機管理」（小川 雄二郎）

第３部「情報ネットワークにおけるセキュリティ技術」（中尾 康二）

1)ネットワーク（インターネット）におけるリスク分析

2)リスク回避のためのセキュリティ対策：運用管理技術

侵入検知システム、ファイヤーウォールなど

3)リスク回避のためのセキュリティ対策：暗号技術

4)ネットワークシステムのための危機管理：標準化動向

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 21世紀における科学技術と社会

科目キー 2800001003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 三輪 敬之 木野 邦器 戸田 勧

村山 武彦 綾部 広則

年度

授業概要 （財）経済広報センターから寄附講座の設置を要請された早稲田大学理工学部は、1997年度より4年間にわたって、

「21世紀へ向けての科学技術政策」をメインテーマとし、講座を開講してきた。本講座は多くの学生諸君の関心を惹

き、社会的にも大いに評価を得てきたことから、2001年度以降も継続して設置されることになり、世界的にも科学技

術と社会の関係を問うＳＴＳ（Science、 Technology、 and Society）研究が注目されている状況をふまえて、「21世紀

における科学技術と社会」をメインテーマとする科目を開設し、多角的な視点から科学技術のあり方を探求していく。

2007年度は、各国で開発が目覚しく進められている宇宙に関連した産業を対象とし、現状と展望を探ることとする。

具体的には、ハードな側面としてのロケット・輸送システムや宇宙ステーション、有人宇宙開発の視点、ソフトな側面

としての地球観測、通信、放送、衛星惑星探査の視点、そして、新素材開発や有人飛行、体験などの宇宙ビジネス

の視点を検討している。

シラバス 9月25日（火）

テーマ ：オリエンテーション

担当教員：早稲田大学 理工学術院教授 村山 武彦

10月 2日（火）

テーマ ：ロケット・輸送システム…推進機

担当教員：未定

10月 9日（火）

テーマ ：ロケット・輸送システム･･･探査機等

担当教員：未定

10月16日（火）

テーマ ：宇宙ステーション・有人宇宙開発

･･･国際宇宙ステーション、スペースシャトル関連

担当教員：有人宇宙システム株式会社 小野 義雄

10月23日（火）

テーマ ：宇宙ステーション・有人宇宙開発･･･宇宙医学等

担当教員：未定

11月 6日（火）

テーマ ：人工衛星・探査･･･地球観測

担当教員：日本電気株式会社 成松 義人

11月13日（火）

テーマ ：人工衛星・探査･･･通信、放送、測位等

担当教員：三菱電機株式会社 永島 敬一郎

11月20日（火）

テーマ ：人工衛星・探査･･･月、惑星探査等

担当教員：ＮＥＣ航空宇宙システム株式会社 小笠原 雅弘

11月27日（火）

テーマ ：宇宙関連ビジネス･･･有人宇宙技術の応用

担当教員：有人宇宙システム株式会社 樫山 八潮

12月 4日（火）

テーマ ：宇宙関連ビジネス･･･新素材開発

担当教員：石川島播磨重工業株式会社 北澤 幸人

12月11日（火）

テーマ ：宇宙関連ビジネス･･･有人飛行、体験等

副題 宇宙産業の展望

授業の到達目標
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科目名付クラス名 21世紀における科学技術と社会

科目キー 2800001003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

担当教員：株式会社ジェイティービー 中村 豊幸

12月18日（火）

テーマ ：まとめ

担当教員：早稲田大学 理工学術院教授 戸田 勧

1月15日（火）

（予備日）

教科書

参考文献

評価方法 出席、定期試験による。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 国際保健政策と科学倫理

科目キー 2800001004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 喜多 悦子 町田 和彦 澤 良世

吉永 真理

年度

授業概要 日本の医療政策は世界の中でも特異的なものであることが認識され始めている。これまでの政策の評価は一概に

は言えないものの、現状のまま放置することが最悪な状況を導く可能性があることは否定できない。過去の状況を

見つめ、また諸外国の現状を探りながら追究してことを本講の狙いとする。より具体的には、日本の医療政策の過

去と現在に関して、その特徴を明らかにし、我々の生活にどのような影響を及ぼしたかを考える。また、日本の医療

の現状を他の先進諸国と比較考察するとともに、米国の現状を紹介し、日本の取るべき進路を探る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 開発協力論

科目キー 2800001005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大和田 秀二 成田 弘成 谷村 光浩

年度

授業概要 日本の国際貢献の目玉であるＯＤＡ（対外援助協力）は、近年世界最高額を拠出しておりながら、それに見合った評

価が得られていないのが現状である。当講座において、政府の援助政策策定の分析、技術開発と移転、そして開発

と文化についてそれぞれの分野から、効率の高い、持続的開発と発展の姿を浮き彫りにして、これからの日本の国

際協力の指針を探ってみる。また、技術移転に際して特に重要となる資源・環境問題に関して、その現状と問題点を

紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代経済の構造と変容

科目キー 2800001006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 荒木 勝啓 太田 愛之 篠崎 武久

年度

授業概要 これまで理系の科目を主に勉強してきた諸君に我々を取り巻く経済環境ないし、経済構造をわかり易く講義する事

で、今日の経済社会がどのような仕組みになっているか、われわれはその中でどのような生活をしていったらよいの

かについて考えるきっかけを提供する事を目的としている。

国全体から経済を捉える国民経済の仕組みを、中心に複数の教員がそれぞれ分野を分担して講義する。

シラバス

副題

教科書 太田愛之担当部分

太田愛之・川口浩・藤井信幸（2006）『日本経済の二千年』（改訂版）、勁草書房。

その他のテキストや参考文献については、教場にて適宜指示する。

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 企業行動と経営

科目キー 2800001007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 清秀 小松原 聡 大場 昭義

上村 シーラ・千賀子

年度

授業概要 企業社会の仕組みを中心に複数の教員がそれぞれ分野を分担して講義する。 担当する4回の講義のテーマは、

わが国の「経済制度の変化と企業金融」である。 企業の金融行動に焦点をあて、その基本的な概略を学ぶととも

に、日本の金融システムとの関連についてもみていく。さらに、近年の抜本的な金融制度改革が進捗するにつれ

て、従来の企業金融のあり方がどのように変容しつつあるかを調べ、それが金融の金融面だけにとどまらず、企業

の経営システムにも大きな改変を迫り得るものであることを学んで行きたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 医療と技術

科目キー 2800001008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝 三輪 敬之 西出 宏之

高西 淳夫 宗田 孝之 梅津 光生

武岡 真司 庄子 習一 藤本 哲男

藤江 正克 浅野 茂隆

年度

授業概要 理工学術院では、機械工学科、応用化学科、電気・情報生命工学科と多岐にわたる専門領域で、バイオエンジニア

リング関連の教育が行われている。そこで、この総合科目では、「医療」と「技術」をキーワードとして、医療関連技術

に関わる様々なトピックスをとりあげ、それぞれの専門的な視点からわかりやすい解説を行う。こうした一連の講義

を通じて、｢技術」がいかに一般生活に入り込んでいるかを認識してもらうと同時に、技術がどのように未来に貢献し

てゆくのかを理解してもらいたい。

シラバス 月 日担 当 者講 義 内 容

9月29日梅津 光生オリエンテーション・人工臓器で幸せになれるでしょうか

10月06日酒井 清孝血液透析のこれまでとこれから-命を守る高分子膜-

10月13日宗田 孝之光でガンを診る、治す

10月20日休講創立記念日（振替）

10月27日三輪 敬之ケアのためのコミュニケーション支援

11月03日休講理工展

11月10日藤江 正克健康を支える21世紀のロボット達

11月17日庄子 習一 マイクロマシンで生体情報を計測する

11月24日高西 淳夫ヒューマノイド・ロボット研究とその医療・福祉への応用

12月01日武岡 真司人工血液はなぜ必要か、どこまでできているのか

12月08日藤本 哲男病院の中を見てみよう

12月15日浅野 茂隆白血病の克服をめざして

12月22日西出 宏之どのように医薬品は開発されるか（臨床試験の実際）

1) 期末試験は行なわず、毎回小レポートを提出。

2) １1回のレポートのうち７回以上提出した者が採点の対象となる。

3) 採点は全員の先生の総計点をもとに行ないます。

4) 問い合わせ先：梅津研（58-322）またはumezu@waseda.jp

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 ２００８年度より、この科目はオープン教育科目に移動しました。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高齢化社会の設計

科目キー 2800001009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 臼井 恒夫 増田 金重 大竹 登志子

年度

授業概要 総合科目「高齢化社会の設計」では、日本社会の高齢化の趨勢および現在の高齢者の生活実態をふまえて、将来

に向けての健常な高齢者のライフスタイルの望ましいあり方ならび高齢者に対する看護・介護を検討する。次いで、

老人保健福祉計画（いわゆるゴールド・プラン）の具体例を素材に用いながら、高齢者政策や高齢者福祉計画の一

連の過程を考察し、高齢者のみでなくあらゆる世代の人々にとって望ましい高齢社会のあり方を展望する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会参加とボランティア

科目キー 2800001010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浦野 正樹 海野 和之 菅 磨志保

年度

授業概要 地域社会に根ざした住民運動から広範な参加形態をもつボランティア活動に至るまでの広がりをもつ〈市民の社会

参加活動〉に焦点をあて、それらの活動の現代的な意義と可能性、また抱えている問題点等を、具体的な活動事例

等も参考にしながら論じていく。なお、こうした社会参加活動の背後には、生活ビジョンや活動を支える価値理念が

存在しているため、行政の守備範囲が生活者へのサービスにまで拡大するなかで、何らかの形で行政機能との接

点をもち政治現象としても現れることになる。したがって，市民の自発的行為としてのボランティア活動は，個人とし

ての生き方と深く関連するだけではなく，同時に社会制度と関わり社会変動を誘う政治的意味を帯びる場合も少なく

ない。

この講義では、まず、参加の概念を吟味したうえで、住民運動やコミュニティ活動の歴史を検討し地域社会におけ

る住民の社会参加のあり方も変化していく様相をたどり、現代の地域に関わるさまざまなボランティア活動の背景を

探っていく。続いて、現代社会における「ボランティア」の諸相にスポットをあて、ボランティアやボランタリズム、日本

型のボランティアの評価、ボランティアの現代的トレンドについて考察を加えていく。また、ボランティア活動を進めて

いくうえでのさまざまな問題点などにも言及する予定である。

シラバス 浦野の担当するパートでは、参加の概念を含めた全体的なイントロダクションをしたうえで、「対抗的な異議申し立

て」としての住民運動から地域社会の生活空間を豊かにしようとするコミュニティ活動、さらに新しい都市社会運動の

展開へと時代とともに、公と私との関係が変容し、地域社会における住民の社会参加のあり方も変化していく様相を

たどっていく。現代の地域に関わるさまざまなボランティア活動は、こうした系譜の延長上に位置付けられることを確

認していきたい（下記項目1-2）。

海野の担当するパートでは、現代社会における「ボランティア」の諸相にスポットをあてる。おおよその展開として

は、ボランティアやボランタリズムをどう分析するか、日本型のボランティアをどう捉えるか、ボランティアの現代的ト

レンドをどう評価するか、ボランティア・セクターの役割をどう位置づけるか、といった流れを想定し、人間科学および

社会科学の諸領域から関連する知見を紹介する（下記項目3）。

菅の担当するパートでは、まず無償を前提としていたボランタリーな活動が、社会的な役割を自覚し、「市民活動」

という概念を提唱して、新たな活動実態を創出していった経緯について概観する。そして、従来のボランティア活動と

比較しながら、NPOによる活動の特徴について考察する。また、ボランタリーな人々によって運営される組織が抱え

やすい問題や、そうした問題を解消するためにどのような社会的施策（社会基盤整備）が必要であるのか等につい

ても考察していく（下記項目4-6）。

授業の主な項目

1 社会参加とボランティア＜概説＞ 導入（ボランティアの背後にあるもの）

2 ＜参加概念＞と地域社会における住民の社会参加の系譜

＊対抗的な異議申し立てとしての住民運動

＊地域社会におけるコミュニティ活動

＊新しい都市社会運動と地域住民活動

＊現代の地域ボランティア活動の諸相

―ゴミのリサイクル運動とむらおこし・まちおこし運動― （以上 浦野担当）

3 現代社会におけるボランティア活動

＊ボランタリズムとボランティア

＊日本社会とボランティア

＊現代におけるボランティア活動の広がり

＊ボランタリズムの発展と展開 （以上 海野担当）

4 ボランティア活動から市民活動・NPOへ＜概念の広がりと実態＞

＊ボランティア活動への関心の高まりとその背景

＊日本におけるボランティア活動の広がりと新たな潮流

＊ボランティア・市民活動とNPO--その概念整理の試み

5 NPOとは何か--第３セクターを構成する新たな社会的主体

＊ボランティアから市民活動・NPOへ

＊NPOとは何か？

＊ボランティアNPOの関係

6 ボランティア・市民活動の基盤整備

＊ボランティア・市民活動は、なぜ支援が必要なのか

＊どんな支援が必要なのか

＊日本におけるボランティア・市民活動の基盤整備の経緯

＊ボランティア活動推進機関とNPOサポート

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 社会参加とボランティア

科目キー 2800001010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

＊市民活動・NPOを支える機関の創設

＊ポスト・NPO法の市民活動・NPOの実態の変化と今後の課題 （以上、菅担当）

教科書 教場などにおいて適宜指示する。

参考文献 教場などにおいて適宜指示する。

評価方法 授業への出席（出席カードを使ったレビューシートの提出必須）30％、最終試験の成績70％を目安とする。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-muranolt01/

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変革期の社会と心理

科目キー 2800001011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 道子 徳重 篤史 星野 朝子

年度

授業概要 （清水道子）消費意識や消費行動に起こっている大きな変化

生活の様々な側面で 我々の消費意識や行動は 確実に変化をとげている。

社会全体の変化が激しい中で 人々の消費行動や意識の変化も

加速される。 消費者のライフスタイル、価値観の変化は

ますます消費者リード型の方向に、市場全体を変化させている。

企業は それらの変化に対応する、あるいは半歩先の変化を先取りする

商品やサービスの 様々な提案を試みており、

ファッション、食、住といったビジネス分野での具体例を参考にしつつ

これらの変化をも捉える。

（徳重篤史）変革期と少年非行

少年非行や家族を巡る問題は、変化する社会を集約的に映し出す鏡であるといえる。

思春期危機と呼ばれる時期には家族問題や非行問題が相乗的に悪影響し合って顕在化することが多く見られる。

ここでは、少年非行のメカニズム、それに対応する社会や少年法制について概説的に考究する。具体的ケースな

ども例示しながら、臨床的援助方法についても考察する。

シラバス （清水道子）

合計４回（日程は 他の講師の方々との調整の上、事務局が決定）

（徳重篤史）

１ 思春期危機

２ 少年非行や家族問題 顕在化するメカニズム

３ 少年法制、社会体制

４ 臨床的援助方法

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高度情報社会における人間関係

科目キー 2800001012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 博康 春日 伸予 渡部 卓

年度

授業概要 第1回-第4回（予定）（担当：渡部卓）

高度情報社会での人間関係の変化が企業に於けるマネジメントに多様な影響を与えている。 人間関係の変化が

働く人々の価値観、働き方、メンタルヘルス、ワークライフバランス、そして結果的には経営戦略そのものへ大きな影

響を与えている。 その実態と変化への対応策を豊富な最新の実例を中心に考察し講義を行う。 渡部の講義はＡ

ＯＬ、シスコシステムズ、ネットエイジなどＩＴ最先端の企業経験やネットマイル、ライフバランスマネジメント社などのベ

ンチャー起業経験に基づきつつ、また臨床心理、社会心理からの考察を包含しつつ構成されている。学生は積極的

な発言や議論への参加が求められる。 （質問は hellotuck@aoni.waseda.jp）

第5回-第8回（予定）（担当：春日伸予）

現代社会は，高度情報化が進むことによる人の孤立や人格疎外など様々な人間関係の問題を抱えている。産業の

グローバル化によって価値観の異なる民族同士の交流を強いられ，個人のアイデンティティを危機にさらしている人

もいれば，実生活での孤独感から逃れるためにインターネット等で名も知らぬ人々との交流に耽溺し，実生活での

孤立を深める人もいる。また，人と接触することなく必要な情報を得られる社会であるため，豊かな人間関係を持た

なかったり，引きこもったりする人も増えている。高度情報化は，社会に与える恩恵の裏で，人間関係に深刻な問題

を増やしているとも言える。本授業においては，そうした人間関係の問題に関連して，この社会で人が健全な人間関

係を育むために必要な要素についての解説を行う。

第9回-第12回（予定）（担当：塚田博康 tsukadah@fa2.so-net.ne.jp）

高度情報化の到来は、生産、流通、消費、生活など、社会のあらゆる局面に大きな質的変化をもたらそうとしてい

る。情報の量的増大と処理の迅速化とともに、ひずみもまた拡大しつつある。情報操作による大衆の誘導から、情

報犯罪、電脳テロ、電脳戦争にいたるさまざまの問題点に概括的にふれ、高度情報化と主体的に向き合うことの重

要性を理解してもらいたい。

シラバス (1)高度情報社会の人間関係の特徴と変化（海外との比較から）

(2)高度情報社会での職場の人間関係とメンタルヘルスの問題

(3)高度情報社会での家庭・学校に於ける人間関係の考察

(4)高度情報社会の企業マネジメント

(5)(6)(7)(8)孤独感，アイデンティティ，人間関係を悪くする要因，等人間関係に関連したテーマを適宜解説していく。

(9)高度情報化と情報操作

・高度情報化社会の特質

・大衆社会と情報

・大衆操作の手段としての情報

・情報-知識-叡智の諸相

(10)高度情報化と民主化

・権力と情報の秘匿

・情報公開と「知る権利」

・市民参加と情報

・mass mediaとinternet

・電脳民主主義

(11)電脳社会の安全保障

・hackerとcracker

・電脳犯罪の諸相

・電脳テロと電脳戦争

・個人情報の安全と暗号

・自由と自己責任

(12)高度情報化と知的所有権

・「知」と「感性」の時代

・著作や意匠の尊重

・特許概念の拡大と知的所有権

・創造力の問われる時代に

副題

教科書

授業の到達目標
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科目名付クラス名 高度情報社会における人間関係

科目キー 2800001012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

参考文献

評価方法 定期試験・(定期試験の成績による。)

備考 渡部卓

早稲田大学政経学部卒業後、モービル石油入社。その間に海外派遣留学生として、米国コーネル大学で人事組織論

を学び、引き続き、米国ノースウェスタン大学／ケロッグ経営大学院でＭＢＡを取得。その後、ペプシコ社、ＡＯＬ、シス

コ・システムズ、ネットエイジなどで米国本社勤務を含む、本部長、副社長職などを経て現在、株式会社ライフバランス

マネジメント 代表取締役社長。中華人民共和国・西北工業大学客員教授

認定コーチングメンター、認定 産業カウンセラー、心理相談員。日産業カウンセリング学会、日本うつ病学会、日本心

身医学会、国際ＥＡＰ協会などの正会員。

株式会社ネットエイジグループ取締役｡

【著書】『会社うつは上司の責任です！』(大和書房・近刊)

『こころをラクにする・メンタフダイアリー』(日本実業出版社)

『会社のストレスに負けない本』(大和書房)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ストレスと自殺

科目キー 2800001013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三 坂田 成輝 丸山 晋

年度

授業概要 ストレスは心を通して体まで蝕んで行く。それはほとんどあらゆる病の基礎にあるものである。それがもたらす最も恐

ろしい結果である自殺まで含めてストレスを考えてみたい。人はなぜストレスを感じるのか、そしてなぜ自殺をしてい

くのか。自殺の中でも集団自殺の中に表れる心理について解説する。ストレスを感じやすい性格とストレスに強い性

格がある。自殺まで行く人を食い止める事はできないのか。それらを3人の専門家がそれぞれの立場から考え解説

する。

シラバス (1)初めにアメリカのサンディエゴの郊外で起きた集団自殺者のビデオを見て自殺の心理を考える。

(2)自殺の原因としての性格とストレス

(3)孤独と親しいコミュニケーション

(4)絶望感と思いこみ

(5)自殺とは何か

(6)人はなぜ自殺するのか

(7)自殺と社会―自殺予防は可能か

(8)現代社会とストレス

(9)自殺の精神病理

(10)「ストレスによる自殺」考

(11)(12)自殺未遂者の治療とケア

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 依存症と社会

科目キー 2800001014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三 安田 美弥子 松本 桂樹

年度

授業概要 現代人はさまざまななやみを抱えている。それに正面から立ちむかう人もいる。しかしその不安から逃げる人もい

る。その結果アルコール依存症、薬物依存症、仕事などさまざまな依存心に追いこまれていく人も多い。ことにこの

数年ギャンブル依存症の増加がある。アメリカでは五百万人が強迫的ギャンブル依存症である。さらに問題のある

ギャンブル依存症は千五百万人という。この授業ではそうした依存症に現れた現代人の不安の心理を分析し、どう

対処したらいいかを考える。さらに現実に動いている予防や解決のプログラムを紹介する。

シラバス (1) 薬物中毒や人間関係中毒、宗教中毒等中毒のざまざまな種類や原因を考える。

(2)(3)(4)ABC放送のアメリカの若者たちの薬物中毒のビデオを見ながら、なぜ若者はドラッグに溺れていくのか、そ

の不安の心理、現実逃避の心理など中毒の心理と同時に、人を中毒に追いやる側の心理も考察する。

第5回-第8回（予定）（担当：松本桂樹）

調査によると、飲酒は特に男性勤労者にとって最も好まれる「ストレス解消法」となっている。アルコールは仕事にお

ける人間関係の円滑剤ともなり、まさに精神・身体の両面にて依存を生じさせる。本講義ではアルコール依存症の

治療の実態とともに、勤労者のアルコール問題対策として期待をされるＥＡＰ（Employee Assistance Program）の取り

組みについても解説を行う。担当講師は、アルコール依存症専門クリニックにて実務を積み、現在は企業内のアル

コール問題対策に取り組む臨床心理士である。

（質問先は matsumoto@aoni.waseda.jp）

(9)アル中家庭

(10)子供たちの問題

(11)女性のアルコール依存症

(12)女性と依存

副題

教科書

参考文献 アルコール依存症の治療と回復（東峰書房）

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術とコミュニケーション

科目キー 2800001015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 博康

年度

授業概要 (1)基本的な考え

21世紀に入って、科学技術に携わる人々にとって、研究、開発、実地適用、教育・訓練などに関して社会とのコミュ

ニケーションをいかに円滑にするかは、大きな問題になってきている。

自らの研究、開発、教育・訓練の有効性、正当性を主張し、研究内容の相互批判、研究成果の社会的還元、研究

等にかかわる第３者評価への対応(反論を含む)、さらには技術の開発や開発された技術の実地適用で生じるさまざ

まな問題に対処するうえで、コミュニケーションの重要性はますます増加している。

特に不特定多数を対象とする大量伝達機関にかかわるコミュニケーションは、情報を発信する場合、受信する場

合のいずれを問わず、適切な「読解力」や「技法」「表現術」を求められる。

従来、教育・研究等に携わる人たちは、社会との接点の持ち方について十分に意識していたとは言い難い。こうし

た事態に対処するには、表現術とともに、いかに適切な表現内容にするか、その前提となる組織内の意思統一の方

策などを含めて教育・訓練を積むことが欠かせない。

大学の学部段階では、適切なコミュニケーション能力を身につけるための基礎的知識を得る程度にとどまるとして

も、将来においては、より発展的な教育・訓練が求められるであろう。

(2)強調すべき点

１．科学技術におけるコミュニケーションの重要性

２．コミュニケーションにおけるメディアの役割

３．大衆社会におけるマスメディアの機能

４．情報技術の発展とコミュニケーションの質的変化

５．プレゼンテーションとディスカッション

６．科学技術の社会的位置の変化の理解

７．メディア戦略の構築

８．「情報発信力」と「情報読解力」の重要性

９．「危機管理」の戦略と戦術

10．科学ジャー一ナリズムの現状と将来展望

シラバス (1) コミュニケーションとは

コミュニケーションとは何か。コミュニケーションの態様、手段といったコミュニケーションの概念についての基本を理

解する。

(2) メディァと表現

コミュニケーションの媒介物としての「メディア」について、量的側面、配布対象、媒介物の種類、対象者の相違によ

る表現形式の選択とメディアの関係、メディアによって異なるコミュニケーションの様'態、技法、受容するの条件の違

いとコミュニケーション手段の変化など、メディアの基本について理解する。

(3) 大衆社会におけるコミュニケーションの役割と特徴

大衆社会において、大衆に訴求する手段としての「マスコミュニケーション」はいかなる役割を果たすか。ネット社会

における新たなメディア(E-Mai1,Webpage, Mail Magazine, B-Log etc)の普及はコミュニケーションをどう変えるかを考

える。

(4) 大衆社会における情報操作と世論形成

大衆社会における「世論(Public Opinion)」形成の手段、方法、メディアの操作による「有利な世論」の形成。間接的な

メディア支配の方法、大衆の感情に訴求する技術と表現方法は日々進化している。それらに対抗するために市民

は、どのようにして自らのコミュニケーション能力(情報読解力、情報判断力、精神の自主・自立性など)を育てればよ

いか。

(5) 科学技術と啓発活動

現代の大衆社会においては、科学の研究も、技術の開発も大衆の理解と支持が前提になる。研究費や技術開発費

の獲得が、情報公開一第3者による検証と評価一現場へのフィードバック、という一連の流れに大きく影響されるよう

になる。こうした事情から、高度情報社会では高等教育機関、研究機関、企業を問わず、大衆の啓発、訴求の能力

が問われることを理解する。

(6) 科学技術とマスメディア(事例分析１)

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 科学技術とコミュニケーション

科目キー 2800001015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

マスメディアは「科学の目覚しい発展」や「驚異の新技術」をはやし、研究や教育への資源(人材、資金、研究・教育

環境など)の導入の呼び水になる。その半面、科学技術の発達がもたらす「陰画」の側面について、大衆を覚醒させ

る役割を担う場合もある。水俣病や「光化学スモッグ」などの公害、環境破壊を例に、科学技術とマスメディアの相互

影響関係を跡づけ、教訓を読み取る。

(7)７．科学技術とマスメディア(事例分析２)

核物理学や核エネルギー技術の発達が「夢のエネルギー」を約束した時代もあった。核兵器や放射能汚染への恐

怖と嫌悪が、原子力技術への根深い懐疑を生む一方で、気象学者や環境運動家らによる地球温暖化の警告が、核

技術開発を加速するよう促す側面もある。「資源とエネルギー」「地球環境」をめぐる科学技術と、マスメディアのかか

わりを検証する。

(8) 科学技術とマスメディア(事例分析３)

生命科学、なかでも遺伝子工学や生殖医療の発展は、人間存在の根本にかかわる問題を提起している。宗教者や

哲学者、医学者、生物学者らからの「産前選別」批判や、「生命への畏敬」を欠くという批判に対して、科学技術の側

はどう答えるか。マスメディアはこれらの問題をどう取り扱ってきたか。ジャーナリズムの持つ「NEWS」への渇望とセ

ンセーショナリズムは、ときに科学技術の"暴走"を助長する側面があることを確認しておきたい

(9) 科学技術とマスメディア(事例分析４)

ヒトの生活環境や居住空間の「持続可能性」を保障するのは、「安全・安心・快適」の3条件である。建築、空間デザ

イン、都市計画、国土計画、都市工学、環境工学、防災工学などに期待される役割は、これら3条件をいかに保障す

るかにある。これらの科学技術が、果たして「持続可能な都市」づくりに有効であったか否かを検証する。

(10) 科学技術とマスメディア(事例分析５)

科学技術の発達と、科学者、技術者の社会的経験値との不均衡。企業や所属組織、行政当局等からの要請と、真

理探究者の倫理との矛眉。学問上の功名心と適切な第3者評価の欠如は、ときに患者や被験者、消費者にしわよ

せされる。薬害や医療過誤、欠陥製品などのなかには、技術的未熟以前に、経営工学や組織工学上の無知、無理

が指摘される場合が少なくない。適切な研究、実験、実地検証、社会性の付与などのための組織、制度、評価、情

報公開などの仕組みを考える。

(11) 科学技術の「危機管理」（１）

いかなる社会でも、組織、機構、個人でも、過失や錯誤は免れない。いわゆる「マーフィーの法則」は、今日でも有効

である。したがって、科学者、技術者の教育・訓練課程に「危機管理」や「失敗学」を組み込むことは必須であろう。こ

こでは、危機管理についての基本的な知識と、危機発生時の対応、とくにマスメディアとの対応について、初歩的な

理解を得る。

(12) 科学技術と「危機管理』（２）

知的財産権をめぐる国家戦略に基づき、知的所有権の管理や保護が強化されている。こうした中で、科学者、技術

者も、自らと自らの研究成果を守り、権利を主張しなければならない。学間研究の場では、従来、知的財産権への

執着が薄い傾向があった。これを転換するためには、科学者、技術者個人のみならず、所属機関が組織的に対応し

なければならない。そうした場合の対応を含め、理工学の基礎的な教養教育、学習の場において、コミュニケーショ

ンについての実践的な訓練の機会を提供することが望まれる。ここでは、そのためのごく基本的な心得を例示した

い。

(13) 科学ジャーナリズムのあり方

マスメディアにおいて「科学ジャーナリズム」はいかなる役割を求められているか。科学ジャーナリストは、どんな姿勢

で科学技術報道を行っているか。科学ジャーナリストに求められる資質はなにか。第1線の科学ジャーナリストが出

会う障害や、克服すべき問題は何か。科学ジャーナリズムの現状と課題を探る。

(14) 科学・技術者に求められるコミュニケーション意識

科学者や技術者がメディアや大衆、各種の団体、組織とコミュニケーションを持つ機会はますます増加するだろう。

「情報公開」「個人情報保護」「説明責任」などが科学・技術者に求められるのはなぜか。コミュニケーション意識を持

たねばならない理由はなにか。21世紀における科学技術の発展を支える「新たな市民社会」と、科学技術の研究・開

発との連帯をつくりあげるための「コミュニケーション」の意義を改めて確認しあいたい。

教科書

参考文献 参考書目、ウェブページアドレス等は授業のつど配布します。
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科目名付クラス名 科学技術とコミュニケーション

科目キー 2800001015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法 定期試験・レポート（作品を含む）・平常点(出席状況など）

備考 レポート、およびレポートに基づく発表、討論などを行う予定ですので、レポート執筆についての基本的な心構え、「作

法」は心得ておいてほしい。授業時間が非常に限られているため、自主的な学習への取り組みが望まれる。

【担当教員連絡先等】

塚田 博康 (tsukadah@fa2.so-net.ne.jp)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 プレゼンテーションスキル

科目キー 2800001016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐川 健太郎

年度

授業概要 学生・社会人を問わず、また理工系・文科系を問わず、研究者は、自らが関わる研究やプロジェクトについて、学

会はもとより多様な場面において、多様な人々に「発表する、伝達する、説得する、共感してもらう」等々の機会があ

ります。リアルな場面で、それを行うことを通常「プレゼンテーション」と呼びます。その機会は、近年、急増していま

す。情報社会が進展すればするほど、リアルな場面でのプレゼンテーションが増えているのは、まさにリアルな場面

でのコミュニケーションの重要性が増していることを意味しているでしょう。

では、プレゼンテーションがうまい、とは一体どういうことなのでしょうか。それは単に表面的な技法やテクニックの

問題ではありません。自らの言いたいことを相手に的確に伝えるために、自らの考え方を整理するという思考法の

側面もあれば、それを端的に表現するコンセプトワークや論理的に構成するといったこともあります。また、相手の欲

するものに応えるコミュニケーションの側面もあります。さらに、相手に驚きをあたえるエンターテインメントの側面も

あれば、それを可能にする想像力や、センスの良い資料を作成するデザイン感覚も求められるでしょう。

本科目の狙いは３つあります。第１は、プレゼンテーションを価値あるものとするために必要な考え方の習得です。

すなわち、プレゼンテーションの考え方、コンセプトワーク、 思考法等々を包含した一種の「知識論、表現論」として

講義を行います。狙いの第２は、実際にプレゼンテーションを効果的・魅力的に行えるような実践力の習得です。多

様なプレゼンテーションの機会に対応ができるように繰り返し演習を行います。なお、プレゼンテーションのテーマと

して、受講生自らの抱える課題（自己紹介から理工学部の卒業研究の研究構想まで）を取り上げる予定です。第３

の狙いは、プレゼンテーションを効果的・効率的に行うための思考法の習得です。自らの頭を整理できなければ、相

手は理解や共感が得られないからです。

なお、本科目は連続４週の土曜集中で行います。集中講義期間を通じて個人課題と実際の発表をワークショップ形

式で繰り返しますので、受講生の学習負荷はそれなりに大きいと覚悟しておいてください。

シラバス 第１回 １０／６（土）

（１）オリエンテーション：プレゼンテーションとは何か

（２）ショートプレゼンテーション実践

（３）プレゼンテーションの意味

第２回 １０／２０（土）

（４）プレゼンテーションプラン立案

（５）プレゼンテーションのアウトライン、ロジカルチェック

（６）個人課題発表と討議（グループセッション）

（７）プレゼンテーションの資料と表現

第３回 １１／１０（土）

（８）効果的プレゼンテーションと聞く側のコツ

（９）個人課題発表と討議（グループセッション）

（１０）個人課題発表と討議（クラスセッション）

第４回 １１／２４（土）

（１１）各自課題の最終プレゼンテーション発表

（１２）各自課題の最終プレゼンテーション発表

（１３）各自課題の最終プレゼンテーション発表

（１４）まとめとリフレクション

（ただし、受講生の人数・レベル等を勘案して内容・進め方を変更する可能性があります）

副題

教科書 ・妹尾堅一郎『研究計画書の考え方』（ダイヤモンド社）

その他、必要に応じて、ハンドアウツを配布。また適宜参考図書を紹介します。

参考文献

評価方法 １）授業への参画度：50％、

（２）最終課題のプレゼンテーションパフォーマンス：30％

（３）最終課題の資料等ペーパープレゼンテーション：20％

上記の３点を合計し、下記の基準によって成績評価を行います。

Ａ＋：100%から91％、Ａ：89%から80%、Ｂ：79％から70％、Ｃ：69％から60％ Ｆ：60％未満（不合格）

★出席：

全４回（１４コマ）の出席を前提にします。毎回発表があるので、原則として欠席は認めませんので、注意してくださ

い。

備考 ★履修上の注意：（必要とする予備知識）

授業の到達目標
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科目名付クラス名 プレゼンテーションスキル

科目キー 2800001016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

年度

受講前に特に知識は必要ありません。

ただし、各自がＰＣによるデジタルプレゼンテーション（マイクロソフト・パワーポイント使用）を作成実施して頂きます

ので、最低限のＰＣリテラシー・操作はできるものとして授業を行います。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 産業社会のメンタルヘルス

科目キー 2800001018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡部 卓 小林 祐一 佐藤 陽

年度

授業概要 職場のメンタルヘルスの悪化が社会的に関心を集め懸念されている。自殺という問題や生産性の悪化などが顕在

化し経営課題ともなっている。またメンタルヘルスは学校、家庭、自治体、地域社会の課題でもある。本講座では職

場のメンタルヘルス問題の理解とその対策を心身健康の視点のみならず、企業と社会、家族、人と組織の関係性、

心身医学、ストレス・マネジメント、ワークライフバランス、コミュニケーション、モチベーション、キャリアなどの多彩な

見地からその原因への考察を行い最新の対策を多面的に考察していく。

【佐藤担当分の講義概要】

約９年間、新聞記者として「職場のメンタルヘルス」を取材してきた経験から、感じたこと、伝えたいこと、記事に書

けなかった取材の裏話をお話したいと思います。私は、小林先生、渡部先生と違い、メンタルヘルスの専門家ではあ

りません。逆に、外の人間だからこそ見えることをお伝えできるのでは、と思います。

具体的には、会社員の過労自殺や過労死が減らない「過労社会」の実態、大手企業１００社メンタルヘルス対策ア

ンケートから見えてきた「心の病への偏見」、その偏見を減らすためのメディアの役割、３０代に増える心の病、自身

が心の病を経験し見えてきたこと――などをお話する予定です。できれば一方的な講義でなく、グループディスカッ

ションなども採り入れたいと考えております。

メンタルヘルスの問題は、身近にそういう人がいない限り、「他人事」と考えがちです。しかし、リストラや成果主義

の導入で職場の環境が悪化する中、うつ病になる会社員は増えています。私の講義をきっかけに、メンタルヘルス

に少しでも関心を持って頂ければ幸いです。

シラバス 講義日程と担当講師

４月１０日渡部、１７日渡部、２４日小林、

５月１日休講、８日渡部、１５日小林、２２日小林、２９日渡部、

６月５日小林、１２日佐藤、１９日佐藤、２６日佐藤、

７月３日佐藤、１０日予備・休講

副題 職場ストレスの理解と改善を目指して

教科書 特に指定しない

参考文献

評価方法 期末試験 各講師より出題の論述形式 持ち込み無し

備考 講師のプロファイル

小林 祐一

95年HOYAグループ総括産業医。98年労働衛生コンサルタント。2003年 経済産業省労働保健統括医、同年日本産業

衛生学会認定産業医学指導医。04年から現職。日本産業衛生学会、日本産業精神保健学会、日本産業ストレス学

会（監事、評議員）、日本内科学会会員、日本心身医学会会員、日本心療内科学会会員、日本災害医学会会員

渡部卓

早稲田大学政経学部卒業後、モービル石油入社。その間に海外派遣留学生として、米国コーネル大学で人事組織論

を学び、引き続き、米国ノースウェスタン大学／ケロッグ経営大学院でＭＢＡを取得。その後、ペプシコ社、ＡＯＬ、シス

コ・システムズ、ネットエイジなどで米国本社勤務を含む、本部長、副社長職などを経て現在、株式会社ライフバランス

マネジメント 代表取締役社長。中華人民共和国・西北工業大学客員教授

認定コーチングメンター、認定 産業カウンセラー、心理相談員。日産業カウンセリング学会、日本うつ病学会、日本心

身医学会、国際ＥＡＰ協会などの正会員。

株式会社ネットエイジグループ取締役｡

【著書】『会社うつは上司の責任です！』(大和書房・近刊)

『こころをラクにする・メンタフダイアリー』(日本実業出版社)

『会社のストレスに負けない本』(大和書房)

佐藤 陽（さとう・よう）

朝日新聞生活グループ記者。９０年米・ジョージワシントン大学政治学部卒業、９１年慶應義塾大学法学部政治学

科卒業。９１年朝日新聞社入社。東京本社学芸部、くらし編集部などを経て、０５年９月より現職。学芸部時代より、自

身が心の病を経験したことをきっかけに、うつ病や自殺などメンタルヘルスの取材を始める。以後、約９年間にわた

り、主に職場のメンタルヘルスについて継続的に取材を続ける。

授業の到達目標
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科目名付クラス名 産業社会のメンタルヘルス

科目キー 2800001018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

９８年に自殺者が３万人を超えた時は、他社に先駆け「中高年男性の自殺」をテーマに連載した。０３年には、全国

紙としては初めて、大手企業１００社を対象にした「メンタルヘルス対策」アンケートを実施した。また０２-０３年に、長

期連載「過労社会」の中で、増加する会社員の過労自殺や３０代のメンタルヘルスの悪化などを採り上げた。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的財産と技術経営I

科目キー 2800001019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃

年度

授業概要 ナノ、ＩＴ、バイオ等先端技術の研究開発においては欧米としのぎを削り、日本のアニメキャラクターは世界の子供達

に人気があり、ゲームソフトも世界を席巻している。豊かな造形や画像は新たな価値創造を生み出す日本のお家芸

に育ちつつあり、我が国の国家戦略としても重要なものと位置づけられている。研究者としても、ビジネスの世界に

おいても、価値創造の生命線となる知的財産について事例分析や演習を用いた実践的な講義を行うこととし、Iは主

として著作権についての講義を行う。

シラバス 前期は、知的財産の概論と、著作権、意匠権、商標権等の表現系の知的財産について講義を行う。

副題

教科書 レジュメを毎回配布する。

参考文献

評価方法 教場試験による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的財産と技術経営II

科目キー 2800001020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃

年度

授業概要 ナノ、ＩＴ、バイオ等先端技術の研究開発においては欧米としのぎを削り、日本のアニメキャラクターは世界の子供

達に人気があり、ゲームソフトも世界を席巻している。豊かな造形や画像は新たな価値創造を生み出す日本のお家

芸に育ちつつあり、我が国の国家戦略としても重要なものと位置づけられている。

また、日本経済の発展を支える戦略的分野として、燃料電池、情報家電、ロボットなど７つの新産業領域が挙げら

れている。新産業分野の発展には、ナノテクノロジー・材料、情報技術、ライフサイエンス、環境・エネルギーの4分野

の革新的技術の導入が必須であるといわれている。その中で、ナノテクノロジー・材料は、他の３技術分野に大きく

寄与する基盤技術であり、現在、企業、大学、公的研究機関などにおいて技術開発が活発に行われている。

本講座においては、知的財産の創造・保護・活用の各段階のサイクルにおける現状と課題をビジネスの最前線の

事例によって掘り下げ、初めて知的財産を学ぶ学生にも企業の実例でわかりやすく提示し、もって我が国の国際競

争力に資する人材育成に貢献することを目的とする。

研究者としても、ビジネスの世界においても、価値創造の生命線となる知的財産について、特許庁や日本弁理士会

の有志の専門家、企業の知的財産部の若手スタッフの協力をいただき、政策面と現場の実務面の両方から実践的

な講義を行う。

前期と後期の内容の区分けは、知的財産と技術経営1(前期）は知的財産の概要と著作権（コンピュータプログラ

ム、データベースの著作権を含む。）、知的財産と技術経営2（後期）は、特許を中心に意匠、商標等について行う。

なお、２００８年度から知的財産検定が国家試験になることも踏まえて、同レベルの内容に準拠し、過去の事例、問

題の解説も行う。

シラバス 後期は、知的財産のうち特許を中心に、知的財産の創造・保護・活用のサイクルを学ぶ。イノベーションが特許に

よっていかに促進されるか企業の知財戦略についても、ケーススタディによって考察していく。

副題

教科書 毎回レジュメを配布する。

参考文献

評価方法 教場試験による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術史I

科目キー 2800001021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 近代科学はいつ頃、どのように誕生し、現在のような姿になったかについて俯瞰することが本講義のねらい。科学技

術史といえば、理論的体系や技術的生産物がどのように発展していったかという歴史を想起する人も多いかもしれ

ないが、本講義では、むしろ科学や技術を現在の形に育んだ社会、経済、政治的側面に注目しつつその歩みを垣

間見ることにする。

シラバス 基本的には以下の流れに沿った説明を行うが、幾つかのトピックに関しては、別途関連する文献や史料を用いなが

らやや掘り下げた説明を行う。

１．序論

２．ルネサンスと科学

３．キリスト教と科学

４．近代科学の始まり

５．フランス革命と科学

６．ドイツにおける近代大学の誕生と科学

７．産業革命と科学――イギリス

８．産業と科学――アメリカ

９．ナショナリズムと科学

１０．戦争と科学

副題

教科書 指定しない

参考文献 古川安『科学の社会史――ルネサンスから20世紀まで』増訂版、南窓社、2001年。

評価方法 定期試験による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 技術革新と産業社会Ａ

科目キー 2800001022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河尻 耕太郎

年度

授業概要 本講義においては、技術革新＝イノベーションと産業社会について、単に制度論としての解説を行うのではなく、

個々人の構想力、プロジェクトメーキング力、交渉力をいかに培い、基礎研究と応用研究、商品化、事業化の各ス

テージに対応した戦略論を技術経営（ＭＯＴ）的な観点から学んでいく。2015年までの技術戦略マップを適用し、イノ

ベーションを創出していくために有益な講義を行う。Ａでは主としてイノベーション論を中心に講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 29/1000 ページ



科目名付クラス名 ロボット産業とイノベーション

科目キー 2800001023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 下倉 健一朗

年度

授業概要 ロボット市場は今後5年間に約2倍、20年後には10倍に拡大すると予想されている。なかでも今後急速に伸びる市場

は、介護等の生活支援ロボットや危険作業の代替手段としてのロボット開発と考えられ、エンタテイメント用のみなら

ず、非産業用途として家庭に普及することが期待されている。

ロボットはメカトロニクス、情報処理、情報通信、ヒューマンインタフェース等の様々な分野の技術が融合して初めて

機能するものであり、この融合こそがロボット分野に関するイノベーションと強く関連する。

本講座では、ロボットを機能させるために必要となる様々な技術に関して、センシング/情報処理/システム化という

観点から議論する。

シラバス ＜講義の特徴＞

ロボットが動作するために必要となる様々な技術分野を概観し、それらの分野の技術が融合することでシステムとし

てどのような機能が生み出されるか？それらが具体的なサービスにどのように応用されているか、を理解することが

できる。

＜学習の目標＞

ロボットを成り立たせている要素技術の基本原理が理解できるようになること。要素を組み合わせることで構築する

システムがどのように動作するか、簡単な例題を解けるレベルの理解力がつくこと。

＜授業計画＞（予定）

０１回目 オリエンテーション

０２回目 ロボットの歴史

０３回目 要素技術編-1

０４回目 要素技術編-2

０５回目 要素技術編-3

０６回目 情報処理編-1

０７回目 情報処理編-2

０８回目 情報処理編-3

０９回目 システム編-1

１０回目 システム編-2

１１回目 システム編-3

１２回目 最先端のロボットプロジェクト紹介-1

１３回目 最先端のロボットプロジェクト紹介-2

１４回目 ロボットを動かすためのポイント振り返り

１５回目 まとめ

副題

教科書 特に無し。授業においてレジュメを配布することもある。

参考文献

評価方法 教場試験にて行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境政策と計画I

科目キー 2800001024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 環境に関連した社会的な問題は、空間的のみならず時間的にも大きな広がりをみせている。こうした問題解決のた

めには法律による規制や税制・補助金等による経済的誘導に加え、多様な主体の関係を社会システムとして捉え施

策の評価と実施を繰り返す計画的なアプローチが求められている。そこで、本講義では、1）様々な視点からみた環

境問題の現状と原因、そして解決のための基本的な方向性を踏まえた上で、2）個別の具体的な事例を紹介しなが

ら、問題解決のための計画論的アプローチについて論じる。

前期は、主として計画的側面について扱い、具体的な計画づくりを通じて、環境計画のあり方について考える。

シラバス ・ 環境計画の基礎論

・ 環境問題の具体例

（大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、土壌汚染、自然環境の保全、

廃棄物、地球環境問題、ダイオキシンと環境ホルモン）

・ 計画とシステムズアプローチ

・ 行政からの対応（環境基本計画、環境アセスメントなど）

・ 企業からの対応

（ISO14000シリーズ、環境レポート・環境監査等、

ゼロエミッションなど）

・ 市民からの対応（環境家計簿、環境ＮＧＯの役割等）

・ 環境情報の整備手法

・ 新たな環境問題への取り組み（環境リスク）

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業時の演習課題、および期末課題による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会人類学I

科目キー 2800001026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西村 正雄

年度

授業概要 社会人類学は、生物人類学と並んで、人類学を支える2大柱の一つである。人類学は、過去及び現在における人間

行動すべて、そしてその結果生まれた産物すべてを扱う学問である。こうした人間の行動と、その産物を総称して

「文化」と呼ぶ。人類学は、この人間の文化のすべての様相を総合して扱い、文化の統合された全体像を探求する。

そこで本科目の目的は、人間の文化を総合的に把握することで、特に、人間と彼らの文化を、自然及び社会環境へ

の適応という点から概観し、その内容と構造を詳細に検討することである。本年の授業では、文化の変動してゆく状

況に焦点をあててゆく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報社会論I

科目キー 2800001027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 情報社会論とは、情報技術の進展・普及と、それによって実現される新たな社会像に関する一連の議論である。情

報社会論の近年の主要トピックスを取りあげ、その議論の構造や意味するものについての講義を行なう。

シラバス 以下のトピックスについて、1から3回の講義を行なう。

&#61550;情報社会論の系譜

&#61550;社会の情報化とその進展

&#61550;情報化と地域社会

&#61550;情報化と新たな「コミュニティ」

&#61550;情報化は社会を変えるか

副題

教科書 特に指定しない。参考資料として、公文俊平（編）, 2003, 『リーディングズ 情報社会』NTT出版。

参考文献

評価方法 レポートによって行なう。その他不定期に行なう課題等も考慮する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境心理学

科目キー 2800001028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 広田 すみれ

年度

授業概要 今日、都市化の進展、情報ネットワークの浸透、異文化の衝突などによって、環境はますます複雑化し、不安定性を

増大させている。そしてその影響は、人間生活にもさまざまなかたちで現れ始めている。こうした環境の変化を契機

として、人間の心理や行動の仕組みを環境との関わりで問い直す「環境心理学」が展開されるようになったのであ

る。本講義では、環境心理学の全体像を概観し、この分野を理解するための基礎的な素養を習得することをねらい

とする。

シラバス ※授業の進度により、順序・時期・内容は多少変化する場合がある。

（１）ガイダンス 授業の概要、進め方について

（２）環境心理学とは

環境心理学の成り立ち、問題意識とその対象、アフォーダンスなどの主要な概念

（３）環境の知覚と認知１ -知覚の基礎的な仕組み-

感覚と知覚、知覚のしくみ、大脳や生理的機構との関係など

（４）環境の知覚と認知２ -空間の認知-

空間認知についての心理学的知見（認知地図、心的回転、距離感／方向のゆがみ）

（５）環境の知覚と認知３ -空間の認知と探索-

空間認知の方略、地図やサインのわかりやすさとの関係について

（６）環境の評価手法と環境美学 -美しく見える環境-

SD法、レパートリーグリッド法、評価の多次元構造、アプレイザルとアセスメント、環境美学（黄金比、部分と全体、

色の好みなど）

（７）環境とデザイン -使いやすい環境-

デザインという観点からの「アフォーダンス」について、日常の生活環境での事例紹介

（８）対人距離とパーソナルスペース１ -社会関係と空間-

パーソナルスペース、着席行動、ソシオペタルとソシオフーガル、プライバシーとコミュニケーション、距離と攻撃行

動、文化差

（９）対人距離とパーソナルスペース２ -テリトリー-

テリトリーとマーキング(席取り)

(10)環境とストレス

セリエによるストレスの概念、込み合いとストレス、クラウディング、込み合いと文化、騒音、感覚遮断とストレス

(11)犯罪と環境

プロファイリング、セキュリティの街づくり、高層住宅と低層住宅、「犯罪不安」

(12)地球環境と環境心理学

社会的ジレンマ、遅延による判断の変化、ゴミ捨て行動における行動コストとベネフィット、NIMBY

(13)環境リスクと心理学

リスク認知の構造、リスクに対する認知の特徴と対処行動、リスクコミュニケーション

副題

教科書 教科書は特に定めず適宜資料を配布。参考書は佐古順彦 ・小西啓史（編）「朝倉心理学講座12環境心理学」など、

その他授業時に紹介。

参考文献

評価方法 主に定期試験による。平常点（小レポート、出席点）も評価の対象とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知財のグローバリゼーションと言語の多様性

科目キー 2800001029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 平塚 三好

年度

授業概要 我が国の知的財産を権利として創造・保護・活用していくためには、日本の特許など知的財産法制だけでは不十分

であり、米国、欧州、アジアなどの各国の法制で保護し、活用していくことが必要となる。確かに、特許などの知的財

産法制はグローバル化の調整過程にあるが、各国の産業政策や文化の障壁は大きく、グローバルな視点からアジ

アのリーダーとなる素養として多言語情報処理の基本的なシステムや科学技術・工業外国語等の活用事例を学

ぶ。

シラバス 1．オリエンテーション

2．知的財産オーバービュー（知的財産の全体像を俯瞰する。）

3．知的財産基礎１（特許・実用新案など、技術系の保護について、事例から法制

度や言語を基礎とする書面主義の実務の実態を学び、検討する。）

4．知的財産基礎２（特許・実用新案など、技術系の保護について、事例から法制

度や言語を基礎とする書面主義の実務の実態を学び、検討する。）

5．知的財産基礎３（意匠・商標など、非技術系の知財の保護について、事例から

法制度や実態を学び、検討する。）

6．知的財産基礎４（意匠・商標など、非技術系の知財の保護について、事例から

法制度や実態を学び、検討する。）

7．世界の知的財産制度の潮流１（外国の知的財産制度と国際調和の動きを学び、

課題と解決策を探る。）

8．世界の知的財産制度の潮流２（外国の知的財産制度と国際調和の動きを学び、

課題と解決策を探る。）

9．多言語情報処理（多言語情報処理の基本的な仕組みを知り、知的財産実務の活

用等について、検討する。）

10．ゲスト・スピーカ（企業の専門家により、知財の創造・保護・活用の現場の実

態を知得し、検討する。）

11．技術英語・特許英語１（英文特許明細書の検討を通じて、技術英語・特許英語

を習得する。）

12．技術英語・特許英語２（英文特許明細書の検討を通じて、技術英語・特許英語

を習得する。）

13．知財のグローバリゼーションと言語の多様性１（言語の多様性がもたらす、知

財のグローバリゼーションへの影響や、知財のグローバリゼーション化の中で、書

面主義に基づく知財の権利化から要請される使用言語の有り様について、検討する

とともに、多言語情報処理の活用を探る。）

14．知財のグローバリゼーションと言語の多様性２（言語の多様性がもたらす、知

財のグローバリゼーションへの影響や、知財のグローバリゼーション化の中で、書

面主義に基づく知財の権利化から要請される使用言語の有り様について、検討する

とともに、多言語情報処理の活用を探る。）

15．総括

副題

教科書 使用教材（予定）：産業財産権テキスト総合編 工業所有権情報・研修館発行、他

、毎講義に資料等を配布する。

参考文献

評価方法 教場試験による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 35/1000 ページ



科目名付クラス名 知財のグローバリゼーションと言語の多様性

科目キー 2800001029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 技術革新と産業社会Ｂ

科目キー 2800001030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 中村 達生

年度

授業概要 米国のプロパテント政策から遅れること20年を経て、我が国でも知財立国に向けた各

種取り組みや、施策が稼働を開始している。その中でも、知財活用、技術の客観的な

評価については、その要望が高まっているにもかかわらず、企業の中においても十分

には実施されていないのが現状である。これらは技術進歩の加速、分野横断的な新技

術の誕生が近年になって急速に進んでいることが起因している。そこで、当該授業で

は、知財の技術書としての側面に着目し、知財を対象に技術体系を把握したり、動向

をを把握する手法について、事例を交えた講義を行う。

シラバス ・知財をベースとした分析の目的、方法の全体像把握

・知財分析による動向分析、戦略立案のための方法論

・主要企業の分析事例研究

・実務に即した先端的分析ツールによる実習

副題

教科書 授業中に指定

参考文献

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 新素材ビジネスと知的財産

科目キー 2800001031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 阿部 仁

年度

授業概要 特許、商標、著作権等の知的財産権の社会的な重要性は、近年になって益々高まっており、今後も高まっていくこ

とが予想される。このような重要性は、特に産業界において顕著である。産業界（特にいわゆる民間企業）は、知的

財産を生み出し、活用する現場の中心にいると言ってよい。その意味で、産業界から見た知的財産に対する考え方

を知ることは、それを生かす本人（企業で働く人たち）だけでなく、知的財産に関与する全ての人々（企業以外で研究

開発に携わる人や法律を学ぶ人を含む）に有用であろう。

このような産業界、特に個々の企業における事業の推進という立場から見た場合に、知的財産に関する法律（特

許法、商標法、著作権法、不正競争防止法等）自体を学ぶことと同様又はそれ以上に大事なのは、「知的財産を事

業に生かす方法」を考えることである。法律を学ぶことは勿論重要であるが、企業が事業を遂行し成功させるために

は、法律を「知る」だけでなく「使える」ことが必須である。

今回の講義では、上記のような観点から、（必要最小限の法律、法制度の解説を加えつつ）、

「企業の立場から見て、知的財産をどう生かすか」

「企業経営や事業遂行、技術開発における知的財産の役割」

「知的財産という立場から、事業（特に研究開発）をどのように進めるべきか」

というような点について、特に素材の技術開発及び事業遂行と特許との関係を中心に、その考え方の解説を行なっ

ていく。

講義は、化学メーカとして種々の新素材ビジネスに携わる三菱化学で実際に知的財産業務を行なっている実務家よ

り行なう。

シラバス ＜講義の特徴＞

１．知的財産を、「どのような法律」かという立場からでなく、「企業の事業活動から見てどのように生かすか」という立

場から考え、知的財産と企業経営・事業推進・研究開発との関係及びそのあり方を解説する。

２．講義は、化学メーカとして種々の新素材ビジネスに携わる三菱化学で実際に知的財産業務を遂行する実務家よ

り行なう。

３．法律論は可能な範囲で最小限に留め、(1)事業（特に研究開発）を遂行する上で、どのような知的財産権を取得

し、活用すべきか、(2)知的財産という立場から、事業（特に研究開発）をどのように進めるべきかという、より実践的

な講義を行なう。

４．講義で論じる知的財産は、主に特許であるが、一部、著作権、商標、ノウハウ等についても論じる。「新素材」の

開発、事業遂行を主な例として講義を進めるが、講義は、全ての製品やサービスに適用可能な内容である。

５．将来企業で知的財産業務や研究開発に携わる人だけでなく、大学等で研究を進める人、法律を学びたい人、そ

の他の皆さんにとって、非常によい経験になる講義である。

６．成績評価は基本的に試験によって行なう。何をどのぐらい覚えたかではなく、本講義を踏まえてどの程度自分で

考えたかという観点で採点する。

＜授業計画＞（予定）

１．Ｉｎｔｏｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

２．特許制度の概要

３．特許出願

４．特許の取得

５．特許の活用（権利行使）

６．他社特許対策

７．特許調査

８．特許戦略

９．特許とノウハウ・情報管理／他者とのアライアンス

10．契約の考え方

11．研究者にとっての知的財産、企業における知的財産部の役割

副題 ビジネス・製品開発において知的財産をどう役立てるか（三菱化学寄付講座）

教科書 特になし。必要な資料は都度配布する。

参考文献 参考になる文献等あれば、都度連絡する。

評価方法 基本的に試験にて成績評価する。何をどのぐらい覚えたかではなく、本講義を踏まえてどの程度自分で考えたかと

いう観点で採点する。出席率も考慮する。

授業の到達目標
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科目名付クラス名 新素材ビジネスと知的財産

科目キー 2800001031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

備考 講義は、基本的にシラバス記載の計画に沿って進める予定であるが、これとは別に数回の特別講演を予定している。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 人文地理学I

科目キー 2800001032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高柳 長直

年度

授業概要 我々の社会や経済は、国境の垣根を越えて、ますますグローバル化しようとしている。しかし、世界はどこでも同じ

ではなく、依然として多様な地域から構成されている。この講義では、とくに「食」の問題に焦点を当てる。かつて、

我々の食べ物はローカルな範域で生産され、消費されてきた。しかし、食料の生産地域と消費地域が空間的に分離

し、現代の日本では、まさに世界中から食料や農産物が輸入されている。

人文地理学は、位置・場所・地域・空間など土地に関する知識の体系化を行なってきた学問分野である。そこで、

最初に、地理学の基礎的な考え方を提示し、次いで、食料や農業について具体的な課題を考察していく。

シラバス (1)地理学の基本原理：プロ野球キャンプ地は，なぜ九州などで行なわれているのか？

(2)環境論：心地よい気候は高い文明を発展させる

(3)地域論：千葉県にあっても「東京ディズニーランド」

(4)農業の歴史的発展：３つの農業革命

(5)農業立地論(1)：北海道東部では，なぜ米の作付がみられなくなったのか？

(6)農業立地論(2)：都市からの距離による違い

(7)世界の農業貿易：グローバル化の背後にあるもの

(8)アメリカの農業構造：地名物産の地理はもう古い！

(9)日本の農業地域構造：地域による違い

(10)産地の振興の課題：日本の農業どうするか？

(11)食品の品質と表示：夕張メロンは、どのようにしてブランド化したのか？

(12)栄養と食習慣の地域差：なぜ、アメリカ人は太っているのか？

(13)まとめ

副題 「食」をめぐる地域と空間

教科書 高柳長直（2006）：『フードシステムの空間構造論』筑波書房

参考文献

評価方法 学期末試験で評価とレポートで評価する。

備考 人文地理学２を同年度に受講することが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学と非科学

科目キー 2800001033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄 山本 勝弘 内田 種臣

海野 和之 平尾 淳一

年度

授業概要 科学とは何かを、工学、数学、人文社会科学などいろいろな視点から論じる。最近特に、世界政治体制の激変、民

族紛争、世界経済の不透明性、地球環境問題などを契機に、国際的な政治、経済のインフラストラクチャーの再編

成、それにともなう企業のリエンジニアリング、政党の再編、新しい宗教現象の流行などが広まっている。これに対

応するかのように、学問の領域においても質的にも量的にもこれまでなかった程の不透明で複雑な現象を対象にせ

ざるを得なくなっており、大幅な、再構成を行う必要が起きている。これらの問題を念頭に置きながら、伝統的な科学

観をもう一度見直す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学と芸術

科目キー 2800001034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 種臣 佐藤 洋一 大谷 淳

沖 啓介

年度

授業概要 かつて「アート」という言葉が科学と芸術の両方に用いられていたように、両者はその根底において深く結びついて

いる。実際、自動車、コンピュータ、住宅など身近にある事物を考えてみれば、それらがすぐれた機能を発揮するに

は科学技術の裏付けが必要であり、魅力ある存在となるには芸術的なセンスが必要であるように、真のクリエーショ

ンは両者を架橋するところに現れるものである。本講座のねらいは、こうした科学と芸術との関係を多角的な視点か

ら探求し、両者を深いレベルで結びつけている仕組みを理解することである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 音と音楽の表現領域

科目キー 2800001035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司 山崎 芳男 菅野 由弘

年度

授業概要 生の音楽を聴く2回のコンサートを軸に、菅野が作曲家として実際に手がけたNHK大河ドラマ「炎立つ」の音楽や、

サッポロビール北海道工場の環境音楽（常設施設）などを紹介します。また、日本人自身が忘れている日本の伝統

音楽の価値、最新のテクノロジーによる音楽表現（電子音楽、コンピュータ音楽）に関して論じるとともに、理工学部

専門教授による科学的な意味での「音」の講義も行います。

教室は、本部キャンパス14号館201教室、また、コンサートは小野梓記念小講堂を使用します。

シラバス コンサート日程が未定のため、内容、スケジュール共に変動します。

また、皆さんの要望によっても、内容は変化します。

1：シリアス・ミュージックとコマーシャル・ミュージック

菅野の自己紹介をかねて、大河ドラマ「炎立つ」、NHKスペシャル「フィレンツェ・ルネサンス」のために作曲した音楽、

また、NHK交響楽団の委嘱で作曲した「崩壊の神話」、国立劇場のために書いた「西行-光の道」などを聴き、DVDで

見ながら進めます。

--------------------

2：映像と音楽

映像作品に、当然のように入っている「音楽」が、もしなかったら？

ポスト・プロダクションと呼ばれる作業の中で行われる、音楽制作を、ラッシュ、完成映像を見比べながら、考えて行

きます。

---------------------

3：感じるためのEtude

音楽は、考えるものではなく、感じるものです。

「分かる、判る、解る」から「感じる」へ、感性の転換を試みます。

----------------------

4：山崎芳男先生

早稲田大学・国際情報通信大学院教授の山崎先生による「音響」のお話です。この授業で使用している14号館201

教室は、様々な音響上の工夫がなされています。その音響設計を担当したのが、この山崎芳男先生です。この部屋

の設備を駆使しつつ、工学的な「響き」の世界に誘います。

----------------------

5：音と音楽の表現領域コンサート1「フルートの世界」小野梓小講堂

ドイツの名フルーティスト、カミラ・ホイテンガさんによるコンサート

古典と現代の作品をリクエストしていますが、曲目は未定です。

-------------------

6：橋本周二先生

早稲田大学理工学部・応用物理学科教授の橋本先生による、「音」の物理的なお話です。橋本研究室では、たとえ

ば「指揮ロボット」などを制作しています。人間が指揮をすると、そのテンポや表情に従って演奏するロボット、またカ

ラオケでは、歌う人のテンポを察して、カラオケの方が人間について来る装置なども開発しています。そうした研究の

一端をお話しして頂きます。

---------------------

7：音と音楽の表現領域コンサート2 「箏の響き」小野梓小講堂

日本の二十絃箏の第一人者、吉村七重さんによるコンサート

古典と現代作品の両方を演奏します。

曲目未定

-------------------

その他、コンピュータ音楽や、日本の音楽などをご紹介します。

副題

教科書

参考文献

授業の到達目標
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科目名付クラス名 音と音楽の表現領域

科目キー 2800001035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

備考 音を扱うという性質上、私語は厳禁にします。また、出席を重要視します。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 日常と非日常のレトリック

科目キー 2800001036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 種臣 福島 泰樹 畠山 宗明

盛川 浩志

年度

授業概要 人間は言葉を使う動物であるとはよく言われることである。さらに進んで、「私は、私の言葉である。」とまで断言した

哲学者もいる。われわれの生活には、言葉を含むいろいろな表現が満ちあふれている。表現は物事を記述したり、

情報を伝達するだけでなく、現状をかえたり、人間関係を維持したり、ほかにも非常に多くの働きをしている。この

コースでは、表現行為の特性を概観し、映画の文法、現代短歌の技法、ヴァーチャルリアリティの臨場感の特徴を

取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディアリテラシー論

科目キー 2800001038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 恭子

年度

授業概要 多種多様なメディアが偏在する「メディア社会」を生きる今日、メディアを社会的文脈でクリティカルに読み解き、主体

的にメディアを選択する能力が必要です。本講座では、既存のメディアを検証し、メディアが提示する「現実」と私たち

のものの見方との関係を意識化し、マスメディアから抜け落ちている視点（オルタナティブな視点）からコミュニケー

ションを創りだす力を考えていきます。今年度は広告を中心にメディアについての考え方を深めていきます。授業は

講義とワークショップを組み合わせます。ワークショップでは、小グループを作り、グループで分析、討論、発表という

一連の活動をします。川口芸術学校と共同授業になります。

シラバス メディア社会を生きる私たち・メディア・リテラシーとは

メディアはどのように「現実」を構成するか・Scanning Televisionから「恐るべき真実」

CMで映像言語を学ぶー清涼飲料水CM

CMに見る美の価値観

メディアと構成された現実ーScanning Televisionからスーパーモデルがやきもちをやくと

イメージと価値観の販売ーグランドゼロの広告

メディアとオーディエンス・私（たち）のメディア史

街なかの広告ウォチング

街なかの広告ウォチングー広告が提示する価値観

ポップミュージックとプロダクト・プレイスメント

メディアと暴力・アニメの中の暴力

子どものメディア環境を考える Scanning Televisionから「Watching Television」

PSA（公共広告）

PSA（公共広告）

私たちのPSAを創ろう 「公共広告の企画を考える」

受講生の理解度に応じて、講義・ワークショップの内容を変更することもある。

副題 「現実」を構成する広告

教科書

参考文献 ・「新版スタディ・ガイド メディア・リテラシー入門編」鈴木みどり編著、リベルタ出版

・「メディア・リテラシー・マスメディアを読み解く」カナダ・オンタリオ州教育省編、リベルタ出版

・「スキャニング・テレビジョン」イメージ・サイエンス

評価方法 学期末にレポートを出します。

評価は授業への参加状況、発表の結果などを加味して行います。

備考

関連ＵＲＬ: 準備中

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 心・脳・ボディ

科目キー 2800001039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 三輪 敬之 内田 種臣 高西 淳夫

菅野 重樹 井上 哲理 藤正 巖

藤江 正克 松井 龍哉

年度

授業概要 哲学では、伝統的に、心身問題といわれてきた問題がある。それは、心と身体あるいは物と言われてきたもののもし

可能であれば区別するとか、もし二つのものであったとすればそれら二つのものの間にどのような関係があるかを

論じるものである。このような区別あるいは区別らしきものは、学問の分類とか物の考え方などにも広く影響を及ぼ

している。たとえば、心の活動である意志が身体を動かしているという見方などがそうである。先端のロボット工学、

医療看護機器設計の方法論を具体事例で紹介する。

シラバス 井上 立体映像の仕組や臨場感向上技術についての講義。

高西／菅野 ロボティックスの立場から。

三輪 植物の伝達、場の共創。

藤正 脳のメカニズム。

松井 ロボットのデザイン。

藤江 医療機械とロボット。

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生活空間の文化

科目キー 2800001040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 種臣 宮城 俊作 高橋 信之

長沢 伸也

年度

授業概要 人間-環境系に焦点を結び、身近な建築・都市を中心とした生活環境、自然と人間の営みが深く結びついたランドス

ケープデザイン、さらには地球環境にいたる様々なレベルにおける環境の問題をとりあげ、現場の映像や体験に触

れながら、環境と文化との多面的な関係についての理解を深めていくことにする。このことは、経済の拡大発展を第

一義的に考えてきたこれまでの社会を「環境と文化」という視点からとらえ直し、21世紀に向けて文化的な豊かさを

実感できる新しい世界をかたちづくる科学・技術のあり方を展望する契機となるであろう。

長沢担当分では「生活空間のデザイン」をテーマとし、衣・食・住等の生活空間におけるデザインの意義や価値につ

いて講義する。具体的な企業や商品の事例を中心とする。

シラバス １） デザインと経営

1 概論 デザインマネジメント入門

2 自動車 ホンダのデザイン戦略経営

3 飲料・菓子 キリン「生茶」・明治製菓「フラン」の商品戦略

4 ファッション ブランド帝国LVMHモエ ヘネシー・ルイ ヴィトンの経営

２） 都市環境の展望

３） ランドスケープデザイン

１．風景 &#8211; 自然へのはたらきかけの結果として立ち現れる視覚像

２．都市 &#8211; 東京という都市をランドスケープから読み解く

３．庭園 &#8211; 日本の庭文化にみるランドスケープ像

４．デザイン &#8211; 新しい風景の創造にとりくむ職能蔵

（長沢伸也）

第1回 食生活・衣生活におけるデザイン：京菓子司「末富」、高級ファッション「エルメス」の事例

第2回 暮らしにおけるデザイン：香老舗「松栄堂」の事例、お香のデザインマネジメント

第3回 製造業におけるおもてなし価値のデザイン：シャープ 液晶TV「AQUOS」、ワーコル ラグジュアリーブランド

「WACOAL DIA」の事例

第4回 デザインが導く経験価値創造：コクヨ 消しゴム「カドケシ」、バンダイ エンターテイメント・オーディオ「リトルジャ

マー」の事例

副題

教科書 長沢伸也編著、早稲田大学ビジネススクール長沢研究室著『老舗ブランド企業の経験価値創造-顧客との出会いの

デザイン マネジメント-』同友館、2006年

長沢伸也編著、早稲田大学ビジネススクール長沢研究室共著『経験価値ものづくり-ブランド価値とヒットを生む「こ

と」づくり-』日科技連出版社、2007年

参考文献 長沢伸也・岩谷昌樹共編著、佐藤典司・岩倉信弥・中西元男共著『デザインマネジメント入門-デザインの戦略的活

用-』京都新聞出版センター、2003年

評価方法 定期試験

備考 【担当教員連絡先等】長沢 伸也、原 剛、宮城 俊作

○履修上の注意

教科書を読んでいるという前提で講義する。講義資料（パワーポイント）は教科書の図表・写真が中心なので配布しな

い。教科書は必ずしも購入する必要はないが、友人や図書館から借りる等して読んでおくこと。

最低到達目標は、衣・食・住等の生活空間におけるデザインの意義や価値についての正しい知識を得ることであ

る。

また、努力目標は、生活空間におけるデザインの意義や価値についてマスコミ等に惑わされずに自分で考える力を

養うことである。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％
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科目名付クラス名 生活空間の文化

科目キー 2800001040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 シミュレーション技術と文化

科目キー 2800001041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 種臣 橋本 周司 遠藤 隆也

及川 靖広

年度

授業概要 近年の計算機の発達は、従来の思考実験あるいは模擬実験の役割を大きく変えて、科学技術ばかりでなく我々の

文化へも多大な影響を与えている。ここでは、自然科学の方法論としての仮説・推定・検証の枠組みとシミュレーショ

ンの役割を具体的な事例に基づいて検討すると共に、社会・文化と技術の関係を考える。また、人工現実感、コン

ピュータゲームなどにおける感覚の仮想化とリアリティの関係を通して、シミュレーション技術の将来像とそこに内在

する問題点を考察する。

シラバス 3原則として3人の教員が4回連続で、ビデオおよび実際のデモンストレーションを交えて講義を行なう。

主な話題は以下の通りである。

１）シミュレーションと科学技術

２）環境とシミュレーション

３）人工現実感

４）ネットワーク社会

５）人工生命

６）次世代ロボットとインタフェース

７）人工感性

８）行動とシミュレーション

９）シミュレーション文化論

副題

教科書

参考文献

評価方法 筆記試験、各教員が一問ずつ出題。

備考 3人の教員がそれぞれ独自の立場から講義するので,必ずすべてを受講し、それらを総合して独自の考えを組み立て

ること。講義の予定は1回目に配布する。

【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 音楽論

科目キー 2800001042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 由弘

年度

授業概要 最終のレポート締め切りは、2008年1月30日(水）ですので、それまでに必ず提出してください。

音楽には様々な形がありますが、それらを作曲家の視点から考えながら聴いて行きます。菅野が作曲した音楽など

を、実作者の立場からアプローチし、分析を加えて講義します。日本では、クラシック音楽とポピュラー音楽、といっ

た区分が一般的ですが、菅野は、シリアス・ミュージックとコマーシャル・ミュージックという、ジャンルを横断した区分

を提唱しています。こうしたことを踏まえ、この講座では、ジャンルに囚われないシリアス・ミュージックを中心に、映像

と音楽、コンピュータと音楽、日本文化と音楽、などを論じます。

シラバス ◎「映像と音楽」「日本の伝統音楽」「コンピュータと電子音楽」を大きな柱とし、随時、作品論などを織り交ぜながら

進めます。

菅野が作曲家として実際に手がけたNHK大河ドラマ「炎立つ」やNHK スペシャル「フィレンツェ・ルネサンス」の音

楽、音楽スタジオ収録風景などを具体的に紹介します。

また、日本人自身が忘れている日本の伝統音楽の価値、最新のテクノロジーによる音楽表現（電子音楽、コン

ピュータ音楽）など、幅広いトピックを論じ、音楽を聴きながら進めてゆく予定です。

以下にあげる項目は順不同で、ご要望によっても変化しますので、あくまでも参考と考えてください。

(1)映像と音楽-1「ラッシュと完成」

NHK大河ドラマ「炎立つ」、金曜時代劇「新・半七捕物帖」、月曜ドラマシリーズ「蜜蜂の休暇」など、菅野が音楽を担

当した番組の、ポスト・プロダクションの過程を、ラッシュと完成画像を見ながら説明します。

(2)映像と音楽-2「音楽録音のスタジオ風景」

音楽録音の現場を、VTRを見ながら紹介し、説明します。

(3)映像と音楽-3「テーマ音楽について」

菅野が音楽を担当したNHKスペシャル「フィレンツェ・ルネサンス」のテーマ音楽決定プロセスを、デモテープを聴きな

がら解説。その他にも、さまざまなテーマ音楽を紹介します。

(4)映像と音楽-4「大河ドラマ歴代の音楽と、作曲家の作品」

大河ドラマを担当した作曲家の、純音楽作品を聞きながら、その素顔を紹介します。

(5)ハリウッド映画音楽の礎「コルンゴルトの音楽」

退廃音楽の烙印を押され、アメリカに亡命した作曲家、コルンゴルトは、現在のハリウッド映画音楽のスタイルを作り

上げた作曲家の一人です。

(6)「退廃音楽」

ナチス・ドイツ、ヒトラーによる芸術支配の姿を紹介します。

(7)再生された音と、生の音

57号館202教室のピアノの音を聞き、また、SPレコードの音を聞き、「音」とは何かを考えます。

(8)「感じるためのEtude」

音楽は「分かる、解る、判る」ものではなく、感じるものだと言うことを体験しましょう。

(9)菅野由弘作曲「西行-光の道」雅楽、聲明、古代楽器のための

日本の伝統楽器、伝統的な声「聲明」のための作品を、解説を交えながら紹介します。

(10)「日本音楽の歴史」

奈良・平安時代に始まる日本音楽の歴史を概説し、流れをつかみます。

(11)「日本音楽について」

日本の伝統音楽が持つ、日本の社会、文化に通じる特徴を考えます。

「雅楽」

「聲明」

「邦楽」

「中国、韓国、ベトナム、そして日本の雅楽」

(12)「コンピュータ音楽」

実際にコンピュータを持ち込んでの実演

歴史

現在の作品

(13)「ビートルズを巡って」

短期間に爆発的な活動を行い、現在も語り伝えられる伝説の音楽について。

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 音楽論

科目キー 2800001042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

(14)「ピンク・フロイドのThe Wall」

ロックの持つメッセージ性と政治的意味合いについて

(15)"Low"を巡って

東西を隔てる壁が存在したベルリンで、ブライアン・イーノのプロデュースによるデビッド・ボウイの"Low"が制作され

た。それを、ベルリンの壁崩壊後に、フィリップ・グラスが"Low Symphony"にした意味は？

(16)「フランク・ザッパ ロックの横断領域」

シリアスミュージックとしてのロックと現代音楽

(17)「オーケストラ音楽の歴史」

輝かしいオーケストラ音楽の歴史を、極めてコンパクトに概観します。

(18)「冗談音楽」

ホフナング音楽祭

(19)ベートーベン「第九交響曲」を巡って

年末恒例の、ベートーベンの「第九」、現在演奏されているテンポは、ベートーベン自身が指定したテンポとは、かけ

離れた速度で演奏されています。

教科書

参考文献

評価方法 出席・レポート

備考 音を扱うという性質の授業ですので、私語は厳禁です。また、出席を重要視します。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 象徴の諸相

科目キー 2800001043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完 内田 種臣 村井 浩一

井上 明久

年度

授業概要 映画『薔薇の名前』を見たり、場合によっては『ダヴィンチ・コード』のいくつかのシーンも参考にしながら、中世に関わ

るさまざまな興味深い事柄を含むこの映画の成立，内容，構成等の説明から、進んでいろいろな注釈や文献を参考

にしながら、そこに現れている記号論的な技法、モダニズムに対比されるポストモダニズムの思想や技法、宗教上

のシンボルの意味を学習する。また、中世の都市や文化の特性、そこに現れている人間の在り方、それを取り巻く

状況、とくに科学観、宗教論争、異端の問題、大学、図書館、中世の愛、騎士道、笑いと道化などに対する見方・考

え方等を取り上げ、さらにはそれらの現代的な意義を論じる。

シラバス ＊はじめに、象徴、象徴的なるものについての概説を行なう。

＊続いて映画「薔薇の名前」を見る。

＊映画の成立，内容，構成等の説明や中世の社会、教会、図書館、愛の問題、異端の問題などを講義する。

＊他のさまざまな分野の映画と比較しながら，映画・映像に関する講義を行う。

＊近代の表現をめぐる記号論的／美学的問題、ポストモダニズムの問題、普遍論争などをテーマに関して講義を行

なう。

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 その都度指示する。

評価方法 定期試験

備考 【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 プラクティカルリーズニング

科目キー 2800001044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高頭 直樹

年度

授業概要 地域社会や企業等の組織において出会う困難な倫理的決定において、どのように思考・判断すればよいか、という

ことを中心に学ぶ。（1）倫理的な問題を扱うための実践的な道具や倫理に関わる代表的な問題を示しながら、倫理

的推論を行う方法論を紹介し、（2）そのような方法を具体的に適用する技術を習得することを目標にする。（3）倫理

的な問題を建設的に解決し、どちらが勝ったかではなくて、どちらがどの点で正しいのかが、熟慮できる創造性を養

うこと。「一方の勝ち」は社会の進歩ではないので、新しい「進歩」概念を探求する能力も必要になる。

シラバス １．「実践的推論」とは何か

２．「分かる」と「分からない」の構造

３．「討論」の構造

４．「論駁」と「説得」

５．具体的問題による討論

副題

教科書 適宜紹介する。

参考文献 プリント等を配布する。

評価方法 試験および、その他。

備考 一部演習形式で行うので，講義に積極的に参加する意欲のある諸君の参加を期待する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マスターズ・オブ・シネマ 映画のすべて

科目キー 2800001047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 安藤 紘平

年度

授業概要 映画界を支える魅力的なゲストを迎え、何故映画にかかわったか、どう映画に取り組むべきか、手法やエピソードな

どを語ってもらう。場合によって、担当者（安藤等）と対談する。学生は事前にゲストの関連資料を予習し、講座直前

の映像上映会も含め、質の高いディスカッションを求める。 ゲスト講師としては、山田洋次監督、大林宣彦監督、是

枝裕和監督、久石譲音楽監督、小栗康平監督、木村威夫美術監督、塩田明彦監督、曽利文彦監督ほか。

シラバス

副題

教科書

参考文献 「映像プロフェッショナル入門」安藤紘平著、フィルムアート社刊 定価2000円

※ 早稲田大学生協組合員は1800円で購入出来ます。

評価方法 出席、レポート、授業への参加度を総合的に評価する。

※ 大学院生と学部生では、評価基準を別に定め、それぞれに見合った学業成績判定を行います。

備考 オープン教育センター設置の「映画のすべて マスターズ オブ シネマ」は、当学部Ａ１群共通科目である当科目と同

一科目です。理工学部・基幹理工学部・創造理工学部・先進理工学部の学生が、オープン教育センター設置の「映画

のすべて マスターズ オブ シネマ」を科目登録した場合、科目登録エラーとなり、登録が認められませんので、十分

に注意してください。

※ 必ず各自の所属学部の当科目を科目登録してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報化と社会経済

科目キー 2800002001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 三友 仁志

年度

授業概要 情報化は、われわれの生活や社会経済に大きな影響を及ぼしています。携帯電話の普及やインターネットの進展

はきわめて直近に起こった大変革といえます。

本講義では、情報通信の進展が、経済、企業･産業社会、市民生活、都市、地域、環境等に与える影響を多面的に

捉え、これらをわかりやすく解説します。近年の情報化の急速な進展はわれわれの生活に多くの利便をもたらしまし

たが、反面、急速な変化によるマイナスの側面が強調されるケースも見受けられます。

情報化がもつプラスおよびマイナスのインパクトを客観的に捉え評価することは、今後の技術開発においても有意

義といえます。本講義では、社会経済におけるいくつかの切り口から、情報化の効果をなるべく定量的に捉える試み

を紹介します。

シラバス 技術は急速に進歩しているので、この分野を包括的に捉えることは難しい。したがって、この授業では、以下の内容

を中心に、時々のトピックス等を加えながら、講義することとします。

１．ガイダンス

２．デジタル･エコノミー、e-Japan、u-Japan

３．情報化とマクロ経済

４．情報通信による交通の代替･補完 テレワーク

５．情報通信による交通の代替･補完 e-コマース

６．都市･地域と情報化

７．ユニバーサル･サービスとデジタル･デバイド

８．情報通信の環境貢献

９．ケータイの普及とコミュニケーション

１０．開発途上国における情報通信の発展

１１．地域医療･介護と情報通信技術

１２．デジタル･コンテンツの普及

副題

教科書 使用しません。

参考文献 講義の中で指示します。

評価方法 席・Class Participation５０％、レポート・試験５０％

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 精神分析論I

科目キー 2800002002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三

年度

授業概要 人間がした最大の発見は何かと言えば人によって考え方は違うであろう。その中でそれは無意識だという人もい

る。前期はこの無意識を中心に話しをする。人は自分の思っているような自分ではないと言うことは「なぜ、ある人は

人間関係がうまくいき、別の人はうまくいかないのか」と言う人間関係の問題を考えるときにも重要である。

どんなに努力しても無意識に問題を抱えていれば努力は良い成果を生まない。社会的な「良い子」の挫折の問題

や、家庭内暴力、親子関係の歪みなど深刻な社会問題を問題意識としながら抑圧とは何か、抑圧の原因、抑圧の

結果、投影、反動形成、欠乏動機と成長動機、実存分析等の話しをする。

シラバス (1)(2)無意識と抑圧と人間関係

(3)(4)実存的不満と生存の不満

(5)(6)(7)抑圧の原因

(8)抑圧の過程

(9)抑圧の結果

(10)反動形成について

(11)(12)(13)投影、外化、置き換え，感情移入について

(14)良い子の問題

(15)家庭内暴力

副題

教科書 随時必要に応じて講義中に示す。ただ講義を聴くことが最も大切で，参考書を読むことでは講義には代えられない．

参考文献

評価方法 定期試験

備考 一回ごとに聞いても理解は出来るが，一年間を通して毎回聞くのでなければ，本当には理解できない．私語をする

学生は退場をしてもらう。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 精神分析論II

科目キー 2800002003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三

年度

授業概要 人間がした最大の発見は何かと言えば人によって考え方は違うであろう。その中でそれは無意識だという人もいる。

後半は鬱病を中心に広く無気力の問題を考える。欝病者の症状や考え方の特徴、また逆に楽天的考え方の特

徴、鬱病を生み出しやすい時代、そして欝病者を生み出しやすい家族と創造的人間を生み出しやすい家庭等の家

庭の問題を考える。

シラバス (16)良好な人間関係の障害になる心理は何か

(17)(18)鬱病者の症状

(19)(20)鬱病者の考え方の特徴

(21)楽天主義的考え方の特徴

(22)(23)鬱病者を生み出しやすい家庭の特徴について。

(24)(25)創造的人間を生み出しやすい家庭の特徴について

(26)(27)鬱病者を生み出す時代

(28)(29)(30)不安と悩みの心理

副題

教科書 随時必要に応じて講義中に示す。ただ講義を聴くことが最も大切で，参考書を読むことでは講義には代えられない．

参考文献

評価方法 定期試験

備考 一回ごとに聞いても理解は出来るが，一年間を通して毎回聞くのでなければ，本当には理解できない．私語をする

学生は退場をしてもらう。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 心理学I

科目キー 2800002004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三

年度

授業概要 一年を通して主な関心はパーソナリティー論である。

前期の前半は工学的な事実の問題と心理の問題の違いを考える。事実と考え方、事実と人の世界、事実と性格、

ヒステリー性格、子供の性質の違い等である。前期の後半は主として鬱病の病前性格としての執着性格と子供の研

究家として名高いボールビーについて講義をする。問題意識は生真面目、勤勉、ごまかしやずぼらができない、義

務責任感が強いなど表面的には望ましい性格と考えられる人々がなぜ鬱病等で挫折していくのかということである。

シラバス (1)(2)(3) 事実の問題と心理の問題の違いを考える

(4)(5)事実と性格

(6)(7)(8)(9)パーソナリティーの形成

(10)(11)(12)(13)(14)ボールビーの「愛着と喪失」の理論から考える子供の性格形成

(15)幼児期の脳の成長

副題

教科書 講義中にそのときそのときの必要な著作は紹介するが、これを詠めばすむというような著作はない．

参考文献

評価方法

備考 出席したり欠席したりして、そのときそのときの授業を理解できているつもりでも，決して理解できていない．全出席の

つもりで履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 心理学II

科目キー 2800002005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 諦三

年度

授業概要 一年を通して主な関心はパーソナリティー論である。

後期は主として恥ずかしがり屋の心理である。恥ずかしがり屋の人も執着性格の人と同じように鬱病にかかりやす

いと言われている。後期の前半は脳と性格の研究家として名高いケーガンを中心にして講義をする。脳の研究から

人を抑制型の人と非抑制型の人と言う二つのタイプに分ける考え方を話しをする。後半は抑制型の人としての恥ず

かしがり屋の症状から恥ずかしがり屋の原因までを考える。

シラバス

副題

教科書 講義中にそのときそのときの必要な著作は紹介するが、これを詠めばすむというような著作はない．

参考文献

評価方法

備考 出席したり欠席したりして、そのときそのときの授業を理解できているつもりでも，決して理解できていない．全出席の

つもりで履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境と生物I

科目キー 2800002006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤森 嶺 坂巻 義章

年度

授業概要 【藤森担当部分】現在の地球環境問題は人間が地球資源を独占的に使用して大量のエネルギーを得、化学工業製

品を生産していることに起因している。人間社会という小さな環境の向上が地球全体の大きな環境に負荷を与えて

いる。この負荷の軽減策はあるのであろうか？食糧生産と農薬、遺伝子組換え作物に特に注目して環境問題につ

いて考察したい。

シラバス （藤森担当部分）

１．地球の歴史と生物：地球46億年の歴史の中で生命体が誕生した。その進化の先に出現したヒトは火と道具を使

うことを出発点に、技術の進展をはかり生活の形態を変化させ続けてきた。それはヒトの生活の快適化に貢献して

いるが、環境への負荷も大きなものとなってきた。

２．食糧生産と化学技術：1万年前から始まった農耕は人口増加を支えてきたが、最近の急激な人口増加には化学

肥料と化学農薬の貢献が大きい。しかし、環境への化学物質の投与は問題も引き起こしている。

３．化学農薬と代替技術（フェロモン、微生物農薬）：環境保全型農業の登場。

４．農薬と遺伝子組換え作物の関係：遺伝子組み換え作物の急成長をどうみるか？

副題 化石燃料の利用、遺伝子組み換え作物、そして・・・（藤森）

教科書 （藤森担当部分）

教科書は指定しない。適宜、資料を配布する。

参考文献 （藤森担当部分）

地球環境システム/円城寺 守編著/学文社

評価方法 （藤森担当部分）

担当授業の最後に30分程度の試験を行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境と生物II

科目キー 2800002007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 小泉 博

年度

授業概要 (坂巻)生物が環境の中で生きていくためには環境に適応することが必要です。後期前半はいくつかの環境条件に対

する生物の反応について学びます。生物個体、その集合である個体群は環境に適応することによって生活していま

す。その環境に対する反応や適応の仕方は生物の種や集団の構成によってもさまざまです。生物はそれによって

個体、個体群の維持さらに拡大を行いますがそこには限界もあります。生物と環境の関係を生態学的な視点から考

えます。

シラバス (坂巻)光と生物(エネルギーとして、信号として)(２回)

水分環境と生物(１回)、温度と生物(１回)、環境と生活史、繁殖(２回)

まとめと試験(１回)

ただし、計画は進行状況によって変更することがあります。

副題

教科書 (坂巻)特に指定しません。プリントを配布する予定です。

参考文献 (坂巻)特に指定しません。

評価方法 (坂巻)試験（７０％）、出席(３０％)。ただし進行の都合で変更することもあります。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報倫理

科目キー 2800002009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 情報技術の進展・普及にともない、個人情報や著作権など、流通する情報の取りあつかいをめぐる問題が重要視さ

れるようになってきた。情報倫理とは、そのような情報の取り扱いをめぐって生じる問題をその学問領域とする。本講

義では、近年の主要な問題を取りあげ、情報倫理上の問題に対して、「こうすべき」という処方箋を提供するのでは

なく、そのような問題がなぜ発生するのかの解明を目標とする。

シラバス 以下のトピックスについて、1から3回の講義を行なう。

&#61550;情報倫理の射程

&#61550;個人情報をめぐる問題

&#61550;知的所有権をめぐる問題

&#61550;メディア的実践をめぐる問題

&#61550;表現と倫理

副題

教科書 特に指定しない。

参考文献 参考文献については適宜講義中に指示する。

評価方法 レポートによって行なう。その他不定期に行なう課題等も考慮する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 デジタル家電の興亡

科目キー 2800002010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 裕太

年度

授業概要 昨年に引き続き今年度もこの科目を担当します。

世界的な不況感からは脱出できたようですが、9.11事件、イラク戦争、ＳＡＲＳなどを発端として世界が混沌とした状

況に陥っています。そうした環境下で、皆さんが世界に対する自らの視点を確立し、社会に出てからの行動規範を

築いて行くことはそう簡単なことではありません。

テクノロジーやメディアの分野における日本の立場・位置も１０年前・２０年前とは大きく変化してきています。本講

義では、１９８０年代・９０年代のデジタル化の勃興・発展をたどりながら、今後の日本の強みとなるであろう分野の展

望を考えて行きたいと思います。この講義では、数年前から、デジタル化の両輪とも言うべきハードとコンテンツにつ

いて触れてきています。２００３年は「千と千尋の神隠し」のアカデミー賞受賞で記念碑的な年となり、日本のこの分

野における優位性に注目が集まりました。また、最近はソフトパワーとかジャパンクールなどの概念も注目されてい

ます。２００７年もこの分野に時間を割きたいと考えています。

また、２００４年はITベンチャー企業の勝ち組と呼ばれる企業がプロ野球球団の買収などで話題を提供しました。そ

ういうベンチャー企業の勃興とその錬金術についても改めて振り返ります。

１９８０年代・９０年代は海外の国との競争をあまり意識しなくても、日本は十分に競争できた時代ですが、２０００年

代に入ってからは、中国や韓国との競争で、日本の産業も視点を広げて行かないと勝ち残れない時代となりつつあ

ります。

授業を通して、日本が豊かに、かつ安全に暮らして行けるデジタル化社会を一緒に勉強して行きましょう。

■本講義の目標

理工学部の学生の修得する一般的教養水準にふさわしく、実際のデジタル化社会において即効性のある知識習

得、視点の確立を前期の授業を通して目指していきます。

■本講義を通しての副次的なねらい

実社会において、プレゼンテーションは重要である。プレゼンテーション技法を学びながら、自己表現力を育成して

いきたい。講師は、外資系の企業経営者です。受講される皆さんは大学というアカデミックな環境に身をおいている

わけですが、実社会の空気（特に昨今の厳しい国際競争、雇用環境、労働状況）に触れてもらいた

いと願っています。大学の中にあって、双方向の授業スタイルを実践していくつもりです。

シラバス ＜第１回＞

■はじめに

この講義で学ぶこと

この講義で扱うテーマ

この講義で扱うメディア領域

大学における授業の進め方

これからの社会で待ち受けていること

＜第２回＞

■参考文献紹介

アナログからデジタルへ

デジタルメディアの覇権の歴史

＜第３回＞

■パソコンの歴史

インターネットとは？

統合型ネットワークと分散型ネットワーク

WWWとは？

情報スーパーハイウェー構想

インターネットでできること

ネット社会がもたらしたもの

＜第４回＞

■ベンチャービジネス入門

コンピュータ億万長者

インターネットバブルの崩壊

孫正義研究・三木谷浩史研究

副題 情報家電産業の進化と国際競争の激化の中で、これからの日本の取るべき進路を考えます。

授業の到達目標
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科目名付クラス名 デジタル家電の興亡

科目キー 2800002010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

＜第５回＞

■流通手段としてのインターネット

秘密鍵と公開鍵

坂村健とTRON OS

ICタグ

＜第６回＞

■メディアとしてのインターネット

Google研究

Pod Casting

Web2.0

＜第７回＞

■ネット社会の裏側にあるもの

国家と安全保障

ネットワーク社会の弊害

（ネットワーク犯罪、ウィルス）

＜第８回＞

■ネット時代の音楽流通-iPodを中心として

ナプスターとMP3

ネットワークの著作権、ウィニー問題

■課題説明

前期は試験を行いません

レポートの提出をもって試験にかえます

＜第９回＞

■マルチメディアとエンターテインメント

-デジタル国富論（ゲーム、アニメ、漫画を中心として）-

ゲーム機

ファミコンからＰＳ３まで

ネットワークゲーム機

デジタル携帯ゲーム機

＜第１０回＞

■ケーブルテレビ／衛星放送事業

ケーブルテレビ事業のフレームワーク

日本におけるCATVと衛星放送

多チャンネル時代のソフトビジネス

テレビのデジタル化、世界のテレビのデジタル化

ブロードバンド

＜第１１回＞

■携帯電話とＰＤＡ

ｉモードの登場

第3世代携帯電話

携帯電話のＰＤＡ化

これからの携帯電話

＜第１２回＞

■これからの日本の国富を考える

アジアの中の日本

うさぎ(アメリカ)とかめ(日本)とドラゴン(中国)と象（インド）

BRICｓ、Next11

■最新メディア事情

情報機器、通信機器、AV家電の融合
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科目名付クラス名 デジタル家電の興亡

科目キー 2800002010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

最新デジタル情報家電

教科書 適宜、資料を配布します。

参考文献 授業内で参考文献リストを配布

評価方法 出席をとります。評価の際は、出席を重視します（60点）。試験は行わない予定です。代わりに、レポートを提出して

いただきます（40点）。レポートの提出期限は７月末です。レポートの課題は６月初旬に説明します。また、加点制度

を採っています。授業への参画に応じて加点しています。

備考 伊藤 裕太 yutaitocello@yahoo.co.jp

関連ＵＲＬ: 講師紹介

http://www.polaroid.co.jp/aboutpola/press/04

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代企業論

科目キー 2800002011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点は出席状況を見て判断する。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命倫理

科目キー 2800002012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森川 功

年度

授業概要 医科学の分野では、発見→研究→応用→実用のテンポが極度に短縮される一方で、倫理、道徳および法律の面で

の対応が遅れている。本講義では、まず生命倫理学の成立に影響した数々の出来事、代表的な倫理理論、生命倫

理の基本原則を紹介し、その後に医科学分野の具体的な事案を採りあげ、それらの事案が基本原則に照らして正

当化されるか否かを検討する。本講義のねらいは、倫理問題を基本原則に照らして考え、自己の主張を論理的に

展開することができるようになることである。

シラバス 1. 生命倫理学とは

2. 生命倫理学の成立に影響した数々の出来事

3. なぜいま生命倫理学なのか

4. 倫理理論

(1)直観主義 (2)義務尊重主義 (3)結果尊重主義 (4)権利重視の倫理

5. 生命倫理の基本原則

(1)侵害回避の原則 (2)恩恵の原則 (3)自律の原則 (4)公正の原則

6. インフォームド・コンセント

7. 基本原則の適用による具体的な事案の検討

（事案として何を採りあげるかは履修者との相談で決定する）

8. 将来に向けての総括

（ES細胞研究の倫理性の問題を採りあげる予定である）

副題

教科書 レジュメを配布するので、教科書はない。

参考文献 (1)木村利人『自分のいのちは自分で決める』（集英社、2000年）

(2)森川 功『生命倫理の基本原則とインフォームド・コンセント』（じほう、2002年）

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 履修者には、講義において情報を得ることばかりでなく、自分自身で深く考えることも要求する。また、講義中に問い

が発せられた場合には、積極的に発言することを期待する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境倫理

科目キー 2800002013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 科学技術の実践は、何らかのかたちで環境とその中で生命と暮らしを営んでいる（人間を含む）生命体に大きな影

響を及ぼしていく。それゆえ、科学技術に携わる者は、誰にとってどのような価値をもつ環境を実現するかという環

境倫理の問題を避けて通ることはできない。しかし、これまでの価値中立的な科学技術のもとでは、近代化＝西欧

化をめざす環境開発が推進され、地域の文化特性を生かした開発が行なわれてこなかったのである。

一般に環境問題はうまく定義できない意地悪な問題である。問題を解こうとすると、 次々に新たな問題が現れるか

らである（特定の専門分野の問題にうまく絞り込むことができない）。こうした問題に立ち向かうには、問題を科学的

に解決するだけでなく、環境倫理に対する深い理解に基づく豊かな環境のビジョンを構想していく必要がある。

自然環境・人工物環境・社会-文化環境・情報環境の問題が複雑に絡まりあう多元的な環境問題を解決するため

には、なぜ人類は地球生態系を破壊する可能性を持っているのか、それを回避する有効な決定システムをもってい

るのか、といった環境倫理に関する根源的な問いに立ち向かうことが求められる。例えば、(1)自然の生存権の問題

（生物の種、生態系、景観などにも生存の権利がある）、(2)世代間倫理の問題（現代世代は、未来世代の生存可能

性に対して責任がある）、(3)地球全体主義（地球の生態系は開いた宇宙ではなく、閉じた世界であり、利用可能な物

質とエネルギーの総量は有限であるため、配分の問題が根本の問題となる）といった問題がそれである。

この授業では、「環境倫理」に関する理論的な講義を行うと同時に、リアルな環境問題をケーススタディとしてとりあ

げ、異なる立場からディスカッションを行う試みを展開する。同じ問題が視点のとり方によって異なる意味をもつこと

を理解し、それに対してどのような行動をとるべきかを考えることは、きわめて有意義な体験となるであろう。

シラバス 科学技術の高度化に伴い、環境技術・情報技術・バイオテクノロジーを想起してみれば明らかなように、私たちの日

常生活もドラスティックに変容しつつある。このため、科学技術と社会の関係（STS;Science, Technology, and

Society）を深く理解することは、21世紀の科学技術に携わる者にとって必須の教養とならざるを得ない。「環境倫理」

はそのSTS教育の重要な柱となるものである。

特に、経済・社会・文化のグローバル化が進み、終身雇用制も次第に姿を消しつつある今日、自分が所属している

集団・組織の不利益になることでも、広い意味での社会的公正さという視点から判断して、敢えて遂行するだけの倫

理的判断力が、科学者やエンジニアに求められるようになっているのである。

この講義では、抽象的な理論にとどまらず、なるべく多くの教訓を含む興味深いケーススタディをとりあげ、ディス

カッションを通してそこに潜む問題点を探ることによって、環境倫理のダイナミックな本質に触れるようにしたい。

具体的には、次のような項目をとりあげていく予定である。

（１）環境倫理に関する基本概念

・外界と環境、生物多様性、サスティナビリティ（持続可能性）、保存・修復・再生など。

・倫理と道徳（モラル）、価値、評価、権利、公正さ、行為と規則、義務と責任など。

・科学技術倫理と環境倫理

（２）応用倫理としての環境倫理

・自然の生存権（人間中心主義からの脱却）

・過去世代・未来世代に対する現在世代の責任（世代間の公平性）

・地球全体主義（フロンティア倫理、救命ボート、宇宙船倫理）

・開発と保存（経済と倫理）

（３）環境倫理の理論

・人間優先主義に立脚した考え方（共有地の悲劇、社会的ジレンマ）

・非・人間優先主義の立場から（動物の権利、土地の倫理）

・環境的公正とエコフェニミズム

・環境リスクと公正

・施設立地問題とNIMBY

・自然観・世界観（ディープエコロジー、エコフェミニズム、ガイヤ仮説、宗教など）

（４）ケーススタディ

・自然生態系の破壊の問題（森林・土・水など）

・化学物質による環境汚染の問題、農薬の問題

・資源・エネルギー問題

・廃棄物処理施設の立地問題

・環境・景観の開発と保存の問題

副題

教科書

授業の到達目標
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科目名付クラス名 環境倫理

科目キー 2800002013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

参考文献

評価方法 授業中の演習、およびディスカッション。オプションとして、期末課題を検討。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 リスクマネジメント論

科目キー 2800002014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 近年の環境問題や事故・災害の中には、極めて低濃度でありながら影響を及ぼしたり、稀ではあるが甚大な被害

をもたらす事例が出てきている。本講では、こうした問題を「リスク」というキーワードで捉え、アセスメントとマネジメン

トに分けて考え方や手法を紹介する。前半では、リスクアセスメントを中心にリスクの概念や技術的な推定や評価の

方法とともに、具体的な事例を紹介する。後半では、マネジメントの基礎論から法制度をはじめとする社会科学的な

観点も含めてリスク管理のあり方を論じる。

シラバス 1) オリエンテーション

2) わが国におけるリスク管理の失敗:環境問題を例にして

3) リスク概念とマネジメントのフロー

リスクの同定／予測／評価／管理

4) 環境リスク：推定と評価＋事例

（ディーゼル排ガス（DEP）、アスベスト、トリブチルスズ（TBT）ほか）

5) 技術的リスク：ETAやFTA等による技術の安全解析

（原子力発電を中心に）

6) 自然災害によるリスク：発生頻度の推定とリスク評価

（地震災害を中心に）

7) マネジメントの方法論

8) リスクマネジメントと保険の機能

9) リスク認知とコミュニケーション

副題 環境や災害を中心としたリスク管理のあり方を考える。

教科書

参考文献 随時紹介

評価方法 演習課題、および期末試験

備考 教員連絡先：tmura@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術政策論

科目キー 2800002015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 日本及び諸外国の科学技術政策の歴史と現状を学ぶ。周知のように、日本では1995年に科学技術基本法が制定

され、翌96年からは5年間を1タームとする科学技術基本計画が始まったこともあって、厳しい財政状況にも関わら

ず、多額の政府研究開発投資がなされるといったように、科学技術に対する政府や産業界からの期待が高まってい

る。本講義では、なぜ科学技術に対してこうした期待が寄せられるのか、その理由を、科学技術と国家の歴史的な

関係を踏まえながら概観する。その上で、科学技術は現在いかなる思想や構造に基づいて推進されているのかを

考える。同時に、近年におけるそうした構造の変化についても言及する。

シラバス 科学技術政策の「現状」「歴史」「分析の方法」について講義する。

１．科学技術政策とは何か

科学技術政策と他の諸政策との違い、科学技術政策の特質

２．歴史的前提

科学技術と国家、経済、政治に関する歴史的概観

３．現代日本の科学技術体制

歴史、予算、人材、評価等の観点からみた日本及び諸外国の科学技術政策の違い

４．科学技術と公共政策

市民科学や市民参加の台頭とその背景

５．科学技術政策の分析方法

政治的政策思考、政策決定論、デモクラシーとの関連において

副題

教科書 指定しない

参考文献 文部科学省科学技術・学術政策局編『科学技術要覧』（平成17年版）、国立印刷局。

評価方法 定期試験による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 日本産業の将来設計

科目キー 2800002016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 眞野 芳樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 消費者の経済学

科目キー 2800002017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 眞野 芳樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 雇用環境と労働

科目キー 2800002018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要 変化しつつある日本の雇用環境について講義する。

90年代半ばからの景気後退に伴い、日本経済には様々な変化が生じている。それは働く環境についても例外でな

く、人員削減や賃金減少、非正規労働者や無業者の増加など、これまでの日本ではみられなかった現象が次々と

生じている。

ただ、これらの変化の背景には、景気後退以外にも、人口構造の変化、国際競争の激化、進学率の上昇など多様

な要因が存在している。雇用環境の変化の意味を正確に理解するためには、その背景と関連づけて考えることが重

要である。

本講義では、現在観察されている雇用環境の変化が、どのような要因によって生じているのかを、可能な限り具体

的な数字に基づいて検証する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点は出席状況を見て判断する。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境アセスメント論

科目キー 2800002019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 様々な施設の建設に際しては、予め環境影響を予測し好ましくない影響を回避する環境アセスメントの手法が定

着しつつある。わが国でもようやく国の制度として位置付けられるようになったが、様々な課題も多い。本講では、ま

ずアセスメントの基礎や具体的な手法、わが国の法制度的なシステムの概要を示す。その後、国内外の事例を通じ

て、制度上の課題、住民参加のあり方、最近の新たな試みから今後のアセスメントのあり方を論じる。

シラバス ・ 環境アセスメントとは-最近の事例から

・ アセスメントとシステム分析

・ 検討範囲の絞込み-スコーピングとスクリーニング

・ 環境影響の予測

・ 環境影響の評価

・ 多様な関係者とのコミュニケーションの方法

・ 日本の制度と事例

・ 外国の制度と事例

・ 国際協力と環境社会配慮

・ 新たな流れ-戦略的環境アセスメントとは何か

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習課題、期末課題

備考 教員連絡先：tmura@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 自然生態調査論

科目キー 2800002020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大堀 聰

年度

授業概要 身近な自然である「里山」は、約50年前までは生活の糧であった。都市部を除き、煮炊きや暖をとるための薪炭、シ

イタケ栽培のためのホダ木、畑への堆肥やサツマイモ苗床譲熱剤、家畜の刈敷や飼料など、私たちの生活と深く結

びついていた。生活の糧を提供してくれる林は「ヤマ」としてあがめられ、大切に使用されていた。桃太郎のおじいさ

んが枝葉刈り（=柴刈り）に行く「ヤマ」が、「里山」であった。

第二次世界大戦に敗れ、私たちの生活は大きく変化した。生活革命や燃料革命により落葉も落枝も不用になり、

薪のための伐採や間伐も肥料のための下刈りや落葉採取も徐々に行なわれなくなった。萌芽による更新も行なわ

れなくなり、放棄された「里山」では二次遷移が進行し、「里山」は落葉樹林から常緑樹林に変わりつつある。

放棄により、林には新たな価値が生まれた。都市的利用としての価値である。薪炭材や落葉ではなく、土地自体が

必要となった。1960年代の高度成長期になると、都市部に人口が集中し、林が宅地供給源となった。首都圏の狭山

丘陵でも、1970年代から大規模な宅地開発が行なわれ、町は何倍にも大きくなった。

身近な林には土地としての価値しかないのか。物質生産、水や栄養塩類循環、大気の浄化、気候の緩和、崩壊阻

止、保水効果や緑のダムとしての水源涵養など、林は目に見えない多くの恵みを与えてくれる。また、「里山」は私た

ちに最も身近な自然であり、それらの生物的多様性（遺伝子・種・生態系・景観の多様性）の維持にとっても重要で

ある。

林は量だけではなく、質も考慮して残されなくてはならない。移動力の小さいカタクリやシジミチョウなどの遺存種に

とっては、落葉樹の里山はなくてはならない。

常緑樹林になれば、すべて滅びてしまう。保全とは、持続可能（sustainable）な利用による人と自然の共存の概念で

ある。過度な利用や開発は、自然環境に回復不能なダメージを与える。本講義では首都圏の緑の孤島と呼ばれる

狭山丘陵や本庄キャンパスのある大久保山の自然環境を題材に、生物的多様性に配慮した身近な自然との共生

のあり方を考える。

シラバス 1.ガイダンス

2.里山の生物

3.生き物たちの生活（1）

4.生き物たちの生活（2）

5.里山の生態学（1）

6.里山の生態学（2）

7.里山の生態学（3）

8.里山の生態学（4）

9.里山の問題点（1）

10.里山の問題点（2）

11.里山の保全（1）

12.里山の保全（2）

13.里山の保全（3）

副題

教科書 なし

参考文献 保全生態学入門（1996） 鷲谷いずみ・矢原徹一 文一総合出版

保全生物学（1997） 樋口広芳 東京大学出版

保全生物学のすすめ(1997) リチャード B．プリマック 小堀洋美訳 文一総合出版

評価方法 筆記試験

備考 受講者数が多すぎなければ、林を散策し実際の様子を見る。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 心理療法

科目キー 2800002021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 信之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 78/1000 ページ



科目名付クラス名 テクノストレス

科目キー 2800002022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 春日 伸予

年度

授業概要 テクノストレスとは，情報社会の主役コンピュータに関連したストレスであるが，この授業では、コンピュータによるス

トレスだけでなく，現代社会におけるストレス全般について、ストレスとはどういうものか、いかに対処していけばよい

のかということに関して解説する。そして、学生一人一人が、ストレス状態やその原因に関する知識やストレス状態

を軽減したりストレス予防に関する知識を取得することを目標としている。

シラバス 1.ストレスの発症機序

ストレスの発症過程とストレッサー

2.ストレスと個人差

ストレッサーに対する反応の個人差

3.ストレスヘの対処方法

ストレスへの対処行動とストレッサーの処理

4.ストレスに陥りやすいタイプとその修正法１

無力感の強いタイプ、タイプA行動パターン

5.ストレスに陥りやすいタイプとその修正方法２

帰属スタイル、イラショナル･ビリーフ

6.深刻なストレスを生む状況とその克服

PTSD（外傷性ストレス障害）

7.感情の統制１

音楽療法の理論と実際，アロマセラピーの理論と実際

8.ストレス対処に必要な自己変革

9.コンピュータ（機械）によるストレス１

身体的なストレスとその対処方法

10.コンピュータ（機械）によるストレス２

精神的なストレス（テクノストレス）に関する解説

11.情報環境におけるストレス

インターネット依存に関する解説

12.期末試験（教場）

副題

教科書 授業で配布する資料がすべて。

参考文献

評価方法 期末試験。100点満点中60点以上を合格とする。

ただし，授業回数の１/３以上の欠席をした場合は単位取得の資格を失う。

備考 シラバスをよく読んで授業意義と概要を理解しておくこと。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マルチメディア政策論

科目キー 2800002023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 三友 仁志 田尻 信行

年度

授業概要 近年急速に発展している情報通信、メディアおよびコンテンツに関する政策とその評価・分析とを体系的に解説す

る。

情報通信、メディアおよびコンテンツに関していくつかのトピックスを設定し、それぞれについて、実際の政策、その

評価と分析等を解説する。適宜外部講師による講義も実施する。

政策を考察する際に重要なキーワードは、「市場」であり、市場メカニズムに基本的に依拠しながらも、さまざまな

政策的手段を必要に応じて援用することにより、いかに情報通信、メディアおよびコンテンツ・サービスを高度に発展

させるかが目的となる。

本講義では、情報通信政策を理解するための基礎的な概念を解説するとともに、いくつかのテーマについて、わが

国の政策の概要に説明し、それらに関する分析あるいは事前事後の評価手法を提示する。また、内容に応じ、適宜

国際比較も行う。

シラバス 2007年度の予定は未定だが、2006年度は以下のとおり実施した。

第一回 ガイダンス、序論

第二回 情報通信に関する基礎

第三回 電波政策（１）

第四回 電波政策（２）

第五回 放送政策

第六回 日本の情報通信戦略

第七回 ユビキタス・ネットワーク社会における情報通信の現状と政策

第八回 情報通信分野の研究開発戦略

第九回 ネットワーク上のプライバシーとセキュリティ

第十回 ウェブコンテンツをめぐる冒険（ウェブコンテンツ量の推計等）

第十一回 ネットワーク上のコンテンツ流通動向

第十二回 通信事業に関する政策（１）

第十三回 通信事業に関する政策（２）

第十四回 教場試験

副題

教科書 教科書は特に定めない。

参考文献 参考文献については、必要に応じ、講義の都度、指示する。

評価方法 出席（20%）、期末試験(80％)により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 技術開発論

科目キー 2800002024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 出川 通

年度

授業概要 工学における研究と技術開発を社会的ニーズに適合させながら、 事業化できるまでを合理的かつ効率よく遂行する

ために必要な基礎知識を講ずる。 基礎研究から技術シーズ創出のための研究、製品開発、商品開発などを、ベン

チャー企業における技術・製品開発研究、大企業における研究・開発を含めて考察し、技術を事業にするまでの全

体を取り扱う。

製造業における付加価値構造のパラダイムシフトと研究、開発、事業化への時系列的な概念を明確化したあと、技

術開発の実行と課題設定の重要性を示す。事例研究として産学連携などを、組織やマネジメント上の問題点と克服

手段を具体的に明らかにする。また、技術開発をした結果をビジネスプランに仕上げていくための知識と実例につい

ても基礎的体系的に講義する。

シラバス (1)全体ガイダンス（全１３回の授業の内容、受講の注意事項、教科書、参考

書、単位取得など）、講義全体の俯瞰と技術開発と新事業創出の成功への道

(2)日本における新事業創出へのパラダイムシフト、技術から事業化までのプロ

セスを説明。

(3)ベンチャー企業の分類と特徴と事業創出に対する役割を学ぶ

(4)米国のベンチャー企業の成立と東海岸、西海岸の違いとベンチャー企業の基

礎概念を説明

(5)開発のためのプロジェクト・マネジメントと人材マネジメントについて説明

する

(6)開発・事業化における大企業とのアライアンス、契約とライセンス、リスク

ヘッジなどについて説明する

(7)研究型、開発型、企業発、大学発などの日本のベンチャー企業の特徴と展開

例を学ぶ

(8)新技術をもとに展開するマーケティングを説明し、従来のマーケティング手

法との共通点、相違点を明確化する

(9)ハイテクマネジメントとネットワーク、知財と技術移転、ライセンスと契約

について説明する

(10)ビジネスプランニングI（全体とビジョン）ビジョンと出口戦略について説

明する

(11)ビジネスプランニングII 技術、マーケット、組織・体制などについて説明

する

(12)ビジネスプランニングIII 資金と売り上げ、利益、投資などについて説明す

る

(13)全体の復習と質疑、技術者の適性を生き方について紹介し、議論する

副題

教科書 ・出川 通著：新事業創出のすすめ：日米ベンチャーに学ぶビジネス・イノベーションとマネジメント、オプトロニクス

社、２００６．１２刊、1575円（税込み）。

参考文献 ・講師の本講義に関して著した記事や最新関連資料などを適宜配布する予定

・出川 通著：技術経営の考え方―ＭＯＴと開発ベンチャーの現場から、光文社新書

（１４３）、２００４．４刊。

・出川 通著：最新図解MOT（技術経営）がよーくわかる本、秀和システム、２００

５．２刊

・クレイトン・クリステンセン（伊豆原弓訳）著：「イノベーションのジレンマ」翔

泳社、２０００刊

・ジェフリー・ムーア著：「キャズム」翔泳社、２００２ 刊

評価方法 適宜講義後の時間内に、簡単なA4 1枚程度のレポートを課し、出席と内容の理解度を確認する。

授業評価結果 ： 単位認定と成績評価：上記出席（評価は３０％）とレポート内容（７０％）を総合的に判定する。ただ

し出席は７０％を切ると自動的に不合格となる。

備考 講義が主体で、一部演習とデスカッションを課す。

関連ＵＲＬ ：http://www.techno-ig.com

E-mail: degawa@techno-ig.com

授業の到達目標
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科目名付クラス名 技術開発論

科目キー 2800002024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 日本企業とワークライフバランス

科目キー 2800002025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡部 卓

年度

授業概要 ワークライフバランスという言葉が頻繁にメディアに登場し人々の関心を集めています。また近年高まる職業性スト

レスが社会的な問題になっています。心の健康を崩すことが原因で長期欠勤や生産性の低下を招くことも多く、企業

でのメンタルヘルス対策を含むワークライフバランスへの施策は企業、個人にとっても喫緊の課題になっておりま

す。

企業とその働く人々のワークライフバランスへの理解を深め、有効なマネジメント施策を企画実行することは経営戦

略での要のひとつとなろうと予測されます。

企業をとりまくワークライフバランスの課題を抽出し、分析、議論、理解、改善案の提案までをグループを作り行いま

す。基本的に一方的な講師からの講義スタイルではなく、学生の講義への発言、発表などをグループワークで講義

時間外でも行うことも期待されていますので、職場や生活への関心が高く、社会や産業への問題意識の高い、また

自発的な発言、作業を厭わない学生の登録を期待します。

(特徴）

関西学院大学と共に日本で初めてのワークライフバランスを扱う講座

企業とはどんなことをするのか？

働くということはどういうことか？

生きがいとは？

働くことの基本は 心身の健康維持

メンタルヘルスやストレスマネジメントを知る

グループ発表を取り入れる

グループ学習から学ぶ

グループ発表の内容を成績に加味する予定

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

グループ発表のテーマへの視座

人は何故働くのか

働くことは苦痛なことか

働かなくて済めば幸せか

人はどのような仕事や生活の時間的なバランスを求めているのか

仕事とプライベートは対立するものなのか

転職が増えているのはなぜか

何歳まで働きたいか

ベンチャーと大企業、官庁で働くことの違いは

父親、母親、兄弟の職場でのＷＬＢへの取り組み

自分はどんな働き方をしたいのか

自分はどんな人生を歩みたいのか

そのためには何を知って、何を考えたらよいのか

この講座から何を学ぶか、何を目標とするか

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

グループ発表のテーマのカテゴリー

人材育成と評価

資格取得支援、社内留学

透明な人事評価、３６０度評価

コーチング、メンタリング

働く側に配慮した職場志向

ヘルシー・カンパニー ＭＭ施策

再就職斡旋。定年延長

社員の意欲を向上させる仕組み

在宅勤務

フレックスタイム

幅広い人事制度

ＦＡ制度、社内公募

子育てに配慮した職場づくり

副題 ゆとりのある生き方の構築にむけて
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科目名付クラス名 日本企業とワークライフバランス

科目キー 2800002025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

再雇用制度

育児休業の啓発

育児休業への保障、補填

保育施設への利用援助

企業や個人の実例紹介

海外の事例紹介

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

グループ発表のテーマのサンプル

日本企業のワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

日本政府のワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

自治体のワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

海外企業のワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

海外政府のワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

ＮＰＯのワークライフ バランス マネジメントへの取り組み

シラバス ９月２５日 １． イントロダクション グループ組成

１０月 ２日 ２． ワーク・ライフ・バランスとは

１０月 ９日 ３． 企業活動とは

１０月１６日 ４． 企業とメンタルヘルス施策

１０月２３日 ５ ストレスマネジメントの重要性

１１月 ６日 ６． 家族、ジェンダー、少子化問題

１１月１３日 ７． キャリアとは、多様化する働き方

１１月２０日 ８． ダイバーシティマネジメント、海外事例

１１月２７日 ９． グループ発表

１２月 ４日 １０． グループ発表

１２月１１日 １１． グループ発表

１２月１８日 １２． グループ発表

１月１５日 １３． グループ発表

１月２２日 休講があった場合補講 予備課題

教科書 特に指定しない

参考文献 インターネットでの検索

新聞メディア

日本経済新聞、４大新聞

日経産業新聞

フジサンケイビジネスアイ（日刊紙）

ネットニュース各種

政府・公共団体の各種資料・白書

会社案内

親戚、ＯＢ、ＯＧの話

労働経済学関連書籍

評価方法 レポートの評価と、講義への出欠、講義への参加態度、講義中の発言、グループワークへの参加態度など総合して

評価する。

備考 渡部卓

早稲田大学政経学部卒業後、モービル石油入社。その間に海外派遣留学生として、米国コーネル大学で人事組織論

を学び、引き続き、米国ノースウェスタン大学／ケロッグ経営大学院でＭＢＡを取得。その後、ペプシコ社、ＡＯＬ、シス

コ・システムズ、ネットエイジなどで米国本社勤務を含む、本部長、副社長職などを経て現在、株式会社ライフバランス

マネジメント 代表取締役社長

中華人民共和国・西北工業大学・大学院 客員教授

認定コーチングメンター、認定 産業カウンセラー、心理相談員

日本産業カウンセリング学会、日本うつ病学会、日本心身医学会

国際ＥＡＰ協会などの正会員。

ＬＯＨＡＳ ビジネスアライアンス理事

【著書】『会社うつは上司の責任です！』(大和書房)

授業の到達目標
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科目名付クラス名 日本企業とワークライフバランス

科目キー 2800002025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

『こころをラクにする・メンタフダイアリー』(日本実業出版社)

『会社のストレスに負けない本』(大和書房)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 健康の生態学

科目キー 2800002026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉永 真理

年度

授業概要 健康の生態学という名称のこの講義では環境が健康に与える影響について、多様なトピックスを取り上げ、論じてい

く。近代以降、人間活動が環境に多大な影響を与えることによって、さらに人間の健康がそこなわれるという関係性

が続いており、深刻さを増している。こうした人間と環境の相互作用を見つめながら、健康と生態の関係性を包括的

な視点で論じることができるようになることが本講義の目的である。

学問的方法論としては、ヒトの環境への適応を研究する分野である人類生態学的視点と研究の方法論にたって、

健康の問題を考えていく。その際、集団としての人類の適応の問題と個としての人間の健康の問題の二つの側面

からアプローチする。人類は環境に適応しながら地球上の広い範囲に活動域を拡大してきた。その過程では生物学

的、社会的、文化的および行動上の適応がなされ、種の存続や個体の生命を脅かす多様な健康問題を克服してき

た。講義の前半では人類が直面してきた健康問題の歴史的変遷を地球規模の気候変動のような自然環境と文明

誕生に始まる社会的環境との関連から論じる。後半はリプロダクティブ・ヘルス、新しい感染症、生活習慣病や環境

問題の健康影響などの現代の健康問題について最近の論点を紹介しながら解説する。受講者が積極的に講義に

参加できるように、毎時間終了時に講義に関する質問を提出してもらい、次回講義時に解説を行う。知識を確認でき

るようアンケート形式の小テストを実施し、講義ごとの題材に対する自分なりの見解がまとめられるようにしたい。

シラバス 1.イントロダクション:時間と空間の中の人類の健康像

2.ヒトの誕生と環境への適応

3.こころの進化

4.文明と環境問題の始まり:公害問題から地球環境問題へ

5.リプロダクティブ・ヘルス（１）人口爆発

6.リプロダクティブ・ヘルス（２）少子高齢化

7.感染症との闘い

8.新興･再興感染症

9.社会・文化とがん

10.生活様式と健康:生活習慣病

11.加齢と健康

12.健康を生態学的に考えるとは？

13.教場試験

副題

教科書

参考文献 参考書

人類生態学 大塚柳太郎ほか著 東京大学出版会 2003

そのほか講義中に示します。

評価方法 教場試験、出席率等で評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 企業の社会的責任（CSR)と利益相反

科目キー 2800002027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 大久保 和孝 古宮 正章

年度

授業概要 我が国の経済社会において、企業の社会的責任（ＣＳＲ）が時代の潮流のように取り沙汰されている。実際、バブル

経済崩壊後、企業の不祥事によるＣＳＲの浸透と実践による信頼性の回復、安全・安心の観点からの技術者倫理

の向上、市場のグローバル化による環境、地域貢献、社会的開発などの側面、ＳＲＩファンドの普及などの社会責任

投資の観点などの企業の対応が求められている。短期的な利益収奪を追及するビジネスモデルではなく、安全・安

心や環境負荷の低減、福祉社会の実現などのあるべき企業のビジネスモデルについて学ぶ。

シラバス （講義の特徴）

続発する企業不祥事。企業の社会的責任がますます重要性を帯びてくる。企業価値の向上を謳いながら、株式市

場や投資家を裏切るような行為、あるいは特定の株主に偏った企業行動が目に付く。

とりわけ、昨今の経済事件を見ていると、法令等の違反行為はいざしらず、企業は法令等だけを遵守していれば良

いのかという問題に突き当たる。不二家、パロマなどにみられるように、企業が本来果たすべき社会的責任とは何な

のか、という問題を、CSR（企業の社会的責任）の観点から論じてみたい。

すなわち、企業は、持続的な成長をとげるためには、中長期の視点に立って社会からの要請を柔軟に受け入れ、適

時的確な経営を行わなければならないのである。そのためには、企業は、自らの持続的成長を目指すと同時に社会

の持続的発展に貢献することを求められているはずであり、そこにこそＣＳＲの根源がある。

本講座では、CSRの一般的な考え方を整理したうえで、企業経営と社会的責任の関係をせいりし、昨今の企業不祥

事など具体的な事例をもとに検証をかさね、今後の企業経営のあるべきすがたをうたう。そして、後半の方では、実

践的なCSRをとりあげるべく、日本政策投資銀行における、投融資の金融判断において、企業の環境経営力、防災

力を「格付」という手法を用いて評価し、企業価値評価のひとつのあり方として提案してきた事例などを解説してもら

うなど、より実務的な内容を提供して行く。本講義では、その実践の中から、ＣＳＲを意識した企業行動のあるべき姿

の提示を試みる。

（学習の目標）

日本ではＣＳＲ＝環境配慮という感が強いが、ＣＳＲの意味はもっと広く捉える必要がある。社会からの要請を鋭敏

に感じ取り、企業経営に生かしていくことで、当該企業が社会と調和した経営を行い、持続的成長を目指す姿を学ん

でもらいたい。それは、結果として、今後どういう企業が社会的評価を受けることになるのかが明らかになるであろ

う。

（授業計画））

回数内容担当

第1回10/3CSR総論（１）社会的要請

第2回10/10CSR総論（２）世界の動きとCSR

第3回10/17CSR総論（３）企業によるCSRの取組み

第4回10/24CSR総論（４）企業経営とCSR（基礎知識）

第5回11/7CSR総論（5）企業経営とCSR（基礎知識）

第6回11/14実践的なテーマ：企業不祥事とCSR

第7回11/21ケーススタディによるCSRの取り組み

第8回11/28CSR報告書のトレンド

第9回12/5ＣＳＲの概念整理、基本的捕らえ方

第10回12/12知的資産と企業価値

第11回12/19ＢＣＰ（事業継続計画）に見るサステナビリティ

第12回1/9利益相反（１）

第13回1/16利益相反（２）

※カリキュラムの内容が変更になることがあります。

※一部、各分野のご専門のゲストの方も招聘しながら実践的なテーマを取り上げることがあります。

副題 社会から信頼される企業経営とは何か

教科書 授業の資料以外は特になし。

参考文献 &#8226;新日本インテグリティアシュアランス編「インテグリティマネジメント」（東洋経済出版）

&#8226;塚越寛「いい会社をつくりましょう」（２００４年７月文屋）

&#8226;藤井敏彦「ヨーロッパのCSRと日本のCSR」（２００５年９月日科技連出版社）

&#8226;藤井良広「金融で解く地球環境」（２００５年１２月岩波書店）

&#8226;財団法人トラスト６０編「ソーシャル・ファイナンス」ヨーロッパの事例に学ぶ“草の根金融”の挑戦（２００６年

４月金融財政事情研究会）

&#8226;小榑雅章「「良心ある企業」の見わけ方」（２００６年６月宝島新書）

授業の到達目標
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科目名付クラス名 企業の社会的責任（CSR)と利益相反

科目キー 2800002027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

&#8226;環境省：環境と金融に関する懇談会編「環境等に配慮した「お金」の流れの拡大に向けて」（２００６年７月

環境省）

&#8226;ロナルド・ドーア「誰のための会社にするか」（２００６年７月岩波新書）

&#8226;橘木俊詔「格差社会」（２００６年９月岩波新書）

&#8226;野田健太郎「事業継続マネジメントBCMを理解する本」（２００６年１１月日刊工業新聞社

&#8226;金融ＣＳＲ総覧（２００７年１月経済法令研究会）

&#8226;

評価方法 成績評価方法）

期末レポートの提出。出席、授業への積極性も加味する。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 暮らしの中の先端技術

科目キー 2800002029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 純 永松 陽明 朴木 秀行

年度

授業概要 近年我々の「暮らし」の利便性が著しく向上しています。これは自動車、携帯電話に代表されるハードウェアや流通

を含むビジネススタイルに適用される「先端技術」の高度化による産物です。そこで本講座では各種事例を織り交ぜ

ながら、（１）先端技術による暮らしの変化、（２）先端技術を支える生産技術、（３）先端技術の新たな潮流等を講義

します。これにより「暮らしの中の先端技術」に関する基礎知識を理解していただきます。

シラバス １ 授業ガイダンス

・先端技術による暮らしの変化

２ 先端技術による暮らしの変化（１）「自動車」

・自動車産業概要

・自動車技術が社会に与える影響

・自動車産業における企業と技術の将来動向

３ 先端技術による暮らしの変化（２）「流通」

・流通産業概要

・流通技術が社会に与える影響

・流通産業における企業と技術の将来動向

４ 先端技術による暮らしの変化（３）「携帯電話」

・携帯電話産業概要

・携帯電話技術が社会に与える影響

・携帯電話産業における企業と技術の将来動向

５ 先端技術を支える生産技術（１）

・サプライチェーン

・ワールドワイド需給調整

・VMI（Vender Managed Inventory）

６ 先端技術を支える生産技術（２）

・生産システム

・BTO(Build To Order)/CTO(Configure To Order)

・組み立て屋台

７ 先端技術を支える生産技術（３）「製造プロセス」

・パソコンを構成するデバイス製品の製造プロセス

（LSI、LCD、HDD、DVDドライブ）

８ 先端技術の新たな潮流（１）「通信と放送の融合」

・FTTH(Fiber To The Home)

・IPv6

９ 先端技術の新たな潮流（２）「検索ソフトウェアの隆盛」

・Google/Yahooのビジネスモデルと検索技術

・国家プロジェクト「情報大航海」

10 先端技術の新たな潮流（３）「IT社会のセキュリティ基盤」

・暗号技術

・生体認証技術

11 先端技術の活かし方

・技術の有効活用

・事例「キャノン」「シャープ」「日立」

12 先端技術の創生

・技術の導入

・共同研究

・国家プロジェクト

13 先端技術の評価

・標準化

・技術の評価

14 さらなる先端技術の発展に向けて

・技術者倫理

・リスクマネジメント

・環境技術

副題

教科書

授業の到達目標
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科目名付クラス名 暮らしの中の先端技術

科目キー 2800002029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 複雑系と社会システム

科目キー 2800002030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 清秀

年度

授業概要 一時のブームは去ったが、複雑系に対する期待は依然根強い。複雑な状況、現象を論理矛盾なく説明する。これ

が複雑系研究の基本である。現在複雑系は、真の複雑系、

複雑計算系、複雑適応系に3分類されるが、いずれもいろいろな要素が作用しあってある

現象が出てくる。これを説明するのが複雑だ問うことに変わりはない。

今年度の本講義では、簡単に書かれた本をテキストとして取り上げ、これをベースとして、複雑系とは何かを受講

者ともども再度考え直したい。

シラバス １．複雑系とは何か。

２．フラクタル

３．カオス

４．セルオートマン

５．パーコレーションのモデル

６．日常生活の複雑系

副題 複雑系を理解する。

教科書 今野紀雄『図解雑学 複雑系』ナツメ社

参考文献 講義時に指示

評価方法 数回の出席点

数回のレポート課題とその発表内容。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 バイオ・イノベーションとベンチャー

科目キー 2800002031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 木山 亮一 河原林 裕

年度

授業概要 本講座では、まずバイオ・イノベーションを支える知財について最近の事例をもとに解説し理解を深めることにより、

バイオ産業の基盤となる特許の重要性を説明する。

次に、我が国のバイオ産業を支えるバイオテクノロジーに関して概論を行なう。さらに、病気診断や環境リスク評価

などにおける利用例を見ることにより、世界の技術動向を理解し、さらに、将来のバイオ産業について議論する。

また、醗酵等の伝統的なバイオ技術が先進的なバイオ技術へと変化した先鞭は、ゲノム科学の進展である。このゲ

ノム科学の一例として微生物 ゲノム解析情報と知的財産・産業化との関連について概説したい。また、成功を収め

ている海外のバイオベンチャーの実例を挙げて、日本のバイオベンチャーとの違い等 についても概説する。

シラバス 授業は、９０分講義（適宜質疑応答を挟む）を原則に行う。

［１］４月１１日：オリエンテーション（森）

［２］４月１８日：バイオテクノロジー概論（木山）

［３］４月２５日：癌とバイオテクノロジー（木山）

［４］５月０２日：環境ホルモンとバイオテクノロジー（木山）

［５］５月０９日：ゲノムとトランスクリプトーム・プロテオーム・メタボローム利用技術（木山）

［６］５月１６日：バイオ知財（森）

［７］５月２３日：ゲノム配列構築技術の進歩（河原林）

［８］５月３０日：ゲノム配列情報抽出技術の進歩（河原林

［９］６月０６日：ゲノム由来新規酵素・蛋白質への期待（河原林）

［１０］６月１３日：ゲノム由来新規酵素の利用・微生物進化情報の利用（河 原林）

［１１］６月２０日：極限環境の産業有用性、極限環境が有する新規遺伝子資源、世界の環境ゲノム科学と産業利用

（河原林）

［１２］６月２７日：バイオ知財（森）

［１３］７月０４日：総括・課題（森）

（なお、各回の担当、内容は、必要に応じ変更もあり得る。

教科書 毎回レジュメを配布する。

バイオの専門学科以外の学生にも、基礎的なところから解説を行うので、受講可能である。

副題

教科書

参考文献

評価方法 教場試験又はレポートによる。

備考

授業の到達目標
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科目名付クラス名 バイオ・イノベーションとベンチャー

科目キー 2800002031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 産業政策

科目キー 2800002032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 康晃 藤末 健三 宿輪 純一

年度

授業概要 「産業政策論」を、の3人の講師で講義する。（１）競争力・イノベーションなどのミクロ的観点から、（２）は経済・経営・

金融などのマクロ的観点から、その双方向から講義し立体的に理解を深める。共に産業・大学の最先端における長

年の経験があり、実践的な講義を旨とする。

特に、（１）は米国のケースをベースに日本の産業の将来像を分析する。また、（２）はエコノミストで金融機関の経営

企画の経験を生かし、日本経済と産業（政策）を経済学や心理的効果も含め、単なる歴史にならず考え方・戦略から

解説する。（３）は、日本と中国等アジアの産業政策との関係について解説する。

それぞれが、対応している経営・経済・金融分野の最新･最先端の課題・問題意識についても、講義の場で報告し・

まさに実践的に検討したい。

シラバス 授業は、６０分講演＋３０分ディスカッションを原則に行う。

［１］４月１１日：オリエンテーション（３）

［２］４月１８日：産業と生産性、日本の産業の課題（１）

［３］４月２５日：イノベーションと日本経済、自動車産業（１）

［４］５月０２日：半導体産業、移動体通信産業（１）

［５］５月０９日：エネルギー産業、鉄鋼産業（１）

［６］５月１６日：ディスカッション(外部講師) （１）

［７］５月２３日：総括（１）

［８］５月３０日：産業政策の考え方（経済と経営と個人の考え方/経済・金融・国際の視点/構造改革とイノベーショ

ン）（２）

［９］６月０６日：経済政策と日本経済の低迷（日本経済の4つの罠/制度疲労/景気と産業の関係）（２）

［１０］６月１３日：経済の進化と産業（時間の概念/電子化（e）の流れ/環境と産業（２）

［１１］６月２０日：金融経済と産業（モノ（製造）とおカネ（金融）の考え方/産業とファイナンス/銀行と証券/デリバティ

ヴ）（２）

［１２］６月２７日：グローバル経済と産業（貿易と産業/通貨・為替レート/ユーロ・ドル、アジア経済、イスラム金融他）

（２）

［１３］７月０４日：産業（ビジネス）と個人（日本型計画経済の終焉/変化に対する考え方/リスク/経済学の変貌/自分

ブランド戦略）（２）

［１４］７月１8日：総括・課題（３）

（なお、各回の担当、内容は、必要に応じ変更もあり得る。）

副題

教科書 毎回レジュメを配布する。

参考文献 藤末：『Productive Edge（和訳：競争力）』

宿輪：『実学入門 社長になる人のための経済学―経営環境、リスク、戦略の先を読む』

（日本経済新聞社）宿輪純一

森：『中国知的財産管理実務ハンドブック』（共著・中央経済社）

評価方法 教場試験（B４の答案用紙裏表に記述する形）を原則とする。また、授業におけるディスカッション（産業ごとに米国の

ケース（教材の整理）日本の現状と将来像を報告。）における積極的貢献度も加味して評価する。

備考 日本を代表する企業の生産・マネジメントの現場を見学する機会を作ることを検討している。（希望者のみ。この場

合、参加の有無は、評価には加味しない。）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境政策と計画II

科目キー 2800002033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 環境に関連した社会的な問題は、空間的のみならず時間的にも大きな広がりをみせている。こうした問題解決のた

めには法律による規制や税制・補助金等による経済的誘導に加え、多様な主体の関係を社会システムとして捉え施

策の評価と実施を繰り返す計画的なアプローチが求められている。そこで、本講義では、1）様々な視点からみた環

境問題の現状と原因、そして解決のための基本的な方向性を踏まえた上で、2）個別の具体的な事例を紹介しなが

ら、問題解決のための政策論的アプローチについて論じる。

シラバス 主として、政策的側面について論じる。

・環境政策論とは

・環境問題の変遷と政策の経緯

・環境政策の目標

・実施段階の原則

・対策の実施主体の原則

・政策の実施主体の原則

・対策の実施手法

・規制的方法

・経済的方法

・情報提供による方法

・合意形成的方法

・政策選択（ポリシーミックス）の方向

副題

教科書

参考文献 倉阪秀史『環境政策論』、信山社、2004年ほか

評価方法 授業時の演習課題、および期末課題による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会病理学I

科目キー 2800002034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高塚 雄介

年度

授業概要 (前期)

人は日常生活はもとより、日々の心の営みを含めてその社会が有するさまざまな問題によって振り回されることが

少なくない。虐待・いじめ・不登校・非行など子どもたちが直面するさまざまな問題、アルコールや薬物への依存・摂

食障害・リストカットなどの嗜癖行為に浸る若者たちの増加、心身症・うつ病・ノイローゼ・自殺などの病理現象が多

発する中・高年層、そして年代を超えて蔓延しつつあるひきこもり現象など、精神衛生上の課題とされる現象の背後

には、その社会が有するひずみや問題状況が潜んでいることが多いと考えられている。さまざまな現象の背後にど

のような社会病理が存在しているかについて検証する。

シラバス 概要に示された諸現象を精神病理と社会病理のそれぞれの観点から解説する。その時々に問題となっている現象

を出来るだけテーマとして取り上げるので、必ずしも順序だてた授業計画とはならない。

副題

教科書 人間関係と心の健康 金剛出版

参考文献

評価方法 レポート・教場試験等を総合的に判断する

備考 Ｅ-ｍａｉｌ ｙｕｓｕｋｅ６９２３＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会病理学II

科目キー 2800002035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高塚 雄介

年度

授業概要 (後期)

家庭・学校・職場・地域社会など、人々が生活の基盤としている領域ごとに、今日さまざまな社会病理とされるものが

存在していることが指摘されている。そしてまた、それらの病理をもたらす時代背景や価値意識、さらには人々の意

識や行動における共通感覚を作る「文化」がもたらすひずみというものについての関心が高まってきている。近年、

文化との関連において発生する可能性が高い精神病理現象を、社会精神病理という概念によって一括して論じるこ

とも少なくない。社会病理と精神病理との狭間に現れやすい現象や問題について言及する。

シラバス 概要に示された諸現象を精神病理と社会病理のそれぞれの観点から解説する。その時々に問題となっている現象

を出来るだけテーマとして取り上げるので、必ずしも順序だてた授業計画とはならない。

副題

教科書 人間関係と心の健康 金剛出版

参考文献

評価方法 レポート・教場試験等を総合的に判断する

備考 Ｅ-ｍａｉｌ ｙｕｓｕｋｅ６９２３＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会調査法I

科目キー 2800002036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 社会調査は社会生活のさまざまな局面で広く活用されており、社会は調査データであふれているが、社会に流通し

ている調査データや分析結果を正しく読みとるには、社会調査がどのように行なわれているか、どのように分析され

ているかを知る必要がある。この講義では社会調査一般の概要ならびに数量的および質的社会調査の方法の修得

を目標とする。

シラバス 以下のトピックスについて、1から2回の講義を行なう。

&#61550;社会調査とはなにか

&#61550;社会調査のすすめ方

&#61550;社会調査の企画

&#61550;調査票の作成

&#61550;サンプリング

&#61550;調査の実施と調査後の処理

&#61550;質的調査とその実践

&#61550;社会調査の現状と課題

副題

教科書 大谷信介ほか編著, 2005, 『社会調査へのアプローチ 第2版』ミネルヴァ書房

参考文献

評価方法 筆記試験によって行なう。試験の成績を重視するが、不定期に行なう課題等も考慮する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会調査法II

科目キー 2800002037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 社会調査 Iに引き続いて、数量的社会調査の基本的な分析方法の修得を目標とする。基本は講義形式だが、ケー

ス・スタディや実習作業を採り入れながら進める。

講義中には、適宜実習課題を課すので、統計処理が可能な計算機（関数電卓等）を用意すること。

シラバス 以下のトピックスについて、1から3回の講義を行なう。

&#61550;データの種類と尺度

&#61550;データの分布と統計量

&#61550;統計的推測と仮説検定

&#61550;変数間の関係の推定

&#61550;統計の誤用・活用

副題

教科書 開講時に指示する。

参考文献

評価方法 筆記試験によって行なう。試験の成績を重視するが、不定期に行なう課題等も考慮する。

備考 講義資料はCourseN@viにて配布する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計学I

科目キー 2800002038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 秀一

年度

授業概要 各種のデータ処理手法を通して，統計的な発想を身に付けてもらうことが本科目の目的である．統計学の基本的

な考え方を説明し，データ解析の基礎(平均などの基本統計量の意味等)および実験データの解析などでよく利用さ

れる基本的な確率分布について講義をする．

シラバス (1) 統計学の基礎

(2) 1次元のデータ解析

(3) 2次元のデータ解析 その1(積率相関)

(4) 2次元のデータ解析 その2(順位相関)

(5) データ解析に関する演習問題

(6) 確率の基礎

(7) 確率変数

(8) 確率分布1(離散型)

(9) 確率分布2(連続型)

(10) 確率分布に関する演習問題

(11) 多次元の確率分布 その1(同時分布)

(12) 多次元の確率分布 その2(条件付確率分布)

副題 データ解析の基礎と基本的な確率分布

教科書 東京大学教養学部統計学教室「基礎統計学I 統計学入門」東京大学出版会(1991年)

参考文献 東京大学教養学部統計学教室「基礎統計学III 自然科学の統計学」東京大学出版会(1992年)

評価方法 定期試験および平常点(定期試験を主とする．平常点として，授業内に行う２回[予定]の演習問題の解答内容を加

算する．)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計学II

科目キー 2800002039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 秀一

年度

授業概要 各種のデータ解析手法および基本的な確率分布を基に，推測統計学(統計的仮説検定や推定など)の基本概念お

よび多変量データ解析法(回帰分析や主成分分析など)の初歩について講義をする．

なお，「統計学I」の内容を十分に理解しているものとして講義を進める．

シラバス (1) 確率分布の復習

(2) 大数の法則と中心極限定理

(3) 標本分布

(4) 正規分布からの標本 その1

(5) 正規分布からの標本 その2

(6) 標本分布等についての演習問題

(7) 推定 その1(点推定)

(8) 推定 その2(区間推定)

(9) 仮説検定 その1

(10) 仮説検定 その2

(11) 仮説検定等についての演習問題

(12) 多変量データ解析法(回帰分析，主成分分析)

副題 推測統計と多変量データ解析法の基礎

教科書 東京大学教養学部統計学教室「基礎統計学I 統計学入門」東京大学出版会(1991年)

参考文献 東京大学教養学部統計学教室「基礎統計学III 自然科学の統計学」東京大学出版会(1992年)

評価方法 定期試験および平常点(定期試験を主とする．平常点として，授業内に行う２回[予定]の演習問題の解答内容を加

算する．)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 憲法I

科目キー 2800002040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 幸夫

年度

授業概要 日本国憲法は、施行から60年になる。わが国の憲法学者は、一般に現行憲法を絶対視してきた。これでは、戦後

の日本で憲法が果した役割、また憲法の下で生じた不都合は明確にならない。そこで日本国憲法とは何であるか、

そしてこの憲法を通して現れている近代憲法の理念･原則･特徴は何なのか、という問題関心により日本国憲法の

特徴と現在を明らかにしたい。

憲法1では、日本国憲法第３章までを中心に、講義を行う。

シラバス １．授業の概説

２．日本国憲法の制定過程

３．象徴天皇制(1)

４．象徴天皇制(2)

５．平和主義(1)

６．平和主義(2)

７．人権宣言の歴史(1)

８．人権宣言の歴史(2)

９．自由権と社会権の特徴と両権利の関係

１０．法の下の平等

１１．日本国憲法における人権規定(1)

１２．日本国憲法における人権規定(2)

１３．まとめ

副題

教科書 教科書は使用しないので、項目ごとにプリント配付する。

参考文献 抱喜久雄･野畑健太郎･吉川智編『新･初めての憲法』法律文化社

小林昭三著『日本国憲法の条件』成文堂

憲法政治学研究会編『人権の条件』嵯峨野書院

加藤秀治郎編『憲法改革の構想』一藝社

評価方法 定期試験

備考 憲法をめぐるマスコミの話題及び日常的な出来事に関心を持ってほしい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 憲法II

科目キー 2800002041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 幸夫

年度

授業概要 日本国憲法は、施行から60年になる。わが国の憲法学者は、一般に現行憲法を絶対視してきた。これでは、戦後

の日本で憲法が果した役割、また憲法の下で生じた不都合は明確にならない。そこで日本国憲法とは何であるか、

そしてこの憲法を通して現れている近代憲法の理念･原則･特徴は何なのか、という問題関心により日本国憲法の

特徴と現在を明らかにしたい。

憲法２では、日本国憲法第４章以降の統治機構について中心に、講義を行う。

シラバス １．講義の概要

２．直接民主制と代表民主制

３．一院制と二院制

４．日本国憲法における国会(1)

５．日本国憲法における国会(2)

６．選挙制度

７．議院内閣制と大統領制

８．日本国憲法における議院内閣制

９．日本国憲法における司法権の独立と制度

１０．財政

１１．地方自治制度

１２．憲法改正、最高法規

１３．まとめ

副題

教科書 教科書は使用しないので、項目ごとにプリント配付する。

参考文献 抱喜久雄･野畑健太郎･吉川智編『新･初めての憲法』法律文化社

小林昭三著『日本国憲法の条件』成文堂

加藤秀治郎編『憲法改革の構想』一藝社

評価方法 定期試験

備考 憲法をめぐるマスコミの話題及び日常的な出来事に関心を持ってほしい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済学ＡI

科目キー 2800002042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要 経済学の基礎的な考え方を学ぶ。

前期はミクロ経済学について講義する。

シラバス

副題

教科書 武隈慎一 (1999)、『ミクロ経済学』(増補版)、新世社。

参考文献 大竹文雄 (2005)、『経済学的思考のセンス：お金がない人を助けるには』、中央公論新社。

Becker, G.S. and G.N. Becker (1996), The economics of life: From Baseball to Affirmative Action to Immigration,

How Real-World Issues Affect Our Everyday Life, McGraw-Hill (鞍谷雅敏・岡田滋行訳 (1998)、『ベッカー教授の経

済学ではこう考える』、東洋経済新報社).

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点はなし。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済学ＡII

科目キー 2800002043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要 経済学の基礎的な考え方を学ぶ。

後期はマクロ経済学について講義する。

シラバス

副題

教科書 Mankiw, N.G. (2000), Macroeconomics (forth edition), Worth Publishers (足立英之・地主敏樹・中谷武・柳川隆訳

(2003)、『マンキューマクロ経済学I 入門編』『マンキューマクロ経済学II 応用編』、東洋経済新報社).

参考文献 大竹文雄 (2005)、『経済学的思考のセンス：お金がない人を助けるには』、中央公論新社。

Becker, G.S. and G.N. Becker (1996), The economics of life: From Baseball to Affirmative Action to Immigration,

How Real-World Issues Affect Our Everyday Life, McGraw-Hill (鞍谷雅敏・岡田滋行訳 (1998)、『ベッカー教授の経

済学ではこう考える』、東洋経済新報社).

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点はなし。

備考 経済学ＡIの単位を取得した者のみが履修できるので注意すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済学ＢI

科目キー 2800002044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東 晋司

年度

授業概要 経済学が分析対象とするところは、我々が日々体験している日常生活そのものであり、極めて広範に及び複雑であ

ることは云うまでもない。その経済社会において我々が抱く疑問や関心事を整理し、また考察する科学として経済理

論がある。本講義で解説するミクロ経済学は、家計(消費者)や企業(生産者)といった個々の経済主体の行動や、そ

れらから構成される市場を分析対象とし、種々の資源配分問題を取り扱う分野である。ここで取り上げられる概念

は、経済学における他の応用分野でも多用される。それゆえ、ミクロ経済学は経済学における基礎科目として位置

付けられている。経済理論を習得し、また抽象的思考を繰り返すことにより現実の経済問題を見る能力を養って頂き

たい。

シラバス (1)消費者行動

(2)生産者行動

(3)完全競争市場と効率性

(4)不完全競争市場

(5)外部性と公共性

(6)不確実性と情報

副題 ミクロ経済学

教科書 武隈愼一『ミクロ経済学 増補版』(新世社)

参考文献 奥野正寛・鈴村興太郎『ミクロ経済学I･II』(岩波書店)

西村和雄『ミクロ経済学』(東洋経済新報社)

スティグリッツ『ミクロ経済学』(東洋経済新報社)

評価方法 定期試験により成績を評価する。

備考 後期の経済学BII(マクロ経済学)を履修予定の者は本講義を履修していることが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済学ＢII

科目キー 2800002045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東 晋司

年度

授業概要 経済学が分析対象とするところは、我々が日々体験している日常生活そのものであり、極めて広範に及び複雑であ

ることは云うまでもない。その経済社会において我々が抱く疑問や関心事を整理し、また考察する科学として経済理

論がある。本講義で解説するマクロ経済学は、インフレーションやデフレーション、失業問題、および経済成長といっ

た諸問題を取り扱い、文字通り巨視的観点から一国経済全体の動向を分析する分野である。マクロ経済学は、ミク

ロ経済学と同様、経済学における基礎科目として位置付けられている。これら経済理論を習得し、抽象的思考を繰

り返すことにより現実の経済問題を見る能力を養って頂きたい。

シラバス (1)国民所得統計

(2)マクロ経済学の長期均衡

(3)労働市場

(4)生産物市場

(5)貨幣市場

(6)IS-LMモデル

(7)AD-ASモデル

(8)経済成長理論の基礎

副題 マクロ経済学

教科書 児玉俊介『ベーシック マクロ経済学』(中央経済社)

参考文献

評価方法 定期試験により成績を評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経営学I

科目キー 2800002046

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松原 聡

年度

授業概要 本科目では、コーポレート・ガバナンスやその社会的責任論等の視点から、企業というものの本質を理解することを

目指す。その上で、経営学が対象とする領域のうちの、主として企業のエクスターナルなイシューである、戦略論の

概要について学ぶ。

シラバス 1．株式会社の本質： 株式会社の本質とは一体何であるのかを、株式会社の目的、所有と経営分離の問題、エー

ジェンシー理論等の視点から考察し、さらに企業間システムについて、企業の境界問題、取引費用、市場主義と長

期的コミットメント等の視点から考察する。

2．コーポレート・ガバナンスの考え方： 公開会社の所有権と支配権の問題、会社の統治機構に関する選択肢の多

様化、企業による不祥事批判等、コーポレート・ガバナンスに関する議論の根底にある問題の所在について理解し

た上で、主要国におけるコーポレート・ガバナンス体制の特徴について学ぶ。

3．ＣＳＲ（企業の社会的責任）経営のあり方： ＣＳＲ経営には多面的な捉え方があることを理解した上で、その具体

的は取り組み方法を検討する。企業の多面的な責任の中で、価値創造を通じて社会的な責任を果たす経済実体と

しての企業のあるべき姿を考察する。

4．戦略論： 戦略論にも様々な領域があり、またその策定視点も多様性に富む。戦略論の系譜と戦略の体系を知る

ことで、企業における戦略策定の多元的な視点を理解する。その上で、代表的な戦略策定方法に関する基礎を学

ぶ。さらに、よりダイナミズムのある戦略策定や創発性の視点から、戦略と言うものを考えてみる。

5．知識創造とイノベーション： 戦略経営と知識創造・イノベーションの促進のあり方を検討する。

副題

教科書 特に定めない。資料は適宜授業時に配布します。

参考文献 「リーディングス日本の企業システム」第二巻「企業とガバナンス」、伊丹敬之、藤本隆宏、他、有斐閣

「戦略サファリ」、ヘンリー・ミンツバーグ、東洋経済新報社

「企業戦略論（上・中・下）」、ジェイ Ｂ・バーニー、ダイヤモンド社

評価方法 教場試験

備考 【担当教員連絡先等】

小松原 聡 (satoshi@mri.co.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経営学II

科目キー 2800002047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松原 聡

年度

授業概要 本科目では、経営学が対象とする領域のうちの、主として企業のインターナルなイシューである、経営管理論と組織

論という二つの領域をカバーする。実際の経営の場において、戦略策定とマネジメント体系は不可分の関係にある

ので、経営管理論・組織論に関する主要理論を体系的に学ぶと共に、戦略展開とマネジメント・システムの整合性を

確保することに対する重要性を理解する。

シラバス １．マネジメント・システムの考え方： 企業を社会における価値創造システムとして捉え、そのような社会的機能を有

効に果たす上で必要となるマネジメント要素を紹介する。

２．組織論の系譜： 古典的組織論から行動科学的組織論、さらに近代から現代にかけての組織論の変遷を展望し

た上で、組織問題に対する取り組みの視点や方法を理解する。

３．組織の基本構造： 組織の基本構造について学び、組織設計における選択肢に関する基本的な理解を習得す

る。その上で、近年の組織再編の特徴である、自律・分権型組織とーポレート機能設計のあり方について理解する。

４．グループ経営管理フレーム： 連結経営時代を迎え、グループ経営の高度化が不可欠である。グループ経営管

理のフレームを理解するとともに、事業連結体制を確立するための要点を考察する。

５．マネジメント・コントロールの基本的な考え方： マネジメント・コントロールのための重層的なＰＤＣＡサイクルが持

つ意義とその構築の基礎的な考え方を学ぶ。

６．業績評価体系： マネジメント・コントロールのための重要な要素である業績評価のあり方について、その多元性

を理解し、戦略とマネジメントを融合するための効果的な手段のあり方を理解する。

副題

教科書 特に定めない。資料は適宜授業時に配布します。

参考文献 「組織の経営学」、リチャード L. タフト著 高木晴夫訳、 ダイヤモンド社

「経営戦略と組織デザイン」、 J.R.ガルブレイス、D.A.ネサンソン著、岸田民樹訳、 白桃書房

「戦略評価の経営学」、ロバート・サイモンズ、ダイヤモンド社

評価方法 教場試験

備考 担当教員連絡先等】

小松原 聡 (satoshi@mri.co.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済制度論ＡI

科目キー 2800002048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 健久

年度

授業概要 今日わが国の税制について講義を行う。消費税をはじめとして税金は私たちの生活に密着しているが、専門性が高

く、わかりにくい側面もある。本講義では、租税法律主義を踏まえながら、わが国における国税及び地方税の法体系

についてその概要を説明し、国税では、所得税法、法人税法、相続税法、消費税法を、地方税では、住民税、事業

税、固定資産税を取り上げ、各租税についてその詳細を判例も参考にしながら解説していきたい。

シラバス １．租税の意義について解説する。

２．租税の原則について解説する。

３．租税法律主義について解説する。

４．租税の分類について解説する。

５．国税の法体系について解説する。

６．所得税法について解説する。

７．法人税法について解説する。

８．相続税法について解説する。

９．消費税法について解説する。

１０．地方税の法体系について解説する。

１１．住民税について解説する。

１２．事業税について解説する。

１３．固定資産税について解説する。

１４．総まとめ

副題 わが国の税制について

教科書 岩健久『現在会計・財政講義』（中央経済社）

参考文献 岩健久『税制新論』（木鐸社）

評価方法 定期試験を８０％程度、出席状況を２０％程度として評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済制度論ＡII

科目キー 2800002049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 裕也

年度

授業概要 近年，わが国のみならず世界的規模で会計の変革が進んでいるといわれている。わが国会計制度におけるこの動

きの現れが，会計ビッグ・バンともいわれる会計制度の大幅な変革である。この根底には，収益・費用観から資産・

負債観へという会計観の転換があるといわれている。

そこで，本講義では，まずこれら2つの会計観の概要を学び，次に2つの違いが会計上そのように顕在化してくるの

かを学ぶ。そして最後に，いずれかの会計観を選択した場合に，経済活動の投影としての会計報告書が，企業の何

を伝えるものとなるのかを考える。

シラバス (1) 2つの会計観 収益・費用観と資産・負債観

(2) わが国の会計制度（その1）

(3) わが国の会計制度（その2）

(4) 収益・費用観にもとづく会計（その1）

(5) 収益・費用観にもとづく会計（その2）

(6) 収益・費用観にもとづく会計（その3）

(7) 資産・負債観にもとづく会計（その1）

(8) 資産・負債観にもとづく会計（その2）

(9) 資産・負債観にもとづく会計（その3）

(10)収益・費用観による会計報告書

(11)資産・負債観による会計報告書

(12)わが国の会計観の流れ

(13)まとめ 会計観の転換と会計報告書の意味

副題

教科書 教科書指定は無し、資料配布で対応

参考文献

評価方法 教場試験

備考 私語は厳禁である。ただし，質問，意見等，講義に対して積極的な発言は歓迎する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済制度論ＢI

科目キー 2800002050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要 日本の社会保障制度について講義する。

少子高齢化社会を迎え、年金や医療などの社会保障制度の将来像に関する議論が活発になっている。ただ、現

在進んでいる社会保障制度改革の内容を正確に理解するには、まず社会保障制度の基礎知識を習得する必要が

ある。

年金改革や医療保険制度改革は、高齢者や病気に罹った人のみに関係のある話ではない。日本で生活する人は

すべて、これらの社会保障制度に何らかの形で直接的に関わっている。

本講義の内容は、自分がどのような形で社会保障制度に関わり、どの程度の負担をし、どれくらいの給付を受ける

ことが出来るのか、そしてこれらがどのように変化するのかを知る手がかりとなる。

シラバス ・医療保険

・社会福祉

・年金

・介護保険

副題

教科書

参考文献

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点は出席状況を見て判断する。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済制度論ＢII

科目キー 2800002051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠崎 武久

年度

授業概要 日本の社会保障制度について講義する。

少子高齢化社会を迎え、年金や医療などの社会保障制度の将来像に関する議論が活発になっている。ただ、現

在進んでいる社会保障制度改革の内容を正確に理解するには、まず社会保障制度の基礎知識を習得する必要が

ある。

年金改革や医療保険制度改革は、高齢者や病気に罹った人のみに関係のある話ではない。日本で生活する人は

すべて、これらの社会保障制度に何らかの形で直接的に関わっている。

本講義の内容は、自分がどのような形で社会保障制度に関わり、どの程度の負担をし、どれくらいの給付を受ける

ことが出来るのか、そしてこれらがどのように変化するのかを知る手がかりとなる。

シラバス ・雇用保険

・労災保険

・社会保険と民間保険

・社会保障の歴史

副題

教科書

参考文献

評価方法 期末試験1回のみで評価する。

期末試験未受験者は、単位を取得できないので注意すること。

試験は持ち込み不可。

出席点は出席状況を見て判断する。

備考 経済制度論ＢIの単位を取得した者のみが履修できるので注意すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/shinozaki/

(学内からのアクセスに限定)

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済政策論I

科目キー 2800002052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 幸俊

年度

授業概要 この科目の目的は、ミクロ経済学の基礎理論を利用して、ミクロ的経済政策に関する諸問題を理解することである。

受講者は、需要と供給とがぶつかりあう市場メカニズムの特徴を理解した上で、市場では解決できない問題とは何

かを考え、とくに規制、公共財、環境汚染、情報の非対称性などの問題を学習する。

シラバス 1 経済学と経済政策

2 市場と政府

3 需要

4 供給

5 市場メカニズム(1)

6 市場メカニズム(2)

7 独占・寡占

8 規制と規制緩和(1)

9 規制と規制緩和(2)

10 公共財

11 外部性（環境税）

12 情報の非対称性

13 まとめ

14 教場試験

副題

教科書 特定の教科書は指定しない。

講義は、板書とプリントで行う。

参考文献 授業中に紹介する。

評価方法 教場試験（最終講義の時間に行う)で評価される。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 114/1000 ページ



科目名付クラス名 経済政策論II

科目キー 2800002053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 幸俊

年度

授業概要 この科目の目的は、マクロ経済学の基礎理論を利用して、マクロ的経済政策に関する諸問題を理解することであ

る。受講者は、財・サービス市場、貨幣市場、労働市場の個々の性格と相互関係を理解して、財政政策と金融政策

の効果を学習する。

シラバス 1 マクロ（巨視的）とは

2 国民経済計算の基礎(1)

3 国民経済計算の基礎(2)

4 財・サービス市場（有効需要理論）

5 財・サービス市場（乗数理論）

6 財政政策

7 貨幣市場（貨幣供給：貨幣の機能、中央銀行の機能）

8 貨幣市場（信用創造、貨幣需要）

9 IS曲線とLM曲線

10 財政政策と金融政策の効果(1)

11 財政政策と金融政策の効果(2)

12 外国為替市場

13 開放経済における財政政策と金融政策の効果

14 教場試験

副題

教科書 特定の教科書は指定しない。

参考文献 授業中に紹介する。

評価方法 教場試験（最終講義の時間に行う）で評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 国際経済論I

科目キー 2800002054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 清秀

年度

授業概要 現在世界各国とも市場経済を柱として経済運営が行われている。これは市場経済が経済効率の確保という面で

優れているとの実践結果であるといえる。また各国はこの市場経済を各国市場を融合させる事によって世界レベル

で市場の効率化を図ろうと努力してきている。これがグローバライゼイションである。安価な品が自由に取引され、そ

れを購入する人は大きな恩恵をうけることができる。ところが最近、とくに農産物の自由取引化では、先進国・途上国

双方の農民から強烈な反対行動がでてきている。また仕事においても簡単に国境を越えて以来できるようになり、

高賃金国の求職者は思うような仕事にありつけない現状さえでてきており、国境を越えた仕事の依頼を抑制する動

きも一部にでてきている。果たしてモノ、サービスの自由貿易は国民にとって有益だろうか、また有益は一部、他の

多くは有害となるのであろうか。

本講義ではこれらの問題点に焦点をあて、貿易発生、現代的理論および不都合なケースにおける対策などを考え

ていく。

シラバス １．貿易の発生

２．現代貿易理論

３．貿易障壁

４．通商政策

５．貿易と経済発展

６．貿易と環境問題

７．ＷＴＯと途上国問題

副題 貿易とその効果、対策を学ぶ

教科書 ステファン・ベーカー（樋口訳）『エッセンシャル国際経済学』ＣＡＰ出版

参考文献 講義時に指示

評価方法 数回の出席点

1回の試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 国際経済論II

科目キー 2800002055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 清秀

年度

授業概要 本講義では、モノ、カネ、人、情報、アイディアなどなどが自由に他国と取引されることに伴って発生するさまざまな

国民経済問題を取り扱う。こうした経済財の自由取引は国民経済にある場合にはプラスの効果をもたらすが、マイ

ナスのケースも多々ある。

こうしたマイナスの効果に対処しつつ、国民経済にとって望ましい政策運営をするためにはどのような理論的根拠

に頼ればよいのであろうか。開放マクロ経済学を学びながらその方策を考えていくことにしよう。

シラバス １．外国為替と外国為替市場

２．国際収支

３．開放経済下の国民所得決定

４．国際収支の調整問題

５．開放経済下の経済政策

６．グローバライゼイションと先進国・途上国の調和問題

副題 開放マクロ経済とその問題を学ぶ

教科書 ステファン・ベーカー（樋口訳）『エッセンシャル国際経済学』ＣＡＰ出版

参考文献 講義時に指示

評価方法 数回の出席点

1回の試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 産業構造論I

科目キー 2800002056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 眞野 芳樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 都市地域計画論I

科目キー 2800002061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 市川 宏雄

年度

授業概要 この授業は，講師が過去数十年間にわたり，実際に関わってきた日本と海外の都市と地域の計画プロジェクトの

立案，政策形成の経験に基づき，都市や地域がいかに形成され，そして現在の都市空間がいかなるメカニズムを内

包しているのかを，政策分析的視点から解明することを目的としている。そのための導入として，都市発生から現代

までの都市形成のプロセスを初めに振り返り，世界諸都市の特徴や都市問題等の国際比較をした上で，過去から

現在に至るまでの様々な都市計画・都市政策の有効性や是非についての考察を行う。特に計画・政策の分析にあ

たっては，講師が東京都等の行政の政策委員を長く歴任してきており，最近の状況についても現在進行形の最新

情報を提供しながら分析を加える。

授業では，先ず都市形成のプロセスを，古代からの歴史的系譜を通じて現代までの世界の主要な都市（東京，

ニューヨーク，ロンドン，パリ等）について，その特徴を文化的背景を踏まえながら概観，考察する。そうした理解に

立ったうえで，大都市形成の諸段階で適用された都市計画と政策の是非に触れる。授業の主たる対象は東京であ

るが，とくに，一極集中によって生み出される大都市問題とその解決を求めて適用された都市計画・政策等に焦点を

あてて，都市計画と政策の知識と理解を深め，これからの都市と地域の未来を描いてみる。なお，都市と地域を理

解するにあたって知っておかなければならないことは，都市と地方の関係である。これは，成熟化する国家の状況の

下で改めて問われているもので，特に，最近の都市再生の動きのなかで，富める大都市と衰退する地方という対峙

関係から，そのあり方に答えを見出さねばならない状況となっている。授業では，そのあるべき姿についての答えを

導くことにも注力したい。

なお，授業の進行にあたっては，教科書ならびに補助教材を使用する。適宜，ビデオ等の視聴覚教材の使用と最

新情報についてのプリントの配布をする。講義はおおむねつぎのようなテーマを対象とするが，その詳細な予定は

第一回目の授業で発表する。

シラバス １.世界の都市空間

・代表的な世界の都市開発

20世紀後半を代表するヨーロッパとアメリカの注目すべき都市開発

・都市空間の形成とコンセプト

世界を代表するニューヨーク，ロンドン，パリの三大都市について，その都市空間の 形成とコンセプトについて，

都市政策的視点から分析する

・東京の大規模開発

日本の大規模開発の実例として東京を取り上げ，スクラップアンドビルドに始まる開 発から，成熟化する都市基

盤整備の課題までを追う

２.巨大都市東京と東京問題

・巨大都市における一極集中の功罪と東京問題の構図

巨大都市東京における一極集中の功罪を都市経済学視点と，都市と地方の対峙という 関係での東京問題の構

図から考える

・一極集中の生み出す諸問題

一極集中による土地利用の問題，バブル期における東京都心の地価高騰問題とその後

・情報化と都市問題の解決

進展する技術革新が都市問題の解決に寄与するのか，情報化を例にして考える。

３.主要な都市計画・政策とその有効性

・首都圏計画の変遷

戦後の市街地形成と首都圏計画の変遷を開発圧力とそれに立ち向かった政策の有効性 の視点から見る

・東京構想2000と都市ビジョン

東京の最新の都市政策を長期総合計画である「東京構想2000」と都市計画の構想であ る「都市づくりビジョン」か

ら考える

・知事にみる政策の変遷

戦後，東京の都知事６人の都市政策を振り返り，その功罪，その後の都市発展への寄 与などを考察する

４.都市政策と国土計画

・都市と地方

地方分権推進法，市町村合併などの制度論がかまびすしいが，そもそも，都市と地方 の関係とはどうあるべきな

のか

・全国総合開発計画

均衡ある発展の名の下に行われてきた戦後の国土計画は，低経済成長化でどこに向か うのか

・遷都・首都機能移転

既に15年を経た遷都・首都機能移転は，都市と地方の脈略にいかに位置づけるのか， また，大都市問題解決の

可能性はあるのか

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 都市地域計画論I

科目キー 2800002061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

教科書 市川宏雄『文化としての都市空間』千倉書房，2007年。

市川宏雄『都市地域計画論I補助教材（2007年度版）』2007年。

参考文献 市川宏雄『東京都を読む事典』，東洋経済新報社，2002年。

市川宏雄『首都圏自治体の攻防―分散政策の現実と展望』，ぎょうせい，2001年。

市川宏雄『「NO」首都移転』，光文社，1999年。

市川宏雄『成熟都市・東京のゆくえ―2008年の都市基盤と政策』，ぎょうせい，1997年

市川宏雄ほか『東京はこう変わる―遷都・分権の基礎知識』，東洋経済新報社，1995年

評価方法 成績評価は，原則として前期末試験による。期末試験については教科書、補助教材、ノートの「持ち込み可」とし，設

問にマークシート方式で解答する形式とする。また，若干の小テストを授業中に行う。授業の出欠についてはとらな

い。なお，前期末試験は，事情があって授業に出席できない場合はレポート提出に変えることができるが，その場合

は、事前に申し出ること。

備考 この授業は，都市や地域についての基礎知識を持たない初学者にも，分かりやすく自ずと興味の湧く形で進められ

る。また，持ち込み可となる期末試験については，出題範囲や出題形式について，事前に「傾向と対策」を具体的にレ

クチャーする。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 都市地域計画論II

科目キー 2800002062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中川 義英

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会人類学II

科目キー 2800002063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西村 正雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 認知心理学I

科目キー 2800002064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇根 優子

年度

授業概要 認知心理学とは認識と知識についての実験心理学であり，応用分野は多岐にわたる．本講では，人間の基本的な

情報処理活動を支えるメカニズムについて，簡単な実験を交えつつ紹介する．したがって、実験や調査への参加が

必須である．

認知心理学Iでは，人間のより基本的な情報処理について学ぶ．

なお本講では性格検査，カウンセリング理論などの紹介は行わない。

シラバス 1.心理学と認知心理学：概観

2.知覚

3.注意

4.記憶

副題

教科書

参考文献 サイエンス社 新心理学ライブラリ７「最新 認知心理学への招待」

評価方法 教場試験（レポート含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 認知心理学II

科目キー 2800002065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇根 優子

年度

授業概要 認知心理学とは認識と知識についての実験心理学であり、応用分野は多岐にわたる。本講では、人間の基本的な

情報処理活動を支えるメカニズムについて簡単な実験を交えつつ紹介する。したがって、実験や調査への参加が必

須である。

IIでは人間のより高次の情報処理について学ぶため，まず認知心理学Iを受講していることが望まれる．

なお本講では人格理論（性格検査）、カウンセリング理論の紹介は行わない。

シラバス 1.表象

2.言語

3.問題解決

4.PDPモデル

副題

教科書

参考文献 新心理学ライブラリ７「最新 認知心理学への招待」 サイエンス社

評価方法 教場試験・レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報社会論II

科目キー 2800002066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 情報社会論の中でも、マスメディアやさまざまなインターネットサービスの進展やその受容など、メディアと社会の関

係を扱った議論を取りあげ、講義を行なう。視聴覚資料を使った講義も採り入れる予定である。

シラバス 以下のトピックスについて、1から3回の講義を行なう。

&#61550;情報とメディア

&#61550;メディアとその歴史

&#61550;メディア・イベントとその構造

&#61550;メディア的実践の現状とその問題

&#61550;メディアをめぐる想像力

副題

教科書 特に指定しない。参考文献については適宜講義中に指示する。

参考文献

評価方法 レポートによって行なう。その他不定期に行なう課題等も考慮する。

備考 講義資料はCourseN@viにて配布する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会システム工学I

科目キー 2800002069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 現代社会が抱える様々な問題の解決方策として、法制度や経済的手法による規制や誘導が中心であった。これら

に加えて、最近では多様な主体間の関係を社会システムとして捉え、現状の把握から始まり、解決策の代替案の検

討、案ごとの予測・評価、施策の決定と実施、モニタリングという一連のプロセスを継続的に繰り返していく計画的ア

プローチが必要になっている。社会システムを工学的なアプローチで捉えることは、こうした要請に応えるべく社会が

抱える様々な課題を解決するためのソフトなテクノロジーを開発する学問領域であるといえる。

現状把握や予測・評価では、定量的な調査や分析、あるいはコンピュータによるシミュレーションなど自然科学的

な手法が求められるが、社会学や法律学、経済学、政治学、教育学などの諸科学との学際的な連携が極めて重要

になる。また、工学には欠かすことができない「実験」はこれまで実施が困難であったが、最近ではモデル的に一種

の社会実験を実施する例もでてきた。

本講では、様々な政策や計画のための意思決定の理論や現状を踏まえた上で、具体的な事例を紹介しながらより

よい決定方策とは何かを論じる。

シラバス １．社会システムの基礎論

・システムの諸要素

・古典的な社会システム論：機械モデル（17世紀-）

・有機体的側面の導入（代表的存在：パーソンズ、1950年代）

・変更を求める視点（部分の自律性、非目的性、構造生成性、自己組織性）

・市場システムと公共システムの比較

・公共政策の構成要素（目的、提供財、受益と負担の関係など）

２．システム分析と問題の構造化

・システム分析概論

・問題の発見と構造化

・構造化手法の概要

・基本的スタンスの違い（ボトムアップ、トップダウン、アブダクション）

・一般的手法-定性的構造化

（自然連想法、ブレーンストーミング法、シナリオライティング法）

・ＫＪ法の概要と事例

・ＩＳＭ（Interpretive Structural Modeling）法と目的設定法の概要

・ＡＨＰ（Analytic Hierarchy Process）法の概要と事例

３．データの収集

・統計的資料：わが国の統計情報の特性と全体像

（情報の集中と分散、分類の標準化、有用な資料、データ集、世論調査の例）

・人々の意識行動に関する情報

（調査の目的、調査の流れ、質問紙調査、聞き取り調査、参与観察など）

４．統計データの表現

・統計の基礎（分布の代表値やばらつきの表現方法、様々な確率分布と正規分布）

・サンプルの平均値が持つ特性

・平均や分散などの統計的推定や検定の方法

・いくつかの統計分析手法の特性

（相関分析、回帰分析、主成分分析、因子分析、判別分析、クラスター分析、数量化理論など）

５．調査に基づく枠組み設定と代替案の設計

・問題の枠組み設定（目的の階層構造、スクリーニングとスコーピング）

・代替案の設計（案の分類、政策代替案の頑強性、シナリオ設定のための８つのステップ）

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習課題、および期末課題

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験 ％
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科目名付クラス名 社会システム工学I

科目キー 2800002069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会システム工学II

科目キー 2800002070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 武彦

年度

授業概要 現代社会が抱える様々な問題の解決方策として、法制度や経済的手法による規制や誘導が中心であった。これら

に加えて、最近では多様な主体間の関係を社会システムとして捉え、現状の把握から始まり、解決策の代替案の検

討、案ごとの予測・評価、施策の決定と実施、モニタリングという一連のプロセスを継続的に繰り返していく計画的ア

プローチが必要になっている。社会システムを工学的なアプローチで捉えることは、こうした要請に応えるべく社会が

抱える様々な課題を解決するためのソフトなテクノロジーを開発する学問領域であるといえる。

現状把握や予測・評価では、定量的な調査や分析、あるいはコンピュータによるシミュレーションなど自然科学的

な手法が求められるが、社会学や法律学、経済学、政治学、教育学などの諸科学との学際的な連携が極めて重要

になる。また、工学には欠かすことができない「実験」はこれまで実施が困難であったが、最近ではモデル的に一種

の社会実験を実施する例もでてきた。

本講では、様々な政策や計画のための意思決定の理論や現状を踏まえた上で、具体的な事例を紹介しながらより

よい決定方策とは何かを論じる。

シラバス ６．予測の方法

・３つのタイプ：投影的予測、理論的予測、直観的予測

・デルファイ法（Delphi Method）

・シナリオライティング

・システムダイナミクス

・未来学的眺望法

・クロスインパクト法

・実現可能性評価法（Feasibility Assessment Technique）

７．評価の概念と枠組み

・評価の概念：行政評価、管理評価、政策評価

・評価の基準：効率性、有効性、公平性、十分性

・費用と効果の計測

８．産業連関分析による波及効果の把握

・投入係数表と逆行列係数表

・産業連関表の活用範囲

・公園建設による波及効果の把握例

９．便益の測定手法

・顕示選好

ヘドニックアプローチ／消費者余剰法／トラベルコスト法／代替法

・表明選好

仮想市場法（CVM）／コンジョイント分析

・鉄道、道路、都市公園などの事例

・各測定手法の課題

10．効率性に関する評価手法（１）：費用便益分析

・一般的手順

・波及効果の範囲

・現在価値と割引率

・評価尺度：純便益、費用便益比、内部収益率

・事例： 道路整備、諫早湾の干拓事業など

11．効率性に関する評価手法（２）：費用効果分析、コスト分析

・基本概念

・事例１：アスベスト汚染対策

・事例２：イギリスの技術革新施策

12．有効性に着目した評価

・統計解析法

・対照実験法

・業績指標：アウトプットとアウトカム、三重県における政策評価の試み

・定性的側面に着目した評価

ピア・レビュー／プロジェクトデザインマトリクス

13．合意形成、コミュニケーションと市民参加の手法

・レスポンシビリティ（執行責任）とアカウタンビリティ（説明責任）

・知る権利と情報公開

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 社会システム工学II

科目キー 2800002070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

・参加の概念：文書形式による手法／会議形式による手法

・最近の動き：コンセンサス会議、戦略的環境アセスメント、パブリックインボルブメントなど

14．意思決定システムとしての住民投票、国民投票

・市民参加としての投票制度

・アメリカにおける二つの制度： イニシアティブとレファレンダム

・日本の制度： 地方自治法における直接請求制度／地方自治特別法に対する住民投票／原子力施設、市町村

合併など特定の問題を対象に条例化した事例など

・投票制度の意義と課題

教科書

参考文献

評価方法 演習課題、および期末課題

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術史II

科目キー 2800002072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 日本における科学技術の歩みについて、それを取り巻く社会・経済・政治的状況を踏まえながら概観する。対象とす

る時期は、江戸末期から1970年前後まで（70年代以降については、「科学技術と現代社会」の授業で扱う）。また、同

時代における諸外国の動向と対比させることで、日本の科学技術体制の世界的な位置づけを行う。

シラバス 基本的な流れとしては、教科書に沿って説明していくが、重要と思われる幾つかのトピックに関しては、別途関連す

る文献や史料を用いながらやや掘り下げた議論を行う。

１．日本における近代科学技術の導入過程

２．科学の体制化・国家のテクノロジー化

３．第一次世界大戦とそのインパクト

４．戦間期の科学技術体制（１）――科学動員への端緒

５．戦間期の科学技術体制（２）――戦前の科学者・技術者の教育

６．第二次世界大戦中の科学技術体制

７．占領下の科学技術

８．高度成長への道

９．高度成長と科学技術大国への道

１０．転換期の科学技術

副題

教科書 廣重徹『科学の社会史』岩波現代文庫（上下２冊）、2003年。

参考文献 中山茂・吉岡斉・後藤邦夫編著『通史――日本の科学技術』第1巻から4巻、学陽書房。

評価方法 定期試験による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 改善技術論

科目キー 2800002073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 博 和泉 高雄 上埜 安英

大塚 寛弘 中野 金次郎

年度

授業概要

シラバス 第1回（片山、中野）

4月13日 改善技術のフレームワーク（ガイダンス・改善の必要性、歴史）

PDCAの要素展開、TPM・TQMなどの改善スキーム、ロス解析、ステップ展開、改善技術要素、QC7つ道具等

キーワード PDCA、TMP、改善要素技術、QCストーリー、7つ道具

第2回（中野）

4月20日 生産効率評価法

生産阻害ロスの把握、OEE(Overall Efficiency of Equipment)の算出方法と演習・ケーススタディ

キーワード OEE

第3回（和泉）

4月27日 製造力（現場力）強化マネジメントプログラム

TPM活動の概論、8つの活動と成果、現場力と見える化の推進法

キーワード 8本柱（個別改善、自主保全、計画保全、開発管理、教育訓練、品質保全）

第4回（中野）

5月11日 メンテナンスマネジメント

製造業における生産ロスの諸悪の根源である故障撲滅の展開法

キーワード 計画保全

第5回（和泉）

5月18日 改善のための観察、解析、対策技術

タイプ別ロスのアプローチ（突発型・慢性型）、ミシン教材による機構の理解

キーワード 観察（層別）、解析、対策

第6回（和泉）

5月25日 非価値時間撲滅技術

PM分析による因子の洗い出し法

ミシン教材による実習、原理・原則をふまえた解析法の習得

キーワード PM分析

第7回（和泉）

6月1日 100%良品技術

加工点保証、モニタリング技術、工程・設備で品質を作りこむ品質保全の考え方、進め方の理解、目で見る管理

キーワード 工程・設備で品質を作りこむ、品質保全

第8回（大塚）

6月8日 生産の流れを把握する技術

サイコロを使用した生産工程擬似体験演習により停滞ロス改善の進め方の理解

キーワード ボトルネック、バッファ、変動

第9回（大塚）

6月22日 ネック工程を分析する技術

『モノと情報の流れ図』を用いた生産工程の改善の進め方の理解

キーワード 在庫、リードタイム、生産指示、運搬、VSM(value stream mapping)

第10回（大塚）

6月29日 チェンジオーバー短縮技術 からくり（LCA）

IE手法も用いた演習により段取り改善の進め方と定石の理解。からくり

キーワード IE、作業分析、ECRS

第11回（上埜）

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 改善技術論

科目キー 2800002073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

7月6日 データマイニング(1)

企業データをもとに、データ解析を行う。エクセルを使用し、パレート、ヒストグラム、重回帰分析を行う。(1)

キーワード エクセル、パレート、ヒストグラム、層別

第12回（上埜）

7月13日 データマイニング(2)

企業データをもとに、データ解析を行う。エクセルを使用し、パレート、ヒストグラム、重回帰分析を行う。(2)

キーワード 回帰式、重回帰式、予測

第13回（上埜）

7月17日 CUDBAS(A Method of Curriculum Developing Based on Ability Structure)

職業能力分析(CUDBAS)を活用した各作業に必要な能力の摘出法（演習）

キーワード 2007年問題、必要能力抽出法

第14回（片山）

7月18日 改善技術の実況見分

第15回（片山）

7月19日-23日 定期試験日・レポート提出期限

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ユビキタス社会におけるＩＴ知財

科目キー 2800002075

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 ゆみ子

年度

授業概要 1995年に爆発的に普及し始めたインターネット技術に代表されるIT技術は、産業にも劇的な変化をもたらした。この

普及を加速するWindows95やInternet Explorerを送り出し、ことに大きな貢献をしたマイクロソフトおよびCD規格など

色々なデジタル家電を製品化しているソニーの両企業の実務家を講師に迎え、IT産業の最前線で起こっている知的

財産問題を具体的な事例も踏まえて、知的財産問題を嚆矢としてIT産業を俯瞰し、企業における知的財産戦略を学

び、先端技術系人材育成のための学習機会を創設する。

シラバス （講義の特徴〉

1.マイクロソフト、ソニーの実務家が具体的な事例を紹介し、これらのケースを学ぶことにより、ダイナミックに変化

する産業の最前線における知的財産問題の現状と動向を知ることができる。

2.ソニースクウェアの見学 ソニーの家電製品や放送機器の見学と、ゲーム、音楽、映画ビジネスの紹介・デモンス

トレーション

〈学習の目標〉

受講者は、IT産業の現状と知的財産問題の変遷および所在を理解することにより、単眼で狭隘な視野でなく、俯瞰

的な戦略視点を持った思考を身に付けられることを目標とする。

〈授業計画〉（予定）

マイクロソフト、ソニーが交互に下記テーマについて講義を担当する。ただし第1回には全体オリエンテーション、最

終回は講義全体のまとめに充てる。

第1回全体ガイダンス

第2回【マイクロソフト担当】知的財産と情報技術

第3回【ソニー担当】ソニーの技術開発と知財戦略の変遷(1)

第4回【マイクロソフト担当】マイクロソフトの知的財産戦略

第5回【ソニー担当】ソニーの技術開発と知財戦略の変遷(2)

第6回【マイクロソフト担当】イノベーションと著作権の衝突

第7回【ソニー担当】ソニースクウェア見学

第8回【マイクロソフト担当】標準化と技術開発戦略

第9回【ソニー担当】米国特許訴訟(1)

第10回【マイクロソフト担当】ソフトウェア権利保護の歴史と著作権保護方式の変遷

第11回【ソニー担当】米国特許訴訟(2)

第12回【マイクロソフト担当】マイクロソフトの発展と独占禁止法

第13回【ソニー担当】デジタル・ネットワーク技術の発展と著作権

第14回まとめ

副題

教科書 特になし

参考文献 『ソニー自叙伝』（2001）ソニー広報部 (著), ワック編集部 (編集), ワック文庫

『ビーイング・デジタル：ビットの時代』（2001）ニコラス・ネグロポンテ（著）, アスキー

評価方法 論文形式の集合試験により評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的財産と起業

科目キー 2800002076

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 光三 原田 泉 森 康晃

年度

授業概要 米国シリコンバレーを中心に、中国、韓国の状況も加え、ＩＴ分野におけるベンチャーの現状と問題点を示し、知的財

産権にまつわる現代的課題を考察する。

シラバス １、「ベンチャーとＩＴ革命」

ＩＴ革命とインターネットの歴史、日米の知財政策

２、「シリコンバレーのベンチービジネス」

実際のベンチャーキャピタルとベンチャービジネス（ビデオ）

３、「中国と韓国のIT革命とベンチャー」

中国の最新動向、韓国の最新動向

４、「産業発展と知財保護のバランス」

情報化と知的財産権、インターネットと著作権問題

副題

教科書

参考文献 「クリエーティブ・シティ」NTT出版 2007年２月

「インターネットにおける言語と文化受容」NTT出版 2005年12月

「ネット社会の自由と安全保障」NTT出版 2005年3月

「デジタル・ツナガリ」 NTT出版 2004年10月

「21世紀北東アジア世界の展望」 日本経済評論社 2004年4月

「ブロードバンド国家戦略」 NTT出版 2003年10月

「デジタル・デバイド」 NTT出版 2002年8月

評価方法 試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 産業・技術移転論

科目キー 2800002079

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 博 後藤 芳一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 人文地理学II

科目キー 2800002083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高柳 長直

年度

授業概要 本講義では、人文地理学１の応用として、人間の諸活動の場所的差違形成の論理や地域問題に対する視点を提

示していくことにする。具体的には、アメリカ合衆国の事例をとりあげて、人口と民族問題・都市問題・政治と地理と

の関係などのサブテーマに関して人文地理学的考察を行なっていく。

シラバス （１）メンタルマップ：アメリカ人は，どこに住みたいと思っているか？

（２）人口地理：南部や西部で人口増加が著しいのはなぜ？

（３）先住民族：ネイティブアメリカンの人々が住んでいるのはどこか？

（４）移民問題：なぜ，時代によって移民の出身国が異なっているのか？

（５）都市構造：アメリカの都市内部の各地区はどうして異なっているのか？

（６）都市構造：民族ごとのすみわけはどのようになっているのか？

（７）国際関係：プエルトリコはなぜ独立国でも州でもないのか？

（８）政治地理：「合州国」としての特徴は何であろう？

（９）文化地理：バイブルベルトとは何であろう？

（10）農業問題：アメリカ農業はなぜ強いか？

（11）農業問題：グローバル化の中でどのように変動しているか？

（12）環境問題：環境に対する二面性

（13）まとめ

副題 アメリカ合衆国の人文地理

教科書 使用しない。

参考文献 Artbur Getis <i>etal The United States and Canada</i>（McGraw-Hill）

川島浩平他編『地図でよむアメリカ 歴史と現在』（雄山閣出版）

評価方法 学期末試験とレポートで評価する。

備考 人文地理学１を同年度に受講することが望ましい。

アメリカ合衆国に興味のある方や将来留学等を考えている方の受講も歓迎する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 境界領域アート論

科目キー 2800002085

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 由弘

年度

授業概要 コンサートについて

はしかによる全面休講のため、コンサートに出掛けることは、中止とします。

既にチケットを持っている人は、そのまま使用して差し支えありません。

チケットを受け取っていない人に関しては、授業が再開されたときに、クラスで返金します。

なお、問い合わせがあれば、菅野：ykanno at waseda.jp(atを@に打ち変えて下さい）まで、メールでどうぞ。

なお、今回の休講に伴い、六本木ヒルズ・パブリックアート見学の日程も延期します。

くれぐれも、健康に留意して下さい。

芸術活動は従来、美術、音楽、演劇、文学と明確に分類されてきた。しかし現在、これらの境界が取り払われ、明確

に分類出来ないクロスした領域に様々な新しいアートが生まれ、それらが生き生きと活動している。絵画や彫刻が美

術館に、音楽がコンサートホールに、演劇が劇場に、文学が本の中に閉じこもっている間に、自由闊達さが失われ、

本来の芸術の意味さえ問われかねない状況になっていることも事実であろう。本講座では、それらの境界領域に属

する表現活動を実際に見学鑑賞し、論じ、ゼミ形式で話し合うことを目的とする。

シラバス ◎授業内容は、パブリック・アート、メディア・アート、パフォーミング・アート、ランド・アート、などを論じ、刻一刻変化

するアート形態に、リアルタイムで対応して行きたいと考えている。

実際に出かける場所は、六本木ヒルズ、けやき坂のパブリックアート見学を皮切りに、東京オペラシティアートギャラ

リー、森美術館、東京都現代美術館、 NTTインターコミュニケーションセンターなどを予定している。尚、時間内に理

工キャンパスに戻れる範囲としている。また今年は、5月26日（土曜日）18:00ミューザ川崎シンフォニーホールのパー

カッションのコンサートにも出かけるので、授業時間外ではあるが、この時間を空けておくこと。

2007年度の見学場所は、授業開始後、随時発表し、シラバスにも記載して行く。

最初の授業：教室にて、クリスト、ジェームズ・タレルなどの作品を紹介し、この講座の全体像と、今後の予定を述べ

る。

-------------

2007年4月19日森美術館

笑い展 現代アートに見る「おかしみ」の事情

http://www.mori.art.museum/jp/index.html

早稲田大学理工学部―新大久保（山手線）---恵比寿（日比谷線）--六本木（六本木ヒルズ方面出口）---六本木ヒ

ルズ直結

往路：

12:10[51-05-06B菅野研究室前集合]

13:00[森美術館チケットブース前集合]

午前中、昼休みに到着した場合、先に入場して構いません。

また、美術館の中では、自由行動です。

復路：

六本木14:03発（日比谷線）--恵比寿（山手線）--新大久保14:28

時間のある人は、見学を続けてください。

26日に、美術展チケットに、学籍番号と名前を書いて提出してください。

--------------

2007年5月17日ノマディック美術館

グレゴリー・コルベール「Ashes and Snow at the Nomadic Museum」展

http://www.ashesandsnow.org/jp/index.php

早稲田大学理工学部---新大久保（山手線）---大崎（りんかい線快速）--東京テレポート---徒歩1分

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 境界領域アート論

科目キー 2800002085

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

現地集合、現地解散、見学中は自由行動

24日に、美術展チケットに、学籍番号と名前を書いて提出してください。

-----------

2007年5月26日（土曜日）18:00ミューザ川崎シンフォニーホール

英国の耳の聞こえないパーカッショニスト：エヴェリン・グレニーと、

同じく英国在住のピアニスト：小川典子のコンサート

川崎駅の真ん前なので、17:45現地集合、終演後現地解散

チケットの購入方法は、授業中配布した封筒に学籍番号と名前を書いて、チケット代（2700円or3600円）を入れて提

出してください。後日、チケットをその封筒に入れて、お渡しします。

----------

2007年6月日程変更（野外なので、雨天順延、雨天の場合は教室に集合）

六本木ヒルズ、パブリック・アート鑑賞

13:00に、六本木ヒルズの彫刻「ママン」の下に集合の後、ガイドツアー形式で見て回るので、遅刻しないように集合

のこと。なお、この日は、出席票に学籍番号と氏名を記入したものを持参し、現地で提出する。

教科書

参考文献

評価方法

備考 ほぼ一回おきに実際の展覧会等を見学、鑑賞し、それについて、学生自身が発表し、ディスカッションするゼミ形式で

授業を行うので、主体的な参加態度を望んでいる。また、遅刻は認めない。なお、展覧会等の入場料（それぞれ600円

から3000円程度）は自己負担となる。

また、2007年5月26日（土曜日）18:00ミューザ川崎シンフォニーホールのコンサートにも出かけるので、授業時間外で

はあるが、この時間を空けておくこと。（入場料3000円）

第一回目の授業で、次週からの予定を発表するので、必ず出席すること。また、展覧会見学鑑賞に出かける週は、教

室ではなく、現地集合となるので、注意すること。集合場所等は、授業計画に随時記載する。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 心身問題研究

科目キー 2800002086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高頭 直樹

年度

授業概要 「心」という概念、「身体」という概念、「物」という概念が古代ギリシャ以降歴史的にどのように変化してきたか、また

心と身体はどのように関係するものと見なされてきたか（哲学では、いわゆる「心的問題」といわれるもの）、これらを

もとに学問がどのように分類されてきたか、これらの問題が哲学においてどのような位置を占めてきたかを、文献を

もとに議論する。文献は伝統的な哲学の分野だけに限らず、認知科学、人工知能に関する哲学のものも含む。講義

というよりむしろ学生参加の演習形式にし、これによって「自己」との関わりという問題が現れてくるようにしたい。

シラバス １．哲学史上に現れた「心」の概念について

２．「心身問題」とは何か

３．科学における「心」の問題

４．討論

副題

教科書 必要に応じ、プリントを配布する。

参考文献 教場で指示する。

評価方法 試験およびその他

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 139/1000 ページ



科目名付クラス名 物語研究

科目キー 2800002087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完 中野 葉子

市川 真人

年度

授業概要 対象となる「物語」は単にそう命名されそうなものだけでない。テクストになりうるもの、あるいはわれわれがテクストと

して取り上げるものはすべて、その瞬間から「物語」になると言ってもいいからだ。新聞記事やテレビの報道、種々の

レポートの「物語性」をもいっしょに考えていく。そうしてわれわれは、われわれの世界理解そのものが物語性ぬきに

は考えられないという認識から、物語研究をすべての人間的営為の物語構造研究への出発点になる重要な研究と

して位置付けているのある。

シラバス 中野

そもそも物語とは何か、というところから授業を始める。絵画、写真、新聞記事、日常のふとした出来事の中にも物

語はある。また、世代や国境を超えて人々をひきつける物語に共通点があるとすれば、それは何なのか、物語を面

白くするのは何なのか、といったことも考察していく。最後に課題として短編を実際に書いてもらう。

シュレヒト

ドイツ語圏で読まれている日本の文学作品を取り上げ、日本の物語が海外でどのように評価されているかを考え

る。日本を代表する文学作品、いわゆる純文学はもちろん、ここ数年村上春樹や吉本ばななのような、日本の大衆

文学作家が話題を呼んでいる。日本のまんがも若い人々に熱狂的に受け入れられている。これらの翻訳された「日

本の物語」需要に注目し、ドイツ語圏内でポピュラーな作品と比較していく。最終回ではドイツの映画『ベルンの奇

跡』（予定）を取り上げ、時事問題と個人（家族）との関わりという物語について、検討する。

市川

三回の講義を前半と後半とに分割しておこなう。

前半では、私たちの生活や社会を「物語」がどのように支配しているかを、肯定的・否定的な両側面で紹介していく。

後半では、実際の作品を物語構造に分解し、そこに各自が課題として応用や拡張を試みる。

山田

物語構造研究につながる演習を行う。

副題

教科書 種々のプリントを配付する。

参考文献 参考文献等に関してはそのつど指示する。

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

レポートはかならず三つ提出しなければならない。

テーマは授業中に指示。

別に指示がない場合には、５１号館２階のレポートボックスに提出のこと。

レポートボックスが撤去されている場合は５１号館５階の５０４A（山田研究室）のメールボックスの入れること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フィクション設計論

科目キー 2800002088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完 市川 真人

年度

授業概要 小説、映画、コミックなど、さまざまなメディアを成立させる要素とは、ひとつに物語であり、同時にそれを載せる器と

しての、文章、映像、構図などでもあります。

たとえば文学についてなら、「なにを書くのか」だけでなく、「どう書くのか」「なにを書かないのか」といった選択が、無

意識的・意識的を問わず、行われているわけです。

この講義では、そうした形式性を文体・フィクションの構造・細部の配置などから見出すとともに、文学のみにとどまら

ず、映画やコミックなどの作品も随時参照し、あるいは社会構造における同種のフィクション（想像の共同体としての

「社会」）なども批評的に視野に入れながら、さまざまなフィクションの生産に再利用することを考えます。

シラバス 最初の4回は概論、つづく4回は個別の作品を分析し、人数にもよりますが最後の４回は物語行為論などを参照しつ

つワークショップ的な実習をする予定です。

副題

教科書 授業内で指示します。

参考文献 授業内で指示します。

評価方法 平常点・課題およびレポート

備考 【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 語源研究

科目キー 2800002089

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完

年度

授業概要 言語は絶えず変化する。言語の大きな特性はそれが変化することであると言ってもよい。人間の営みの総体を文化

と呼ぶならば、言語の変化は最も文化的な現象であると言うことができる。一つの語の歴史を探ることは、単に語

形・音韻・意味等の変化を知るだけに留まらない。それはその語と密接につながっている他のさまざまな語と、それ

らの言の葉を担う枝・幹を、言語という一本の大木を見るということ、つまりは言語そのものの構造に触れるというこ

となのだ。

「語源研究」によってぼくたちは、どの言語においても見られる言葉遊び・語源俗解などによる、時には苦笑せざるを

えない、また時には感心させられるほどに見事な、語源理解のさまざまな例にも目配りを怠らず、ゆっくりとしかし着

実に言語の古い森に分け入ろうと思う。いくつかの興味深い木々の観察をしてみよう。

シラバス ＊ 「語源」あるいは「語源学」に相当する例えば英語は "etymology" であるが、これはもともとギリシャ語の

"etymos"（本当の）と "logos"（言葉）をもとにしている。はたして古代ギリシャでは『語源』というものがどのように考

えられていたのだろうか？中世から現代までのヨーロッパでは？日本では？興味はつきない。そこで、 語源に関す

る古今東西のさまざまな考え方をまずは概観する。そして語源研究の歴史を辿ることで、言語そのものにたいしては

さまざまな態度があること、ありうることを確認する。

＊ 語源研究が、一時の停滞を経て、今日また見直され関心を集めてきたのには理由がある。もちろん語源研究

が、いつも発見のよろこびがある「楽しい学問」gaya scienza であるということは一方にはあるが、さまざまな次元で

の歴史理解の増大がかなりの信憑性をもって語源の確定を可能にするようになった、ということもまた一方にあるの

である。この意味でこれまで語源俗解の無法にさらされてきたさまざまな解釈をもう一度考え直す作業をおこなう。

＊ そうして、概説・解説の段階で扱われる膨大な量の参考例を自ら操作することによって、初出の言葉にたいして

も漸次なんらかの類推形を出す練習をおこなう。

＊ 概説・練習ののちに各人が日本語の音・訓そして共通外国語としての英語の語源を探究して、レポートにまとめ

る。

副題

教科書 種々のプリントを配付する。

参考文献 参考文献等に関してはそのつど指示する。

評価方法 レポート

備考 レポート課題: 自分の姓・名を漢字、訓読み、英語訳の順番に語源解釈しなさい。

レポート提出期限： 8月10日（厳守）

レポート提出先：５１号舘５０４Ａ 山田研究室レターボックス

研究室開室日： ７月１９日午後１時ー５時、７月２０日、２６日、２７日、８月２日、３日、９日、１０日１０時ー１６時

【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 実験の思想史I

科目キー 2800002090

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平尾 淳一

年度

授業概要 自然に関する認識が, 実験・観測を通じて, 歴史的にどのように変遷してきたかを紹介する. 本講義では特に「重力と

運動」にスポットライトをあてる. 実験を可能にした技術の進歩にも可能な限り触れることにしたい.

シラバス (1)天文学と運動の分析

(2)ニュートン力学

(3)地球の形状と運動

(4)重力の法則と重力定数

(5)等価原理とマッハ原理

(6)特殊および一般相対論と重力波

副題

教科書 教科書は指定しない.

参考書として,

「古典物理学を創った人々」エミリオ・セグレ著／みすず書房

「重力と力学的世界」山本義隆著／現代数学社

をあげておく.

参考文献

評価方法 教場試験

備考 高等学校程度の物理学の理解を前提とするが, それ以上の知識は必要としない.

【担当教員連絡先等】

平尾 淳一 (chris@aoni.waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 実験の思想史II

科目キー 2800002091

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平尾 淳一

年度

授業概要 自然に関する認識が, 実験・観測を通じて, 歴史的にどのように変遷してきたかを紹介する．本講義では特に光学と

電磁気学にスポットライトをあてる. 実験を可能にした技術の進歩にも可能な限り触れることにしたい.

シラバス (1)光の基本的性質

(2)光速の測定

(3)光を伝える媒質

(4)電気と磁気に関する現象

(5)電磁波

(6)電子と量子

副題

教科書 教科書は指定しない．

参考書として，

「古典物理学を創った人々」エミリオ・セグレ著／みすず書房

「歴史を変えた物理実験」霜田光一著／丸善

をあげておく．

参考文献

評価方法 教場試験・レポート（作品を含む）

備考 高等学校程度の物理学の理解を前提とするが, それ以上の知識は必要としない.

【担当教員連絡先等】

平尾 淳一 (chris@aoni.waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 芸術表現I

科目キー 2800002092

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藪野 健

年度

授業概要 場、記憶、制作をキーワードにして芸術のあり方、可能性を探っていく。

絵画、彫刻、建築、都市、デザイン、映像、文学とジャンルを越えて作品をあげて授業をすすめていきたい。実習（描

く）、見学も予定している。

シラバス ○表現の始まり○描いてみる

○どう表現するか○記憶を描く

○テーマ○制作の場（レオナルド、ベラスケス、ゴヤ、ピカソ、ヴォルス、ポロツク等）○工学と芸術（人とのインター

フェイス、例えばブガティ、イスパノ・スイザ、フェラーリ等の車のデザイン）○メッセージとプロパガンダ○造形の言語

○美術館

副題

教科書 資料は授業の折に配布

参考文献 他に参考として

拙著「絵画の着想」

「プラド美術館 名画に隠れた謎を解く」いずれも中央公論新社

評価方法 採点は出席を重視。課題、通常試験による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 芸術表現II

科目キー 2800002093

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 板屋 緑

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 映像史I

科目キー 2800002094

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 明久

年度

授業概要 世界を代表する都市の一つである東京は、世界で最も激しく変貌する都市でもある。江戸の町並みから明治、大

正、昭和、平成と大きく様変わりする東京の映像を、ドキュメントと映画作品を通して見ていく。そして、それらの映像

を通して、東京という町の意味を考察する。

シラバス １回目は「映像史I」についての全体的な内容について講義し、２回目以降は、山中貞雄、小津安二郎、黒澤明、成

瀬巳喜男他の映像作品の一部分をビデオを使用して講義する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 前期の最終回授業日（７月９日）において、その授業時間内で「課題」について小論文を書く。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 映像史II

科目キー 2800002095

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 有木 宏二

年度

授業概要 20世紀の映像史（映画史）をハリウッドで製作された映画を中心に「ユダヤ人」という立場から検証します。そこで明

らかになるのは、ハリウッド映画の娯楽性ではなく、そのアクチュアルな歴史認識です。最終的にはホロコーストと表

象不可能性という、表現におけるもっとも困難な問題を考えます。すなわち、いかにすれば映像はその絶対的な禁

忌と向き合うことができるのか――。

シラバス 映像史ではあるが、ある意味、映画史の読み替えとなりますので、最低限、ハリウッド映画についての知識を持って

授業に臨んでください。大まかに以下のような進行を考えています。

１ 映画の誕生と映画文法の確立

２ ナチス・ドイツとフリッツ・ラング

３ アウシュヴィッツの記憶

４ スティーヴン・スピルバーグとクロード・ランズマン

５ ジャン=リュック・ゴダール『映画史』

副題

教科書 蓮見重彦『ハリウッド映画史講義――翳りの歴史のために』（筑摩書房）

加藤幹郎『映画とは何か』（みすず書房）

鵜飼哲、高橋哲哉［編］『「ショアー」の衝撃』（未来社）

ジョルジュ・ディディ・ユベルマン『イメージ、それでもなお――アウシュヴィッツからもぎ取られた四枚の写真』（平凡

社）

参考文献

評価方法 出席とレポートによって判定します。

備考 特になし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ラテン語文献基礎研究I

科目キー 2800002096

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完

年度

授業概要 古代ローマにおいて使用されたラテン語は、中世およびルネサンス期のヨーロッパにおいて知識人共通の言語で

あった。これらの時期の文化的営為はラテン語によって行われていた、とも言える。当時、科学的思考もまたラテン

語によって表現されていた。したがって科学史を研究したりローマ時代以後の科学論文を読もうとする者は、当然ラ

テン語の知識がなければならない。

この講義ではシーザー、セネカなどの文章の明快な箇所を学習する一方、理系の学生が絶えず直面するさまざまな

科学用語の解明もある程度はできるように、語源意識をもった文法構造理解にも努める。

シラバス 習うより慣れよ、をモットーに様々な練習を通してラテン語の基礎知識を見につけて行く。

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 辞書・参考文献はその都度指示する。

評価方法 平常点＋定期試験。

備考 レポート提出期限： 8月10日（厳守）

レポート題目： ２５ページの問題を訳して、変化する語（名詞、形容詞、動詞）をすべて変化させなさい。

レポート提出先：５１号舘５０４Ａ 山田研究室レターボックス

研究室開室日： ７月１９日午後１時ー５時、７月２０日、２６日、２７日、８月２日、３日、９日、１０日１０時ー１６時

【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ラテン語文献基礎研究II

科目キー 2800002097

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 泰完

年度

授業概要 古代ローマにおいて使用されたラテン語は、中世およびルネサンス期のヨーロッパにおいて知識人共通の言語で

あった。これらの時期の文化的営為はラテン語によって行われていた、とも言える。当時、科学的思考もまたラテン

語によって表現されていた。したがって科学史を研究したりローマ時代以後の科学論文を読もうとする者は、当然ラ

テン語の知識がなければならない。

この講義ではシーザー、セネカなどの文章の明快な箇所を学習する一方、理系の学生が絶えず直面するさまざまな

科学用語の解明もある程度はできるように、語源意識をもった文法構造理解にも努める。

ラテン語の習得によって身についた教養は単に自然科学の範囲にとどまるものではない。それはまた古代ローマや

中世以降のヨーロッパ文化全体にも広い展望を開いてくれ、諸君の知的営為に大きなインパクトを与えるものなのだ

シラバス この講義ではIで学んだラテン語の基礎的な文法と語彙を確認しながら、学期が終わる頃にはニュートンのプリンキ

ピア(Philosophiae Naturalis Principia Mathematica)の諸定義を読破する。

同時に近代語の構造的理解や語源的理解を深めるための練習も行なう。

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 辞書・参考文献はその都度指示する。

評価方法 平常点＋定期試験。

備考 【担当教員連絡先等】

山田泰完(taik@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 コンテンツマーケティングリサーチ

科目キー 2800002102

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 一美

年度

授業概要 マーケティングという言葉は日本語・フランス語・ドイツ語・ロシア語どこの国でも共通語として使われる。

また概念は「trade（商取引）selling（販売）でないものをいうと定義されている。

コンテンツ（メディア素材）の売り上げから利潤をあげるために、消費者の動向・嗜好を調査・分析をすること、

それらの調査・分析の結果に基づいてコンテンツ販売を行うこと、これはマーケティングの一部概念とされ、

マーケティングリサーチである。

リサーチとは関係なく、販売ルートを最適化して利益をあげることもマーケティングである。

マーケティングが関わる分野は非常に広い。

具体的なマーケティング戦略は、その時代・市場により、最適なものは異なる。

現代においては、情報技術(IT)を活用したマーケティングが必須である。

この講義では「コンテンツ」のマーケティングをする為のリサーチ（調査）方法について学習する。

シラバス １）マーケティング志向とは何か

コンテンツの定義とマーケティング的なアプローチ、考え方とは何かについて、

マーケティング成立の背景や要因、歴史にふれながら考察する。

２）メディアとマーケティング

身近な素材であるメディア（テレビ・ラジオ・新聞・雑誌）をテーマにマーケティングの意味や役割を解説する。

マーケティングに関するいくつかの代表的な理論・定義を紹介し今何がマーケティングに求められているかを考察す

る。

３）マーケティングリサーチ

マーケティングリサーチの種類、流れ、調査の組立方等について解説し、特に調査票の重要性を理解してもらう。

標本調査についてサンプリングの実務も含めて解説し、社会調査の果たす役割などを考察する。

４）調査結果の分析方法

誤差検定、数量化分析の基本、回帰分析・重回帰分析、数量化1類、因子分析、クラスター分析、データマイニン

グ、

コンジョイント分析などの概念と分析結果の使われ方について考察する。

５）実例紹介と今後の使われ方

現実の社会で使われているデータを用い今後のマーケティングを考察する。

・パチンコ業界のマーケティング、 ・プロモーショナルマーケティング、 ・クーポン・ダイレクトマーケティング

マーケティングの原点に立って、消費者（生活者）とマーケティングのこれからのかかわり方、方向等を考察する。

副題

教科書 教科書はなし 資料は実例を紹介するが 企業名などは公表しない。

参考文献

評価方法 講義最終日にテーマ発表 レポートによって採点する。

備考 事前の学習は不要だが講義内容に付いての質問を希望する。

疑問を持つこと考える事を大事にしたい。

小レポートを講義中に書いてもらう（数回）このレポートも採点基準にする、同時に出席点として評価する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 企業金融論

科目キー 2800002103

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北村 歳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 インターメディア作曲I

科目キー 2800002104

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 由弘

年度

授業概要 今年度履修者は下記の通りです。

授業は4月9日開始になりますので、55号館N棟4階「デジタルアトリエ」に、

ミニステレオジャックの付いたヘッドフォンを持参の上、13:00に集合して下さい。

尚、この時に組み分け、内容説明を行いますので、この日に欠席すると、事実上受講不可能になりますので、注意し

てください。

コンピュータ音楽を作曲するコースである。

現代のテクノロジーは、新しいメディアを生み、新たな音楽の創造領域を作り出している。楽器が音楽作品を生み、

音楽が楽器を変化させたように、テクノロジーが 生んだ新しいメディアは、新たな音楽作品を生み、音楽はメディアを

変化させ、新たなテクノロジーを必要としている。こうした動きに対応すべく、コンピューターによる作曲、音楽制作を

実際に行い、ニューメディアにアプローチし、テクノロジーを見直すコースである。コンピュータに強い学生に音楽を教

える、という方針で講義を進める。いわゆる既存のクラシック、ポップス、一般に言うところのDTMは扱わない。受講

者はそれぞれ各自ミニ・ステレオ・ジャックのヘッドフォンを持参すること。

-----------

シラバス コンピュータ音楽の基礎として、現実音の加工による音作りと、画像データから音への変換ソフトによる音作りを中

心に進める。そうした音たちとの対話から、自分の音楽を作り出すことを目的とする。いわゆる既存のクラシック、

ポップスとは全く違った創造への手がかりをつかみ、それぞれの個性を紡ぎ出したいと思っている。

副題

教科書

参考文献

評価方法 作品提出と平常点

備考 3/31登録者発表

1G04D122

1G04L029

1G04L046

1G05C008

1G05C012

1G05C034

1G05C064

1G06D050

1G06H046

1G06R015

1G06R048

1G06R103

1G06R127

1G06R196

1G06R203

基幹 石黒拓海さん

基幹 糸永理美さん

基幹 大西香織さん

基幹 藤木紫乃さん

基幹 國時奈央さん

以上20名

授業の到達目標
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科目名付クラス名 インターメディア作曲I

科目キー 2800002104

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/ykanno/

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 インターメディア作曲II

科目キー 2800002105

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 由弘

年度

授業概要 現代のテクノロジーは、新しいメディアを生み、新たな音楽の創造領域を作り出している。楽器が音楽作品を生み、

音楽が楽器を変化させたように、テクノロジーが 生んだ新しいメディアは、新たな音楽作品を生み、音楽はメディアを

変化させ、新たなテクノロジーを必要としている。こうした動きに対応すべく、コンピューターによる作曲、音楽制作を

実際に行い、ニューメディアにアプローチし、テクノロジーを見直すコースである。

シラバス 前期に作曲した「現実音の加工による音楽」をベースに、更に個性的な音楽作りを目指す。ここでは、前期の方法に

加え、Reason、ProToolsといったソフトを駆使して、作品を完成させてゆく。

副題

教科書

参考文献

評価方法 作品提出・平常点

備考 インターメディア作曲Iを履修、単位取得者のみエントリーできる。（原則として、今年度前期の履修者に限る）

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/ykanno/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トランス・ボーダー企業経営論

科目キー 2800002106

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北村 歳治

年度

授業概要 1. 国の成り立ちと企業の歴史

2. 今日の企業と多様なコーポレート･ガバナンス、

3. マルティ･ラテラルのWTO体制、IMF･WB体制・地域開発金融機関、G-8、

4. 国際取引と国際収支、国際ビジネス･マン

5. 貿易の系譜（沈黙貿易）

6. 貿易論（比較優位論、今日の議論）

7. 直接投資と証券投資（直接投資の定義、企業の対内外進出、多国籍企業）

8. EU統合（トルコ等の周辺国の加盟問題）、NAFTA、MERCOSUR、

9. 東アジア共同体論議と通貨･債券市場統合

10.市場移行経済（旧ソ連邦崩壊･中東欧の進展･市場移行国）

11.イスラム通商圏の経緯（中東イスラム、東南アジアイスラム(新彊･雲南･ベンガリ等)、中央アジアイスラム）

12.時事問題

シラバス

副題 企業の国際的な活動において生ずる諸問題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ニーズ型社会と新産業創出

科目キー 2800002107

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 芳一

年度

授業概要 ニーズが経済を主導する社会に移るなかで、新産業の創出が求められている。社会のニーズとは、持続的な社会

にむけて、少子高齢化、環境問題、格差の問題、消費や流通の変化、情報化などへの対応である。講義では、事例

をもとに、受講者が産業、行政、ＮＰＯなどで、企画立案を通じてリーダーシップを発揮するための、実践的な方法を

論じる。

シラバス 第1回8月20日（月）

▼第１講 「ニーズ型社会と日本の現状」（起こりつつあること）

第１講では、本講全体の枠組を概観するとともに、「ニーズ型社会」を定義し、それに対応するための必要条件を

整理する。

経済社会の成熟とともに、経済社会のあり方を決める要因が、これまでの、量的成長、規模の経済、技術シーズ

主導から、社会のニーズへの対応に移りつつある。

一方、そうした対応を行うためには、健全な経済と、それを支える産業の競争力が必要である。産業の競争力とし

ては、日本の産業や経済の活力を支える、中小企業、ベンチャー、それらの支援策（例：ファンド、インキュベーショ

ン）に注目する。

【事例】「ニーズ型社会」、「中小企業の力」、「ベンチャー」、「ファンド」

第2回8月21日（火）

▼第２講 「競争力の確保と必要な視点」（これから必要なこと）

第２講では、今後の経営環境のもとで、産業をはじめとする、各種組織の、競争力の確保に必要な視点を整理す

る。

社会のフラット化、経済活動のグローバル化が進むなか、企業をはじめとする組織は、限られた経営資源や時間

のもとで、より的確な対応が求められている。

こうした状況で、個々の取組みの質の高さの前に成否を分けると考えられる、課題をどう認識して定義するか、対

応策を考える際にどのスコープ（対応策の幅の広さ）で考えるか、といった取組みの視点に注目する。

【事例】「経営戦略」、「マネジメント」、「ビジネスモデル」、「販売促進」

第3回8月30日（木）

▼第３講 「ニーズに応えて市場を創る」（成功している事例）

第３講では、ニーズに対応する新しい産業と、その条件を考える。

社会の成熟とともに高齢化が進み、障害者対応も、一層のきめ細かさが求められている。こうしたニーズに対応し

つつ、新しい市場を開拓する産業が求められる。

その代表例として、福祉用具や共用品（バリアフリー、ユニバーサルデザインも同義）に注目し、ニーズに応えるこ

とと、利益をあげて続けていくこと（事業性）の調和のあり方を考える。

【事例】「福祉用具」、「共用品（バリアフリー、ＵＤ）」、「ニーズ型産業」、「高齢化対応産業」

第4回8月31日（金）

▼第４講 「企業活動と社会の関わり」（これからの方向）

第４講では、持続的な社会を実現するために、産業としての社会への寄与のあり方を考える。

人の暮らしや、社会を健全に続けていくために、環境、高齢化、貧困などが、国際的課題になっている。こうした課

題に対応できることは、産業や経済が発展するための必要条件になっている。

政府などの取組みが進んでいるが、世界規模で活動し、影響力をもつ企業には、課題対応に、大きい役割を果た

すことが期待される。こうした役割と、取組みのあり方を、企業の社会的責任（ＣＳＲ）の視点から考える。

【事例】「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」、「社会起業家」、「日本生活支援工学会」、「メンテナンスの産業化」

時間：各、午前一杯（9：00-13:00頃）

副題

教科書 必要に応じて、資料を配付する

授業の到達目標
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科目名付クラス名 ニーズ型社会と新産業創出

科目キー 2800002107

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

年度

参考文献 講義の中で提示する

評価方法 平常点（講義の際に簡単な課題提出）・レポート

備考 【担当教員連絡先等】

後藤芳一（goto-yoshikazu@aoni.waseda.jp）

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 映像制作

科目キー 2800002109

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 恭子 村上 輝生 角井 英司

年度

授業概要 本授業では、最新のデジタルＶＴＲカメラやノンリニア編集機を使って映像作品を制作し、その作業のプロセスを体験

学習することによって映像を用いた表現手法を身につける。作品は身近なものから題材を探し、情報系の取材物を

扱うことにする。企画、取材、撮影、編集という映像制作の一連の過程をグループで実習していくことになる。各自が

役割を分担し責任ある作業を進めていくことになるので、受講者には授業への熱意と真剣な態度が求められる。希

望者が予定よりも多い場合には、アンケートを実施し、意欲がある受講者を選択する。

シラバス 1)授業の概要説明

自己紹介、昨年の作品鑑賞、スタジオ見学

(2)班分け、企画立案、ビデオカメラ実習、使い方の基礎

(3)企画立案、ビデオカメラ実習、撮影開始

(4)(5)(6)企画、調査、資料集め、構成建て、取材、撮影

(7)(8)編集開始、ラッシュ、収録素材チェック、スクリプト

(9)(10)映像編集、テロップ作成作業

(11)(12)音声編集、ＢＧＭ入れ、ナレーション入れ、音声バランス調整

(13)授業の総括

作品の合評会、映像制作のまとめ

副題

教科書 とくになし。

参考文献 映画監督術 Shot by Shot

スティーブン・D.キャッツ

フィルムアート社

評価方法 課題作品・平常点

備考 授業は実習が中心となるため、原則として遅刻や無断欠席はしないこと。また取材や編集などで作業が延長されるこ

ともあるので、あとの時間に余裕があることが望ましい。高価な機材を使用するが、個人的な趣味を目的としたり、団

体行動に従わないような場合には、その場で参加資格を剥奪することもある。

【担当教員連絡先等】

高橋 恭子kyt@waseda.jp 角井 英司tsunoi@waseda.jp、村上 輝生(imamedia@waseda.jp)

3/31登録者発表

1G03Q206

1G04Q064

1G05A086

1G06K104

1G06Q060

1G06R026

1G06R166

1G06R194

1G06R198

1G06R214

1G06R224

久保洋祐さん

糸永理美さん

杉岡基行さん

原雅大さん

大西香織さん

粟生田水葉さん

今川政貴さん

廣川恵美さん

授業の到達目標
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科目名付クラス名 映像制作

科目キー 2800002109

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

以上19名

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 コンピュータアートＡ

科目キー 2800002110

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小畑 正好

年度

授業概要 コンピュータを使った映像表現は、工業的分野、学術的分野を初め

多くの分野で必要不可欠なものとなりました。

エンターテインメントの分野でも映像作品には重要な手段の一つです。

この授業ではコンピューターによる画像処理のアートとエンターテインメントの

現状を実習をしながら理解してゆきます。

ＣＧの制作ソフトの使い方等をマスターします。

シラバス 2007年度履修者

河野裕美子 １G06R071-1

大橋 昭 １G06R040-4

松崎勝彦 １G05R163-2

塩谷喜章 １G06D096-0

周 鉄駿 １G06R102-9

新井悠太 １G06R013-1

高見沢涼 １G05K047-8

佐藤 敬 １G06D087-9

小林賢太郎 １G04D067-5

宮芝一磨 １G04F086-3

坂上彩子 １G06R083-3

北基俊平 １G06R059-1

田村 健 １G06E108-8

大磯琢磨 １G06R035-8

坂本 怜 １G06A116-0

上野祐介 １G06R027-1

渡辺幹生 １G03Q206-1

原田一馬 １G06R166-1

伍 陸 １G06R026-7

高木佳祐 １G05R109-7

石井 彗 １G06D010-1

佐藤宏樹 １G05D701

早田大高 １G06D154-0

村岡崇章 １G05R171-0

森山祐樹 １G05R177-1

井端彗志 １G06R024-0

田中信秋 １G06R127-6

三原拓也 １G06R194-7

吉田哲郎 １G06R218-1

関 裕子 １G06A159-9

山本尚央 １G06R214-6

御子貝勇大 １G06A283-6

六川鉱平 １G06R224-1

今年履修できなかった生徒で来年以降も希望する生徒は

来年度の登録時にまたガイダンスを受けて希望を出してください。

副題 ＣＧ制作の基本

教科書

参考文献

評価方法

備考 本年度履修許可者

河野裕美子 １G06R071-1

大橋 昭 １G06R040-4

授業の到達目標
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科目名付クラス名 コンピュータアートＡ

科目キー 2800002110

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

松崎勝彦 １G05R163-2

塩谷喜章 １G06D096-0

周 鉄駿 １G06R102-9

新井悠太 １G06R013-1

高見沢涼 １G05K047-8

佐藤 敬 １G06D087-9

小林賢太郎 １G04D067-5

宮芝一磨 １G04F086-3

坂上彩子 １G06R083-3

北基俊平 １G06R059-1

田村 健 １G06E108-8

大磯琢磨 １G06R035-8

坂本 怜 １G06A116-0

上野祐介 １G06R027-1

渡辺幹生 １G03Q206-1

原田一馬 １G06R166-1

伍 陸 １G06R026-7

高木佳祐 １G05R109-7

石井 彗 １G06D010-1

佐藤宏樹 １G05D701

早田大高 １G06D154-0

村岡崇章 １G05R171-0

森山祐樹 １G05R177-1

井端彗志 １G06R024-0

田中信秋 １G06R127-6

三原拓也 １G06R194-7

吉田哲郎 １G06R218-1

関 裕子 １G06A159-9

山本尚央 １G06R214-6

御子貝勇大 １G06A283-6

六川鉱平 １G06R224-1

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 コンピュータアートＢ

科目キー 2800002111

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小畑 正好

年度

授業概要 コンピュータを使った映像表現は、工業的分野、学術的分野を初め

多くの分野で必要不可欠なものとなりました。

エンターテインメントの分野でも映像作品には重要な手段の一つです。

この授業ではコンピューターによる画像処理のアートとエンターテインメントの

現状を実習をしながら理解してゆきます。

コンピューターグラフィックスの制作ソフトを使ってグループ制作で作品を作品として完成させます。

シラバス ２００７年度履修許可者

河野裕美子 １G06R071-1

大橋 昭 １G06R040-4

松崎勝彦 １G05R163-2

塩谷喜章 １G06D096-0

周 鉄駿 １G06R102-9

新井悠太 １G06R013-1

高見沢涼 １G05K047-8

佐藤 敬 １G06D087-9

小林賢太郎 １G04D067-5

宮芝一磨 １G04F086-3

坂上彩子 １G06R083-3

北基俊平 １G06R059-1

田村 健 １G06E108-8

大磯琢磨 １G06R035-8

坂本 怜 １G06A116-0

上野祐介 １G06R027-1

渡辺幹生 １G03Q206-1

原田一馬 １G06R166-1

伍 陸 １G06R026-7

高木佳祐 １G05R109-7

石井 彗 １G06D010-1

佐藤宏樹 １G05D701

早田大高 １G06D154-0

村岡崇章 １G05R171-0

森山祐樹 １G05R177-1

井端彗志 １G06R024-0

田中信秋 １G06R127-6

三原拓也 １G06R194-7

吉田哲郎 １G06R218-1

関 裕子 １G06A159-9

山本尚央 １G06R214-6

御子貝勇大 １G06A283-6

六川鉱平 １G06R224-1

副題 ＣＧ制作の応用

教科書

参考文献

評価方法

備考 ２００７年度履修許可者

河野裕美子 １G06R071-1

大橋 昭 １G06R040-4

松崎勝彦 １G05R163-2

塩谷喜章 １G06D096-0

周 鉄駿 １G06R102-9

授業の到達目標
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科目名付クラス名 コンピュータアートＢ

科目キー 2800002111

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限～４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

新井悠太 １G06R013-1

高見沢涼 １G05K047-8

佐藤 敬 １G06D087-9

小林賢太郎 １G04D067-5

宮芝一磨 １G04F086-3

坂上彩子 １G06R083-3

北基俊平 １G06R059-1

田村 健 １G06E108-8

大磯琢磨 １G06R035-8

坂本 怜 １G06A116-0

上野祐介 １G06R027-1

渡辺幹生 １G03Q206-1

原田一馬 １G06R166-1

伍 陸 １G06R026-7

高木佳祐 １G05R109-7

石井 彗 １G06D010-1

佐藤宏樹 １G05D701

早田大高 １G06D154-0

村岡崇章 １G05R171-0

森山祐樹 １G05R177-1

井端彗志 １G06R024-0

田中信秋 １G06R127-6

三原拓也 １G06R194-7

吉田哲郎 １G06R218-1

関 裕子 １G06A159-9

山本尚央 １G06R214-6

御子貝勇大 １G06A283-6

六川鉱平 １G06R224-1

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 デジタル映像コンテンツ概論

科目キー 2800002112

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小畑 正好

年度

授業概要 コンピューターによるビジュアル表現はファインアートと比べると歴史的には始まって間もないのに等しい。

しかし表現の手法としては様々な形態があり、今日芸術表現やビジネスとしても発展している。

この授業ではコンピューターによるアートの歴史を考察したり、表現手法の解説したりしつつデジタル映像の基礎を

学ぶ。

シラバス

副題 デジタル映像の成り立ち

教科書

参考文献

評価方法 提出課題の評価と出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 デジタル映像コンテンツビジネス論

科目キー 2800002113

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小畑 正好

年度

授業概要 コンピューターによるビジュアル表現はファインアートと比べると歴史的には始まって間もないのに等しい。

しかしビジネスとしては確立されており市場は拡大している。

この授業ではデジタル映像のビジネスの概要を解説する。

シラバス

副題 デジタル映像のビジネス

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 文化遺産のデジタルアーカイブ

科目キー 2800002114

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 盛川 浩志

年度

授業概要 遺跡や文物などの有形文化財の3次元計測や無形文化財のモーションキャプチャ、それらの映像表現などに関して

解説する。

シラバス デジタルデータとして文化財を保存する、デジタルアーカイブの活動が盛んに行われている。しかし、文化財には有

形無形含めてさまざまな形態があり、またその文化財が持つ情報についても、見るものの視点によって変化してく

る。そのため、それぞれの文化財に対して、どのようにデジタルアーカイブするか検討することが重要である。

本講義では、3次元デジタイザを用いた形状の保存や、モーションキャプチャによる動きの保存、CTスキャンなどに

よる隠された情報の可視化、さらにはそれらの情報の表現方法なども含め解説する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席状況およびレポート提出状況を総合的に判断し、評価を行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 3Dコンテンツの医療・福祉応用

科目キー 2800002115

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 盛川 浩志

年度

授業概要 画像診断や手術支援、インフォームドコンセントなど、医学関連分野における3Dコンテンツの利用事例と制作手法に

ついて解説する。

シラバス 医学分野においては、多岐にわたって3Dコンテンツの開発や導入が進んでいる。コンテンツの普及、活用促進に

は、映像や3Dモデルのクリエータと、医師や研究者との連携が必要である。しかし、3Dコンテンツの制作には未だス

キルや制作環境において課題が残されている。

本講義では、このように普及が期待されている3Dコンテンツについて、撮影や編集から呈示環境の構築といった、ど

のようにコンテンツを制作するかについての技術的な解説と、さまざまな分野の手術3Dコンテンツ撮影、手術ナビ

ゲーションシステム、VRコンテンツの利用、インフォームドコンセント用3Dコンテンツといった例を挙げ、どのようなコ

ンテンツが制作、活用されているのかについて具体的に紹介を行う。

副題

教科書 「医学3Dコンテンツの最先端」カットシステム発行

参考文献

評価方法 出席状況およびレポート提出状況などから総合的に判断し、評価を行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 クロスメディアビジネス

科目キー 2800002117

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤田 高弘

年度

授業概要 メディアからもたらされるコンテンツはわれわれにとって、情報ソースや娯楽として

日常的な存在であるが、これらは、近年、新しい産業として注目されつつある。一方で

この「日常的な」メディアやコンテンツを、産業的視点や経済のながれという文脈のな

かに位置づけて検討すると、日頃あまり意識したり確認することが少ない、新しい捉え

方が可能になる。そこで、本講義では、このようなメディアやコンテンツ制作の非日常

的な姿を把握できるように、マスメディアを中心としたコンテンツビジネスのこれまで

の流れと、ネットワーク環境が普及しつつある現状におけるコンテンツビジネス、そし

て今後の課題を検討していきたい考える。

現代のコンテンツビジネスは、本来様々な分野に広がりながら成立しているが、限ら

れた時間のなかで本講義では、主に映画やテレビなどの映像に関わる分野を核に据えて

、その他のメディアやコンテンツビジネスに関してはその関連のなかで言及をすること

にしたいと考えている。

シラバス おおむね次のような展開を予定している

1. 放送という産業の特色と通信

2. 「テレビ番組」を制作という視点で見るときの経済性とコミュニケーション

3. マクロな産業として見るマスメディア

4. メディアの流通の特徴と問題

5. グローバル化とコンテンツビジネス

6. 通信と放送の融合-そのビジネス的な意味

7. マーケティングとコンテンツビジネス

副題

教科書 講義中に指示する。

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 期末に試験を予定している。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 家族と子ども

科目キー 2800002118

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 徳重 篤史

年度

授業概要 近年、子ども達の世界では、深刻な問題行動が繰り返されている。子どもの最も身近にいる大人は親であり家族

であるが、家族の形態や機能には、かってない著しい変化が生じている。

生活の現実感を失いつつある家族は、子どもに対する教育機能の低下をもたらし、また、家族法の分野でも世間

の実情に対応するための新たな家族観の探求が差し迫った課題となっている。

伝統的な家族は、愛情と習俗などを絆とする非合理な人間関係によって構成されているので、これまで家族と子ど

もに関わる問題に対しては、多くの学際的な研究・実践が行われてきた。

本授業では、先ず、これらの人間関係諸科学の知見と最新のデータを手掛かりとして問題点の全体像を概観す

る。次に、家族理解のための主要な理論や技法を検討する。

急激な変革期を迎えている社会において、家族と子どもが直面している課題について出来るだけ実例を上げなが

ら分析し、受講者が根源から考えて将来の生活に役立てられることを目指したい。

シラバス （１）わが国の家族変容の特徴

(1) 少子高齢化

(2) 家族機能の変化

(3) 法律婚の動向

（２）家族と子どもに関する法制の動向

(1) 家族法-民法の一部改正

(2) 改正少年法

(3) その他

（３）家族と子どもの問題行動

(1) 子どもの問題行動と家族

(2) 児童虐待

(3) ドメスティック・バイオレンス

（４）家族理解の理論・技法の概略

(1) 精神分析理論

(2) 学習理論

(3) システム理論

副題

教科書 資料を配布する。

参考文献 講義の中で提示する。

評価方法 出席及び受講態度、毎回その日に学んだ要点を出席カードの裏面に記述して提出

定期試験

以上を総合して評定する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 写真表現

科目キー 2800002119

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 下村 純一

年度

授業概要 写真は、誰もが手軽に楽しめる表現メディアである。だが、自分の撮った写真によって人に何かを伝える、あるいは

自己表現をするという、楽しむ段階よりもう一段深くメディアとして活用するためには、写真に関する知識、技術、撮

る対象に対する認識、等、学んで考えることが必要である。

実習と講義とを繰り返しながら、写真を撮ること、そして撮った写真を自己の表現としてプレゼンテーションすることを

学ぶ。また他学生の撮った写真も分析することを通して、写真による表現とは何かを考える。

シラバス この授業は東京の街のフォト・スケッチ・ウォーキングによって、都市東京の写真メディアによる解体そして再構築を

目指すものである。その中間結果を理工展での写真展という形で発表する予定なので、基礎実習を1-2回、基礎講

義1回程度を後期授業開始とともに集中的に行う。

実習（7-8回）

今年度は観光地と呼ばれる場所をできる限り多く訪ね歩いてみたい。まずは東京タワーを様々な面から切ってみた

い。続いて浅草、皇居丸の内、都庁、秋葉原などを訪ねる。考現学的な観察をカメラを通して行い、果たして東京に

観光地という特異な、特化された空間があるのか、異邦人は何を見て東京を意識するのか、改めて東京の顔とは何

なのかを考えたい。

講義

上記実習時に撮影した写真の講評を通常時間に5回予定。

副題

教科書

参考文献

評価方法 実習への参加、講評授業での発表、理工展での作品発表、レポート

備考 35mmフィルムの装填可能なカメラ（その場合はリバーサル・フィルムを使用するので、1-2万円の実費がかかることに

注意）、デジタルカメラ（ケータイ付属のカメラは不可、マニュアル操作可能なもの）のいずれかを持っていること。また

実習は、早大キャンパス外へ出ることが多く、土曜日を利用することになるので、メール等で授業スケジュールを常時

確認すること。

登録希望者は、必要事項を追ってメールで連絡します。

（オリエンテーションは4月には行いません！）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代マスコミ論 I

科目キー 2800002120

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田村 穣生

年度

授業概要 「現代マスコミ論」 I、 IIでは、現代社会において重要な役割を果たしているマスメディアの多様な側面について考察

する。マスメディアはジャーナリズム、娯楽、知識、広告などの基本的な役割を果たすとともに、社会的な圧力、技術

的インパクトなどを受ける存在でもある。 Iでは、日本におけるマスメディアの発展過程を概観するとともに、マスメ

ディアの原理を分析し、そのあと伝統的なマスメディアを個別にとりあげて考察する。

シラバス １ マスメディアの発展（１）

２ 同 （２）

３ 同 （３）

４ 同 （４）

５ 情報とコミュニケーション

６ 情報メディアの特性

７ 新 聞（１）

８ 出 版（１）

９ 同 （２）

10 放 送（１）

11 同 （２）

12 映 画

13 ビデオソフト、ＤＶＤ

副題

教科書 毎回独自のプリントを配布する。

参考文献

評価方法 レポートによる。

備考 とくになし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代マスコミ論 II

科目キー 2800002121

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田村 穣生

年度

授業概要 IIでは Iでとりあげなかったメディアや電気通信メディア等を分析するとともに、マスメディアと社会、文化の関係につ

いて考察する。

シラバス １ 衛星放送

２ ＣＡＴＶ

３ 電 話

４ 郵 便

５ 広 告

６ マスメディアの文化的役割（１）

７ 同 （２）

８ 同 （３）

９ 情報化社会（１）

10 同 （２）

11 マスメディアと公共性（１）

12 同 （２）

13 日本の将来

14 その他

副題

教科書 毎回独自のプリントを配布する。

参考文献

評価方法 レポートによる。

備考 とくになし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア産業論 I

科目キー 2800002122

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田村 穣生

年度

授業概要 「メディア産業論」、I、IIではマスメディアその他さまざまな情報メディアの、産業としての側面に注目して、その原理、

特質などを考察する。またとくにIでは新聞や出版、放送など伝統的なメディアを中心にとりあげるが、そのほか情報

メディアを構成する諸要素の原理的な特質の分析も行う。

シラバス １ 情報

２ コミュニケーション

３ 情報メディア

４ 出版産業（１）書籍

５ 同 （２）雑誌

６ 新聞産業（１）一般紙

７ 同 （２）スポーツ紙

８ 放送産業（１）民放テレビ

９ 同 （２）ＮＨＫ

10 ラジオ産業

11 衛星放送産業

12 ＣＡＴＶ産業

13 その他

副題

教科書 毎回独自のプリントを配布する。

参考文献

評価方法 レポートによる。

備考 とくになし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア産業論 II

科目キー 2800002123

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田村 穣生

年度

授業概要 IIではやや個性的なマスメディアや通信メディアをとりあげるほか、情報メディアの重要な役割である社会的・文化的

機能についても考札する。ではやや個性的なマスメディアや通信メディアをとりあげるほか、情報メディアの重要な役

割である社会的・文化的機能についても考札する。

シラバス １ 映画産業

２ ビデオソフト､ＤＶＤ産業

３ 郵便事業

４ 電話産業

５ 電気通信関連産業

６ 広告産業

７ マスメディアの経済システム

８ 情報化社会（１）

９ 同 （２）

10 情報メディア産業と文化（１）

11 同 （２）

12 同 （３）

13日本の将来

副題

教科書 毎回独自のプリントを配布する。

参考文献

評価方法 レポートによる。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 技術倫理

科目キー 2800002124

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 将来科学者や技術者として活躍する際に直面せざるを得ない「社会」との関係について、その基本的な考え方を学

ぶことが本講義のねらいである。科学技術が現代社会においてきわめて甚大な影響力をもつ状況下において、科

学者や技術者はどのようなスタンスで望まなければならないか。本講義では、技術者倫理、研究倫理といった現代

の科学者・技術者にとって最低限必要不可欠な行動規範に加えて、そうした行動規範が必要とされる背景について

概説する（第一部、第二部）。さらに過去の科学者や技術者たちが「社会」に直面して実際どのように考え行動したか

についても言及する（第三部）。なお、本講義を受講しようとする者は、「科学社会学」を予め履修しておくことが望ま

しい。

シラバス 以下の三部構成とする。

第一部 技術者倫理

技術者倫理の基本的事項を学ぶ。特に制約条件下において技術者はどう行動すべきかについて講義する。

第二部 研究倫理

研究者としてどう行動すべきかに関する基本的事項を学ぶ。捏造、改竄、盗用といった問題も然ることながら、そうし

た事態がなぜ生ずるのか、あるいはなぜ問題とされるかという研究を取り巻く環境の変化についても扱う。

第三部 科学者・技術者の社会的責任

科学者や技術者が過去に行った社会的責任に関する議論の紹介。それらの議論を現代にどう活かせるかについて

考える。

副題

教科書 指定しない

参考文献 授業の中で随時紹介する

評価方法 定期試験による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学社会学

科目キー 2800002125

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 科学技術と社会を考えるために最低限必要とされる基本的な知識と考え方を学ぶ。個人的な体験や信念をもとにす

れば、科学技術と社会については、如何様にでも語ることが可能であるが、しかし、欧米のみならず日本で数十年

来にわたって積み重ねられてきた過去の議論を踏まえていなければ、「車輪の再発明」的な議論になることは否め

ない。本講義では、科学技術と社会に関するより実りある議論を展開するために必要不可欠なこうした過去の蓄積

を紹介するととともに、現代においてこのテーマをどう考えればよいか、若干の事例をもとに考察する。

なお、後期の技術倫理を履修しようとする者は、本講義をあらかじめ履修しておくことが望ましい。

シラバス １．予備知識

科学哲学に関する基本的事項の確認、科学・技術それぞれの来歴と違い

２．科学者とは何か――科学者集団の社会学

その歴史、科学者集団の動態に関する質的・量的分析

３．科学知識とは何か――科学知識の社会学

クーンの科学革命論、社会構成主義科学論、技術の社会的構成

４．科学が産み出される場とは――科学人類学

実験室の人類学的研究、アクターネットワーク理論

５．科学技術と社会の関係は――科学技術社会論

科学コミュニケーション、科学技術と公共性

副題

教科書 指定しない。

参考文献 金森修・中島秀人編著『科学論の現在』勁草書房、2002年。

評価方法 定期試験による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学技術と現代社会

科目キー 2800002126

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 綾部 広則

年度

授業概要 本講義のねらいは、1970年代以降の日本における現代社会と科学技術について通時的・共時的に理解を深めるこ

とにある。具体的には、まず70年代以降の日本の歴史をおよそ10年単位に区分けし、それぞれの時代状況がどの

ようなものであったか概観する。その上で、各時代のメルクマールとなるトピックについてやや詳細な説明を行うとと

もに、それが現在の我々にとってどのような意味を持つのかを考える。そして最後に現在の我々が生きる技術社会

を捉えるための見方を提示する。

シラバス 1.歴史的概観

便宜的に転換期（70年代）、国際化（80年代）、ポスト冷戦期（90年代から）の3つの時代に分けて各時代の特徴を把

握する。

2.ケーススタディ

いくつかのトピック（公害・環境・安全性問題、原子力、生命科学等）を取り上げ、それらの現状と問題点について分

析する。さらにこれらの課題に対する科学者・技術者たちの取り組みも紹介する。

3.現代社会と科学技術――その捉え方

副題

教科書 指定しない

参考文献 授業の中で随時紹介する

評価方法 学期末のレポートによる

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会学概論

科目キー 2800002127

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石倉 義博

年度

授業概要 社会学とは社会を読みとく学問であると同時に、一般的な「ものの見方」がどのように構成されているかを読みとく学

問でもある。社会学の主要トピックスから、家族や地域移動、社会的ネットワークなど身近な題材を取りあげ、社会

学の基本的な考えかたや視点を修得する。

シラバス 以下のトピックスについて、1から3回の講義を行なう。

&#61550;社会学とはなにか

&#61550;家族と人口

&#61550;社会移動

&#61550;コミュニティとネットワーク

&#61550;都市と空間

副題

教科書 特に指定しない。

参考文献 参考文献については適宜講義中に指示する。

評価方法 レポートによって行なう。その他不定期に行なう課題等も考慮する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 日本をめぐる国際関係

科目キー 2800002128

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川島 高峰 坪内 淳 片岡 貞治

荒木 圭子

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 バイオ創薬分野における知財・イノベーション

科目キー 2800002129

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木山 亮一 中村 達生

年度

授業概要 バイオ創薬において知財、特に特許を制するものが世界を制することになる。かかる観点から、バイオ分野の成果

物が知的財産として、どのように保護されるのかを概説し、特にバイオ創薬を支える特許について、その制度をバイ

オの事例を中心に概説する。また、ポストゲノム時代の到来とともに、バイオ創薬に関連する発明の内容も大いに変

貌を遂げつつある。そこで、バイオメディカル分野における知的財産の保護および活用を巡る国内外の現状とその

問題点を、日米欧での具体的事例を交えながら概説するとともに、今後の制度の在り方について考察する。また、

問題解決に向けた国際的な取り組みについても紹介する。さらに、バイオ創薬のシーズの宝庫は、大学にあるとい

える。これまでに日本の大学の研究成果から創薬に結びついた事例を基盤となる知財と絡めて紹介する。次に、大

学で創出された知財（主にバイオテクノロジー）をシーズとして、ベンチャー設立を目指す研究者を支援する活動に

積極的に関与している弁理士、弁護士および公認会計士の取り組みを説明する。

さらに、創薬バイオ分野に関する特許の俯瞰的な分析を実施し、技術の変遷、技術間の連関構造から、技術開発

の潮流を推計する方法を示す。つぎにバイオテクノロジーの重要分野の一つである、ゲノム解析を実現するバイオ

インフォマティクスを事例として取り上げ、その歴史的変遷を解説する。つづいて、身の回りの中に浸透しはじめたバ

イオテクノロジーと社会のかかわりについて考察を行う。

最後に、最近のバイオ・創薬分野のイノベーションに関して具体的な事例を挙げて解説を行なうとともに、創薬分野

での知財訴訟の動向、特許審査現場から見た知財動向、さらに、政策的な知財戦略についてそれぞれの専門分野

の専門家によるレクチャーを通じて将来のバイオ及び医薬産業について議論する。

シラバス 各時間の内容

［１］９月２６日：「ライフサイエンス分野における知財の総論・概論」講師：秋元浩（武田薬品工業）

［２］１０月０３日：「バイオ分野における知的財産制度の概説」講師：高島一（国際特許事務所）

［３］１０月１０日：「バイオ分野における知的財産を巡る国内外の現状と課題」講師：高島一（国際特許事務所）

［４］１０月１７日：「大学発バイオ創薬、およびバイオベンチャー支援」講師：高島一（国際特許事務所）

［５］１０月２４日：「（タイトル未定）」講師：武田薬品工業知財部

［６］１１月０７日：「諸外国におけるライフサイエンス分野の知財訴訟、戦略と戦術について：&#12316;特に米国を中

心として&#12316;」講師：秋元浩（武田薬品工業）

［７］１１月１４日：「特許俯瞰マップを用いたバイオテクノロジー技術の変遷」講師：籔本周邦（株式会社創知）

［８］１１月２１日：「ゲノム解析の歴史とバイオインフォマティクス」講師：伊藤武彦（三菱総合研究所）

［９］１１月２８日：「バイオテクノロジーと社会」講師：阪本大介（三菱総合研究所）

［10］１２月０５日：「特許審査の現場からみたライフサイエンス関連特許について」講師：當麻博文（特許庁）

［11］１２月１２日：「（タイトル未定）」講師：武田薬品工業知財部

［12］１２月１９日：「バイオ分野における知財ポートフォリオ戦略」講師：隅蔵康一（政策研究大学院大学）

［13］１月０９日：「バイオ・創薬イノベーションの基礎技術」講師：木山亮一（産業技術総合研究所）

［14］１月１６日：試験

（なお、各回の担当、内容は、必要に応じ変更もあり得る。）

副題

教科書

参考文献 随時紹介

評価方法 平常点および期末試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 劇場と文化

科目キー 2800005001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 裕一

年度

授業概要 ひと誰しも生きていれば、出会いがあり別れがある。愛があり憎しみがある。喜びがあり悲しみがある。すぐれた戯

曲には、そうした生の姿がくっきりと描き出されている。そして役者の演技を通して、現実の人間以上にリアルな人間

が生き始める。この授業では、戯曲や上演をその時代や社会との関わりのうちに考察し、普遍性と独自性を探る。

演劇は役者と同じ時空に身をおいてはじめて享受しうるジャンルである。この反文明的な表現形式のうちに生物（な

まもの・いきもの）としての演劇の生命力と魅力を探りたい。

シラバス 演劇は劇場に足を運んではじめて享受しうるジャンルであるが、授業ではそれが

叶わないので、次善の策として、映像情報を利用して、作品の持つ意味を考える。

ヴィデオ鑑賞をしたのち、戯曲や台本で細部を検討するといった構成になろう。

開講時に、授業の進め方について説明をするので、必ず出席して欲しい。おおよそ、

２週に１つの作品を扱い、さまざまな戯曲や上演に触れてみたい。

副題

教科書 この一冊、という教科書は使用しない。

各時間に必要な文献は、配付する。

参考文献 授業時に指示する。

評価方法 教場試験と平常点を加味する。試験問題は事前に予告する。

平常点には、出席と受講態度が含まれる。遅刻は欠席とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 舞台芸術論

科目キー 2800005002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山形 治江

年度

授業概要 芸術とは知性ある文化社会の象徴である。特に劇場文化は、日本では未だに趣味としてしか認知されていないが、

欧米においては知性と教養のレベルを計る尺度であり社交に不可欠な知識として位置づけられている。本講義で

は、ギリシャ悲劇・シェイクスピア劇・オペラ・バレエ・ダンス・ミュージカルの傑作を実際にビデオで観るとともに、作品

の社会的背景や思想、鑑賞の視点を解説する。国際的な活躍をめざす者にとっては基礎教養に、専門技術者を志

す者にとっては発想力と創造力の原点になるだろう。

シラバス 予定される学習項目は、（１）演出と解釈とは （２）観客と社会背景 （３）ユダヤ人とキリスト教 （４）世界最古の演

劇 （５）ミュージカルの世界 （６）肉体の芸術 など。各々２回の授業で、90分講義＋（60分講義＋30分小論文執

筆）をおこなう。小論文は翌週に返却し、数点を選んで質問に答え、内容を検討し、評価説明をおこなう。

副題

教科書 資料プリントを使用。授業時に配布。

参考文献

評価方法 出席点＋小論文点＋その他。定期試験なし。レポートなし。小論文は授業内に書く。現時点での得点がわかる成績

計算式を初日に公示する。

備考 基本的に、欠席は理由の如何にかかわらず出席点はゼロとする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 「ことば」の世界

科目キー 2800005003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片田 房

年度

授業概要 言語という観点から世界と人間を展望することは、あらゆる民族を巻き込む情報技術革命が進行する現代社会にお

いて大きな意味を持つ。本講義では、ヒトという種に生まれついた人間のみが持つ言語獲得能力の特性について理

解し、受講者の母語への認識を高めると共に、ゆうに6000を超える言語が話されているこの地球上で、多種多様な

言語文化が絡み合って醸し出される様々な現象を考える。遺伝子の解読にも大きなヒントを与えたといわれる音素

の体系に始まり、スピーチ・チェーンと言語獲得の原理、脳機能と失語症、吃音者の言語世界、聾者の言語世界、

消滅の危機に瀕した多くの言語の存在、その原因と人間が被る影響などを取り上げる。

言語を科学的な視点から再発見することに興味のある学生、母語話者としての言語能力を再認識し、外国語学習

に対する発想の転換を試みたい学生、また社会的競争に晒される人間と言語との関係を再考することに興味のあ

る学生に受講を勧める。

シラバス ・理解度を確認するため、毎週1ページ程度の宿題を課す。

・スケジュールは変更の可能性有り。

週１ 言語の世界地図（自然言語、公用語、母語、非母語、文字の種類）

週２ 驚異の小宇宙（言語と脳）

週３ ことばの不思議：音韻の体系（雑音と言語音、チャイルドグラマー）

週４ ことばの不思議：形態の体系（未知の言語と日本語の形態素分析）

週５ ことばの不思議：統語の体系（なぜ人間は話せるのか）

週６ 言語野の発見：脳機能と失語症

週７ 言語野の発見：脳機能と失語症（一部映像）

週８ 吃音者の言語世界（映像―カナダ制作）

週９ 聾者の言語世界（映像―米国制作）

週10 消滅する世界の言語（映像）

週11 消滅する世界の言語、討論

週12 未来の言語政策を考える（米国の多言語事情と言語政策から）

週13 期末試験

副題 言語の普遍的特性を探求する

教科書 プリントを配布する。

参考文献 ・岩田誠（1996）『脳とことばー言語の神経機構』共立出版.

・The Ohio State University (2005)『Language Files』Advocate Publishing.

・片田房（訳）(1999, 2005)『世界言語文化図鑑―世界の言語の起源と伝播』東洋書林＜原書：Comrie, Matthews &

Polinsky (1996, 2003)『Atlas of Languages: The Origin and Development of Languages throughout the World』Facts

on Files.

・その他、逐次紹介する。

評価方法 次の3点を総合して最終評価とする。

・出席、および授業への参加度

・宿題

・期末試験

備考 出席することが重要視される。

配布物の几帳面なファイリングが必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 越境する文化

科目キー 2800005004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女 石井 道子 昼間 賢

熊 遠報 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 さまざまな「文化」が境界を越える。異なる文化、異なる価値観、異なる生活、異なる性。欧米文化やアジア諸国の文

化は日本にどのように受容されているか、また日本文化はどのように近隣諸国や欧米に受け容れられているか。身

の回りの生活から文学、演劇、映画にいたるまで、文化の越境はいたる所で確認されるだろう。 本講義は５人の教

員がそれぞれの専門領域を活かしつつ、数回ずつ交代で担当するオムニバス形式である。

シラバス 各教員は下記の順序で講義を行う（かっこ内は講義回数）。

塩塚（１）「言語の越境と文学」：

亡命、移民などの事情で、言語を越境して創作する作家たちが存在する。一方で、近年には、多和田葉子、リービ

英雄など、自ら望んで母語の外に出る作家たちも出現し始めた。さまざなまケースにおける「言語の越境」は、文学

にとって、言語にとって、いかなる意味をもつのか考察する。

中村（３）：複数のジェンダー間の越境について。また、ドイツを例にとり、西欧と

東欧の間の越境について講義する。

熊（１）：世界各地域に分布している華僑について。彼らは母国の伝統を守りながら、

いかにして在地社会に影響を与えたのか。また漢字に関しても多少触れる予定である。

石井（３）：現代ドイツ若者文化における日本文化の影響について。マンガ Manga、

漢字などが話題となる。

昼間（４）：アフリカを中心とする「ワールド・ミュージック」の発信源でもあり支え

でもあるフランスをまず提示する。主な論調は、そのような、ある意味古典的な文化的

越境から、越境なき境界再編（あくまでも文化的な領域における）への移行に注目しよう

というものである。越境が前提とする文化の固有性自体を問題にしたい。

副題

教科書 なし。資料の必要があれば、担当教員がその都度配布する。

参考文献

評価方法 平常点（出席回数・受講態度）と学期末レポートで評価する。

備考 授業中の私語には厳しく対処する（退席を命じる）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 翻訳と文化

科目キー 2800005005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 冬木 ひろみ 中野 京子

塩塚 秀一郎

年度

授業概要 欧米諸国との言語体系の違いにより、はやくから日本では多様な翻訳文化が発達してきた。翻訳は諸外国との文

化・学問・技術などの情報の伝達に大きな役割を果たしていることは間違いない。英語が世界的な共通言語として

の地位を確立しつつある現代社会においても、基本的な情報は母語を中心に伝達されている。そのため非英語圏

地域との交流では、英語を介さない母語同士の翻訳が現在でも重要視されているといえる。本講座では、翻訳の果

たす役割やそこから生じる問題点などを、具体例を挙げながら考察していく。

シラバス （１） 塩塚秀一郎

１回目：翻訳の意義

翻訳という行為によって高度な外国文化を受容する際、受け入れ側の言語や文化は否応なしに変質する。このよ

うな変質がもたらした功罪を、主にフランスと日本に例を求め、具体的に論ずる予定である。

２回目：翻訳と日本文化

近代日本は西洋文化を翻訳を通して受容してきたわけだが、そのことがもたらした功罪を、具体例を通して考察す

る。とりわけ、文学作品の翻訳とその影響に焦点をあてるつもりである。

３回目：翻訳の創造性

翻訳とは劣化コピーを作ることではない。母語の枠内では決して発想されえなかったような思想や表現をもたらす

ことで、母語を鍛え豊かにしてくれるのが、翻訳のもつ創造性である。詩や言語遊戯といった、翻訳しにくいとされる

テクストの翻訳が、言語に何をもたらすのか、具体例に即して考える。

******************************

（２） 中野京子

１回目：「日本における翻訳出版の現実」

今年、自分が翻訳したツヴァイク「マリー・アントワネット」（角川文庫）について。実際にどういう経緯で出版社から

依頼があり、どういう手順を踏んで出版されるかを具体的に。また翻訳の実際的な作業（どんな辞書や参考文献が

必要か、など）及び出版社内における校正部の実力、増刷の場合のあれこれについても触れたい。

２回目：「日本の本が海外で出版されるまで」

３年前に出版した拙著「情熱の女流昆虫画家メーリアン」（講談社）が、韓国で翻訳出版されるまでについての実際

的な手続きについて。双方の出版社どうしのやりとりや、著者と翻訳者の意思疎通の問題点、印税についても。

３回目：「翻訳をやってみたい人のために」

１にも２にも母語の力が必要である。さまざまな本の具体例から、良い例悪い例を個別に見てゆきたい。

******************************

（３） 冬木ひろみ

演劇の翻訳をめぐって：

時代や地域の文化的背景だけでなく、特に非言語の部分を翻訳によりどう写すのかという演劇に特有の問題を中

心に考察してゆく。

１回目：坪内逍遥によるシェイクスピアの翻訳の成果と問題点について、『ハムレット』を取り上げて考察する。

２回目：ベケットを代表とする不条理演劇における対話のズレと沈黙を、文化の異なる日本ではどのように翻訳・受

容しているのかを考える。

３回目：現代の翻訳による日本の舞台（例えば「ニナガワ・ハムレット」など）が、本国ではどのように受け止められて

いるのかを、ビデオも交えつつ考えてみたい。

副題 翻訳を考える

授業の到達目標

2011年4月8日 186/1000 ページ



科目名付クラス名 翻訳と文化

科目キー 2800005005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

******************************

（４） W. シュレヒト

１回目：「翻訳のいろいろ」

異文化間における翻訳の問題点について紹介する。生活習慣や制度、価値観や発想の違いが翻訳にどのような

影響をもたらすのか、具体例をあげながら見ていく。

２回目：「いろいろな翻訳」

様々な分野の翻訳について紹介する。文学作品の翻訳や、商業的翻訳、映画の字幕、通訳や自動翻訳など、多

岐にわたる領域の現状を考える。

３回目：「日本文学の“翻訳”-- ドイツ語圏の場合」

ドイツで受容されている日本文学を、古典から現代文学、マンガに至るまで、様々な角度から検討し、翻訳の際に

生じる問題点などについて考察する。

教科書 コピーなどを授業中に適宜配布する。

参考文献 授業中に指示する。

評価方法 出席状況とレポート。

備考 教員ごとにレポートの課題が出されるので、授業にはきちんと出席すること。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 時代の青年像

科目キー 2800005006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子 但田 栄 市川 真人

年度

授業概要 青年期を「第二の誕生」と称した思想家もいます。この科目は、青年のそのような新たな誕生に伴う期待と不安、と

きには挫折と悲しみを古今東西の古典に探りながら、現代を生きる若者に人生の指針を提示しようとするものです。

科目は３名で分担担当し、各自４回ずつ交代で講義します。それぞれ取りあげる作品は異なりますが、そこに、あ

る時代に特有な精神と、またそれを超える普遍的な「青年像」を発見できるでしょう。これらの講義を通し、受講者に

古典に親しむきっかけを提供できればと願っています。

今年度の授業の担当者と、扱う作品は下記の通りです。

[担当者]

（１）フランス文学：但田 栄（ただ・さかえ）

J.-J.ルソー『エミール』―第二の誕生―

（２）ドイツ文学：石井道子（いしい・みちこ）

ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（1774年）と

森鴎外『舞姫』（1890年）

（３）日本文学：市川真人（いちかわ・まこと）

明治期から第二次大戦後までの日本文学における「青年」像の変遷

シラバス （１）担当者：但田 栄

テーマ：J.-J.ルソー『エミール』―第二の誕生―

『エミール』（１７６２年刊）はジャン＝ジャック・ルソーの全思想を集大成した代表作である。ルソーはそこに彼の人

間観、文明批判を全面的に織り込んだ。発刊以来、その与えた影響には絶大なものがあり、現代でも教育論の古典

として世界中で広く読みつがれている。『エミール』は全五篇からなり、各篇は子どもの成長段階に対応している。講

義では主に、その第四篇の冒頭部分、子どもが思春期から青年期へと移行する時期、ルソーのいう「第二の誕生」

を描いた箇所を取りあげ、ルソーが理想とした青年像を探る。

１．ルソー：作品とその時代

２．『エミール』第３巻までの概観

３．『エミール』第４巻、―第二の誕生―

４．ルソーにとって理想の青年像とは何か

（２）担当者：石井道子

テーマ：ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（1774年）と森鴎外『舞姫』（1890年）

ドイツ文学の古典、ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（1774年）および、

ドイツの首都ベルリンを舞台にした、森鴎外『舞姫』（1890年）を扱う。

今から百年前、二百年前の小説の主人公たちの感性は、現代とどこが同じで

どこが違うのか、という興味で読んでいきたい。時代特有の精神と人間の普

遍性を論じる。

履修上の注意：

下の二冊を各自入手し、講義前に通読しておくこと。どの版でも可。

ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（岩波文庫・旺文社文庫）

森鴎外『舞姫』（新潮文庫・岩波文庫・集英社文庫）

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 時代の青年像

科目キー 2800005006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

（３）担当者：市川真人

テーマ：明治期から第二次大戦後までの日本文学における「青年」像の変遷

日本の小説は、明治期における「近代」の成立 に促されるよう誕生しました。この新しい表現手段にとりわけ強い

興味を示したのは当時の若き文学者たちであり、そこで描かれる対象にも、彼らと近い「青年」たちが少なからぬ割

合を占めていました。以降、「近代国家としての日本」の青年期と平行して、日本の近代小説も育っていったわけで

す。

この科目では、いまから百年前の「青年」作家たちがどのように「青年」を描いたのか、き、またどのような「青年」た

ちが描かれたのかを、現代の作品とも適宜対照しつつ、読んでいきます。

１．日本近代小説と「近代国家」としての日本の成立（概論・夏目漱石「坊ちゃん」）

２．明治末期の「青年」たち（田山花袋「蒲団」ほか）

３．大正から昭和初期の「青年像」（小林秀雄と中原中也、ほか）

４．戦争を経験した青年たち（大岡昇平「野火」ほか）

以上

教科書 各教員が教場で指示します。

参考文献 各教員が教場で指示します。

評価方法 学期末試験により評価します。

期末試験では、各先生がそれぞれの講義内容に応じた問題を出します。

問題は３問あることになります。受講者はいずれの設問にも解答する

こと。

備考 （２）石井道子先生

テーマ：ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（1774年）と森鴎外『舞姫』（1890年）

履修上の注意：

下の二冊を各自入手し、講義前に通読しておくこと。どの版でも可。

ゲーテ『若きウェルテルの悩み』（岩波文庫・旺文社文庫）

森鴎外『舞姫』（新潮文庫・岩波文庫・集英社文庫）

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (5)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱野 智子

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 190/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (6)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱野 智子

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 191/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (7)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 純明

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 192/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (8)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 樋口 純明

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 193/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (1)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 裕一

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 194/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (2)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 武

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 195/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (3)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 196/1000 ページ



科目名付クラス名 ドイツ語文化入門 (4)

科目キー 2800005007

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 具体的には、若い学生たちにもなじみのある音楽、舞台作品を通してドイツ語圏の文化、歴史と社会に触れることに

より、ヨーロッパ文化に対する関心を高め、異文化理解を深めることを目的とする。

学生時代にさまざま芸術作品を鑑賞する能力を養っておくことは、社会人となってからの職業生活ひいては豊かな

プライベート生活にもおおいに役立つはずであり、その基盤となる教養を身につけることが大學での教育にも必要だ

と確信する。

ドイツ語学習を前提とはしないが、原語で歌が歌える程度の発音指導をしたうえでドイツリートなども歌えればよいと

思う。

シラバス 前期はまずオーストリア、ウィーンの音楽文化を中心に映像・音源も用いて講義する。

発音の練習もかねて、簡単なドイツ語の歌も実際に、聞いて、歌う。

シラバス ドイツ語圏の都市文化を背景に書かれた文学作品を選び、鑑賞します。

ベルリンを駆け巡るエーリヒ・ケストナーの「エーミールと探偵たち」、「点子ちゃんとアントーン」など。

またドイツ文学から生まれた音楽劇作品として、たとえば学生にもよく知られているグリム童話から生まれたメルヘ

ン・オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、そしてその対極ともいえるビューヒナー原作の写実的な社会派ドラマ「ヴォイツェ

ク」をもとにしたアルバン・ベルクの20世紀無調音楽オペラ「ヴォツェック」などを取り上げたい。

歌は「野ばら」「すみれ」「鱒」「ローレライ」「ミニヨン」「菩提樹」

「魔王」「歓喜に寄す（第九の合唱）」などよく耳にする曲から始める。

副題 ドイツ語文学と舞台、映像芸術

教科書 教科書 随時配布の予定

参考文献

評価方法 レポート

歌の実演（歌唱もしくは歌詞の朗読か暗唱）も希望があれば実施

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (1)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 床鍋 剛彦

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (1)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (2)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 床鍋 剛彦

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (2)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (3)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 坂口 哲啓

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (3)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (4)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 坂口 哲啓

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (4)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (5)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新島 進

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標

2011年4月8日 206/1000 ページ



科目名付クラス名 フランス語文化入門 (5)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (6)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新島 進

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (6)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (7)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 斎藤 公一

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (7)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (8)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 斎藤 公一

年度

授業概要 ○講義の目的○

「フランス文化」と「フランス語」の入門講座です。

１、フランスってどんな国 フランスの実像を知る。

フランスパンを片手にワインを飲んでいるおじさん、全身ルイ＝ヴィトンのお姉さんが本当のフランス人の姿でしょう

か？ フランスが掲げる「自由、平等、博愛」の実体とは？ なぜサッカーのフランス代表に白人選手がいないので

しょうか？ なぜフランスは核兵器を持っているのでしょう？ フランス、およびフランス人の実像を探り、日本社会と

の比較からその理解を深めていきます。

２、フランス語ってどんな言葉 綴り字の読みをマスターし、簡単な会話表現を学ぶ。

フランス語は綴り字と読みの関係がきちんと整備された言語です。よって規則を一度覚えてしまうと、未知の単語で

もほぼ正しく読めるようになります。綴り字が読めることは、今後、フランス語の初級文法を学びたいと思っている人

にとっても、フランス旅行をしたいと思っている人にとっても大きなアドヴァンテージになるはずです。

綴り字がしっかり読めるようになったら、簡単な会話表現を学んでいきます。またフランス語がどんな言葉かをさまざ

まな角度から解説していきます。

○授業方針○

教員の話をただ聞くだけの授業ほどつまらないものはありません。おのおのが無理なく授業に参加できるような形式

をとります。なお語学の授業同様、毎回の出席は必須です。

○受講資格○

フランス語初習者が対象になります（既習者も可）。フランスについての予備知識もいっさい必要ありません。「なんと

なくフランスが好き、興味がある」であれば十分です。

シラバス １、ガイダンス

ＡＢＣ、アクセント記号

２、フランスの地理

綴り字の読み：複母音

３、フランスの歴史１

綴り字の読み：e の読み

４、フランスの歴史２

綴り字の読み：鼻母音

５、フランスの政治

パリに親しむ

６、フランスの教育制度

国籍・職業を言う

７、フランスの経済

地図をもらう、予約する

８、フランスの芸術（１）

両替する、場所を尋ねる

副題 フランスの文化、言葉を知る

授業の到達目標
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科目名付クラス名 フランス語文化入門 (8)

科目キー 2800005015

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

９、フランスの芸術（２）

飲みもの、軽食を注文する

10、フランスの芸術（３）

リコンファームする

11、フランスの芸術（４）

パンタロンを買う

12、フランスの社会問題

メトロに乗る

13、世界のなかのフランス

レストランで注文する

14、予備日

観光案内所で

15、試験

教科書 ※注意！※ 教科書を購入する必要はありません。

前期の授業では教科書を指定しましたが、後期からは用いないことにしました。購入しないよう注意してください。

参考文献 （以下はフランス語のテクストですので購入の必要はありませんが、フランス語既習者で興味のある方にお薦めしま

す）

現代フランスの基礎知識（改訂版）

La France, vous connaissez？ (2e edition)

ドラ・トーザン、三浦信孝 著

白水社

評価方法 平常点（出席）＋授業での口頭発表（５分程度）＋ごく短いレポート

で評価しますが、出席を重視します。

備考 【担当教員連絡先】s.niijima@aoni.******.jp (****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (1)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (2)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (5)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 張 娜麗

年度

授業概要 初めて中国語に接する学生に対し、映像や音声を通して中国の文化と語学について理解をはかり、学習の基礎を

培わせる。授業はその半ばを中国の多様な文化の紹介とし、半ばを語学の学習とする。

シラバス Ａ：中国の文化

1食の文化

2服飾の文化

3文字の文化

4地域文化

5歴史文化 ほか（順不同）

Ｂ：中国語

1中国語の紹介

2書写言語の各種

3音声言語の特長

4語法と表現

5会話の実際

※ 映像、音声（視聴覚）教材も使用する

副題

教科書 あたらしい中国語（基礎編） 駿河台出版社 1994・3

参考文献

評価方法 出席状況、受講状況、及び前後期の定期試験等

備考 履修上の注意 出席、受講態度重視

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (6)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 張 娜麗

年度

授業概要 初めて中国語に接する学生に対し、映像や音声を通して中国の文化と語学について理解をはかり、学習の基礎を

培わせる。授業はその半ばを中国の多様な文化の紹介とし、半ばを語学の学習とする。

シラバス Ａ：中国の文化

1食の文化

2服飾の文化

3文字の文化

4地域文化

5歴史文化 ほか（順不同）

Ｂ：中国語

1中国語の紹介

2書写言語の各種

3音声言語の特長

4語法と表現

5会話の実際

※ 映像、音声（視聴覚）教材も使用する

副題

教科書 あたらしい中国語（基礎編） 駿河台出版社 1994・3

参考文献

評価方法 出席状況、受講状況、及び前後期の定期試験等

備考 履修上の注意 出席、受講態度重視

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (3)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (4)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 219/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語文化入門 (7)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語文化入門 (8)

科目キー 2800005023

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語と中国文化の双方を同時に学ぶことによって、中国に対する視野を広げると共に、自国の言語や文化を振り

返る契機にもなることを目標とする。中国語に関しては発音の基礎と基本文型を学ぶ。また中国文化に関しては、前

期は言語と社会の視点から、後期は言語と思想の視点から紹介していく。

シラバス ＜中国語＞ガイダンス：１回 発音（１から３課）：３回 ４から１１課：９回 教場試験：１回

＜中国文化＞ガイダンス：１回 中国語の過去と現在：４回 中国語と漢文と日本語：４回 言葉と社会：４回 教場試

験：１回

＊後期は、「言葉と社会」の部分を「中国の科学思想」に変更することを予定している。

副題

教科書 中国語：『スリーステップ中国語（I）語法と表現[基礎編]』（ＣＤ付き） 村上・黒坂・楊著 同学社

中国文化：プリントを配布予定。

参考文献 辞書・参考書等は開講時に指示する。

評価方法 教場試験１００点（中国語：５０点 中国文化：５０点）から、遅刻・欠席・態度不良等を減点する。

備考 中国語に関しては、時間は短いが語学の授業として基礎はしっかりやるので、復習は必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 スペイン語文化入門 (2)

科目キー 2800005031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浜田 真理子

年度

授業概要 日本はスペインや中南米の国々と古くから深い関係を結び、現在でも文化・経済面で友好的な関係を維持していま

す。本講座では、これらスペイン語圏の国々の文化をより深く理解できるようさまざまな角度から概観します。なお、

スペイン語文化圏に親しみが持てるよう、スペイン語についても初歩的な知識を学習します。

シラバス スペインや中南米の国々がいったいどのような国なのか知ってもらう為に、主にビデオを使って紹介していきます。

また、毎回、スペイン語に関しても、アルファベット、読み方、挨拶など簡単な知識を覚えます。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートと平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 スペイン語文化入門 (1)

科目キー 2800005031

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 惣平

年度

授業概要 日本はスペインや中南米の国々と古くから深い関係を結び、現在でも文化・経済面で友好的な関係を維持していま

す。本講座では、これらスペイン語圏の国々の文化をより深く理解できるようさまざまな角度から概観します。なお、

スペイン語文化圏に親しみが持てるよう、スペイン語についても初歩的な知識を学習します。

シラバス スペインや中南米の国々がいったいどのような国なのか知ってもらう為に、主にビデオを使って紹介していきます。

また、毎回、スペイン語に関しても、アルファベット、読み方、挨拶など簡単な知識を覚えます。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートと平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ロシア語文化入門 (1)

科目キー 2800005035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 ジンベルグ 茱萸

年度

授業概要 ロシアは比較的短い歴史の間に、文学・芸術・学術の分野で普遍的な価値を生み出した。世界はそれを共有し、ロ

シアがなし遂げたものの知的影響を受けつづけている。それとともに、ロシアの風土に深く根ざしながら、他の民族

にとっても魅力的な、それでいてまだよくは知られていないロシア固有の価値もまた、それに深いまなざしを注ぐこと

により、普遍的な意味に転化する可能性がある。この授業では、ロシア文化の普遍的な価値と、ロシア文化固有の

魅力ある現象の両面を紹介する。ロシア語の初歩的な知識を学ぶ場ともなる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ロシア語文化入門 (2)

科目キー 2800005035

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南平 かおり

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 入門・外国語案内

科目キー 2800005040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南平 かおり 但田 栄

北田 よ志子 熊 遠報 伊藤 英人

年度

授業概要 この科目は、１年次前期の学生を対象に、初修外国語である（１）ドイツ語、（２）フランス語、（３）中国語、（４）スペ

イン語、（５）ロシア語、（６）朝鮮語について紹介するものです。各言語について、６名の担当者が２回ずつ交代で講

義するオムニバス形式となります。

朝鮮語を除き（※）、いずれの言語についても後期に「初級I」クラスが設置されているので、さらに関心のある学生

はそれらのクラスを半期遅れで履修することができます。

（＊）朝鮮語は理工学部には設置されていません。同言語の履修を希望する学生は、オープン教育センターに設置

されているクラスを履修すること。

[担当者]：

（１）W.シュレヒト （２）但田（ただ）栄 （３）熊（ゆう）遠報

（４）北田よ志子 （５）南平かおり （６）伊藤英人

（１）（２）・・・の通し番号は、講義の順番も示す。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

副題

教科書 各外国語の担当教員が指示します。

参考文献 各外国語の担当教員が指示します。

評価方法 ●基本的には、平常点（出席）をもとに評価します。

●ただし、学期末に初修外国語への関心度などを尋ねる

筆記形式のアンケートも実施します。７月４日（水）、

教場で実施の予定。

このアンケートは記名です。期末試験に代わるものなので、

かならず提出して下さい。評価の一部に含めます。

アンケートの項目については、「備考」の欄に、あらかじめ公開

しておきますので、回答の内容を考えながら受講して下さい。

備考 アンケート（全講義の終了後に実施）

「入門・外国語案内」アンケート

※１年次の初学者対象

（１）今回の講義を聴き、どの言語に一番興味をもちましたか？

（２）それはなぜですか？ 理由を具体的に述べて下さい。

（３）興味をもった言語を、これから理工学部で学んでみたいと思いますか？

（４）今回の講義について、良かった点、あるいは改良すべき点を具体的に述べて下さい。

（５）今回の講義で取りあげた言語以外に、関心のある言語がありますか？

また、それはなぜですか。

授業の到達目標
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科目名付クラス名 入門・外国語案内

科目キー 2800005040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

以上

・・・・・・・・・・・・・・・・

「入門・外国語案内」のアンケート

※２年次以上の既修者対象。学年をかならず記すこと

（１）これまで、理工学部でどのような外国語を学びましたか？

あるいは、学んでいますか？ 英語は除きます。

（２）その言語をどのくらい学習しましたか？

受講し、単位を取得した科目を記して下さい。

例えば、独IA、独IB、独II（２科目）、独セミナー（１科目）など。

（３）それ（それらの）言語の学習から、何か得たものがありますか？

あれば、具体的に述べて下さい。

（４）今回の講義について、良かった点、あるいは改良すべき点を

具体的に述べて下さい。

（５）今回の講義で取りあげた言語以外に、関心のある言語がありますか？

それはなぜですか。

以上

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 東アジア文化研究

科目キー 2800006001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 東アジア地域は、歴史上、漢字や仏教、律令などの制度と文化を中心に、一つの文化圏を形成してきた。この文化

圏には、中国、朝鮮半島、日本列島、ヴェトナムが含まれる。この文化圏の中心に位置する中国社会が、どのような

文化や制度を創出し発信したのか、朝鮮半島、日本列島、ヴェトナムなどの地域がどのように中国の文化と制度を

受容したのか、という問題を中心に、より深く東アジア地域の文明と文化を紹介する。主に東アジアの歴史に関する

基本知識を習得した学生を対象とする。

シラバス １、東アジア文化圏の成立

２、漢字と東アジア社会

３、中国の書籍の出版と東アジア社会

４、儒教の世界

５、孔子

６、論語(上)と中国社会

７、論語（下）と東アジア社会

８、仏教と道教

９、科挙と官僚制（上）

10、科挙と官僚制（下）

11、中国の家族・宗族組織

12、族譜と東アジア世界

13、東アジアの巨大都市

14、中国農村社会の景観

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 教室で指示する。

評価方法 出席・平常点・レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 歴史社会学I

科目キー 2800006002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 政治経済のグローバル化が急速に展開している現代社会の中で、私たちは、民族、宗教、生命に関わる様々な価

値観の相違に起因した諸問題や貧困、発展、環境などの問題に直面している。こうした人類共通の諸課題の解決方

法を模索する際、そこにいたるまでの人類の歴史を辿る作業が必要不可欠となる。この授業では、16世紀以来の中

国の歴史と社会を中心に、中国社会の形成と展開の基本的な流れを紹介しながら、歴史社会学の知識と方法を教

える。歴史社会学は、歴史の流れに重点をおき、歴史社会学は、専門的なテーマに重点をおく。

シラバス １、中国社会の特徴

２、中国文明の形成

３、都市国家連合

４、始皇帝と統一帝国の形成

５、農耕社会と遊牧社会

６、分裂と統合（上）

７、分裂と統合（下）

８、隋唐帝国(上)

９、隋唐帝国(下)

10、北方民族の台頭と宋代社会

11、ユーラシアに跨る元の世界(上)

12、ユーラシアに跨る元の世界(下)

13、明清時代（上）

14、明清時代（下）

15、満洲族の役割

16、アヘン戦争から洋務運動へ（上）

17、アヘン戦争から洋務運動へ（下）

18、辛亥革命と国民国家への模索

19、社会主義の選択

20、兵馬俑の世界

21、万里の長城(上)

22、万里の長城(下)

23、遣唐史時代の中国

24、シルクロード

25、銀と海商（上）

26、銀と海商（下）

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 教室で指示する。

評価方法 出席、レポート、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 歴史社会学II

科目キー 2800006003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 政治経済のグローバル化が急速に展開している現代社会の中で、私たちは、民族、宗教、生命に関わる様々な価

値観の相違に起因した諸問題や貧困、発展、環境などの問題に直面している。こうした人類共通の諸課題の解決方

法を模索する際、そこにいたるまでの人類の歴史を辿る作業が必要不可欠となる。この授業では、16世紀以来の中

国の歴史と社会を中心に、中国社会の形成と展開の基本的な流れを紹介しながら、歴史社会学の知識と方法を教

える。歴史社会学は、歴史の流れに重点をおき、歴史社会学は、専門的なテーマに重点をおく。

シラバス １、中国社会の特徴

２、中国文明の形成

３、都市国家連合

４、始皇帝と統一帝国の形成

５、農耕社会と遊牧社会

６、分裂と統合（上）

７、分裂と統合（下）

８、隋唐帝国(上)

９、隋唐帝国(下)

10、北方民族の台頭と宋代社会

11、ユーラシアに跨る元の世界(上)

12、ユーラシアに跨る元の世界(下)

13、明清時代（上）

14、明清時代（下）

15、満洲族の役割

16、アヘン戦争から洋務運動へ（上）

17、アヘン戦争から洋務運動へ（下）

18、辛亥革命と国民国家への模索

19、社会主義の選択

20、兵馬俑の世界

21、万里の長城(上)

22、万里の長城(下)

23、遣唐史時代の中国

24、シルクロード

25、銀と海商（上）

26、銀と海商（下）

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 教室で指示する。

評価方法 出席、レポート、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 230/1000 ページ



科目名付クラス名 「こころ」と宇宙

科目キー 2800006004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 中国伝統医学においては、人体はミクロコスモスとして、大宇宙と平行する存在とされてきた。今日の医学の常識か

らすると荒唐無稽とも思える不合理さと、底知れない奥深さが同居するところに伝統医学の魅力は存在するのであ

る。本講座では、そのような一見矛盾するかのような伝統医学の世界を紹介していきたい。

シラバス 永冨の作成したプリントに沿って進めて行く。

副題 中国伝統医学の世界

教科書 永冨の作成したプリントをテキストとする。

参考文献

評価方法 教場試験および平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 231/1000 ページ



科目名付クラス名 過去の伝承

科目キー 2800006005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子

年度

授業概要 「第二次世界大戦」を扱った短歌・詩・エッセイ・短編小説など、多様な形式の文学作品を扱う。いわゆる「戦後文学」

作品を中心に、客観的な記録（歴史書）ではなく、個人的な思いをこめたテキストを扱う。

講義では、それぞれの文学様式の特性について解説をおこない、また、時代を映し、伝えていくという文学の意義に

触れていく。また、映画化された文学作品も扱う予定。

指定された作品の資料は前もって配布するので、あらかじめ読んだ上で参加してほしい。

シラバス 過去を振り返るとき、人は様々な感慨を抱く。そして、自分の思いを文字を使って記録していく。

授業ではこのような人間の行動の意味、「記録」と「主観的記述」の違い、文学の多様なジャンルの特性、などに触

れながら、文学作品を読んでいく。

９月２５日 詩

１０月２日 詩における比喩表現

１０月９日 小説における比喩表現

１０月１６日 「桜」「美, beauty」「鬼」とは？

１１月６日・１３日 人物類型、事実の記録と小説、テーマの普遍性

１１月２０日 「場」の設定

１１月２７日 小説の映画化

１２月４・１１日 演劇的手法

１２月１８日 情景描写に隠されたメッセージ

副題 記憶の伝承としての文学

教科書

参考文献 基本的に、授業中に資料を配付します。取り忘れないこと。

配付資料

９月２５日 (1)『まったく奇妙なもの』

(2)オーウェン『不思議な出会い』

１０月２日 (3)ブリテン『戦争レクイエム』歌詞

(4)坂口安吾『桜の森の満開の下』

１０月９日 (5)梅崎春生『桜島』

１１月６日 (6)太宰治『雀』

１１月１１日 (7)ハインリヒ・ベル 『旅人よ、スパルタの地に赴かば…』

資料配付なし

井上ひさし『父と暮らせば』新潮文庫

評価方法 レヴューシート、学期末の試験で評価。

学期末試験（定期試験期間に実施）：

次の作品のうち１つを選び、推薦文を書きなさい。

ただし、戦争との関わりについて必ずふれること。

＊梅崎春生「桜島」

＊太宰治「雀」

＊ハインリヒ・ベル「旅人よ、スパルタの地に赴かば…」

＊井上ひさし「父と暮らせば」（映画版でも可）

備考 Web上のシラバス（このページ）に、授業の進行状況を反映させていくので、参加者は１０月以降もシラバスを定期的

にチェックすること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験 ％
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科目名付クラス名 過去の伝承

科目キー 2800006005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 文化と科学・技術者

科目キー 2800006006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 科学・技術は時代とともにその重要性を増すばかりである。科学・技術者の表象もそれにつれ大きく変化した。中

世に語り継がれた伝説の魔術師ファウストは、その後も戯曲、小説、漫画など様々なジャンルの作品の中に生き続

けた。本講義では、近代科学誕生以前のファウスト博士像、近代科学の父ガリレオ像の変遷をも視野にいれなが

ら、科学・技術者たちの表象の変遷をたどる。小説、戯曲、あるいは伝記文学に現れた科学・技術者たちの姿を通し

て、今日に生きる科学・技術者のあり方を考えてゆく。

シラバス 以下の順に講義を行う予定である。理解を助けるため，映像等も交えていく。

１．ファウスト

伝説の人物ファウストがどのように伝えられてきたかを概説する。

２．ブレヒト『ガリレイの生涯』

現代の科学者への根本的な問いかけを含む戯曲を読む。

３．ビューヒナー『ヴォイツェク』

19世紀に書かれた未完の戯曲を通して，科学者と「実験」の問題を考える。

４．現代における科学･技術者像

F. デュレンマット，M. フレイン，あるいは日本人の劇作家たちの描く

科学･技術者たちをみていく。

副題

教科書 教場で指示する。

参考文献 教場で指示する。

評価方法 平常点と試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 234/1000 ページ



科目名付クラス名 現代宗教論I

科目キー 2800006007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 一夫

年度

授業概要 現在世界各地に見られる紛争のほとんどは宗教の理解を欠いては理解できないだろう。宗教理解は現代を解く

キーワードの一つであると言っても過言ではない。 にもかかわらず、ある意味で日本人は宗教音痴とも言われてい

る。これには様々な理由が挙げられるであろうが，少なくとも我々には宗教を真正面から考えてみる機会にはあまり

恵まれてはいなかった。この授業では，偏ることなく出来るだけ多くの宗教情報を提供することによって自ら宗教を考

える機会となることを願うものである。

シラバス １．宗教とは何か

２．日本の宗教事情

３．アジアの宗教事情

４．世界の宗教紛争

５．宗教と科学

※ １項目に２限ほどを予定している。

副題

教科書 教科書は特に指定しないが，参考書は授業中に適宜紹介し，必要な資料を配布する。

参考文献

評価方法 【担当教員連絡先等】

岩本 一夫 (iwamoto＠gen.t-kougei.ac.jp)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代宗教論II

科目キー 2800006008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 一夫

年度

授業概要 現在世界各地に見られる紛争のほとんどは宗教の理解を欠いては理解できないだろう。宗教理解は現代を解く

キーワードの一つであると言っても過言ではない。 にもかかわらず、ある意味で日本人は宗教音痴とも言われてい

る。これには様々な理由が挙げられるであろうが，少なくとも我々には宗教を真正面から考えてみる機会にはあまり

恵まれてはいなかった。この授業では，偏ることなく出来るだけ多くの宗教情報を提供することによって自ら宗教を考

える機会となることを願うものである。

シラバス １．宗教の分類

２．未開と民族宗教

３．仏教

４．キリスト教

５．イスラム教

６．日本人の宗教的心性

※ １項目に２限ほどを予定している。

副題

教科書 教科書は特に指定しないが，参考書は授業中に適宜紹介し，必要な資料を配布する。

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

岩本 一夫 (iwamoto＠gen.t-kougei.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 都市と文化

科目キー 2800006009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田ノ岡 弘子 中村 釆女 永冨 青地

大澤 清治

年度

授業概要 文学にしても音楽にしてもあるいは建造物にしても、それを生み出した都市を如実に反映している。都市にはそれぞ

れの歴史があり、歴史に育まれた気風があり、個性がある。国の内外に目を向けて、思想や芸術の背景や特質を、

母胎としての都市のうちに探る。４人の担当者とともに探訪するのは大都会が中心であるが、時には小都市との出

会いもある。よく知る大都市の知られざる側面を知り、あるいは、無名の小都市に、独自の歴史と文化が育まれてき

たことを知り、私たち自身の都市生活を検証することになるだろう。

シラバス 担当者は各々3回の講義を担当する。

１．永冨青地

上海と北京とは、日本における大阪と東京のように、対照的な性格の都市として常に対比されてきた。ここでは、映

画を含む近代の文芸を通して、これら二都市の性格を探っていきたい。また、Ｊ・Ｇ・バラードの『太陽の少年』を通し

て、上海の街の発展について触れていきたい。

２．大澤

次の内容について映像を交えて概説する。

1) ケルン

成立史（ローマ帝国の植民地ケルン）― 大聖堂の建築（様式と歴史）― ライン川と大聖堂と民族主義（ゲーテやハ

イネなどによるコメント）― 現代のケルン

2) マールブルク

成立史 ― 小都市のたたずまい（木組みの民家建築や城など）― 大学と宗教改革 ― グリム兄弟 （「グリム童話」の

発端）― 現代のマールブルク

3) ベルリン

成立史とプロイセン時代のベルリン ― 森鴎外の留学と『舞姫』― ナチ時代と敗戦 ― 東西ドイツ分裂とベルリン、壁

の建設と崩壊、現状 ―「博物館島」など

３．中村

東京という巨大な都市とその文化について、時代を三つに区分して考察する。

１．明治維新から関東大震災後の復興まで

２．第二次世界大戦の戦前・戦中・戦後

３．戦後から現在へ

西欧的近代化の流れと日本固有の文化的な伝統は互いにどのように関わって東京の姿を形作ってきたのだろう

か。ヨーロッパの都市の発展と対比させながら、東京を考える。

４．田ノ岡

プラハは現在チェコ共和国の首都であり、チェコ人たちの住む町であるが、歴史的には、早くからドイツ人とユダヤ人

もその都市に住み着き、その三つの民族の共存・拮抗から、独特の多層的な文化が形成され、現代に残されてい

る。「町全体が美術館」といわれる街並みの景観や橋の上の彫像など、目に見える世界遺産も多いが、ここでは主と

して、プラハに産まれた文学と音楽を、その歴史的背景と現代への作用も踏まえて紹介したい。

I 都市プラハの始まりから18世紀まで

１）リブシェ伝説

２）ゴーレム伝説

３）モーツァルトの『ドン・ジョヴァンニ』

II 19世紀から20世紀にかけて ― チェコ民族主義運動とユダヤ人の躍進

１）スメタナとドヴォジャーク

２）リルケ「ボフシュ王」

３）フランツ・カフカ

４）カレル・チャペックの『ロボット』

副題

教科書 教場で指示する。

参考文献 教場で指示する。

評価方法 平常点と試験

備考 出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験 ％
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科目名付クラス名 都市と文化

科目キー 2800006009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 言語文化論

科目キー 2800006010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 シュルレアリスムの先駆者たちから、ウリポと呼ばれる文学集団の動向までを概観する。ルネッサンス期のラブ

レー以来、フランス文学の底流をなしてきたものの、伝統的文学史では傍流に追いやられていた一つの流れ（笑い、

グロテスク、突飛、といったものへの関心）を把握する。

具体的には、ロートレアモン、ルーセル、アンドレ・ブルトンやその周辺の作家、建築家シュヴァル、といった一風変

わった作品や人物を、一回完結のかたちで取りあげる。映像資料を利用することもある。

シラバス (1)第一回：ロートレアモン「私は汚い。虱たちが私を齧る。豚どもは私を見るとげろを

吐く」

(2)第二回：ルーセル（奇想天外の演芸大会、荒唐無稽の博覧会）

(3)第三回：シュルレアリスム（『ナジャ』他）

(4)第四回：『不正確科学百科事典』

(5)第五回：レーモン・クノー『地下鉄のザジ』

(6)第六回：シュヴァルの理想宮（パラノイア建築）

(7)第七回：ボリス・ヴィアン（サン＝ジェルマン＝デ＝プレのプリンス）

(8)第八回：ウリポの言語遊戯

(9)第九回：落語のナンセンス、シュルレアリスム、言語遊戯

(10)第十回：ペレック『人生 使用法』（制約下の創作）

(11)第十一回：『ぼくは思いだす』（「ぼくは思い出す、鉱石ラジオのことを。」）

(12)第十二回：『さまざまな空間』（「生きること、それは空間から空間へ、なるべく身

体をぶつけないように移動することなのである」）

副題 フランス文学にみる奇想の系譜

教科書 毎回、教員がプリントを配布する。

参考文献 直接関係するわけではないが、講義のテーマと関連するものとして、

春日武彦、『奇妙な情熱にかられて ミニチュア・境界線・贋物・蒐集』（集英社新書）

その他、随時講義で指示する。

評価方法 レポートおよび平常点。

レポートにおける剽窃行為（他人の論文、レポート、Web上の記事など）に対しては、カンニングと同じとみなし、厳しく

対処する。

備考 原則としてフランス語の知識は必要としない。

授業中の私語には厳しく対処する（退席を命じることもある）。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 近代思想と現代

科目キー 2800006011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 現代人の世界観や人間観の多くは、自由や平等、社会的正義といった人間の基本的な権利を尊重し、個々人の

幸福を追求するという考え方に基づいています。このような基本的人権の思想は、アメリカの独立宣言（１７７６）や、

フランス革命（１７８９）の人権宣言に明確に表明されているものです。

本講義では、そのような思想の普及を準備し、強力に推進したフランス１８世紀の代表的な啓蒙思想家たち、とり

わけ、その中でも特異なポジションを占めるJ.-J.ルソー（1712ー1778）を中心に取りあげます。テキストしては、主に

ルソーの思想を集大成した教育論『エミール』（１７６２）を読みます。ルソーにとって、基本的人権とは何か、かれの

構想した近代人とはいかなるものであったか。ルソーの現代に通じるアクチュアリティーを探りたいと思います。

教材：J.-J.ルソー著『エミール』、今野訳、岩波文庫（全３巻）。

基本的なテキスト（日本語）は、教員のほうで準備する。

評価方法：レポートの提出

シラバス 上記、講義の概要を参照のこと。

副題

教科書

参考文献 授業の最初に紹介します。

評価方法 出席を重視します。

ただし、最終的な評価はレポートの内容によって行います。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：中国

科目キー 2800006012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 冷戦構造の崩壊、世界の政治経済の一体化という流れの中で、中国は高度経済成長と政治改革によって、世界の

中で重要性を増大させている。近年日本と中国は、様々な分野やレベルにおいてこれまで以上に交流が進展してい

る。特に日本企業の中国進出も目立っている。こうした変化を背景にした現代中国の政治・社会体制の形成とその

展開、とりわけ現代中国社会における人口、教育、貧富格差、都市・農村等の社会問題を紹介しながら、現代中国

社会に対する学生の複眼的な考察力の向上を目指す。

シラバス １、現代中国とは？

２、二十世紀後半の社会体制の形成とその変化

３、文化大革命とその後の改革

４、「一国二制度」と香港返還

５、農業と農村経済

６、農村における行政組織と社会組織

７、戸籍・「単位」制と都市社会

８、「一人っ子」政策と人口問題

９、教育制度

10、少数民族

11、宗教・信仰

12、上海と北京

13、開発・エネルギーと環境

14、華僑と現代中国

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献 教室で指示する。

評価方法 出席、レポート、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：ドイツ

科目キー 2800006013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：フランス

科目キー 2800006014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新島 進 昼間 賢

年度

授業概要 フランス社会、文化の実像を探る。ステレオタイプではない、多様化するフランスの今を考えていく。

講義は、二人の講師がそれぞれ前半と後半を担当する。

前半では「フランスの文化・風俗の変化」（担当：新島）

後半では「格差社会フランスの影と光」（担当：昼間）

という大きなテーマを扱う。

この二大テーマについて、まずはその概略を語り、そののちに、ひとつのトピックを集中的に論じる。

前半では、フランスの基礎知識を確認したのち、その芸術分野における外国人の活躍、食生活や余暇の過ごし方の

変化を考える。次に各論として、フランスにおける日本文化の受容、特に昨今話題になることの多い、日本初のサブ

カルチャー（漫画、アニメ、ゲーム）の流行を実例を交えながら紹介し、考察を行う。なぜ成功をおさめたのか、日仏

における受容のズレはあるのか、といった問題である。

後半では、近年報じられることの多くなったフランスの社会問題に焦点を当てる。今年は五年に一度の大統領選挙

が行われる年であり、フランスの現在に通じる良い機会である。概論ではより身近な「時間的格差」を、各論ではフラ

ンス固有の「空間的格差」を大枠として、現状を伝え、対策の一部を紹介したい。その中から、日本では歪められが

ちなフランスの実像が浮かび上がってくるだろう。

シラバス 前半：フランス文化・風俗 伝統と多様化

１、概論 フランスの基礎知識

２、概論 芸術分野における外国人の活躍 あの人もガイコクジン

３、概論 食生活の変化 フランス人は本当にフランスパンを食べているのか？

４、概論 余暇の変化 ヴァカンスとはなにか

５、各論 フランスにおける日本文化の受容 フランスにもオタクはいるのか？（１）

６、各論 フランスにおける日本文化の受容 フランスにもオタクはいるのか？（２）

７、各論 フランスにおける日本文化の受容 フランスにもオタクはいるのか？（３）

後半：岐路に立つフランス社会

８、概論 大統領が替わって・次の五年間の基調は

９、概論 問題化する教育格差・公教育の変質

10、概論 出生率の上昇・少子化対策の効果

11、各論 郊外問題（１）2005年秋の「暴動」はなぜ起こったか

12、各論 郊外問題（２）問題の都市論的アプローチ

13、各論 郊外問題（３）新たな統合モデルを求めて

14、概論 フランスに学ぶべきもの

副題 多様化するフランス

教科書 なし。参考文献に挙げられたもの以外は授業中に適時紹介する。

参考文献 都立大仏文研究室編『フランスを知る 新「フランス学」入門』法政大学出版局

エチエンヌ・バラール『オタク・ジャポニカ』河出書房新社

宮島喬『移民社会フランスの危機』岩波書店

評価方法 出席＋レポート。ただし一定の出席数に満たない受講者はレポートを提出することができない。

備考 【担当教員連絡先】

s.niijima@aoni.******.jp

officium@aoni.******.jp

(それぞれ ****** に waseda と入れてください)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標
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科目名付クラス名 地域研究：フランス

科目キー 2800006014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：ロシア

科目キー 2800006016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鴻野 わか菜

年度

授業概要 1991年のソ連崩壊後，隣国ロシアの生活，文化，社会はどのように変わったのでしょうか。ロシアの映画，音楽，文

学を通じて，現代ロシアの文化状況を学びます。

シラバス テーマ1：＜導入＞ 新生ロシアの文化と社会概説

テーマ2：＜主題＞ 転換期のロシア映画と社会

帝政ロシアへの郷愁と軍隊における同胞愛を描いた『シベリアの理髪師』（ニキータ・ミハルコフ監督，1998年），殺し

屋の青年の精神的彷徨を描いて，若者を中心に大反響を呼んだアレクセイ・バラバーノフ監督の『ロシアン・ブラ

ザー』（1997年），ソ連崩壊後の家族像を叙情的に表現したアンドレイ・ズヴャギンツェフの『父，帰る』（2003年）を分

析し，現代ロシア映画を通じて，新生ロシアの社会的状況について考えます。

テーマ3：＜展開＞ ロシア現代美術・文学・大衆文化にみる現代ロシアの表象

転換期のロシア映画の分析を通じて提示した諸問題（歴史認識，ノスタルジー，家族，国家体制の変化）を，映画以

外のジャンルを事例に再考します。現代文学，ポップス，現代美術などの作品を扱います。

副題

教科書 毎回参考資料のプリントを配布します。

参考文献

評価方法 コメントカード＋レポート

備考 毎回授業時にコメントカード用の用紙を配布しますので，授業の最後の10から15分を使って，授業中に扱われたテー

マついての簡単な感想や質問を書いて提出してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：アフリカ

科目キー 2800006017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高林 敏之

年度

授業概要 日本におけるアフリカのイメージは、紛争、貧困などの悲劇や、自然の事物などに画一化される傾向が強い。しか

し、現実のアフリカの様相はきわめて多様であり、また20世紀後半における脱植民地化、1990年代以降の政治民主

化や紛争解決努力など、現代史における自主性模索の動きを抜きに、その実像を理解することはできない。本講義

では、現代政治史の概観を通じて、アフリカが現在抱える諸問題の原因、アフリカにおける政治的・経済的・文化的

自主性追求の努力、地域協力の取り組み、日本との歴史的関係に関する基本的理解の確立をはかる。

シラバス １、「アフリカ」とは何か その定義、多様性

２、「アフリカ史」の意味するもの

３、大西洋奴隷貿易と植民地支配（１）

４、大西洋奴隷貿易と植民地支配（２）

５、自由を求めるたたかいと独立 パン・アフリカニズムを軸に（１）

６、自由を求めるたたかいと独立 パン・アフリカニズムを軸に（２）

７、苦難の国家建設（１）

８、苦難の国家建設（２）

９、地域協力の模索 アフリカ統一機構（OAU）を中心に

10、冷戦終結とアフリカの変動（１）

11、冷戦終結とアフリカの変動（２）

12、再生と統一への取り組み OAUからアフリカ連合（AU）へ

13、アフリカと日本 外交的側面を中心に

（授業の進度や現地の情勢により変更の可能性がある。）

副題

教科書 資料は授業中に適宜配布する。また以下の書籍の講読を勧める。

・宮本正興・松田素二編『新書アフリカ史』講談社現代新書・岡倉登志編著『ハンドブック現代アフリカ』明石書店

参考文献

評価方法 期末レポート、および学期中数回（5から7回を予定。不定期）提出を求めるコメントペーパーによる総合評価。ただし

コメントペーパーの提出が皆無の場合は無条件で不可とする。

備考 原則としてインターネットに安易に依存したレポートは不可とするので注意。詳細な注意事項は初回オリエンテーショ

ン、およびレポート告示の際に説明する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：イスラム圏

科目キー 2800006018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 青柳 かおる

年度

授業概要 現代の国際社会における平和的共存、異文化理解、宗教間対話といった諸問題を考える上で、16億人以上の信徒

を持ち、世界中に広がっているイスラームに関する正しく客観的な理解は必要不可欠です。この講義では、イスラー

ムの宗教的側面、思想について理解を深めることを目標とします。イスラームと関わりの深い中東の歴史、政治、思

想について基本的知識を持つことも目標です。

シラバス 以下の内容の予定ですが、若干変更する場合もあります。

イスラームに関する文献紹介

イスラーム以前のジャーヒリーヤ時代

預言者ムハンマドの生涯

イスラームの教義（六信五行）

クルアーンとハディース（ムハンマドの言行録）

シーア派とイランの歴史

イスラームにおける婚姻、女性、セクシュアリティー

スーフィズム（イスラーム神秘主義）

イスラーム世界のギリシア文明

中東の民族と宗教

聖地エルサレム

イスラーム法

イスラーム原理主義

副題

教科書 青柳かおる『面白いほどよくわかるイスラーム』日本文芸社2007年（1470円）

適宜、プリントを配布します。

参考文献 詳しくは、第1回目の授業で文献リストを配布します。

評価方法 教場試験（またはレポート）、出欠を兼ねた授業中の提出物（感想文、質問など）により、総合的に評価します。試験

（またはレポート）では、イスラームに関して興味のあるテーマを自分で決め、参考文献を読み、調べて明らかになっ

たことに対して自分の見解を書いていただく予定です。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：東ヨーロッパ

科目キー 2800006019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 啓子

年度

授業概要 大国にはさまれた東ヨーロッパ諸国は，しばしば民族滅亡の危機に直面しながらも，周辺諸国と交流を深めながら

独自の歴史と文化を守り，ヨーロッパにおいて重要な位置を占めてきた。そして今日，これらの諸国はEUに加盟し，

政治や経済の分野においてもますます存在意義を高めつつある。戦争や民族対立という苦難を経験したこれらの

国々の歴史と伝統は，グローバル化のもたらす諸問題の解決を求められている私たちにも，多くの示唆を与えてく

れるだろう。東ヨーロッパ諸国の歴史と文化を学ぶことで，これらの諸国がなおいっそう身近な存在となるように努め

たい。

シラバス １．東ヨーロッパとは何か

ー国・地理的範囲・民族・言語・宗教・概念ー

２．中世の歴史と文化ー現代社会の土台の形成ー

（１）王国の成立とキリスト教の受容

（２）プラハ大学と宗教改革運動

３．近代の歴史と文化ー大国の支配と解放運動ー

（１）チェコにおける民族意識の高まり

（２）ポーランド分割と祖国解放の文学

（３）ハンガリーとオーストリア

４．現代の歴史と文化ー大国のはざまでー

（１）独立からナチス・ドイツの侵攻まで

（２）社会主義体制と文化人

（３）旧ユーゴスラヴィアの解体

５．日本と東ヨーロッパ

副題

教科書 レジュメを配布

参考文献 授業中に参考文献を指示

評価方法 平常点，教場試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：中南米

科目キー 2800006020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 昭代

年度

授業概要 経済のグローバル化、国境を超えた人の移動が急速に進展し、またその一方で地域統合が進められるなど、ラテン

アメリカ地域は近年、複雑で活発な動向を見せている。この地域は、社会的･文化的な状況や歴史的な背景も、国

や地域、さらにはそれぞれの地域内のエスニシティ集団や社会階層によっても、非常に多様性に富んでいる。本講

義では、この地域の政治的･社会的･歴史的な概況をとらえるとともに、具体的な事例をもとに、その重層的な社会と

文化の一端に触れ、ラテンアメリカ地域に対する総合的な視点の形成を目指す。

シラバス 1回 ラテンアメリカの概要

2回 ラテンアメリカの歴史

3回 ラテンアメリカの政治

4回 ラテンアメリカの経済

5回 ラテンアメリカの社会

6回 ラテンアメリカの文化

7回 メキシコ

8回 中米諸国

9回 カリブ海地域

10回 アンデス･ラプラタ地域

11回 ブラジル

12回 世界のラテンアメリカ移民

13回 日本とラテンアメリカ

14回 ラテンアメリカ研究の課題

副題

教科書

参考文献 『ラテンアメリカ研究への招待』(改定新版) 国本伊代・中川文雄著、新評論

『中米・カリブ海、南米』綾部恒雄監修、明石書店

評価方法 授業に関連した短いレポート(A4１枚程度)を3から4回課し、これと授業への参加度によって評価する。期末試験は

行わない。レポートの書き方については第1回の講義で指示する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 地域研究：英語文化圏

科目キー 2800006021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 佳穂子

年度

授業概要

シラバス 第１講 言語と文化の関係について

第２-３講 世界の様々な英語について概説

第４-９講 英語の変種について（毎回１、２種類を取

り上げ、音声や映像による例を使いなが

ら詳しく解説する）

第１０-最終講 学生による発表と議論

副題

教科書 教科書と資料は全てコピーで配布。

参考文献 参考書は各自の発表に役立つものを随時クラスで紹介する。

評価方法 クラスでの発表、最終レポート、平常点による総合評価とする。

備考 一方的な講義形式ではなく、グループ活動や議論をできるだけ取り入れて行くので、積極的な参加を期待する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１人見

科目キー 2800111001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 人見 憲司

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 251/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１人見

科目キー 2800111001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１榊原

科目キー 2800111001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 253/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１榊原

科目キー 2800111001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１ドモンドン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標
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科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１ドモンドン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 257/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 258/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 259/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 260/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 261/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 262/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１オヒガン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 263/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月１オヒガン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 264/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月３榊原

科目キー 2800111001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 265/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月３榊原

科目キー 2800111001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 266/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月３森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 267/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 月３森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 268/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 269/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 270/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 271/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 272/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１マグワイア

科目キー 2800111001

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 273/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１マグワイア

科目キー 2800111001

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 274/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 275/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 276/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 277/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 278/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 279/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 280/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 281/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 282/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１キャンベル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 283/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１キャンベル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 284/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ミュソッフ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 285/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１ミュソッフ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 286/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１上野

科目キー 2800111001

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 義雄

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 287/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火１上野

科目キー 2800111001

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 288/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 289/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 290/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 291/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 292/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２野邊

科目キー 2800111001

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野邊 修一

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 293/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２野邊

科目キー 2800111001

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 294/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２マグワイア

科目キー 2800111001

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 295/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２マグワイア

科目キー 2800111001

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 296/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 297/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 298/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 299/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 300/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 301/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 302/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 303/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 304/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２グロース

科目キー 2800111001

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 305/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２グロース

科目キー 2800111001

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 306/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２キャンベル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 307/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 火２キャンベル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 308/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 309/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 310/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 311/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 312/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 313/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水１レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 314/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 315/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 316/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 317/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２片山

科目キー 2800111001

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 318/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 319/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２レナード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 320/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 321/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２コズウォスキー

科目キー 2800111001

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 322/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２アントニ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 323/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２アントニ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 324/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２ヘルウィグ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 325/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水２ヘルウィグ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 326/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３シェパード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 327/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３シェパード

科目キー 2800111001

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 328/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 329/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３森住

科目キー 2800111001

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 330/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３ミュソッフ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 331/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３ミュソッフ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 332/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３藤井

科目キー 2800111001

科目クラスコード 44

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤井 正嗣

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 333/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３藤井

科目キー 2800111001

科目クラスコード 44

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 334/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３アントニ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 45

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 335/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 水３アントニ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 45

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 336/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 46

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 337/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１高橋

科目キー 2800111001

科目クラスコード 46

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 338/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１モズデル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 47

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 339/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１モズデル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 47

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 340/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 48

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 341/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 48

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 342/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１バーティウム

科目キー 2800111001

科目クラスコード 49

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 343/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１バーティウム

科目キー 2800111001

科目クラスコード 49

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 344/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１保坂

科目キー 2800111001

科目クラスコード 50

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 保坂 華子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 345/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１保坂

科目キー 2800111001

科目クラスコード 50

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 346/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１オヒガン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 51

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 347/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１オヒガン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 51

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 348/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１グリブル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 52

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 349/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１グリブル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 52

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 350/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 53

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 351/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 53

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 352/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１サンダーズ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 54

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 353/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１サンダーズ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 54

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 354/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１村岡

科目キー 2800111001

科目クラスコード 55

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 有香

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 355/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木１村岡

科目キー 2800111001

科目クラスコード 55

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 356/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４中野

科目キー 2800111001

科目クラスコード 56

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 357/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４中野

科目キー 2800111001

科目クラスコード 56

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 358/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 57

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 359/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４バン クリーヴ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 57

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 360/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４バーティウム

科目キー 2800111001

科目クラスコード 58

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 361/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４バーティウム

科目キー 2800111001

科目クラスコード 58

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 362/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４グリブル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 59

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 363/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４グリブル

科目キー 2800111001

科目クラスコード 59

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 364/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 60

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 365/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ソルヤ

科目キー 2800111001

科目クラスコード 60

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 366/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ドモンドン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 61

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 367/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ドモンドン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 61

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 368/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ヒントン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 62

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 369/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 木４ヒントン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 62

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 370/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 63

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 371/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ハドランド

科目キー 2800111001

科目クラスコード 63

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 372/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ニルソン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 64

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 国吉 ニルソン

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 373/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ニルソン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 64

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 374/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ファーン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 65

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main points.

&#61548;Give short, simple answers to prepared questions related to the news report.

&#61548;Use different question types to obtain simple information

&#61548;Form simple, accurate, meaningful sentences.

&#61548;Deliver prepared sentences with comprehensible pronunciation, speed and intonation.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Six units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 1 - Community College

Week 3: Unit 1 - Community College

Week 4: Unit 2 - Hospice

Week 5: Unit 2 - Hospice

Week 6: Unit 3 - Recycling

Week 7: Unit 3 - Recycling

Standardized Test 1

Week 8: Unit 4 - African Burial Ground

Week 9: Unit 4 - African Burial Ground

Week 10: Unit 5 - Twister Detection

Week 11: Unit 5 - Twister Detection

Week 12: Unit 6 - Manufacturing and Productivity in America

Week 13: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 375/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 1 金３ファーン

科目キー 2800111001

科目クラスコード 65

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 376/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１人見

科目キー 2800111002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 人見 憲司

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 377/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１人見

科目キー 2800111002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 378/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１榊原

科目キー 2800111002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 379/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１榊原

科目キー 2800111002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 380/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１ドモンドン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 381/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１ドモンドン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 382/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 383/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 384/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 385/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 386/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 387/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 388/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１オヒガン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 389/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月１オヒガン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 390/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月３榊原

科目キー 2800111002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 391/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月３榊原

科目キー 2800111002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 392/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月３森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 393/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 月３森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 394/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 395/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 396/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 397/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 398/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１マグワイア

科目キー 2800111002

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 399/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１マグワイア

科目キー 2800111002

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 400/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 401/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 402/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 403/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 404/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 405/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 406/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 407/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 408/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１キャンベル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 409/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１キャンベル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 410/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ミュソッフ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 411/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１ミュソッフ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 412/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１上野

科目キー 2800111002

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 義雄

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 413/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火１上野

科目キー 2800111002

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 414/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 415/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 416/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 417/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 418/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２野邊

科目キー 2800111002

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野邊 修一

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 419/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２野邊

科目キー 2800111002

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 420/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２マグワイア

科目キー 2800111002

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 421/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２マグワイア

科目キー 2800111002

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 422/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 423/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 424/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 425/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 426/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 427/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 428/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 429/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 430/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２グロース

科目キー 2800111002

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 431/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２グロース

科目キー 2800111002

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 432/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２キャンベル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 433/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 火２キャンベル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 434/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 435/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 436/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 437/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 438/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 439/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水１レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 440/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 441/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 442/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 443/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２片山

科目キー 2800111002

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 444/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 445/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２レナード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 446/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 447/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２コズウォスキー

科目キー 2800111002

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 448/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２アントニ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 449/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２アントニ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 450/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２ヘルウィグ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 451/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水２ヘルウィグ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 452/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３シェパード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 453/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３シェパード

科目キー 2800111002

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 454/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 455/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３森住

科目キー 2800111002

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 456/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３ミュソッフ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 457/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３ミュソッフ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 458/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３藤井

科目キー 2800111002

科目クラスコード 44

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤井 正嗣

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 459/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３藤井

科目キー 2800111002

科目クラスコード 44

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 460/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３アントニ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 45

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 461/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 水３アントニ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 45

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 462/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 46

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 463/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１高橋

科目キー 2800111002

科目クラスコード 46

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 464/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１モズデル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 47

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 465/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１モズデル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 47

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 466/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 48

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 467/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 48

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 468/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１バーティウム

科目キー 2800111002

科目クラスコード 49

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 469/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１バーティウム

科目キー 2800111002

科目クラスコード 49

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 470/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１保坂

科目キー 2800111002

科目クラスコード 50

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 保坂 華子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 471/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１保坂

科目キー 2800111002

科目クラスコード 50

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 472/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１オヒガン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 51

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 473/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１オヒガン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 51

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 474/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１グリブル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 52

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 475/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１グリブル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 52

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 476/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 53

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 477/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 53

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 478/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１サンダーズ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 54

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 479/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１サンダーズ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 54

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 480/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１村岡

科目キー 2800111002

科目クラスコード 55

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 有香

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 481/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木１村岡

科目キー 2800111002

科目クラスコード 55

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 482/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４中野

科目キー 2800111002

科目クラスコード 56

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 483/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４中野

科目キー 2800111002

科目クラスコード 56

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 484/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 57

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 485/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４バン クリーヴ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 57

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 486/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４バーティウム

科目キー 2800111002

科目クラスコード 58

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 487/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４バーティウム

科目キー 2800111002

科目クラスコード 58

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 488/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４グリブル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 59

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 489/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４グリブル

科目キー 2800111002

科目クラスコード 59

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 490/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 60

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 491/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ソルヤ

科目キー 2800111002

科目クラスコード 60

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 492/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ドモンドン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 61

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 493/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ドモンドン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 61

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 494/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ヒントン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 62

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 495/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 木４ヒントン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 62

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 496/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 63

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 497/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ハドランド

科目キー 2800111002

科目クラスコード 63

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 498/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ニルソン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 64

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 国吉 ニルソン

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 499/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ニルソン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 64

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 500/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ファーン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 65

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their communication skills through a variety of pair, group and class activities.

Emphasis will be placed on developing effective listening and speaking skills, and improving pronunciation,

intonation and grammar knowledge. In addition, students will learn about interesting and sometimes controversial

topics in American society, including education in the U.S., aging society, recycling, U.S. manufacturing, product

safety and cloning.

Course Goals

&#61548;Listen to 2-3 minute news reports in English and understand the main ideas and specific details.

&#61548;Give long, multiple clause answers to prepared and free questions related to the news report.

&#61548;Use various strategies to obtain simple and complex information

&#61548;Construct long, meaningful sentences with ease.

&#61548;Express opinions on a wide range of scientific and social issues with comprehensible pronunciation,

speed and intonation with little preparation.

シラバス Course Schedule

Each unit will be covered in two weeks. Five units will be covered. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Unit 7 - Extreme Sports

Week 3: Unit 7 - Extreme Sports

Week 4: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 5: Unit 8 - Alternative Sentencing

Week 6: Unit 9 - Cloning

Week 7: Unit 9 - Cloning

Standardized Test 1

Week 8: Unit 10 - Religion in America

Week 9: Unit 10 - Religion in America

Week 10: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 11: Unit 11 - Consumer Product Safety

Week 12: Unit 12 - Henry Ford

Week 13: Unit 12 - Henry Ford

Week 14: In class interview test

Standardized Test 2

(The number of weeks available for some classes will vary depending on the day)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Talking about America (Tsurumi Shoten)

2. Waseda IMPRESS (Interactive Multimedia PRogarm for English Self-Study)

3. Supplementary resource materials as provided by each teacher

参考文献

評価方法 Grading

Four components

&#61548;In class component: Attendance, participation (listening and speaking), pair and group work, and other

homework

&#61548;Standardized Tests: Two Tests

&#61548;In class interview test

&#61548;TOEIC

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

studying the relevant sections of both the textbook and of the on-line program as assigned by the teacher. Students

should also review the previous class, and prepare for tests.

授業の到達目標

2011年4月8日 501/1000 ページ



科目名付クラス名 Communication Strategies 2 金３ファーン

科目キー 2800111002

科目クラスコード 65

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 502/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２人見

科目キー 2800111003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 人見 憲司

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 503/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２人見

科目キー 2800111003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 504/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２榊原

科目キー 2800111003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 505/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２榊原

科目キー 2800111003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 506/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２ドモンドン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 507/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２ドモンドン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 508/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 509/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 510/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 511/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 512/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 513/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 514/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２森住

科目キー 2800111003

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 515/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２森住

科目キー 2800111003

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 516/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２片田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片田 房

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 517/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２片田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 518/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２オヒガン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 519/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 月２オヒガン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 520/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 水１コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 521/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 水１コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 522/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 水１ヘルウィグ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 523/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 水１ヘルウィグ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 524/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２高橋

科目キー 2800111003

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 525/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２高橋

科目キー 2800111003

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 526/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２中野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 527/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２中野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 528/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２モズデル

科目キー 2800111003

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 529/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２モズデル

科目キー 2800111003

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 530/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 531/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 532/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 533/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 534/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２保坂

科目キー 2800111003

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 保坂 華子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 535/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木２保坂

科目キー 2800111003

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 536/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３中野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 537/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３中野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 538/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 539/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３バン クリーヴ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 540/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 541/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３バーティウム

科目キー 2800111003

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 542/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３上野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 義雄

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 543/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３上野

科目キー 2800111003

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 544/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３グリブル

科目キー 2800111003

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 545/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３グリブル

科目キー 2800111003

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 546/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３ソルヤ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 547/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３ソルヤ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 548/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３サンダーズ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 549/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３サンダーズ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 550/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３ミュソッフ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 551/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３ミュソッフ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 552/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３シェパード

科目キー 2800111003

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 553/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 木３シェパード

科目キー 2800111003

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 554/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１窪田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 窪田 三喜夫

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 555/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１窪田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 556/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１野中

科目キー 2800111003

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野中 久武

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 557/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１野中

科目キー 2800111003

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 558/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１片山

科目キー 2800111003

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 559/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１片山

科目キー 2800111003

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 560/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１虎岩

科目キー 2800111003

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 虎岩 直子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 561/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１虎岩

科目キー 2800111003

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 562/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１服部

科目キー 2800111003

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 服部 孝彦

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 563/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１服部

科目キー 2800111003

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 564/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２窪田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 窪田 三喜夫

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 565/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２窪田

科目キー 2800111003

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 566/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２野中

科目キー 2800111003

科目クラスコード 33

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野中 久武

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 567/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２野中

科目キー 2800111003

科目クラスコード 33

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 568/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２片山

科目キー 2800111003

科目クラスコード 34

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 569/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２片山

科目キー 2800111003

科目クラスコード 34

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 570/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２虎岩

科目キー 2800111003

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 虎岩 直子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 571/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２虎岩

科目キー 2800111003

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 572/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２服部

科目キー 2800111003

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 服部 孝彦

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 573/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２服部

科目キー 2800111003

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 574/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 575/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 576/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２森住

科目キー 2800111003

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 577/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２森住

科目キー 2800111003

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 578/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２ミュソッフ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 579/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２ミュソッフ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 580/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２シェパード

科目キー 2800111003

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 581/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２シェパード

科目キー 2800111003

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 582/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２アントニ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 583/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２アントニ

科目キー 2800111003

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 584/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２ファーン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 585/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金２ファーン

科目キー 2800111003

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 586/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures. Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend five- to ten-minute lectures in English

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer simple questions about the lecture.

&#8226;Read and understand (one-page) articles related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher and class time. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Chapter 1: Chronology &#8211; Pompeii 1

Week 3: Lecture 1: Chronology &#8211; Pompeii 2

Week 4: Lecture 2: Process &#8211; Internet 1

Week 5: Lecture 2: Process &#8211; Internet 2

Week 6: Lecture 3: Process &#8211; Language 1

Week 7: Lecture 3: Process &#8211; Language 2

Standardized Test 1 (Lecture 1, 2 and 3)

Week 8: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 1

Week 9: Lecture 4: Classification and Definition &#8211; Tidal Waves 2

Week 10: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 1

Week 11: Lecture 5: Classification and Definition &#8211; Power 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lecture 4 and 5)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line.

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components:

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 587/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 1 金１コズウォスキー

科目キー 2800111003

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 588/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２人見

科目キー 2800111004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 人見 憲司

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 589/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２人見

科目キー 2800111004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 590/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２榊原

科目キー 2800111004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 咸征

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 591/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２榊原

科目キー 2800111004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 592/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２ドモンドン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 593/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２ドモンドン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 594/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 595/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 596/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 597/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 599/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２森住

科目キー 2800111004

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 601/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２森住

科目キー 2800111004

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２片田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片田 房

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 603/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２片田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 604/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２オヒガン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 605/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 月２オヒガン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 606/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 水１コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 607/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 水１コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 608/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 水１ヘルウィグ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 609/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 水１ヘルウィグ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 610/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２高橋

科目キー 2800111004

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 美弥子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 611/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２高橋

科目キー 2800111004

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 612/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２中野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 613/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２中野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 614/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２モズデル

科目キー 2800111004

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 615/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２モズデル

科目キー 2800111004

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 616/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 617/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 618/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 619/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 620/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２保坂

科目キー 2800111004

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 保坂 華子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 621/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木２保坂

科目キー 2800111004

科目クラスコード 17

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３中野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中野 葉子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 623/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３中野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 18

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 624/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３バン クリーヴ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 19

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 627/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３バーティウム

科目キー 2800111004

科目クラスコード 20

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３上野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 義雄

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 629/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３上野

科目キー 2800111004

科目クラスコード 21

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３グリブル

科目キー 2800111004

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３グリブル

科目キー 2800111004

科目クラスコード 22

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 632/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３ソルヤ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 633/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３ソルヤ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 23

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３サンダーズ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 635/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３サンダーズ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 24

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３ミュソッフ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 637/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３ミュソッフ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 25

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３シェパード

科目キー 2800111004

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 639/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 木３シェパード

科目キー 2800111004

科目クラスコード 26

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 640/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１窪田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 窪田 三喜夫

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 641/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１窪田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 27

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 642/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１野中

科目キー 2800111004

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野中 久武

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 643/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１野中

科目キー 2800111004

科目クラスコード 28

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 644/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１片山

科目キー 2800111004

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 645/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１片山

科目キー 2800111004

科目クラスコード 29

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１虎岩

科目キー 2800111004

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 虎岩 直子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 647/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１虎岩

科目キー 2800111004

科目クラスコード 30

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 648/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１服部

科目キー 2800111004

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 服部 孝彦

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 649/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１服部

科目キー 2800111004

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 650/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２窪田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 窪田 三喜夫

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 651/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２窪田

科目キー 2800111004

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 652/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２野中

科目キー 2800111004

科目クラスコード 33

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 野中 久武

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 653/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２野中

科目キー 2800111004

科目クラスコード 33

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 654/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２片山

科目キー 2800111004

科目クラスコード 34

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 晶子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 655/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２片山

科目キー 2800111004

科目クラスコード 34

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 656/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２虎岩

科目キー 2800111004

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 虎岩 直子

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 657/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２虎岩

科目キー 2800111004

科目クラスコード 35

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２服部

科目キー 2800111004

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 服部 孝彦

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 659/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２服部

科目キー 2800111004

科目クラスコード 36

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 661/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 37

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 662/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２森住

科目キー 2800111004

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森住 史

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 663/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２森住

科目キー 2800111004

科目クラスコード 38

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 664/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２ミュソッフ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 665/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２ミュソッフ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 39

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 666/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２シェパード

科目キー 2800111004

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 667/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２シェパード

科目キー 2800111004

科目クラスコード 40

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 668/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２アントニ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 669/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２アントニ

科目キー 2800111004

科目クラスコード 41

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 670/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２ファーン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 671/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金２ファーン

科目キー 2800111004

科目クラスコード 42

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 672/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 Course Description

In this course, students will develop their academic listening, reading, and note-taking skills through study and

discussion of English lectures . Activities will include watching and listening to lectures in class, taking structured

notes, discussion, answering questions, and writing summaries. In addition, related reading will be assigned before

each lecture.

Course Goals

&#8226;Comprehend 10 to 20 min. lectures in English.

&#8226;Understand the structure of different lecture types (chronology, process, and classification and definition)

&#8226;Take notes of sufficient detail to answer basic comprehension questions about the lecture.

&#8226;Ask and answer detailed questions about the lecture.

&#8226;Read and understand long articles (one to five pages) related to the lecture content

&#8226;Write simple paragraph-long lecture summaries

&#8226;Attain a working 2000-word vocabulary

シラバス Course Schedule

Each Unit will be covered in two weeks. Five chapters must be covered with an optional sixth depending on the

teacher. The suggested curriculum is as follows:

Week 1: Orientation

Week 2: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 1

Week 3: Lecture 6: Chronology &#8211; Lance Armstrong 2

Week 4: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 1

Week 5: Lecture 7: Similarities and Differences &#8211; Asian and African Elephants 2

Week 6: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 1

Week 7: Lecture 8: Similarities and Differences &#8211; The Titanic and Andrea Doria 2

Standardized Test 1 (Lecture 6,7 and 8)

Week 8: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs1

Week 9: Lecture 9: Causal Analysis &#8211; Dinosaurs2

Week 10: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 1

Week 11: Lecture 10: Causal Analysis &#8211; Endangered Species 2

Week 12: Lecture 6: MIT Lecture Summary 1 and in-class tests

Week 13: Lecture 6: MIT Lecture Summary 2 and in-class tests

Standardized Test 2 (Lectures 9 and 10)

副題

教科書 Textbook and materials

1. Academic Lecture Comprehension, Dunkel, P.A. and Lim, P.L. Thomson ISBN: 9784902902587

2. Supplementary resources will be available on line:

Reading Texts

Vocabulary lists

Note-taking practice

Asking and answering question practice

参考文献

評価方法 Grading

Three components

In class component: Class Participation, summaries and other homework

Standardized Tests: Two Tests

MIT Lecture Summary

備考 Homework and Participation

Students are expected to complete a minimum of 90 minutes of homework for this class. The homework will include

page-long reading assignments, vocabulary study, question preparation, written summaries of the lecture and other

tasks assigned by the teacher. It should also include revision of the previous class, and test-study time.

授業の到達目標

2011年4月8日 673/1000 ページ



科目名付クラス名 Academic Lecture Comprehension 2 金１コズウォスキー

科目キー 2800111004

科目クラスコード 43

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 674/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期火２土屋

科目キー 2800121001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 土屋 睦廣

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 675/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期火３中村

科目キー 2800121001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 676/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期火４大澤

科目キー 2800121001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大澤 清治

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 677/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期木１秋葉

科目キー 2800121001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 裕一

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 678/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期木３飯塚

科目キー 2800121001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 飯塚 公夫

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 679/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期木４浅野

科目キー 2800121001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 啓子

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 680/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期金３田ノ岡

科目キー 2800121001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田ノ岡 弘子

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 681/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 前期金４田ノ岡

科目キー 2800121001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田ノ岡 弘子

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 682/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IA 後期木３石井

科目キー 2800121001

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子

年度

授業概要 ドイツ語文法の最初の一歩、アルファベットの読み方、つづり方から始めて、基本的な動詞の現在形、人称代名詞、

名詞や冠詞の用法などを学びます。例文に当たり、会話文に触れ、練習問題をすることで、基礎文法を身につけま

す。初歩から体系的に積み上げられた文法の知識は、ドイツ語を読んだり聞いたりする場合に、そして自ら話したり

書いたりする場合に、つねに指針となってくれることでしょう。「初級IA」で扱われる文法項目は多くはありません。し

かし、文法項目一つ一つが文法体系全体の土台です。きちんと確認されていれば、ドイツ語の基本的な表現の相当

部分を理解できることになります。

シラバス 指定教科書の４課までを学びます。各課について２週程度を割り当てます。初歩の大事な項目ばかりですから、復

習も交えながら、授業を進めます。最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解

説や説明があります。ドイツ語のアルファベットや、単語のつづり、発音、数字についても学びます。使用教材の各

課の構成は、次のようになっています。

１．「私はミュンヘンに住んでいる．」 Ich wohne in M&uuml;nchen.

主な学習項目： 主語になる人称代名詞／動詞の現在人称変化／動詞の位置／疑問詞

２．「彼はよくベルリンに行く．」 Er f&auml;hrt oft nach Berlin.

主な学習項目： 不規則動詞／命令形

３．「私はコンピュータを持っている．」 Ich habe einen Computer.

主な学習項目： 名詞／定冠詞／不定冠詞

４．「君のガールフレンドの名前は？」 Wie hei&szlig;t deine Freundin?

主な学習項目： ドイツ語の「こそあど」／所有冠詞／人称代名詞

副題

教科書 『ドイツ語１００』 （理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 提出物と教場試験

備考 毎回、授業内で練習したものを提出していただきますので、できるだけ欠席しないでください。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 683/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期月５中村

科目キー 2800121002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 684/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期火５高橋

科目キー 2800121002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 憲子

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 685/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期水３村井

科目キー 2800121002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村井 浩一

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 686/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期水５杉本

科目キー 2800121002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 杉本 正俊

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 687/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期木１中村

科目キー 2800121002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 688/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期木２シュレヒト

科目キー 2800121002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 689/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期木５濱野

科目キー 2800121002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱野 智子

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 690/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 前期金４屋敷晃

科目キー 2800121002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 屋敷 晃子

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 691/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IB 後期火３石井

科目キー 2800121002

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子

年度

授業概要 日常的に交わされるあいさつや、やさしい構文の会話文を用いて、ドイツ語の基本的な表現法を学びます。同時

に、アルファベットの読み方、つづり方の原則、基本的な動詞の現在形と人称代名詞・名詞の変化、冠詞の用法と変

化も学習します。

到達目標は、自己紹介や簡単な応答について、読み書きと同時に、重要な情報を聞きとり、また、自らも話すこと

ができるようになることです。

シラバス 最初の授業では、ドイツ語がどのような言語か、授業をどのように進めるか、解説や説明があります。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IBのクラスでは、教科書の前半部分を学習すること

になります。どのレッスンについても、日常的によくある状況が設定されています。その状況に沿って、さまざまな練

習を行っていきます。音声教材も活用します。積極的に練習をして、ドイツ語の音、文の仕組み、表現になれていき

ましょう。

各レッスンの構成は以下のとおりです。

１．Guten Tag. Mein Name ist ... こんにちは。私の名前は・・・.

主な学習項目：

アルファベット。動詞の変化・1人称と２人称。疑問詞。

２．Familie und Freunde家族と友人

主な学習項目：

数詞（1-20）。動詞の変化・３人称。名詞の性・数。

３．Essen und Trinken食べる、飲む

主な学習項目：

不定冠詞・否定冠詞。複数形。数詞（-100）。

４．Meine Wohnung私の住まい その１

主な学習項目：

定冠詞。人称代名詞。否定文について。

副題

教科書 &#8222;Schritte international 1“ （理工生協書籍部扱い）

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 692/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期火２土屋

科目キー 2800121005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 土屋 睦廣

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 693/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期火４大澤

科目キー 2800121005

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大澤 清治

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 694/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期火５中村

科目キー 2800121005

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 695/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期木１秋葉

科目キー 2800121005

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 裕一

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 696/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期木３飯塚

科目キー 2800121005

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 飯塚 公夫

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 697/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期木４浅野

科目キー 2800121005

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 啓子

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 698/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期金３田ノ岡

科目キー 2800121005

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田ノ岡 弘子

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 699/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIA 後期金４田ノ岡

科目キー 2800121005

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田ノ岡 弘子

年度

授業概要 ドイツ語「初級IA」または「初級IB」で学んだことを土台として、教科書の例文・会話文を手がかりに、引き続き、ドイ

ツ語の基礎的な文法項目を学習していきます。使用されるドイツ語の文章は、「初級IA」「初級IB」と同じように、日常

よく使われる表現ばかりです。練習を積み重ねることによって、文法的な知識を広げ、そして同時に基礎的な語彙を

増やし、読み、聞き、書き、話す、という総合的なドイツ語の力をつけることが目標です。

シラバス 「初級IA」の指定教科書を継続して使用します。

学期初めには、まず「初級IA」ないし「初級IB」で学んだことを復習・確認します。

「初級IIA」では、教科書の５課から９課までを学びます。

各課について２時間程度を割り当てる予定です。

各課の構成は、次のようになっています。

５．「君にあした電話するよ．」Ich rufe dich morgen an.

主な学習項目： 分離動詞と非分離動詞／接続詞／非人称動詞

６．「私たちは夏，海に行く．」Wir fahren im Sommer ans Meer.

主な学習項目： 前置詞／疑問詞

７．「私はあした来られません．」Ich kann morgen nicht kommen.

主な学習項目： 助動詞／助動詞と本動詞の位置

８．「ドイツワインは好きですか？」M&ouml;gen Sie deutschen Wein？

主な学習項目： 形容詞の用法／形容詞の比較級と最上級

９．「去年、私はドイツにいました．」Letztes Jahr war ich in Deutschland.

主な学習項目： 動詞の三基本形／過去形／現在完了

積極的に授業に参加し、学んだドイツ語が使える、という実感を味わいましょう。

副題

教科書 『ドイツ語１００』（理工生協書籍部扱い）

参考文献

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 700/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期月５シュレヒト

科目キー 2800121006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 701/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期火３中村

科目キー 2800121006

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 釆女

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 702/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期火５高橋

科目キー 2800121006

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 憲子

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 703/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期水３村井

科目キー 2800121006

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村井 浩一

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 704/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期木１石井

科目キー 2800121006

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 705/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期木５濱野

科目キー 2800121006

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱野 智子

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 706/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期金３石井

科目キー 2800121006

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 道子

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 707/1000 ページ



科目名付クラス名 独語初級IIB 後期金４屋敷晃

科目キー 2800121006

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 屋敷 晃子

年度

授業概要 すでにドイツ語のIA、またはIBを履修した学生のための科目です。やさしい会話文をもとに、基礎的な文法の土台固

めと、その一段階上の文法項目の習得をめざします。

「読む」「書く」「聞く」「話す」能力について調和的な向上を目標にして、基本となる語彙力をさらに高め、豊かな表現

力を身につけましょう。

シラバス IBの使用教材を引き続き使用します。

使用教材のレッスンごとに3時間程度を割り当てる予定です。IIBのクラスでは、教科書の後半部分を学習することに

なります。レッスンごとに設定された状況に沿って、さまざまな練習を行います。

教科書の後半部分の構成は以下のとおりですが、はじめに、前期に学んだことの復習を行います。

４．Meine Wohnung 私の住まい

主な学習項目：

数詞（100-）。定冠詞。人称代名詞。否定文について。

５．Mein Tag 私の一日

主な学習項目：

分離動詞。前置詞。動詞の位置。時刻。

６．Freizeit 余暇

主な学習項目：

名詞・１格と４格。Ja, nein, doch。

７．Lernen &#8211; ein Leben lang 生涯学習

主な学習項目：

助動詞。現在完了形。

副題

教科書 Schritte international 1 (理工生協書籍部扱い)

参考文献 教科書にはCD-ROMが付いています。このCD-ROMには、インターアクティヴな練習問題や聞き取り練習用の音

声、さらにはドイツ語学習にとって重要なウェブサイトへのリンクが多数収録されていますから、これを活用してくださ

い。

評価方法 平常点、レポート、小テストと教場試験

備考 出席回数・参加態度を成績に反映させる。

出席が極端に少ない場合には、単位の取得は認められない。

関連ＵＲＬ: http://german.narita.elec.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 708/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IA(学院クラス) 前期火５大澤

科目キー 2800121007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大澤 清治

年度

授業概要 手塚治虫の『アドルフに告ぐ』のドイツ語版から前半部分を抜粋して読みます。後半部分は後期に扱います。

テキストは大学で学ぶに相応しいドイツ語で書かれていて、大部分は既習の知識で充分に読解できるものです。説

明文などに複雑な構文や長文もありますが、ぜひ挑戦してほしいと思います。発音練習にも重点を置きます。

物語はある秘密文書をめぐって、ナチ支配下のドイツと軍国主義下の日本を舞台に、早稲田大学出身の主人公や

その他の多様な登場人物によって重層的に展開していきます。歴史的背景を反映した言葉のやり取り、駆引き、愛

憎のぶつかり合いなどの表現において、いわゆる「教科書ドイツ語」とは一味違うドイツ語にも出会ってほしいと思い

ます。過激な表現や俗語も出てきますが、それも生きたドイツ語の一つの現われです。

また、ドイツと日本の歴史や比較文化的な視点からも、そしてドイツ語と日本語の言語意識の違いという点からも興

味深いものがありますので、検討することにしています。

シラバス 初回の授業では歴史的背景を知るため映像資料を見る。

テキストを読んで理解するという基本的な作業とともに、いくつかの別の方法を試みる予定です。

文法項目では、受動形、関係代名詞、接続法という難度の高い項目を再確認します。

また、構文、語法、心態詞、熟語、慣用句、言語意識などについて随時説明していきます。

なお、語彙説明などの註をプリント配布し、授業時および予習・復習のための助けとします。

作品の内容や歴史的背景について、特定のテーマで発表する機会を儲けます。

副題

教科書 プリントを配布

参考文献

評価方法 授業時試験。

平常点と学期末試験を総合的に判断して最終評価とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 709/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IA(学院クラス) 前期水３杉本

科目キー 2800121007

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 杉本 正俊

年度

授業概要 手塚治虫の『アドルフに告ぐ』のドイツ語版から前半部分を抜粋して読みます。後半部分は後期に扱います。

テキストは大学で学ぶに相応しいドイツ語で書かれていて、大部分は既習の知識で充分に読解できるものです。説

明文などに複雑な構文や長文もありますが、ぜひ挑戦してほしいと思います。発音練習にも重点を置きます。

物語はある秘密文書をめぐって、ナチ支配下のドイツと軍国主義下の日本を舞台に、早稲田大学出身の主人公や

その他の多様な登場人物によって重層的に展開していきます。歴史的背景を反映した言葉のやり取り、駆引き、愛

憎のぶつかり合いなどの表現において、いわゆる「教科書ドイツ語」とは一味違うドイツ語にも出会ってほしいと思い

ます。過激な表現や俗語も出てきますが、それも生きたドイツ語の一つの現われです。

また、ドイツと日本の歴史や比較文化的な視点からも、そしてドイツ語と日本語の言語意識の違いという点からも興

味深いものがありますので、検討することにしています。

シラバス 初回の授業では歴史的背景を知るため映像資料を見る。

テキストを読んで理解するという基本的な作業とともに、いくつかの別の方法を試みる予定です。

文法項目では、受動形、関係代名詞、接続法という難度の高い項目を再確認します。

また、構文、語法、心態詞、熟語、慣用句、言語意識などについて随時説明していきます。

なお、語彙説明などの註をプリント配布し、授業時および予習・復習のための助けとします。

作品の内容や歴史的背景について、特定のテーマで発表する機会を儲けます。

副題

教科書 プリントを配布

参考文献

評価方法 授業時試験。

平常点と学期末試験を総合的に判断して最終評価とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 710/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IB(学院クラス) 前期月４ケルバーアベ

科目キー 2800121008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 すでにドイツ語の初級を勉強したことのある学生が対象となる授業です。これまで一生懸命学習してきたドイツ語文

法を使って、ドイツ人とドイツ語で話せますか？ここでは、知識を実際の運用能力に発展させ、ドイツ語で自然な会

話が出来るようになることを目指します。ドイツ語によるコミュニケーション能力を養えば、日本語や英語のチャンネ

ルだけでは得られない新しい視野を広げることができるかも！？最終的には、ドイツ語圏のメディアから主体的に情

報収集ができるようになるための足掛かりとなる力を、この授業で身につけてもらいたいと思っています。

シラバス 授業では、日常的によく見られる状況を設定し、それに沿って様々な会話文型を練習します。方法としては、プリント

やテキストなどの使用をはじめ、ドイツのスポーツビデオや最新音楽などの生教材を取り入れたり、ドイツ語のホー

ムページに実際にアクセスするなどして、楽しく勉強していきます。ドイツ世界に直に触れながら、ドイツ語会話を学

べるようにし、ドイツ語が使える面白さを実感してもらいたいと考えています。

副題

教科書 まずは教師作成のプリントやコピーなどを使用して、学習者全体のレベルを見るつもりです。その後で、学生のドイツ

語レベルにあった適切なテキストを、学生と相談の上、決定します。

参考文献 参考文献の指定は特にありませんが、有効であると思われるもの、またはドイツ語への興味が広がると思われる楽

しい素材についてはその都度、授業の中で提示していく予定です。また授業外でのドイツ語自習を希望する学生の

ためにも、ドイツ語のウェブサイトの紹介などもしていくつもりです。

評価方法 平常点と教場試験（超難解問題にあらず）

備考 出席回数と参加態度も、成績に大いに反映させるので、安心してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 711/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IB(学院クラス) 前期木３シュレヒト

科目キー 2800121008

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 すでにドイツ語の初級を勉強したことのある学生が対象となる授業です。これまで一生懸命学習してきたドイツ語文

法を使って、ドイツ人とドイツ語で話せますか？ここでは、知識を実際の運用能力に発展させ、ドイツ語で自然な会

話が出来るようになることを目指します。ドイツ語によるコミュニケーション能力を養えば、日本語や英語のチャンネ

ルだけでは得られない新しい視野を広げることができるかも！？最終的には、ドイツ語圏のメディアから主体的に情

報収集ができるようになるための足掛かりとなる力を、この授業で身につけてもらいたいと思っています。

シラバス 授業では、日常的によく見られる状況を設定し、それに沿って様々な会話文型を練習します。方法としては、プリント

やテキストなどの使用をはじめ、ドイツのスポーツビデオや最新音楽などの生教材を取り入れたり、ドイツ語のホー

ムページに実際にアクセスするなどして、楽しく勉強していきます。ドイツ世界に直に触れながら、ドイツ語会話を学

べるようにし、ドイツ語が使える面白さを実感してもらいたいと考えています。

副題

教科書 まずは教師作成のプリントやコピーなどを使用して、学習者全体のレベルを見るつもりです。その後で、学生のドイツ

語レベルにあった適切なテキストを、学生と相談の上、決定します。

参考文献 参考文献の指定は特にありませんが、有効であると思われるもの、またはドイツ語への興味が広がると思われる楽

しい素材についてはその都度、授業の中で提示していく予定です。また授業外でのドイツ語自習を希望する学生の

ためにも、ドイツ語のウェブサイトの紹介などもしていくつもりです。

評価方法 平常点と教場試験（超難解問題にあらず）

備考 出席回数と参加態度も、成績に大いに反映させるので、安心してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 712/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IIA(学院クラス) 後期火５大澤

科目キー 2800121009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大澤 清治

年度

授業概要 前期に引き続き、手塚治虫の『アドルフに告ぐ』のドイツ語版から後半部分を抜粋して読みます。前期に履修してい

なかった者も登録可能です。

テキストは大学で学ぶに相応しいドイツ語で書かれ、大部分はこれまでに習得した知識で充分に読解できるもので

す。説明文において希に複雑な構文や長文もありますが、挑戦してほしいと思います。発音練習にも重点を置きま

す。

ヒットラーの出生の秘密に関わる秘密書類をめぐって、ナチ支配下のドイツと軍国主義下の日本を舞台に重層的に

繰り広げられて来た物語が、いよいよ終結に向かいます。歴史的背景を反映した言葉のやり取り、駆引き、愛憎の

ぶつかり合いの表現などにおいて、いわゆる「教科書ドイツ語」とは一味違うドイツ語にも出会います。過激な表現や

俗語も出てきますが、それも生きたドイツ語の一つの現われです。

また、ドイツと日本の歴史や比較文化的な視点からも、またドイツ語と日本語の言語意識の違いという点からも興味

深いものがありますので、検討することにしています。

シラバス 初回の授業では、これまでの物語の推移を説明し、歴史的背景を知るため映像資料を見ます。

テキストを読んで理解するという基本的な作業とともに、いくつかの別の方法も試みる予定です。

文法項目では、受動形、関係代名詞、接続法という難度の高い項目を再確認します。

また、心態詞、熟語、慣用句、言語意識などについて随時説明していきます。

なお、語彙説明などの註をプリント配布し、授業時および予習・復習のための助けとします。

作品の内容や歴史的背景について、特定のテーマで発表する機会を儲けます。

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献

評価方法 授業時試験。

平常点と学期末試験を総合的に判断して最終評価とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 713/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IIA(学院クラス) 後期水３杉本

科目キー 2800121009

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 杉本 正俊

年度

授業概要 前期に引き続き、手塚治虫の『アドルフに告ぐ』のドイツ語版から後半部分を抜粋して読みます。前期に履修してい

なかった者も登録可能です。

テキストは大学で学ぶに相応しいドイツ語で書かれ、大部分はこれまでに習得した知識で充分に読解できるもので

す。説明文において希に複雑な構文や長文もありますが、挑戦してほしいと思います。発音練習にも重点を置きま

す。

ヒットラーの出生の秘密に関わる秘密書類をめぐって、ナチ支配下のドイツと軍国主義下の日本を舞台に重層的に

繰り広げられて来た物語が、いよいよ終結に向かいます。歴史的背景を反映した言葉のやり取り、駆引き、愛憎の

ぶつかり合いの表現などにおいて、いわゆる「教科書ドイツ語」とは一味違うドイツ語にも出会います。過激な表現や

俗語も出てきますが、それも生きたドイツ語の一つの現われです。

また、ドイツと日本の歴史や比較文化的な視点からも、またドイツ語と日本語の言語意識の違いという点からも興味

深いものがありますので、検討することにしています。

シラバス 初回の授業では、これまでの物語の推移を説明し、歴史的背景を知るため映像資料を見ます。

テキストを読んで理解するという基本的な作業とともに、いくつかの別の方法も試みる予定です。

文法項目では、受動形、関係代名詞、接続法という難度の高い項目を再確認します。

また、心態詞、熟語、慣用句、言語意識などについて随時説明していきます。

なお、語彙説明などの註をプリント配布し、授業時および予習・復習のための助けとします。

作品の内容や歴史的背景について、特定のテーマで発表する機会を儲けます。

副題

教科書 プリントを配布する。

参考文献

評価方法 授業時試験。

平常点と学期末試験を総合的に判断して最終評価とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 714/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IIB(学院クラス) 後期月４ケルバーアベ

科目キー 2800121010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 すでにドイツ語の初級を勉強したことのある学生が対象となる授業です。これまで一生懸命学習してきたドイツ語文

法を使って、ドイツ人とドイツ語で話せますか？ここでは、知識を実際の運用能力に発展させ、ドイツ語で自然な会

話が出来るようになることを目指します。ドイツ語によるコミュニケーション能力を養えば、日本語や英語のチャンネ

ルだけでは得られない新しい視野を広げることができるかも！？最終的には、ドイツ語圏のメディアから主体的に情

報収集ができるようになるための足掛かりとなる力を、この授業で身につけてもらいたいと思っています。

シラバス 授業は前期IBに継続する内容です。日常的によく見られる状況を設定し、それに沿って様々な会話文型を練習しま

す。方法としては、プリントやテキストなどの使用をはじめ、ドイツのスポーツビデオや最新音楽などの生教材を取り

入れたり、ドイツ語のホームページに実際にアクセスするなどして、楽しく勉強していきます。ドイツ世界に直に触れ

ながら、ドイツ語会話を学べるようにし、ドイツ語が使える面白さを実感してもらいたいと考えています。

副題

教科書 後期からは以下の教科書を使います。

『ドイチュ・インタアクティーフVer.3(Deutsch Interaktiv Ver.3)』（郁文堂）

参考文献 参考文献の指定は特にありませんが、有効であると思われるもの、またはドイツ語への興味が広がると思われる楽

しい素材についてはその都度、授業の中で提示していく予定です。また授業外でのドイツ語自習を希望する学生の

ためにも、ドイツ語のウェブサイトの紹介などもしていくつもりです。

評価方法 平常点と教場試験（超難解問題にあらず）

備考 出席回数と参加態度も、成績に大いに反映させるので、安心してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 715/1000 ページ



科目名付クラス名 独語IIB(学院クラス) 後期木３シュレヒト

科目キー 2800121010

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 すでにドイツ語の初級を勉強したことのある学生が対象となる授業です。これまで一生懸命学習してきたドイツ語文

法を使って、ドイツ人とドイツ語で話せますか？ここでは、知識を実際の運用能力に発展させ、ドイツ語で自然な会

話が出来るようになることを目指します。ドイツ語によるコミュニケーション能力を養えば、日本語や英語のチャンネ

ルだけでは得られない新しい視野を広げることができるかも！？最終的には、ドイツ語圏のメディアから主体的に情

報収集ができるようになるための足掛かりとなる力を、この授業で身につけてもらいたいと思っています。

シラバス 授業は前期IBに継続する内容です。日常的によく見られる状況を設定し、それに沿って様々な会話文型を練習しま

す。方法としては、プリントやテキストなどの使用をはじめ、ドイツのスポーツビデオや最新音楽などの生教材を取り

入れたり、ドイツ語のホームページに実際にアクセスするなどして、楽しく勉強していきます。ドイツ世界に直に触れ

ながら、ドイツ語会話を学べるようにし、ドイツ語が使える面白さを実感してもらいたいと考えています。

副題

教科書 後期からは以下の教科書を使います。

『ドイチュ・インタアクティーフVer.3(Deutsch Interaktiv Ver.3)』（郁文堂）

参考文献 参考文献の指定は特にありませんが、有効であると思われるもの、またはドイツ語への興味が広がると思われる楽

しい素材についてはその都度、授業の中で提示していく予定です。また授業外でのドイツ語自習を希望する学生の

ためにも、ドイツ語のウェブサイトの紹介などもしていくつもりです。

評価方法 平常点と教場試験（超難解問題にあらず）

備考 出席回数と参加態度も、成績に大いに反映させるので、安心してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 716/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期月２塩塚

科目キー 2800131001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 717/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期火５但田

科目キー 2800131001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 718/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期火５坂口

科目キー 2800131001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 坂口 哲啓

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 719/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期木１楠本

科目キー 2800131001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楠本 重行

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 720/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期木２宇田川

科目キー 2800131001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇田川 和夫

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 721/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 前期金１佐山

科目キー 2800131001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐山 一

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 722/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IA 後期火５楠本

科目キー 2800131001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楠本 重行

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期（半年）で一区切りとなります。言葉の仕組みを理

解することを主な狙いとしていますが、文法の説明にかたよることなく、日常的な表現も身につけることも目指しま

す。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くはずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書の『カジュアルにフランス語』、

第１課から第７課まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 参考書、辞書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IB」（多様な表現の習得に重点）がありますが、「仏

語初級IA」と「仏語初級IB」は並行して同時に受講することも可能ですし、どちらか片方だけを受講しても構いません。

また、「仏語初級IA」の後は「仏語初級IIA」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIB」を履修することも可能で

す。このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIA」（あるいは「仏語初級IIB」）を履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 723/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期火２塩塚

科目キー 2800131002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 724/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期火３貴田

科目キー 2800131002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 貴田 晃

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 725/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期水２加藤

科目キー 2800131002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 雅郁

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 726/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期水３加藤

科目キー 2800131002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 雅郁

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 727/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期木２但田

科目キー 2800131002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 728/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 前期木４斎藤

科目キー 2800131002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 斎藤 公一

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 729/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IB 後期木５中沢

科目キー 2800131002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中沢 信一

年度

授業概要 初めてフランス語を学ぶ学生を対象に設置されるクラスで、半期で一区切りとなります。頻繁に目にし耳にする口

語的な表現を使いこなせるようになることを主な狙いとしています。同時に文法事項も少しずつ学び、応用能力をつ

けることを目指します。このクラスを受講するだけでも、旅行などでサバイバルできる程度のフランス語が身に付くは

ずです。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 同じレベルのクラスに「仏語初級IA」（言葉の仕組みを理解することに重点）がありま

すが、「仏語初級IB」と「仏語初級IA」は並行して同時に受講することも可能ですし、

どちらか片方だけを受講しても構いません。また、「仏語初級IB」の後は「仏語初

級IIB」を履修することが望まれますが、「仏語初級IIA」を履修することも可能です。

このクラスの履修後は、続けて「仏語初級IIB」（あるいは「仏語初級IIA」）を履修す

ることを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 730/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期月２塩塚

科目キー 2800131005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 731/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期火５新島

科目キー 2800131005

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新島 進

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 732/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期水４新島

科目キー 2800131005

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新島 進

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 733/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期木３但田

科目キー 2800131005

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 734/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期木４床鍋

科目キー 2800131005

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 床鍋 剛彦

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 735/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIA 後期金１宇田川

科目キー 2800131005

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇田川 和夫

年度

授業概要 仏語初級IA（あるいは仏語初級IB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IAに引き続き、フランス語初等文法の後半について学びます。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『カジュアルにフランス語』、第８課から第１６課

まで学習します。

副題

教科書 沼田・松村・米谷・バンドロム・エディ著

『カジュアルにフランス語』、朝日出版社

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、最初の授業のときに紹介

します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIA」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IA」（あるいは「仏語中級IB」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 736/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期月２中沢

科目キー 2800131006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中沢 信一

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 737/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期火５但田

科目キー 2800131006

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 738/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期水２加藤

科目キー 2800131006

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 雅郁

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 739/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期水３加藤

科目キー 2800131006

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 雅郁

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 740/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期木１塩塚

科目キー 2800131006

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 741/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語初級IIB 後期木４斎藤

科目キー 2800131006

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 斎藤 公一

年度

授業概要 仏語初級IB（あるいは仏語初級IA）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。原則として、

仏語初級IBに引き続き、フランス語の会話を主体とした内容で講義します。

シラバス 上記、講義概要を参照のこと。

授業では、教科書『レ・ランコントル１』、第１７課から第４０課

まで学習します。

副題

教科書 杉山利恵子著、『レ・ランコントル１』、第三書房

理工生協書籍部取り扱い

参考文献 辞書、参考書類については、授業の最初に紹介します。

評価方法 平常点（出席）と期末試験の成績を合わせて評価します。

備考 「仏語初級IIB」を修了したところで、フランス語初等文法の半分が終わったことにな

りますが、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」）を履修することを強くお

薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 742/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IA(学院クラス) 前期火５楠本

科目キー 2800131007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楠本 重行

年度

授業概要 このクラスは既習者向けですので、文法の解説を一から順にやるということはしませんが、折にふれて復習と補充解

説を行いながら文法知識を整理し理解を深めることはやってゆきます。そして、できるだけ多くの表現や言い回しを

覚え、読解力を養い、特に聞き取りの力をつけることを目指します。

シラバス １．空港（税関）

２．空港（レンタカー事務所）

３．ホテル（到着）

４．ホテル（朝食の予約）

５．駅（案内係）

６．駅（予約係）

７．列車の中

８．タクシーの中

９．バスでルーブルへ

１０．さまざまな交通機関

１１．郵便局（切手を買う）

１２．郵便局（小包を送る）

１３．銀行（トラベラーズチェックを現金化する）

（＊）各回ともスケッチ１、スケッチ２からなり、文法復習、語彙の整理と確認、類似表現のチェック、スケッチ１・２

の要約文（仏語）、CDによるフランス語の穴埋め練習、などを含みます。

副題

教科書 初めてのフランス旅行１（CD付）（駿河台出版社）

参考文献

評価方法 期末テストに平常点を加味して評価する。

備考 このクラスを修了した学生には、続けて「仏語学院クラスIIA」、「仏語学院クラ

スIIB」のいずれかを履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 743/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IA(学院クラス) 前期木３塩塚

科目キー 2800131007

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 このクラスは既習者向けですので、文法の解説を一から順にやるということはしませんが、折にふれて復習と補充解

説を行いながら文法知識を整理し理解を深めることはやってゆきます。そして、できるだけ多くの表現や言い回しを

覚え、読解力を養い、特に聞き取りの力をつけることを目指します。

シラバス １．空港（税関）

２．空港（レンタカー事務所）

３．ホテル（到着）

４．ホテル（朝食の予約）

５．駅（案内係）

６．駅（予約係）

７．列車の中

８．タクシーの中

９．バスでルーブルへ

１０．さまざまな交通機関

１１．郵便局（切手を買う）

１２．郵便局（小包を送る）

１３．銀行（トラベラーズチェックを現金化する）

（＊）各回ともスケッチ１、スケッチ２からなり、文法復習、語彙の整理と確認、類似表現のチェック、スケッチ１・２

の要約文（仏語）、CDによるフランス語の穴埋め練習、などを含みます。

副題

教科書 初めてのフランス旅行１（CD付）（駿河台出版社）

参考文献

評価方法 期末テストに平常点を加味して評価する。

備考 このクラスを修了した学生には、続けて「仏語学院クラスIIA」、「仏語学院クラ

スIIB」のいずれかを履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 744/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IB(学院クラス) 前期火２但田

科目キー 2800131008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 高等学院などでフランス語をすでに学んだことのある学生でも、文法は体系的に学んだことがない人が多いという

実情を考え、文法主体の授業を行います。

この授業では、冠詞の用法から接続法までの、いわゆる基本文法を一通り復習し、知識の整理を行うことを目標と

します。

シラバス 最初のほうの、きわめて基本的でやさしい文法事項に関してはできるだけ簡単にすませ、１５回の授業で、条件法

や接続法まで扱います。

使用する教科書は見開き形式になっており、左ページに文法事項のまとめ、右ページに練習問題が掲げられてい

ます。授業は、「文法解説・例文等の発音」「問題練習」「解答と解説」という流れで行う予定です。

ＣＤ付きの教科書を選びましたので、家庭学習において活用してください。

副題

教科書 石上亜紀子・加藤豊子・富田正二・中川高行・西村美穂共著

「アトリエ・フランセ」 朝日出版社

参考文献 授業時に随時指示します。

評価方法 平常点・小テスト・期末試験・出席状況などを総合的に判断します。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 745/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IB(学院クラス) 前期木１宇田川

科目キー 2800131008

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇田川 和夫

年度

授業概要 高等学院などでフランス語をすでに学んだことのある学生でも、文法は体系的に学んだことがない人が多いという

実情を考え、文法主体の授業を行います。

この授業では、冠詞の用法から接続法までの、いわゆる基本文法を一通り復習し、知識の整理を行うことを目標と

します。

シラバス 最初のほうの、きわめて基本的でやさしい文法事項に関してはできるだけ簡単にすませ、１５回の授業で、条件法

や接続法まで扱います。

使用する教科書は見開き形式になっており、左ページに文法事項のまとめ、右ページに練習問題が掲げられてい

ます。授業は、「文法解説・例文等の発音」「問題練習」「解答と解説」という流れで行う予定です。

ＣＤ付きの教科書を選びましたので、家庭学習において活用してください。

副題

教科書 石上亜紀子・加藤豊子・富田正二・中川高行・西村美穂共著

「アトリエ・フランセ」 朝日出版社

参考文献 授業時に随時指示します。

評価方法 平常点・小テスト・期末試験・出席状況などを総合的に判断します。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 746/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IIA(学院クラス) 後期火５貴田

科目キー 2800131009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 貴田 晃

年度

授業概要 仏語学院クラスIA（あるいは仏語クラスIB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。購読

や表現習得を主眼としますが、文法の復習はその

都度行います。

シラバス 教科書『ヴァリエテ・フランセーズ2007』

やさしい時事フランス語を、語学的注釈のついた教科書版を使って読むことにより、語彙、熟語の増強、読解力向上

をはかります。また、随時、関連するフランスのニュース、映画などを観ることで、文化的背景に関する知識の涵養を

目指します。

毎回、学生に分担箇所を当てておくので、必ず準備してきてください。

最初のうちは少なめに当てておいて、文法事項の復習にも力を入れます（から心配しないで履修してください）。

副題

教科書 『ヴァリエテ・フランセーズ2007 やさしい時事フランス語』（朝日出版社）1900円

参考文献 国末憲人『ポピュリズムに蝕まれるフランス』（草思社）

宮島喬『移民社会フランスの危機』（岩波書店）

薬師院仁志『日本とフランス二つの民主主義 不平等か、不自由か』（光文社新書）

評価方法 学期末試験および平常点

備考 このクラスを修了した学生には、続けて「仏語上級」、「仏語圏文化論」などの

クラスを履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ: ル・モンド

http://www.lemonde.fr/

ＮＨＫ国際ニュースフランス語版

ht

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 747/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IIA(学院クラス) 後期金４塩塚

科目キー 2800131009

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塩塚 秀一郎

年度

授業概要 仏語学院クラスIA（あるいは仏語クラスIB）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。購読

や表現習得を主眼としますが、文法の復習はその

都度行います。

シラバス 教科書『ヴァリエテ・フランセーズ2007』

やさしい時事フランス語を、語学的注釈のついた教科書版を使って読むことにより、語彙、熟語の増強、読解力向上

をはかります。また、随時、関連するフランスのニュース、映画などを観ることで、文化的背景に関する知識の涵養を

目指します。

毎回、学生に分担箇所を当てておくので、必ず準備してきてください。

最初のうちは少なめに当てておいて、文法事項の復習にも力を入れます（から心配しないで履修してください）。

副題

教科書 『ヴァリエテ・フランセーズ2007 やさしい時事フランス語』（朝日出版社）1900円

参考文献 国末憲人『ポピュリズムに蝕まれるフランス』（草思社）

宮島喬『移民社会フランスの危機』（岩波書店）

薬師院仁志『日本とフランス二つの民主主義 不平等か、不自由か』（光文社新書）

評価方法 学期末試験および平常点

備考 このクラスを修了した学生には、続けて「仏語上級」、「仏語圏文化論」などの

クラスを履修することを強くお薦めします。

関連ＵＲＬ: ル・モンド

http://www.lemonde.fr/

ＮＨＫ国際ニュースフランス語版

ht

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 748/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IIB(学院クラス) 後期月１中沢

科目キー 2800131010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中沢 信一

年度

授業概要 仏語学院クラスI（前期）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。この講座では、フランス

語の理解力、表現力を養うことはもちろん、フランス文化への理解も同時に深めてもらいたいと思っています。その

ため、日本滞在のフランス人、フランス滞在の日本人双方の興味深い実体験をもとに書かれた下記の教科書を選

びました。

シラバス 毎週担当者を決めておいて、次回の授業の時に訳してもらいます。内容は平易なので訳に困るようなことはないと

思いますが、もし文法上の問題点などがあればその時に詳しく説明します。また、重要な単語や言い回しについて

は、できるだけそれをマスターするよう心掛けて下さい。一応の内容を理解した後、文化的な事柄について解説を加

えます。

副題

教科書 「私の日仏異文化体験」野村二郎他著、第三書房

参考文献 特に無し

評価方法 平常点と学期末試験による総合評価

備考 このクラスの履修後は、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」を履修することをお勧めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 749/1000 ページ



科目名付クラス名 仏語IIB(学院クラス) 後期金４但田

科目キー 2800131010

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 但田 栄

年度

授業概要 仏語学院クラスI（前期）を修了した学生を対象とするクラスで、半期で一区切りとなります。この講座では、フランス

語の理解力、表現力を養うことはもちろん、フランス文化への理解も同時に深めてもらいたいと思っています。その

ため、日本滞在のフランス人、フランス滞在の日本人双方の興味深い実体験をもとに書かれた下記の教科書を選

びました。

シラバス 毎週担当者を決めておいて、次回の授業の時に訳してもらいます。内容は平易なので訳に困るようなことはないと

思いますが、もし文法上の問題点などがあればその時に詳しく説明します。また、重要な単語や言い回しについて

は、できるだけそれをマスターするよう心掛けて下さい。一応の内容を理解した後、文化的な事柄について解説を加

えます。

副題

教科書 「私の日仏異文化体験」野村二郎他著、第三書房

参考文献 特に無し

評価方法 平常点と学期末試験による総合評価

備考 このクラスの履修後は、続けて「仏語中級IB」（あるいは「仏語中級IA」を履修することをお勧めします。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 750/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火２永冨

科目キー 2800141001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 751/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火２渋谷

科目キー 2800141001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 752/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火２石田

科目キー 2800141001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石田 知子

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 753/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火３渋谷

科目キー 2800141001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 754/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火３永冨

科目キー 2800141001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 755/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期火４田中

科目キー 2800141001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 756/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期水４永冨

科目キー 2800141001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 757/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期金３王

科目キー 2800141001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 758/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期金３渋谷

科目キー 2800141001

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 759/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 前期金４陳

科目キー 2800141001

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 陳 愛玲

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 760/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 後期火４熊

科目キー 2800141001

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 761/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IA 後期水２熊

科目キー 2800141001

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキスト、視聴覚教材を適宜使用する。

シラバス テキストに沿って、中国語の基本的な構造、日常生活会話、簡単な作文の練習をする。中国の文化と社会に関連す

る映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『話す中国語』（スリム版、董燕・遠藤光暁、朝日出版社）

『クラウン中日辞典』（小型版、松岡榮志他編、三省堂）

参考文献

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考 辞書必携。予習必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 762/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期月２和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 763/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期火３田中

科目キー 2800141002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 764/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期火５王

科目キー 2800141002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 765/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期水２和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 766/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期水３和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 767/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期水５和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 768/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期木１王

科目キー 2800141002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 769/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IB 前期木１和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IB 前期木１張

科目キー 2800141002

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 張 娜麗

年度

授業概要 初めて中国語に接する学生に対し、中国語に関する基礎的な知識や正しい発音、さらに基本的な語法、慣用表現

等を習得させる。これを通して初歩的な読み書き、聞き話す能力を涵養させる。

シラバス 中国語概説、及び発音指導：

１ 漢語、中国語全般、

２ 中国語の特長：語音上、語彙上、

３ 中国語の特長：文法上、簡体字

４ まとめ

本文： 第4課より教科書の一課につき約二時間あての学習を進めていく。

・一時間目は、例文、ポイント、置き換え練習

・二時間目は、会話、会話練習、ヒヤリング

前期は1-6課、後期は7-10課を学習する予定。

副題

教科書 『初めての中国語コミュニケーション』高橋良行他 同学社 2002年2月

参考文献

評価方法 出席状況、受講状況、及び前後期の定期試験等

備考 履修上の注意 事前の予習と事後の復習を欠かさずに行なうこと

出席重視

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IB 前期金４王

科目キー 2800141002

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IB 後期火５和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 31

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IB 後期木１和

科目キー 2800141002

科目クラスコード 32

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語特有の発音方法（特に声調）を徹底的に習得させながら，中国語の基礎を養わせる。そして，必要な基礎文

法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面にも言及し，語

学に対する理解を深めていく。

シラバス 前期

中国語発音の練習のためには，大きな声を出して言うことが大切であり，また，繰り返しの厳しい訓練が必要であ

る。なので，欠席しないで継続学習 することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセット教材も必要

に応じて使用する。予習よりも復習に重点を置いていく。

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第2課

第４回 第3課

第５回 1-3課のまとめ，小テスト

第６回 第4課

第７回 第5課

第８回 4-5課のまとめ，小テスト

第９回 第6課

第10回 第7課

第11回 第6-7課のまとめ

第12回 総復習

第13回 期末テスト

副題

教科書 于保田・王元『こんにちは中国語』白帝社 2，400（CD含）

参考文献

評価方法 定期テストに平常点（出席，小テスト、予習の程度，授業での発表等）6割，期末テスト4割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

中国文化と中国人の生活習慣を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じて宿題を

出す。CD教材も必要に応じて使用する。選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

質問は大歓迎。講義中の私語厳禁。中途退出は原則禁止。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月１和

科目キー 2800141005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 775/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月１和

科目キー 2800141005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月２和

科目キー 2800141005

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標
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科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月２和

科目キー 2800141005

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月５永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 779/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期月５永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 780/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火２永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 781/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火２永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 782/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火２渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 783/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火２渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 784/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火４渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 785/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火４渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 786/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火５渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渋谷 裕子

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 787/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期火５渋谷

科目キー 2800141005

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 788/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期水２田中

科目キー 2800141005

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 理恵

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

2011年4月8日 789/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期水２田中

科目キー 2800141005

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 790/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期木１張

科目キー 2800141005

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 張 娜麗

年度

授業概要 本講座では、中国語の基礎的な文法知識を習得した学生を対象とし、中国語特有の表現や構文の基本を具体的に

学び、テキスト本文等を用いて置換練習を重ねて、広汎な応用力を身につけさせることを目指す。殊に音声言語を

通した聴、説の能力を高め、これを実用の面から応用できるようにする。

シラバス 教科書の一課につき一時間あての学習を進め、前期は1-10課、後期は11-20課を学習する。

副題

教科書 話す中国語 北京篇2 遠藤光暁他 朝日出版社 2003年4月

参考文献

評価方法 出席状況、受講状況、及び前後期の定期試験等

備考 履修上の注意 事前の予習と事後の復習を欠かさずに行なうこと

出席重視、中国語の辞書を持つことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 791/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期金５永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永冨 青地

年度

授業概要 前期の授業に引き続き、初級中国語の会話、文法を勉強する。

具体的な到達目標は以下の通り

１ 正しい発音で簡単な日常会話が話せるようになる

２ 初級中国語の文法を正しく理解して、中国語検定４級に合格できるヒアリング・

会話・作文力を身につける。

シラバス 新しいキャンパス的中国語 の第９課から第１８課を一回一課の進度で行う。

詳しい内容は始めの授業でシラバスを配布する。

毎回の授業で勉強する会話文の内容と主な文法事項は以下の通り

第９課 また遅刻した！（完了の用法）

第１０課 麻雀ができますか（助動詞、様態補語）

第１１課 早く授業に出ようよ！（助動詞、スポーツの名称をおぼえる）

第１２課 友達になろうよ！（前置詞、時間量を表す補語）

第１３課 王麗さんの日記（結果補語、比較の表現）

第１４課 お兄さんいる？（方向補語）

第１５課 酔っぱらったの？（動作の進行、持続の表現）

第１６課 お２人のなれそめは？（把を用いた文）

第１７課 だいじょうぶ？（存在・出現・消失を表す文、自然現象）

第１８課 来年こそしっかり勉強しよう！（使役・受身の表現）

副題

教科書 渋谷裕子・孟若燕『新しいキャンパス的中国語』同学社

参考文献

評価方法 日常点（毎回授業始めに実施する小テスト、授業態度、出席状況）と、

期末に行うテスト（会話テスト、筆記テスト）の成績に基づいて評価をつける

備考 前期の学習内容を理解した学習者が後期も引き続き履修するのが望ましい。

毎回の授業で必ず小テストを実施し、次回授業までの課題をアナウンスするので、

毎回必ず授業に出席すること。遅刻厳禁。

中国語を本当にマスターしたいと希望している学生の履修を希望する。

授業に関する連絡・質問 渋谷裕子 eaaa4887@mb.infoweb.ne.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標
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科目名付クラス名 中国語初級IIA 後期金５永冨

科目キー 2800141005

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期月５李

科目キー 2800141006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 李 洵

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期月５和

科目キー 2800141006

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期火４王

科目キー 2800141006

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期火５王

科目キー 2800141006

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期水２和

科目キー 2800141006

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期水３和

科目キー 2800141006

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期水４和

科目キー 2800141006

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期水５和

科目キー 2800141006

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 和 平

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 801/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期木１王

科目キー 2800141006

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語初級IIB 後期金４王

科目キー 2800141006

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 中国語の基礎的文法事項を身につけることを目指します。

後期では、前期で習った基本構文と疑問文を踏まえ、動詞述語文の展開、アスペクト、補語を中心に学びます。

シラバス 授業期間 １０月１日（月）から１２月１７日（月）まで 計１０回

内容 第九課 完了の「了」

第十課 変化の「了」

第十一課 方向補語

第十二課 使役、動作の進行

第十三課 結果補語

第十四課 可能補語、助動詞

第十五課 「把」構文、「被」構文

第十六課 様態補語

期末試験 ２００８年1月２１日（月）

副題

教科書 楊凱栄・張麗群著『初級テキスト 身につく中国語』白帝社

参考文献

評価方法 出席、小テスト、期末試験

備考 毎回宿題、小テストあり、予習復習を要する。

欠席４回以上は不合格とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 中国語IA(学院クラス) 前期火６王

科目キー 2800141007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 授業の目的は中国語の中級段階の修得なので，それに向かって，毎回の授業の終りにまとめをしていく。

例文の練習問題を中心とする。中国語会話に有用な口語的表現や慣用的表現を習得するため，短文の中文和訳

を中心とする。

中国の歴史・地理と中国人の生活文化を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じ

て宿題を出す。

必要な基礎文法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面

にも言及し，語学に対する理解を深めていく。

シラバス ■授業計画・内容

（1）教室ではテープやビデオの使用によって，出来るだけ中国語の原体験を多くす

る。又これによって動機づけを強化したい。

（2）学生の自発的な参加が中心になる。

（3）中文和訳の練習が中心だが中国語学習の中で重要な聽力の練習も行う。

（4）希望者が黒板に中文を書き，その中国語に誤りを見い出した者は，前に出て訂

正を行う。

前期

第１回 ガイダンス

第２回 第1課

第３回 第1課

第４回 第2課

第５回 第1-2課のまとめ，小テスト

第６回 第3課

第７回 第4課

第８回 第5課

第９回 第4-5課のまとめ，小テスト

第10回 第6課

第11回 第7課

第12回 第6-7課のまとめ

第13回 総復習

第14回 期末テスト

■到達目標

前期

（1）中級前期のレベルを対象として，学習者が，日常会話ができるようにする。

（2）文法事項や語彙は一応理解しているものの，それらを使って文を作ることを不

得手としている学生が多いと言われている。本コースでは苦手を克服して，日常の

様々なことを中国語で表現出来るようになることを目的とする。

副題

教科書 銭春蘭・兵頭和美・王元『世界遺産で学ぶ中国語』白帝社 1800円

参考文献

評価方法 小テスト3割，出席等2割，期末テスト5割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

（1）継続学習することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセッ

ト教材も必要に応じて使用する。

（2）クラス全体の学習意欲を高めていくよう，発表等もしていきたい。質問などの

発言は大いに歓迎する。

（3）練習問題は基本動詞を基礎とした具体的なものから発展的に並べられているの

で，自発的なドリルが大きな進歩をとげる助けとなる。

（4）選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

外国語で，その国の文化や人間を学習していることを忘れないようにしよう。

授業の到達目標

2011年4月8日 804/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語IA(学院クラス) 前期火６王

科目キー 2800141007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 805/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語IB(学院クラス) 前期木６熊

科目キー 2800141008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。テキストと視聴覚教材を使用する。

シラバス テキストに沿って、ビデオ資料を中心に中国語の発音、聞き取り、日常会話、簡単な作文、口頭発表の練習をする。

中国の文化と社会に関連する映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『北京コレクション』（初級&#12316;中級編、相原茂・陳祖&#34003;、朝日出版社、2006年）

参考文献 『クラウン中日辞典』（松岡榮志他編、三省堂）等

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 806/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語IIA(学院クラス) 後期火６王

科目キー 2800141009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 王 元

年度

授業概要 授業の目的は中国語の中級段階の修得なので，それに向かって，毎回の授業の終りにまとめをしていく。

例文の練習問題を中心とする。中国語会話に有用な口語的表現や慣用的表現を習得するため，短文の中文和訳

を中心とする。

中国の歴史・地理と中国人の生活文化を理解しながらテキストの内容を修得するのが学習範囲である。必要に応じ

て宿題を出す。

必要な基礎文法の説明，聴き取り練習を行いながら，日常会話を学んでいく。又，言語の背景にある中国の文化面

にも言及し，語学に対する理解を深めていく。

シラバス ■授業計画・内容

（1）教室ではテープやビデオの使用によって，出来るだけ中国語の原体験を多くする。又これによって動機づけを強

化したい。

（2）学生の自発的な参加が中心になる。

（3）中文和訳の練習が中心だが中国語学習の中で重要な聽力の練習も行う。

（4）希望者が黒板に中文を書き，その中国語に誤りを見い出した者は，前に出て訂正を行う。

後期

第１回 ガイダンス、前期の復習

第２回 第8課

第３回 第9課

第４回 第10課

第５回 第11課

第６回 第8-11課のまとめ，中間試験

第７回 第12課

第８回 第13課

第９回 第14課

第10回 第l4課

第11回 第l5課

第12回 第12-15課のまとめ

第13回 総復習

第14回 期末テスト

■到達目標

後期

（1）口語的な中国語表現力の向上中級後期のレベルを対象として，前期の復習をし

ながら，日常会話の能力向上を目指す。

（2）中国文化（中国の歴史と中国人の生活習慣など）に興味を持てるようにし，中

級終了後も中国語学習に取り組んでいけるようにする。

（3）また方針として学習した実力判定の基準となる中国語検定試験３級取得に挑戦

したい。

副題

教科書 銭春蘭・兵頭和美・王元『世界遺産で学ぶ中国語』白帝社 1800円

参考文献

評価方法 小テスト3割，出席等2割，期末テスト5割で評価。

備考 ■履修上のアドバイス

（1）継続学習することが大事である。必要に応じて宿題を出すこともある。カセッ

ト教材も必要に応じて使用する。

（2）クラス全体の学習意欲を高めていくよう，発表等もしていきたい。質問などの

発言は大いに歓迎する。

（3）練習問題は基本動詞を基礎とした具体的なものから発展的に並べられているの

で，自発的なドリルが大きな進歩をとげる助けとなる。

（4）選んだテキストは自習できるようなテキストなので，毎回授業を受ける前に予

習を必要とする。

外国語で，その国の文化や人間を学習していることを忘れないようにしよう。

授業の到達目標

2011年4月8日 807/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語IIA(学院クラス) 後期火６王

科目キー 2800141009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 808/1000 ページ



科目名付クラス名 中国語IIB(学院クラス) 後期木６熊

科目キー 2800141010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 熊 遠報

年度

授業概要 会話を中心に中国語を学ぶ。正しい発音で話す能力、聞く能力、読み書きする能力を総合的に習得することを目標

とする。

テキストと視聴覚教材を使用する。

シラバス テキストに沿って、ビデオ資料を中心に中国語の発音、聞き取り、日常会話、簡単な作文、口頭発表の練習をする。

中国の文化と社会に関連する映像資料も適宜使用する。

副題

教科書 『北京コレクション』（初級&#12316;中級編、相原茂・陳祖&#34003;、朝日出版社、2006年）

参考文献 『クラウン中日辞典』（松岡榮志他編、三省堂）等

評価方法 出席・平常点・定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 809/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IA 前期月２佐藤

科目キー 2800151001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 惣平

年度

授業概要 スペイン語の基本文法を学びます。文法事項のみを取り上げて覚えるのでなく、各々の規則が実際どの様に使われ

るのかを見ながら授業を進めます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス ＜前期＞

第一回：授業の進め方

スペイン語に関する説明 スペイン語を学ぶ上での注意事項 発音

第二回：発音 アクセント 単語、短文の読み

第三回：人称代名詞 動詞（１） 疑問文（１）

第四回：名詞の性と数 形容詞と名詞の一致（１）

第五回：動詞（２） 形容詞の一致（２）

第六回：指示詞 所有形容詞

第七回：動詞（３） 数字（１）

第八回：動詞（４） 前置詞 数字（２）

第九回：動詞（５） 形容詞（２） 順序数

第十回：動詞（６） 不定代名詞 不定形容詞

第十一回：予備日

第十二回：予備日

第十三回：試験

副題

教科書 石崎、レイ著 「スペイン語世界への窓」弘学社

参考文献

評価方法 前期末、後期末２度の試験と平常点で評価します。

備考 予習、復習はある程度必要ですが、むしろ熱意持ち、集中して授業に取り組んで頂きたいと思います。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 810/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IA 前期木１佐藤

科目キー 2800151001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 惣平

年度

授業概要 スペイン語の基本文法を学びます。文法事項のみを取り上げて覚えるのでなく、各々の規則が実際どの様に使われ

るのかを見ながら授業を進めます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス ＜前期＞

第一回：授業の進め方

スペイン語に関する説明 スペイン語を学ぶ上での注意事項 発音

第二回：発音 アクセント 単語、短文の読み

第三回：人称代名詞 動詞（１） 疑問文（１）

第四回：名詞の性と数 形容詞と名詞の一致（１）

第五回：動詞（２） 形容詞の一致（２）

第六回：指示詞 所有形容詞

第七回：動詞（３） 数字（１）

第八回：動詞（４） 前置詞 数字（２）

第九回：動詞（５） 形容詞（２） 順序数

第十回：動詞（６） 不定代名詞 不定形容詞

第十一回：予備日

第十二回：予備日

第十三回：試験

副題

教科書 石崎、レイ著 「スペイン語世界への窓」弘学社

参考文献

評価方法 前期末、後期末２度の試験と平常点で評価します。

備考 予習、復習はある程度必要ですが、むしろ熱意持ち、集中して授業に取り組んで頂きたいと思います。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 811/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IA 前期木２浜田

科目キー 2800151001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浜田 真理子

年度

授業概要 スペイン語の基本文法を学びます。文法事項のみを取り上げて覚えるのでなく、各々の規則が実際どの様に使われ

るのかを見ながら授業を進めます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス ＜前期＞

第一回：授業の進め方

スペイン語に関する説明 スペイン語を学ぶ上での注意事項 発音

第二回：発音 アクセント 単語、短文の読み

第三回：人称代名詞 動詞（１） 疑問文（１）

第四回：名詞の性と数 形容詞と名詞の一致（１）

第五回：動詞（２） 形容詞の一致（２）

第六回：指示詞 所有形容詞

第七回：動詞（３） 数字（１）

第八回：動詞（４） 前置詞 数字（２）

第九回：動詞（５） 形容詞（２） 順序数

第十回：動詞（６） 不定代名詞 不定形容詞

第十一回：予備日

第十二回：予備日

第十三回：試験

副題

教科書 石崎、レイ著 「スペイン語世界への窓」弘学社

参考文献

評価方法 前期末、後期末２度の試験と平常点で評価します。

備考 予習、復習はある程度必要ですが、むしろ熱意持ち、集中して授業に取り組んで頂きたいと思います。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 812/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IA 前期木５北田

科目キー 2800151001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 よ志子

年度

授業概要 スペイン語の基本文法を学びます。文法事項のみを取り上げて覚えるのでなく、各々の規則が実際どの様に使われ

るのかを見ながら授業を進めます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス ＜前期＞

第一回：授業の進め方

スペイン語に関する説明 スペイン語を学ぶ上での注意事項 発音

第二回：発音 アクセント 単語、短文の読み

第三回：人称代名詞 動詞（１） 疑問文（１）

第四回：名詞の性と数 形容詞と名詞の一致（１）

第五回：動詞（２） 形容詞の一致（２）

第六回：指示詞 所有形容詞

第七回：動詞（３） 数字（１）

第八回：動詞（４） 前置詞 数字（２）

第九回：動詞（５） 形容詞（２） 順序数

第十回：動詞（６） 不定代名詞 不定形容詞

第十一回：予備日

第十二回：予備日

第十三回：試験

副題

教科書 石崎、レイ著 「スペイン語世界への窓」弘学社

参考文献

評価方法 前期末、後期末２度の試験と平常点で評価します。

備考 予習、復習はある程度必要ですが、むしろ熱意持ち、集中して授業に取り組んで頂きたいと思います。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 813/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IB 前期火１ミランダ

科目キー 2800151002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 このクラスの目標は、基本的な文法知識の習得と、これを活用して身近な場面で自分や他の人について話したり初

歩的なコミュニケーションがとれるようになることです。このため、基本的な文法事項のほか、動詞（現在形のみ）を

中心とした表現・語彙を学習します。

授業では、文法説明のあと文法練習をしてから、会話や作文へと進みます。学習した項目でどんなことが言えるか

に留意すると効果が上がります。

シラバス 授業初回： 受講案内、スペイン語（圏）についての話

２回目以後： アルファベットと発音から始めて、教科書に沿って５課まで進みます。学習する主な文法項目は次の

通りです：名詞、冠詞、形容詞、動詞ser・estar、指示形容詞、所有形容詞、動詞hay、現在形の規則活用動詞、現在

形の不規則活用動詞（１）（１人称単数形のみが不規則）、直接目的格人称代名詞

授業最終回： 期末試験

副題

教科書 『Espa&ntilde;ol entre amigos (スペイン語の小径)』加藤ナツ子（大学書林）CD付

辞 書：『現代スペイン語辞典』（白水社）、『新スペイン語辞典』（研究社）、『プログレッシブ スペイン語辞典』『西和

中辞典』（小学館）の中から選ぶことを薦めます。（授業初回に辞書の紹介を行います）

参考文献

評価方法 期末の教場試験の結果と平常点（課題・出席状況など）で総合的に評価します。

備考 スペイン語は発音が日本語と似ていて比較的学びやすい言語です。授業初回に、スペイン語の特徴、授業の進め

方、成績評価の仕方、教科書、辞書などについて受講案内をします。関心のある人は出席してください。

授業には、楽しみながら積極的に参加してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 814/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IB 前期木１ミランダ

科目キー 2800151002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 このクラスの目標は、基本的な文法知識の習得と、これを活用して身近な場面で自分や他の人について話したり初

歩的なコミュニケーションがとれるようになることです。このため、基本的な文法事項のほか、動詞（現在形のみ）を

中心とした表現・語彙を学習します。

授業では、文法説明のあと文法練習をしてから、会話や作文へと進みます。学習した項目でどんなことが言えるか

に留意すると効果が上がります。

シラバス 授業初回： 受講案内、スペイン語（圏）についての話

２回目以後： アルファベットと発音から始めて、教科書に沿って５課まで進みます。学習する主な文法項目は次の

通りです：名詞、冠詞、形容詞、動詞ser・estar、指示形容詞、所有形容詞、動詞hay、現在形の規則活用動詞、現在

形の不規則活用動詞（１）（１人称単数形のみが不規則）、直接目的格人称代名詞

授業最終回： 期末試験

副題

教科書 『Espa&ntilde;ol entre amigos (スペイン語の小径)』加藤ナツ子（大学書林）CD付

辞 書：『現代スペイン語辞典』（白水社）、『新スペイン語辞典』（研究社）、『プログレッシブ スペイン語辞典』『西和

中辞典』（小学館）の中から選ぶことを薦めます。（授業初回に辞書の紹介を行います）

参考文献

評価方法 期末の教場試験の結果と平常点（課題・出席状況など）で総合的に評価します。

備考 スペイン語は発音が日本語と似ていて比較的学びやすい言語です。授業初回に、スペイン語の特徴、授業の進め

方、成績評価の仕方、教科書、辞書などについて受講案内をします。関心のある人は出席してください。

授業には、楽しみながら積極的に参加してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 815/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IB 前期金４ガルシア

科目キー 2800151002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 このクラスの目標は、基本的な文法知識の習得と、これを活用して身近な場面で自分や他の人について話したり初

歩的なコミュニケーションがとれるようになることです。このため、基本的な文法事項のほか、動詞（現在形のみ）を

中心とした表現・語彙を学習します。

授業では、文法説明のあと文法練習をしてから、会話や作文へと進みます。学習した項目でどんなことが言えるか

に留意すると効果が上がります。

シラバス 授業初回： 受講案内、スペイン語（圏）についての話

２回目以後： アルファベットと発音から始めて、教科書に沿って５課まで進みます。学習する主な文法項目は次の

通りです：名詞、冠詞、形容詞、動詞ser・estar、指示形容詞、所有形容詞、動詞hay、現在形の規則活用動詞、現在

形の不規則活用動詞（１）（１人称単数形のみが不規則）、直接目的格人称代名詞

授業最終回： 期末試験

副題

教科書 『Espa&ntilde;ol entre amigos (スペイン語の小径)』加藤ナツ子（大学書林）CD付

辞 書：『現代スペイン語辞典』（白水社）、『新スペイン語辞典』（研究社）、『プログレッシブ スペイン語辞典』『西和

中辞典』（小学館）の中から選ぶことを薦めます。（授業初回に辞書の紹介を行います）

参考文献

評価方法 期末の教場試験の結果と平常点（課題・出席状況など）で総合的に評価します。

備考 スペイン語は発音が日本語と似ていて比較的学びやすい言語です。授業初回に、スペイン語の特徴、授業の進め

方、成績評価の仕方、教科書、辞書などについて受講案内をします。関心のある人は出席してください。

授業には、楽しみながら積極的に参加してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 816/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IB 前期金５ガルシア

科目キー 2800151002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 このクラスの目標は、基本的な文法知識の習得と、これを活用して身近な場面で自分や他の人について話したり初

歩的なコミュニケーションがとれるようになることです。このため、基本的な文法事項のほか、動詞（現在形のみ）を

中心とした表現・語彙を学習します。

授業では、文法説明のあと文法練習をしてから、会話や作文へと進みます。学習した項目でどんなことが言えるか

に留意すると効果が上がります。

シラバス 授業初回： 受講案内、スペイン語（圏）についての話

２回目以後： アルファベットと発音から始めて、教科書に沿って５課まで進みます。学習する主な文法項目は次の

通りです：名詞、冠詞、形容詞、動詞ser・estar、指示形容詞、所有形容詞、動詞hay、現在形の規則活用動詞、現在

形の不規則活用動詞（１）（１人称単数形のみが不規則）、直接目的格人称代名詞

授業最終回： 期末試験

副題

教科書 『Espa&ntilde;ol entre amigos (スペイン語の小径)』加藤ナツ子（大学書林）CD付

辞 書：『現代スペイン語辞典』（白水社）、『新スペイン語辞典』（研究社）、『プログレッシブ スペイン語辞典』『西和

中辞典』（小学館）の中から選ぶことを薦めます。（授業初回に辞書の紹介を行います）

参考文献

評価方法 期末の教場試験の結果と平常点（課題・出席状況など）で総合的に評価します。

備考 スペイン語は発音が日本語と似ていて比較的学びやすい言語です。授業初回に、スペイン語の特徴、授業の進め

方、成績評価の仕方、教科書、辞書などについて受講案内をします。関心のある人は出席してください。

授業には、楽しみながら積極的に参加してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 817/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IB 後期月１浜田

科目キー 2800151002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浜田 真理子

年度

授業概要 このクラスの目標は、基本的な文法知識の習得と、これを活用して身近な場面で自分や他の人について話したり初

歩的なコミュニケーションがとれるようになることです。このため、基本的な文法事項のほか、動詞（現在形のみ）を

中心とした表現・語彙を学習します。

授業では、文法説明のあと文法練習をしてから、会話や作文へと進みます。学習した項目でどんなことが言えるか

に留意すると効果が上がります。

シラバス 授業初回： 受講案内、スペイン語（圏）についての話

２回目以後： アルファベットと発音から始めて、教科書に沿って５課まで進みます。学習する主な文法項目は次の

通りです：名詞、冠詞、形容詞、動詞ser・estar、指示形容詞、所有形容詞、動詞hay、現在形の規則活用動詞、現在

形の不規則活用動詞（１）（１人称単数形のみが不規則）、直接目的格人称代名詞

授業最終回： 期末試験

副題

教科書 『Espa&ntilde;ol entre amigos (スペイン語の小径)』加藤ナツ子（大学書林）CD付

辞 書：『現代スペイン語辞典』（白水社）、『新スペイン語辞典』（研究社）、『プログレッシブ スペイン語辞典』『西和

中辞典』（小学館）の中から選ぶことを薦めます。（授業初回に辞書の紹介を行います）

参考文献

評価方法 期末の教場試験の結果と平常点（課題・出席状況など）で総合的に評価します。

備考 スペイン語は発音が日本語と似ていて比較的学びやすい言語です。授業初回に、スペイン語の特徴、授業の進め

方、成績評価の仕方、教科書、辞書などについて受講案内をします。関心のある人は出席してください。

授業には、楽しみながら積極的に参加してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 818/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIA 後期月２佐藤

科目キー 2800151003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 惣平

年度

授業概要 スペイン語 I で既習の文法、構文を復習しながら、実際に使ってみましょう。未修の文法も少しずつ学んでいきます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス

副題

教科書 必要があればプリントを配布します。

参考文献

評価方法 平常点と試験の成績で評価します。平常点の比率は低くありません。

備考 熱意を持って授業に参加して下さい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 819/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIA 後期木１佐藤

科目キー 2800151003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 惣平

年度

授業概要 スペイン語 I で既習の文法、構文を復習しながら、実際に使ってみましょう。未修の文法も少しずつ学んでいきます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス

副題

教科書 必要があればプリントを配布します。

参考文献

評価方法 平常点と試験の成績で評価します。平常点の比率は低くありません。

備考 熱意を持って授業に参加して下さい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 820/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIA 後期木２浜田

科目キー 2800151003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浜田 真理子

年度

授業概要 スペイン語 I で既習の文法、構文を復習しながら、実際に使ってみましょう。未修の文法も少しずつ学んでいきます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス

副題

教科書 必要があればプリントを配布します。

参考文献

評価方法 平常点と試験の成績で評価します。平常点の比率は低くありません。

備考 熱意を持って授業に参加して下さい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 821/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIA 後期木５北田

科目キー 2800151003

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 よ志子

年度

授業概要 スペイン語 I で既習の文法、構文を復習しながら、実際に使ってみましょう。未修の文法も少しずつ学んでいきます。

スペインの文化や人々の生き方や考え方、また現代の社会に関してもふれたいと考えています。

シラバス

副題

教科書 必要があればプリントを配布します。

参考文献

評価方法 平常点と試験の成績で評価します。平常点の比率は低くありません。

備考 熱意を持って授業に参加して下さい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 822/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIB 後期火１ミランダ

科目キー 2800151004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 スペイン語学習への第一歩となるこの課程においては、今後、口語、筆記双方によるスペイン語の表現、理解に必

要不可欠となる正しく、しっかりとしたスペイン語文法知識を学生が身につけることを目標とします。

授業では所定のテキストを使用しながら、口語及び筆記練習を数多く取り入れていきます。

後期では、学習内容の難易度は当然高くなっていきますが、授業の流れ、目標は基本的に前期と同様です。そし

て、会話練習をより多く取り入れつつ、スペインやラテンアメリカ諸国の生活、文化、習慣といった側面への理解もよ

り深めていきます。

シラバス １ 点過去形（規則動詞）

２ 点過去形（不規則動詞）

３ 前置詞 疑問詞 数字

４ 線過去形

５ 天気・気候の表現

６ 現在分詞 現在進行形

７ 日付の表現 家族

８ 過去分詞 現在完了形

９ 受動文 無人称表現

10 再帰動詞 関係代名詞の”que”

11 日常習慣の表現

12 未来・予定の表現

13 総合会話練習 復習

副題

教科書 Esp@&ntilde;ol vivo［生き活きスペイン語］朝日出版社

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 授業への出席、授業の中での積極的な学習態度が非常に大切です。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 823/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIB 後期木１ミランダ

科目キー 2800151004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 スペイン語学習への第一歩となるこの課程においては、今後、口語、筆記双方によるスペイン語の表現、理解に必

要不可欠となる正しく、しっかりとしたスペイン語文法知識を学生が身につけることを目標とします。

授業では所定のテキストを使用しながら、口語及び筆記練習を数多く取り入れていきます。

後期では、学習内容の難易度は当然高くなっていきますが、授業の流れ、目標は基本的に前期と同様です。そし

て、会話練習をより多く取り入れつつ、スペインやラテンアメリカ諸国の生活、文化、習慣といった側面への理解もよ

り深めていきます。

シラバス １ 点過去形（規則動詞）

２ 点過去形（不規則動詞）

３ 前置詞 疑問詞 数字

４ 線過去形

５ 天気・気候の表現

６ 現在分詞 現在進行形

７ 日付の表現 家族

８ 過去分詞 現在完了形

９ 受動文 無人称表現

10 再帰動詞 関係代名詞の”que”

11 日常習慣の表現

12 未来・予定の表現

13 総合会話練習 復習

副題

教科書 Esp@&ntilde;ol vivo［生き活きスペイン語］朝日出版社

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 授業への出席、授業の中での積極的な学習態度が非常に大切です。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 824/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIB 後期金４ガルシア

科目キー 2800151004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 スペイン語学習への第一歩となるこの課程においては、今後、口語、筆記双方によるスペイン語の表現、理解に必

要不可欠となる正しく、しっかりとしたスペイン語文法知識を学生が身につけることを目標とします。

授業では所定のテキストを使用しながら、口語及び筆記練習を数多く取り入れていきます。

後期では、学習内容の難易度は当然高くなっていきますが、授業の流れ、目標は基本的に前期と同様です。そし

て、会話練習をより多く取り入れつつ、スペインやラテンアメリカ諸国の生活、文化、習慣といった側面への理解もよ

り深めていきます。

シラバス １ 点過去形（規則動詞）

２ 点過去形（不規則動詞）

３ 前置詞 疑問詞 数字

４ 線過去形

５ 天気・気候の表現

６ 現在分詞 現在進行形

７ 日付の表現 家族

８ 過去分詞 現在完了形

９ 受動文 無人称表現

10 再帰動詞 関係代名詞の”que”

11 日常習慣の表現

12 未来・予定の表現

13 総合会話練習 復習

副題

教科書 Esp@&ntilde;ol vivo［生き活きスペイン語］朝日出版社

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 授業への出席、授業の中での積極的な学習態度が非常に大切です。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 825/1000 ページ



科目名付クラス名 西語初級IIB 後期金５ガルシア

科目キー 2800151004

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 スペイン語学習への第一歩となるこの課程においては、今後、口語、筆記双方によるスペイン語の表現、理解に必

要不可欠となる正しく、しっかりとしたスペイン語文法知識を学生が身につけることを目標とします。

授業では所定のテキストを使用しながら、口語及び筆記練習を数多く取り入れていきます。

後期では、学習内容の難易度は当然高くなっていきますが、授業の流れ、目標は基本的に前期と同様です。そし

て、会話練習をより多く取り入れつつ、スペインやラテンアメリカ諸国の生活、文化、習慣といった側面への理解もよ

り深めていきます。

シラバス １ 点過去形（規則動詞）

２ 点過去形（不規則動詞）

３ 前置詞 疑問詞 数字

４ 線過去形

５ 天気・気候の表現

６ 現在分詞 現在進行形

７ 日付の表現 家族

８ 過去分詞 現在完了形

９ 受動文 無人称表現

10 再帰動詞 関係代名詞の”que”

11 日常習慣の表現

12 未来・予定の表現

13 総合会話練習 復習

副題

教科書 Esp@&ntilde;ol vivo［生き活きスペイン語］朝日出版社

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 授業への出席、授業の中での積極的な学習態度が非常に大切です。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 826/1000 ページ



科目名付クラス名 露語初級IA 前期火５ジンベルグ

科目キー 2800151007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 ジンベルグ 茱萸

年度

授業概要 ロシア語の基礎文法を学ぶ授業。履修後、初級IIAまたはIIBに進むことができます。

シラバス 1. 発音と文字。動詞の現在形3人称。疑問文と、答え方。

2. 物の名前。「これは何ですか？」。人称代名詞。

3. 名詞の性。形容詞。

4. 無人称文。

5. 動詞の現在変化。名詞の格。

6. 名詞の複数形。場所の表現。

7. 方向を示す格: 「どこへ？」。交通手段をあらわす前置詞。

8. 動詞の過去形。

9. 動詞の合成未来。

10. まとめ

副題

教科書 佐藤純一著『ロシア語初級クラス』第2版。白水社。

参考文献 博友社『ロシア語辞典』

評価方法 学期末テスト

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 827/1000 ページ



科目名付クラス名 露語初級IB 後期火４ジンベルグ

科目キー 2800151008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 ジンベルグ 茱萸

年度

授業概要 日常の挨拶、簡単な表現を中心に、ロシア語の初歩的な知識を学びます。文法が中心ではないので、教科書は、授

業で学ぶ表現を、文法の面から確認するために必ず携帯します。

シラバス 最初の4回で発音と文字を習得します。

5回。日常の挨拶の仕方。物の名前を覚える。

6回。続「物の名前を覚える」。ロシア人の名前・職業の表現。

7回目。続「職業の表現」。場所の表現:「どこで？」。

8回目。続「どこで？」・動詞の現在形。

9回目。続「動詞の現在形」。動詞を中心にしたロシア語文によるトレーニング。

10回目。移動の表現: 「どこへ？」

副題

教科書 佐藤純一著『ロシア語初級クラス』第2版。白水社。プリント配布。

参考文献 博友社『ロシア語辞典』

評価方法 学期末テスト

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 828/1000 ページ



科目名付クラス名 露語初級IB 前期金４上野

科目キー 2800151008

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 理恵

年度

授業概要 日常の挨拶、簡単な表現を中心に、ロシア語の初歩的な知識を学びます。文法が中心ではないので、教科書は、授

業で学ぶ表現を、文法の面から確認するために必ず携帯します。

シラバス 最初の4回で発音と文字を習得します。

5回。日常の挨拶の仕方。物の名前を覚える。

6回。続「物の名前を覚える」。ロシア人の名前・職業の表現。

7回目。続「職業の表現」。場所の表現:「どこで？」。

8回目。続「どこで？」・動詞の現在形。

9回目。続「動詞の現在形」。動詞を中心にしたロシア語文によるトレーニング。

10回目。移動の表現: 「どこへ？」

副題

教科書 佐藤純一著『ロシア語初級クラス』第2版。白水社。プリント配布。

参考文献 博友社『ロシア語辞典』

評価方法 学期末テスト

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 829/1000 ページ



科目名付クラス名 露語初級IIA 後期火５ジンベルグ

科目キー 2800151009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 ジンベルグ 茱萸

年度

授業概要 前期の初級IAまたは初級IBを履修した後、ロシア語の基礎文法を学ぶ授業。履修後、中級に進むことができます。

シラバス 1. 名詞の格: 生格。所有の表現。

2. 存在の否定の表現。

3. 動詞の命令形。

4. 名詞の格: 与格。

5. 名詞の格: 造格。

6. 動詞の完了体と不完了体。

7. 曜日の表現。移動の動詞。

8. 「移動の動詞」続き。関係代名詞を使った複文。

9. 数詞。時間の表現。

10. 年齢の表現。形容詞と副詞の比較級

副題

教科書 佐藤純一著『ロシア語初級クラス』第2版。白水社。

参考文献 博友社『ロシア語辞典』

評価方法 学期末テスト

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 830/1000 ページ



科目名付クラス名 露語初級IIB 後期金４上野

科目キー 2800151010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 理恵

年度

授業概要 初級IBもしくは初級IAの履修者を対象としたクラスです。教科書の文法事項の後半とそれに関連する実践的な表

現を学びます。一年間で文法の基礎を習得し、簡単な会話ができるようにします。

現在、ロシアは著しい経済成長を遂げており、今後、日本にとって重要な隣国になることは確実です。仕事でロシ

ア語が必要となる場面もこれから増えていくでしょう。また宇宙開発の分野でロシアは先進国です。将来この分野に

進むことを考えている人にとってロシア語は必須言語といえます。

ロシアの魅力はそれだけではありません。ご存知のようにロシアは芸術大国でもあります。文学、美術、音楽、演

劇、バレエなど、さまざまな分野で優れた芸術家を数多く輩出し、世界に影響を与えてきました。最近の日本では、ア

ニメや絵本といったロシアのサブカルチャーも人気があります。

このようにロシアは多様な側面をもったスケールの大きな国なのです。ロシア語の学習を通じて、ロシアという国の

奥深さを知ってもらいたいと思います。

ロシア語は難解と思われがちですが、日本語のように子音と母音の組み合わせで発音するものが多いですし、日

本語の「てにをは」に対応する格変化で文を構成するので、日本人には比較的なじみやすい言語といえます。ロシア

文字や格変化を覚える面倒臭さはありますが、ここさえクリアすれば、みるみる文章が読めるようになっていきます。

少しでも分かりやすい説明を心がけますので、気楽に受講してください。ロシアという国に興味を持ってもらえるよう

に、ロシアの文化事情について紹介する時間ももうける予定です。

シラバス 教科書に沿って授業を進めていきます。後期は、９課から１５課までの文法事項（格の用法、命令形、体の用法、

定動詞・不定動詞、関係代名詞、数詞など）を学びます。ただし初級Ｂはプラクティカル・トレーニングを行うクラスな

ので、テキストや対話に出てきた口語表現や基本単語を覚える作業が中心になります。

副題

教科書 佐藤純一「ロシア語初級クラス（第２版）」（白水社）

参考文献 推薦辞書

初級向け：『博友社 ロシア語辞典』＜改訂新版＞（1995年）

長く使いたい人には：『研究社 ロシア語辞典』、『岩波 ロシア語辞典』

評価方法 学期末の試験と平常点（出席時数、小テストの結果など）を総合して評価します。

備考 語学は日々の積み重ねが重要です。なるべく欠席しないように努力してください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 831/1000 ページ



科目名付クラス名 露語IA(学院クラス) 前期火５上野

科目キー 2800151011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 理恵

年度

授業概要 早稲田高等学院で三年間ロシア語を学んだ一年生を対象としたクラスですが、ロシア語学習歴がある人なら誰で

も受講可能です。基礎的な会話力の育成が目標となります。

授業ではロシアの日常生活をテーマにしたテキストやビデオ教材を用い、リスニングやスピーキングの練習を中心

に、具体的なシチュエーションで使われる口語表現を覚えていきます。その過程で、必要な文法事項の説明や復習

を行ない、それらの文法事項を運用するためのトレーニングをします。ロシアでの旅行にも役立つ内容になっていま

す。

また基礎文法や基本単語も身につけられるので、ロシア語検定試験の準備にも有効です。自分の学力を知るひと

つの方法にロシア語検定試験があります。試験に合格すれば、就職、通訳の際の学力証明にもなります。要望があ

れば、ロシア語検定試験対策も行ないます。

ロシアという国を身近に感じ、興味を持ってもらえるように、ロシアの文化事情について紹介する時間ももうける予

定です（その一環として映画を鑑賞します）。

シラバス 以下のラインナップを予定しています。

１．ガイダンス

２．「自己紹介」（計３回）

３．「道の聞き方」（計２回）

４．「レストランで」（計３回）

５．「買い物の仕方」（計２回）

６．映画鑑賞

副題 ロシア語を話しましょう！

教科書 教場でプリントを配布します。

参考文献 推薦辞書

初級向け：『博友社 ロシア語辞典』＜改訂新版＞（1995年）

長く使いたい人には：『研究社 ロシア語辞典』、『岩波 ロシア語辞典』

評価方法 学期末の試験と平常点（出席時数、小テストの結果など）を総合して評価します。

備考 語学は日々の積み重ねが重要です。できるだけ出席するように心がけてください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 832/1000 ページ



科目名付クラス名 露語IB(学院クラス) 前期水３南平

科目キー 2800151012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南平 かおり

年度

授業概要 ある程度まとまった文章を読みこなせ、新聞やインターネットなどから必要な情報を取り出せることを目標にします。

これまで習得した文法事項の復習、新たな文法事項の学習に関しても本科目では力を入れていきます。読解力のさ

らなる向上を目指すことに重点を置き、さらに、文学、映画、音楽、演劇、舞踊などロシアの文化に関する理解をより

深めていきたいと考えています。

シラバス 本科目は早稲田高等学院出身者を対象にしていますが、初級文法を学習し終えた方にも参加していただけます。基

本的な文法に関しては、適宜復習していきます。さらに、プーシキン、レールモントフなどの１９世紀の作家の作品や

映画、音楽、演劇、舞踊に関する記事や論文のなかから比較的平易な文章を抜粋し、講読していく予定。

副題

教科書 こちらでプリントを配布します。

それ以外に、木村彰一著「ロシア文法の基礎」を使用。

参考文献 辞書や参考文献等については、授業中に適宜お話しします。

評価方法 ･試験について

教場試験を実施。

･成績評価について

平常点を重視（授業内に、小テストを行う場合もある）。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 833/1000 ページ



科目名付クラス名 露語IIA(学院クラス) 後期火５上野

科目キー 2800151013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 理恵

年度

授業概要 露語IA(学院クラス)の履修者を対象としたクラスですが、ロシア語学習歴がある人なら誰でも受講可能です。基礎

的な会話力の育成が目標となります。

授業ではロシアの日常生活をテーマにしたテキストやビデオ教材を用い、リスニングやスピーキングの練習を中心

に、具体的なシチュエーションで使われる口語表現を覚えていきます。その過程で、必要な文法事項の説明や復習

を行ない、それらの文法事項を運用するためのトレーニングをします。ロシアでの旅行にも役立つ内容になっていま

す。

また基礎文法や基本単語も身につけられるので、ロシア語検定試験の準備にも有効です。自分の学力を知るひと

つの方法にロシア語検定試験があります。試験に合格すれば、就職、通訳の際の学力証明にもなります。要望があ

れば、ロシア語検定試験対策も行ないます。

ロシアという国を身近に感じ、興味を持ってもらえるように、ロシアの文化事情について紹介する時間ももうける予

定です（その一環として映画を鑑賞します）。

シラバス 以下のラインナップを予定しています。

１．ガイダンス

２．「飛行機、列車の旅」（計２回）

３．「ホテルで」（計２回）

４．「電話での会話」（計２回）

５．「劇場に行こう！」（計２回）

６．「病院で」（計２回）

７．映画鑑賞

副題 ロシア語を話しましょう！

教科書 教場でプリントを配布します。

参考文献 推薦辞書

初級向け：『博友社 ロシア語辞典』＜改訂新版＞（1995年）

長く使いたい人には：『研究社 ロシア語辞典』、『岩波 ロシア語辞典』

評価方法 学期末の試験と平常点（出席時数、小テストの結果など）を総合して評価します。

備考 語学は日々の積み重ねが重要です。できるだけ出席するように心がけてください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 834/1000 ページ



科目名付クラス名 露語IIB(学院クラス) 後期水３南平

科目キー 2800151014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南平 かおり

年度

授業概要 本科目では、前期に引き続き、基礎的な文法の習得を確実にし、文学作品やロシアの新聞や雑誌を原書で読むこと

を目標とします。

シラバス 前期同様、本科目は早稲田高等学院出身者を対象にしていますが、初級文法を学習し終えた方にも参加していた

だけます。前期に引き続き、プーシキン、レールモントフなどの１９世紀の作家の作品やロシアの新聞、雑誌などから

比較的平易な文章を抜粋し、講読していく予定。

副題

教科書 こちらでプリントを配布します。

それ以外に、木村彰一著「ロシア文法の基礎」を使用。

参考文献 辞書や参考文献等については、授業中に適宜お話しします。

評価方法 ･試験について

教場試験を実施。

･成績評価について

平常点を重視（授業内に、小テストを行う場合もあります）。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 835/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎の数学 化学

科目キー 2800210001

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

授業概要 新課程で削減された内容を独立した科目の中で補填することと、2、 3次元空間の具体例を通して教えることにより、

数学A、Ｂなど大学での数学の理解の基礎を確立することを目的とする。具体的な内容として、平面・空間における

図形と1次変換、複素平面を扱う。高校数学旧課程の内容をもとに、ベクトルの外積なども加え、大学での数学教育

の視点から教える。高校数学とのギャップを埋め、大学数学との関連がスムーズに理解できるよう、数学 A、 Bにつ

ながる内容も丁寧に解説する。

シラバス 次の内容に重点をおき, 演習を交えながら講義を行う.

1. 平面・空間の図形 - 直線と平面の方程式

2. 平面・空間における 1 次変換

3. 空間ベクトルの外積とその応用

4. 複素数と複素平面

5. 集合と写像

副題

教科書 特に指定しない

参考文献

評価方法 レポート, 出席, 定期試験, 中間試験

備考

関連ＵＲＬ: http://tanaka.math.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 836/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎の数学 電生(1)

科目キー 2800210001

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

授業概要 新課程で削減された内容を独立した科目の中で補填することと、2、 3次元空間の具体例を通して教えることにより、

数学A、Ｂなど大学での数学の理解の基礎を確立することを目的とする。具体的な内容として、平面・空間における

図形と1次変換、複素平面を扱う。高校数学旧課程の内容をもとに、ベクトルの外積なども加え、大学での数学教育

の視点から教える。高校数学とのギャップを埋め、大学数学との関連がスムーズに理解できるよう、数学 A、 Bにつ

ながる内容も丁寧に解説する。

シラバス 1 章集合と写像

2 章ベクトルと図形の方程式

2.1 平面ベクトル，空間ベクトル

2.2 ベクトルの外積

2.3 直線，平面の方程式

2.4 円，球の方程式

3 章行列と1 次変換

3.1 1 次変換と行列

3.2 1 次変換の合成

3.3 1 次変換の像

3.4 1 次変換と長さ，面積

4 章複素数

4.1 複素数

4.2 複素平面

4.3 ドモアブルの定理

副題

教科書

参考文献

評価方法 試験と平常点

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/yoneda/in/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 837/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎の数学 電生(2)

科目キー 2800210001

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 英敏

年度

授業概要 数学A，Bにつながる内容を解説する．具体的には，平面・空間における図形と1次変換，複素平面を扱う．

シラバス ・空間の座標

・直線の方程式

・平面の方程式

・円と球

・ベクトルの外積

・1次変換

・1次変換の合成

・複素数

・複素平面

・ド・モアブルの定理

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 838/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎の数学 外国学生

科目キー 2800210001

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺井 伸浩

年度

授業概要 新課程で削減された内容を独立した科目の中で補填することと、2、 3次元空間の具体例を通して教えることにより、

数学A、Ｂなど大学での数学の理解の基礎を確立することを目的とする。具体的な内容として、平面・空間における

図形と1次変換、複素平面を扱う。高校数学旧課程の内容をもとに、ベクトルの外積なども加え、大学での数学教育

の視点から教える。高校数学とのギャップを埋め、大学数学との関連がスムーズに理解できるよう、数学 A、 Bにつ

ながる内容も丁寧に解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 839/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 物理

科目キー 2800210002

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 克久

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には。連立一次方程式、

行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、内積空間、直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルにつ

いて学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面

についても講義する。

シラバス 予定としては以下のように進める．

前期

・行列（定義，演算）

・連立一次方程式の解法

・行列式（順列，余因子，逆行列、クラメルの公式）

後期

・線形空間（一次独立・従属，ベクトル空間，グラムシュミットの直交化など）

・線形写像（次元定理など）

・固有値問題（固有値・固有ベクトル，対角化，三角化）

・２次形式（２次曲線の分類）

副題

教科書 理工系 線形代数，水田義弘著，サイエンス社

参考文献

評価方法 定期試験・レポート・出席状況を総合的に判断する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 840/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 応物

科目キー 2800210002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇田川 誠一

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には。連立一次方程式、

行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、内積空間、直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルにつ

いて学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面

についても講義する。

シラバス 「前期予定」

第１回．履修方法と概論。行列の導入。

第２回．行列の演算：和とスカラー倍および積。

第３回．行列の積の法則：分配法則と結合法則。

第４回．転置行列の概念とその性質。

第５回．いろいろな正方行列の集合と名称。

第６回．正則行列と直交行列。

第７回．ｎ文字の順列の転倒数と順列の符号。

第８回．行列式の定義と３次以下の場合の計算例：サラスの方法。

第９回．行列式の基本性質その１．

第１０回．行列式の基本性質その２．

第１１回．行列式の余因子展開による計算方法。

第１２回．余因子展開の応用その１：ｎ元連立１次方程式で解が１通りに定まる場合について、クラメルの公式を導

く。

第１３回．余因子展開の応用その２：逆行列の公式を導く。または、クラメルの公式を用いて、逆行列の公式を導け

ることを示す。

「後期予定」

第１回． ｎ元連立１次方程式の解法：基本変形と基本行列の概念の導入。

第２回． 掃き出し法のメカニズムと応用。

第３回． 行列の階数の概念の導入。

第４回． 一般のｎ元連立１次方程式の解法：自由度の概念と行列の階数との関連性を見出し一般解を求める方法

を確立する。

第５回． 同次連立１次方程式の解法と基本解の概念の導入。

第６回． ベクトルの１次独立性と１次従属性の概念の導入および１次独立性の判定条件。

第７回． 部分空間（行列の核の場合）および基底と次元の概念の導入およびそれらの求め方。

第８回． 線形写像と線形写像を表す行列。

第９回． 正規直交系の概念とグラム・シュミットの直交化法。

第１０回． 空間ベクトルの外積と応用。行列の固有値と固有ベクトルの概念。

第１１回． 行列の固有値よ固有ベクトルの求め方。同値な行列についての固有値の不変性 および対角化の概念

の導入。

第１２回. 対角化可能な行列の判定条件と計算例：対称行列の対角化。

第１３回. 固有値に重解がある場合の対称行列の対角化と２次形式の理論。

副題

教科書 理工系の「入門線形代数」学術図書出版社

硲野敏博、原 祐子、山辺元雄 共著

参考文献

評価方法 前期１回、後期１回の定期試験により評価する。ただし、自主レポートは随時受け付けるので、内容により加点す

る。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 841/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 応物

科目キー 2800210002

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 842/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 応化(1)

科目キー 2800210002

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 一山 稔之

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には、平面及び空間ベク

トル、数ベクトル、行列、線形写像、連立1次方程式、行列式、固有値と固有ベクトル、内積、行列の標準化等につい

て学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面に

ついても講義する。

シラバス [1] ベクトルと行列

[2] 複素数と複素平面

[3] 内積と外積・平面の方程式

[4] n次元数ベクトル・1次結合と1次従属

[5] 基底と次元・ベクトル空間

[6] 行列の四則演算

[7] 積の結合法則・正則行列・逆行列

[8] 転置行列・対称行列・交代行列・複素行列・エルミート行列

[9] ブロック行列・ベクトルと行列のまとめ

[10] 集合と写像・線形写像・像空間・核空間・線形写像の合成・階数

[11] 連立一次方程式・行列の基本変形

[12] 連立一次方程式の解法と解の存在

[13] 置換・行列式の定義

[14] 行列式の基本性質・行列式の展開

[15] クラーメルの公式・積の行列式・行列式のまとめ

[16] 固有値と固有ベクトル・固有空間

[17] 行列の対角化

[18] 行列の三角化・ケイリー＝ハミルトンの定理

[19] 固有値・固有ベクトルのまとめ

[20] 内積の基本性質・シュミットの正規直交化法・直交補空間

[21] 直交行列・エルミート内積・ユニタリー行列

[22] 実対称行列・正規行列

[23] 実2次形式・エルミート形式

[24] 直交化と正規化のまとめ

副題

教科書 内田伏一・高木斉・剱持勝衛・浦川肇 共著 「線形代数入門」 裳華房

参考文献 授業中、必要に応じて紹介する。

評価方法 評価は定期試験の他に平常点を加味して行う。平常点は授業中にどれだけ真面目に講義や演習に取り組んでいる

かで評価する。私語等で授業に迷惑を掛けた場合は大幅に減点する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 843/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 応化(2)

科目キー 2800210002

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 克正

年度

授業概要 行列、線形写像を中心とする線形代数学は、分野を問わずに利用される数学の基礎的部門の一つで

ある。この科目では、線形代数学について講義する。

シラバス 1 行列 行列とベクトル、基本演算

2 さまざまな行列、正則性と逆行列

3 基本変形、階数

4 連立１次方程式の解法

5 ベクトル空間 実ベクトル空間の定義、部分空間

6 １次独立

7 次元と基底

8 線形写像 線形写像の定義、表現行列

9 核と像

10 行列式 行列式の定義、幾何学的意味

11 行列式の性質、余因子展開

12 固有値問題 固有値・固有ベクトル

13 算出法

14 内積空間 内積、内積空間の定義

15 正規直交基底

16 行列の対角化 対角化可能性

17 対称行列の対角化

18 ２次形式の標準形

副題

教科書 教科書は講義の第１回に指示する。

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポートまたは作品・平常点

備考 講義の内容・進度は変更される場合がある。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 844/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 生医

科目キー 2800210002

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には。連立一次方程式、

行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、内積空間、直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルにつ

いて学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面

についても講義する。

シラバス （1）空間ベクトルと直線，平面のベクトル方程式

（2）行列の定義と演算

（3）平面における線型写像と行列の対応

（4）正則行列，逆行列

（5）行列の基本変形と階数

（6）連立一次方程式への応用

（7）行列式

（8）ベクトル空間の定義

（9）基底と次元，部分空間

（10）線型写像の像と核と次元定理

（11）線型写像の表現行列

（12）固有値と固有ベクトル

（13）行列の対角化

副題

教科書 線型代数入門 齋藤正彦著（東京大学出版）（生協教科書販売部で購入すること）

参考文献

評価方法 平常点，レポート，試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 845/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 電生(1)

科目キー 2800210002

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大豆生田 雅一

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には。連立一次方程式、

行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、内積空間、直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルにつ

いて学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面

についても講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 846/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ１（線形代数） 電生(2)

科目キー 2800210002

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶための数学的なバックグラウンドとして、微分積分学と線形代数学が２本の大きな柱と

なっており、この講義では、その一つである線形代数について基礎から学んでいく。具体的には。連立一次方程式、

行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、内積空間、直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルにつ

いて学習する。また、学科の希望により簡単な線形微分方程式の解法や対称行列の対角化と２次曲線、２次曲面

についても講義する。

シラバス 1. 連立 1 次方程式

2. 行列の定義と演算

3. 正則行列, 逆行列

4. 行列の基本変形

5. 行列式の定義と基本的性質

6. 行列式の展開

7. 平面ベクトル, 空間ベクトル

8. 空間内の直線と平面

9. 線形空間, 基底と次元, 部分空間

10. 内積空間, 正規直交系

11. 線形写像とその行列式

12. 直交行列, 対称行列

13. 固有値,固有ベクトル

副題

教科書 工科系「線形代数」筧三郎(著) サイエンス社/数理工学社

参考文献

評価方法 平常点(出席・レポート) および 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 847/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ２（線形代数） 化学

科目キー 2800210003

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀 梅垣 敦紀

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶためのバックグラウンドとして欠かすことのできない線形代数について基礎から学ぶ。

具体的には、連立一次方程式、行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、部分空間、基底、内積空間、

直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルについて学習するとともに、線形微分方程式や対称行列といった応用

についても学ぶ。また、適宜演習を行って理解を深め、理工学分野の具体的な問題への応用に役立てることができ

るようにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 848/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ａ２（線形代数） 化学

科目キー 2800210003

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀 梅垣 敦紀

年度

授業概要 大学で理工系の学問を学ぶためのバックグラウンドとして欠かすことのできない線形代数について基礎から学ぶ。

具体的には、連立一次方程式、行列、行列式の理論、線形空間や線形写像の概念、部分空間、基底、内積空間、

直交行列や対称行列、固有値、固有ベクトルについて学習するとともに、線形微分方程式や対称行列といった応用

についても学ぶ。また、適宜演習を行って理解を深め、理工学分野の具体的な問題への応用に役立てることができ

るようにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 849/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 応化(1)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊東 裕也

年度

授業概要 各学科の専門科目を受講するにあたり，数学的なバックグラウンド（微分積分学と線形代数学）は不可欠である．微

分積分学は，自然科学を語る「言葉」であり，その意味で現代の科学技術の基礎を支えている．

本講義では，一変数および多変数関数の微分積分学を扱う． 具体的には，一変数関数については数列の極限，級

数，連続関数，1変数関数の微分，テイラーの定理，初等関数の級数展開，積分，有理関数や簡単な無理関数の積

分，広義積分などを学び，多変数関数については偏微分，全微分，多変数合成関数の微分，変数変換と偏微分，

極値問題，多変数関数の積分，重積分の変数変換などを学ぶ．また，学科の希望によっては常微分方程式につい

ても２，３回講義する．

シラバス 前学期

◆連続関数

・実数

・連続関数

・初等関数

・ε-δ論法（講義では必ずしも取り上げない）

◆微分法

・関数の微分

・平均値の定理

・高次の導関数

・テーラーの定理

◆積分法

・定積分と不定積分

・積分の計算

・広義積分

・区分求積法と定積分の応用

後学期

◆偏微分

・多変数の関数

・全微分可能性と合成関数の微分

・高次の偏導関数とテーラーの定理

・陰関数の定理

◆重積分

・重積分

・重積分の変数変換

・線積分とグリーンの定理

・重積分の応用（体積と曲面積）

・ガンマ関数とベータ関数

・広義の重積分（講義では必ずしも取り上げない）

副題

教科書 三宅 敏恒 著『入門 微分積分』(培風館)

参考文献 金子 晃 著『理数系のための基礎と応用 微分積分I』『〃 II 』 (サイエンス社)

小林 昭七 著『微分積分読本』『続微分積分読本』(裳華房)

評価方法 レポートと定期試験による．評価は定期試験を重視する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 850/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 応化(1)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 851/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 応化(2)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

授業概要 先進理工学部の教養として，また後に専門分野で必要となる知識の準備として，微分積分の基礎的事項を教授す

る。

シラバス 0 高校からの接続

1 1変数関数の微分

2 1変数関数の微分の応用

3 1変数関数の積分

4 1変数関数の積分の応用

5 多変数関数の微分

6 多変数関数の微分の応用

7 多変数関数の積分

8 多変数関数の積分の応用

9 級数

副題

教科書 よくわかる微分積分 有馬哲・石村貞夫 東京図書

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 <a href="http://www.waseda.jp/sci/kamoku/1700001611.htm" target="_blank">科目の趣旨</a>

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/yoneda/mb/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 852/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 生医

科目キー 2800210004

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 福島 延久

年度

授業概要 一変数および多変数関数の微分積分学を扱う。 具体的には、一変数関数については数列の極限、級数、連続関

数、1変数関数の微分、テイラーの定理、初等関数の級数展開、積分、有理関数や簡単な無理関数の積分、広義積

分などを学び、多変数関数については偏微分、全微分、多変数合成関数の微分、変数変換と偏微分、極値問題、

多変数関数の積分、重積分の変数変換などを学ぶ。また、学科の希望によっては常微分方程式についても２、３回

講義する。

シラバス １．数と初等関数

２．関数の極限と連続性

３．微分係数と導関数

４．平均値の定理とテーラー展開

５．偏微分とその応用

６．不定積分

７．定積分

８．重積分

副題

教科書 微分積分学講義, 西本敏彦著, 培風館

参考文献

評価方法 定期試験

備考 高校で学習した内容をよく復習しておいて下さい.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 853/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 化学

科目キー 2800210004

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

授業概要 前期には一変数関数の微分積分学を扱う。 具体的には、極限、連続関数、1変数関数の微分、Taylorの定理、初等

関数の級数展開、１変数関数の積分、有理関数や簡単な無理関数の積分の求め方、広義積分などを学ぶ。

後期には多変数関数の微分積分学を扱う。具体的には、偏微分、全微分、合成多変数関数の微分、変数変換と偏

微分、極値問題、重積分（多変数関数の積分）、重積分の変数変換、級数の収束などを学ぶ。

シラバス 前期

(1) 数列の極限

(2) 連続関数

(3) １変数関数の微分

(4) 種々の初等関数の微分

(5) 平均値の定理

(6) 逆関数の微分

(7) 高階の導関数

(8) Taylor展開

(9) 不定積分

(10) 種々の初等関数の積分

(11) 定積分

(12) 広義積分

後期

(1) ２変数関数の連続性

(2) 偏微分

(3) 全微分

(4) 合成関数の微分

(5) 高階の偏導関数

(6) Taylorの定理

(7) 極値問題

(8) 条件付き極値問題

(9) 重積分

(10) 重積分の変数変換

(11) 級数の収束と発散

(12) 整級数

副題

教科書 微分積分概論 （越昭三監修、高橋泰嗣・加藤幹雄著）サイエンス社、1998

参考文献

評価方法 期末試験、中間教場試験、平常点（レポート等）による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 854/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 電生(1)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大野 修一

年度

授業概要 高校でやった「微分積分」をまた履修するのか、

といぶかる人もいるかと思いますが、その「やった気分」のなかの

いい加減さを埋め、更なる理解を目的にします。

その神髄は「多変数」で考えるということです。

シラバス 教科書の目次に従い、前期は1変数の、極限、微分積分を、後期は多変数の場合、偏微分、重積分を行う。

副題

教科書 高橋 泰嗣、加藤 幹雄：微分積分概論 （サイエンス社）

参考文献

評価方法 定期試験による。

備考 高校でやった、と油断せずに、更なる理解を深めましょう。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 855/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 電生(2)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大貫 浩二

年度

授業概要 理工学において重要な微分積分学の講義を行います。

高校では詳しく学ばなかった微分と積分の意味を深く理解し,

応用に役立てられるようになることが目標です。

理解度を確認するため講義中に随時, 演習を行います。

シラバス 前期は1変数の微積分, 後期は多変数の微積分について講義を行います。

-----前期-----------------------

1. 数列と極限

2. 連続関数

3. 1変数関数の微分とその応用

4. 1変数関数の積分とその応用

-----後期-----------------------

5. 多変数関数

6. 多変数関数の微分とその応用

7. 多変数関数の積分とその応用

8. 級数

副題

教科書 必ずしも必要ではないが、講義の構成は以下の本に従います。

概説 微分積分, 加藤久子, サイエンス社

概念や定理の証明など、より詳しく知りたいときは参照してください。

参考文献 学生読書室(52号館地下)に多くの参考書があります。

各自, いろいろな本を参照してください。

例を挙げると

解析概論, 高木貞二, 岩波書店

理工基礎 微分積分学I, II, 足立恒雄, サイエンス社

よくわかる微分積分, 有馬哲・石村貞夫, 東京図書

微分ー積分 -理論と計算-, 郡敏昭, 学術図書出版

理工系の数学入門コース・微分積分, 和達三樹, 岩波書店

同じ内容でも、著者によって書き方がかなり異なります。

ぜひ、いろいろな本をながめて、

自分がわかりやすいと思える本を探してみてください。

評価方法 試験等

備考 何事も自分の頭でよく考え, 常に自分なりの考えを持つこと。

質問はいつでも受け付けます。

わからないことはそのままにしないで, 積極的に質問に来てください。

Waseda-net portalの"授業"の項目にある

Course N@vi

にも連絡事項等を掲載します。

そちらの方も参考にしてください。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 856/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ１（微分積分） 電生(2)

科目キー 2800210004

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 857/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 物理

科目キー 2800210005

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭 郡 敏昭

年度

授業概要 １．関数の微分の意味を理解し、極値問題や曲線の接線との関係を理解する。また級数展開で表される関数の特

別な意味を理解する。微分と積分の計算とその技術に習熟する。

２．平面や空間の上の関数や写像の微分について新しく学ぶ。平面曲線や空間曲線、曲面がどのようなものかを理

解し、その接線や接平面の式を書けるようになる。曲線の長さや曲面積の定義を理解し、実際に計算できるようにな

る。多変数の極値問題への応用を理解する。平面や空間の変数変換を用いて重積分の計算ができるようになる。

シラバス (1)１．多項式の微分、有理関数の微分、根号付き関数の微分、三角関数の微分。微分できる関数の一般的な性

質。

(2)2 . 数列の収束、連続関数、微分の正確な定義。

(3)3. 単調関数の逆関数、対数関数、指数関数の定義と微分。

(4)4 . 平均値の定理、関数の最大値、最小値、グラフの書き方。

(5)5. 級数、収束の判定法。べき級数。

(6)6. テイラー展開。導関数の応用

(7)7. １変数関数の積分。有理関数の積分、部分積分法、漸化式。

(8)8 . 積分の拡張ー広義積分

(9)9 . ルジャンドル多項式、ハミルトン多項式など

(10)10. (平面や空間のなかの領域、その上で定義された関数とその微分の定義ー偏導関数とその応用

(11)11. 曲線や曲面の表示； パラメータ表示、グラフ表示、式表示

(12)12 . 陰関数定理、陰関数定理の応用

(13)13 . 曲面の３種の表示に対応した接平面、法ベクトルの式

(14)14 . 曲面の３種の表示に対応した曲面積の公式

(15)15 . 曲面積の計算

(16)16 . 平面や空間内の領域間の写像、逆写像定理

(17)17 .制限つき極値問題

(18)18 . 変数変換の公式

(19)19.重積分の計算

副題

教科書 教科書：

郡 敏昭：微分ー積分、 理論と計算． 学術図書出版

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・平常点

備考 例年、変数の多い微分に入ると、理解できなくなる人が多くなる。

直線上の関数の微分しかできないようではしょうがないので、大学で新しく学ぶ多変数の微分や曲面積の計算のおも

しろさをわかるため、復習をきちんとすること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 858/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 物理

科目キー 2800210005

科目クラスコード 14

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭 郡 敏昭

年度

授業概要 １．関数の微分の意味を理解し、極値問題や曲線の接線との関係を理解する。また級数展開で表される関数の特

別な意味を理解する。微分と積分の計算とその技術に習熟する。

２．平面や空間の上の関数や写像の微分について新しく学ぶ。平面曲線や空間曲線、曲面がどのようなものかを理

解し、その接線や接平面の式を書けるようになる。曲線の長さや曲面積の定義を理解し、実際に計算できるようにな

る。多変数の極値問題への応用を理解する。平面や空間の変数変換を用いて重積分の計算ができるようになる。

シラバス (1)１．多項式の微分、有理関数の微分、根号付き関数の微分、三角関数の微分。微分できる関数の一般的な性

質。

(2)2 . 数列の収束、連続関数、微分の正確な定義。

(3)3. 単調関数の逆関数、対数関数、指数関数の定義と微分。

(4)4 . 平均値の定理、関数の最大値、最小値、グラフの書き方。

(5)5. 級数、収束の判定法。べき級数。

(6)6. テイラー展開。導関数の応用

(7)7. １変数関数の積分。有理関数の積分、部分積分法、漸化式。

(8)8 . 積分の拡張ー広義積分

(9)9 . ルジャンドル多項式、ハミルトン多項式など

(10)10. (平面や空間のなかの領域、その上で定義された関数とその微分の定義ー偏導関数とその応用

(11)11. 曲線や曲面の表示； パラメータ表示、グラフ表示、式表示

(12)12 . 陰関数定理、陰関数定理の応用

(13)13 . 曲面の３種の表示に対応した接平面、法ベクトルの式

(14)14 . 曲面の３種の表示に対応した曲面積の公式

(15)15 . 曲面積の計算

(16)16 . 平面や空間内の領域間の写像、逆写像定理

(17)17 .制限つき極値問題

(18)18 . 変数変換の公式

(19)19.重積分の計算

副題

教科書 教科書：

郡 敏昭：微分ー積分、 理論と計算． 学術図書出版

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・平常点

備考 例年、変数の多い微分に入ると、理解できなくなる人が多くなる。

直線上の関数の微分しかできないようではしょうがないので、大学で新しく学ぶ多変数の微分や曲面積の計算のおも

しろさをわかるため、復習をきちんとすること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 859/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 応物

科目キー 2800210005

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武 鈴木 武

年度

授業概要 一変数および多変数関数の微分積分学について演習を交えながら学ぶ。 具体的には、一変数関数については数

列の極限、級数、連続関数、微分、導関数、テイラーの定理、初等関数の級数展開、逆関数定理、積分、有理関数

や簡単な無理関数の積分、広義積分などを学び、多変数関数については偏微分、全微分、多変数合成関数の微

分、変数変換と偏微分、極値問題、陰関数定理、多変数関数の積分、重積分の変数変換、整級数関数の項別微

分、項別積分などを学ぶ。

シラバス １．数列の極限

２．関数の極限、連続性

３．級数の収束

４．１変数関数の微分、テイラー展開

５．微分の応用

６．１変数関数の積分

７．積分の応用

８．多変数関数の微分

９．微分可能性

１０．極値問題への応用

１１．多変数関数の積分

１２．広義積分

１３．関数項級数

１４．整級数

１５．陰関数定理、逆写像定理

副題

教科書 鈴木武・山田義雄・柴田良弘・田中和永 共著：理工系のための微分積分１，２

、内田老鶴圃

参考文献 鈴木武・山田義雄・柴田良弘・田中和永 共著：理工系のための微分積分ー問題と解説１，２

評価方法 定期試験、演習、出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 860/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 応物

科目キー 2800210005

科目クラスコード 15

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武 鈴木 武

年度

授業概要 一変数および多変数関数の微分積分学について演習を交えながら学ぶ。 具体的には、一変数関数については数

列の極限、級数、連続関数、微分、導関数、テイラーの定理、初等関数の級数展開、逆関数定理、積分、有理関数

や簡単な無理関数の積分、広義積分などを学び、多変数関数については偏微分、全微分、多変数合成関数の微

分、変数変換と偏微分、極値問題、陰関数定理、多変数関数の積分、重積分の変数変換、整級数関数の項別微

分、項別積分などを学ぶ。

シラバス １．数列の極限

２．関数の極限、連続性

３．級数の収束

４．１変数関数の微分、テイラー展開

５．微分の応用

６．１変数関数の積分

７．積分の応用

８．多変数関数の微分

９．微分可能性

１０．極値問題への応用

１１．多変数関数の積分

１２．広義積分

１３．関数項級数

１４．整級数

１５．陰関数定理、逆写像定理

副題

教科書 鈴木武・山田義雄・柴田良弘・田中和永 共著：理工系のための微分積分１，２

、内田老鶴圃

参考文献 鈴木武・山田義雄・柴田良弘・田中和永 共著：理工系のための微分積分ー問題と解説１，２

評価方法 定期試験、演習、出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 外国学生

科目キー 2800210005

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史 本間 泰史

年度

授業概要 一変数微分積分学と多変数微分積分学を基礎から応用まで学習する．

また，講義内容への理解を深めるために，随時，演習を行う．

シラバス (1)数列と極限，級数

(2)一変数関数の極限と連続性

(3)一変数関数の微分法

(4)初等関数，逆関数，合成関数の微分

(5)テーラーの定理とその応用

(6)一変数関数の積分

(7)初等関数の積分

(8)広義積分及び積分の応用

(9)多変数関数の連続と微分

(10)合成関数の微分，変数変換

(11)テーラーの定理と極値問題

(12)多変数関数の積分と計算

(13)変数変換

(14)広義積分及び積分の応用

副題

教科書 「理工基礎 微分積分学」I, II 足立恒雄著 サイエンス社

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 862/1000 ページ



科目名付クラス名 数学Ｂ２（微分積分） 外国学生

科目キー 2800210005

科目クラスコード 16

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史 本間 泰史

年度

授業概要 一変数微分積分学と多変数微分積分学を基礎から応用まで学習する．

また，講義内容への理解を深めるために，随時，演習を行う．

シラバス (1)数列と極限，級数

(2)一変数関数の極限と連続性

(3)一変数関数の微分法

(4)初等関数，逆関数，合成関数の微分

(5)テーラーの定理とその応用

(6)一変数関数の積分

(7)初等関数の積分

(8)広義積分及び積分の応用

(9)多変数関数の連続と微分

(10)合成関数の微分，変数変換

(11)テーラーの定理と極値問題

(12)多変数関数の積分と計算

(13)変数変換

(14)広義積分及び積分の応用

副題

教科書 「理工基礎 微分積分学」I, II 足立恒雄著 サイエンス社

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 力学Ａ 物理・応物（２）

科目キー 2800220001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 博樹

年度

授業概要 自然界に現れているいろいろな現象は一見互いに無関係のように見える場合が少なくない．物理学はそのような

‘多様な’自然現象を支配している‘少数の’基礎法則を探し出し，それに基づいて自然界を統一的に記述することを

目的としている．大学初学年でこのような理論的枠組みを持つ典型である古典力学を例にとり，力学現象の解析法

を学ぶとともに，物理学のあり方を身につけてもらうことを目的とする．

シラバス (1)第1章 運動学

１-１．ベクトルと座標系

(2)(3) １-２．ベクトルの微分

(4) １-３．簡単な運動の例

第2章 ニュートンの運動法則

２-１．運動の第一法則（慣性の法則）

(5) ２-２．運動の第二法則（運動方程式）

２-３．運動の第三法則（作用反作用の法則）

(6)第3章 質点の運動

３-１．落体の運動

３-２．放物運動

３-３．調和振動と単振動

(7) ３-４．減衰振動と強制振動

(8) ３-５．いろいろな振り子

３-６．単振子の厳密解

(9) ３-７．非線形振動とパラメータ振動

３-８．エネルギー保存則

(10)(11) ３-９．角運動とトルク

３-１０．加速度系における運動方程式とコリオリの力

(12)第4章 質点系の運動

４-１．質点系の定義

４-２．運動方程式

４-３．角運動量

４-４．エネルギー

４-５．エネルギー・運動量保存則と対称性

(13) ４-６．２体問題と惑星の運動，ラザフォード散乱

副題

教科書 教科書：大場一郎･中村 純「理工系の標準力学」（培風館）

参考書：例えば，以下のようなものが挙げられる．

戸田盛和「力学」（岩波），米谷民明「力学」（培風館），原島鮮「力学I」（裳華房），山内恭彦「一般力学」（岩

波），伏見康治「古典力学」（岩波），江沢洋「力学」（日本評論社），ファインマン「力学」（坪井訳）（岩波），バークレイ

物理学コース力学（今井訳）（丸善），フレンチ「MIT物理力学」（橘高他訳）（培風館），ゴールドスタイン「古典力学」

（瀬川他訳）（吉岡），ランダウ・リフシッツ「力学」（東京図書）

参考文献

評価方法 定期試験

備考 この科目は物理学科・応用物理学科の学生を対象とした古典力学の講義であり，他学科の学生にとって内容は必ず

しも易しくないと思われる．他学科の過年度生で再履修を希望するものは，このことを念頭に置くこと．

また後期科目の「力学B 物理・応物（２）」とは実質的に連動しているのでこの科目を履修するものはできるだけ「力学

B 物理・応物（２）」も履修することが望ましい

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％

2011年4月8日 864/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 物理・応物（２）

科目キー 2800220001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 865/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 応物（１）

科目キー 2800220001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/yoshy/lecture/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 866/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 電生

科目キー 2800220001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 867/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 電生(1)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 牧野 浩典 松本 崇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 868/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 電生(1)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 牧野 浩典 松本 崇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 869/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 電生(2)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠原 邦夫 篠原 邦夫 曽田 康秀

曽田 康秀

年度

授業概要 力学は早い時期に完成された理論的体系であり、自然科学の種々の分野のさきがけとなった学問である。力学Ａ、

力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）では、一般力学を体系的に扱い、物理学に馴染みのない学生が、力学の

学習を通して、物理的な考え方を習得することを目標としたい。演習の時間が設けられているので、自ら練習問題に

積極的に取り組み、学習効果を十分に上げられるよう心がけて欲しい。

シラバス 運動の法則

（１）運動（空間と時間、速度、加速度）

（２）運動の法則

（３）運動量と力積

（４）一次元の運動

（５）二次元の運動

（６）仕事と運動エネルギー

（７）惑星の運動（I）ケプラーの法則

（８）惑星の運動（II）中心力と平面局座標

（９）惑星の運動（III）万有引力

（10）角運動量と力のモーメント

副題

教科書 講義は、戸田盛和著「力学」（岩波書店、物理入門コース１）

演習は、戸田盛和・渡辺慎介著「例解力学演習」（岩波書店、物理入門コース/演習１）

を利用する予定である。

参考文献

評価方法 試験、演習を総合して評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 870/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ａ 電生(2)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠原 邦夫 篠原 邦夫 曽田 康秀

曽田 康秀

年度

授業概要 力学は早い時期に完成された理論的体系であり、自然科学の種々の分野のさきがけとなった学問である。力学Ａ、

力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）では、一般力学を体系的に扱い、物理学に馴染みのない学生が、力学の

学習を通して、物理的な考え方を習得することを目標としたい。演習の時間が設けられているので、自ら練習問題に

積極的に取り組み、学習効果を十分に上げられるよう心がけて欲しい。

シラバス 運動の法則

（１）運動（空間と時間、速度、加速度）

（２）運動の法則

（３）運動量と力積

（４）一次元の運動

（５）二次元の運動

（６）仕事と運動エネルギー

（７）惑星の運動（I）ケプラーの法則

（８）惑星の運動（II）中心力と平面局座標

（９）惑星の運動（III）万有引力

（10）角運動量と力のモーメント

副題

教科書 講義は、戸田盛和著「力学」（岩波書店、物理入門コース１）

演習は、戸田盛和・渡辺慎介著「例解力学演習」（岩波書店、物理入門コース/演習１）

を利用する予定である。

参考文献

評価方法 試験、演習を総合して評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 871/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 物理・応物（２）

科目キー 2800220003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 872/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 応物（１）

科目キー 2800220003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 873/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 電生

科目キー 2800220003

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 874/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 電生(1)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一 田崎 秀一 牧野 浩典

牧野 浩典

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 875/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 電生(1)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一 田崎 秀一 牧野 浩典

牧野 浩典

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 876/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠原 邦夫 篠原 邦夫 曽田 康秀

曽田 康秀

年度

授業概要 力学は早い時期に完成された理論的体系であり、自然科学の種々の分野のさきがけとなった学問である。力学Ａ、

力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）では、一般力学を体系的に扱い、物理学に馴染みのない学生が、力学の

学習を通して、物理的な考え方を習得することを目標としたい。演習の時間が設けられているので、自ら練習問題に

積極的に取り組み、学習効果を十分に上げられるよう心がけて欲しい。

シラバス 質点系の力学と相対運動

（１）２体問題

（２）質点系における運動エネルギーと角運動量

（３）剛体の運動（I）固定軸をもつ剛体の運動

（４）剛体の運動（II）慣性モーメント

（５）剛体の運動（III）コマの歳差運動

（６）相対運動（I）重心系と実験室系

（７）相対運動（II）座標変換と回転座標系

（８）相対運動（III）運動座標系に対する運動方程式

（９）相対運動（IV）地球表面近くでの運動

副題

教科書 講義は、戸田盛和著「力学」（岩波書店、物理入門コース１）

演習は、戸田盛和・渡辺慎介著「例解力学演習」（岩波書店、物理入門コース/演習１）

を利用する予定である。

参考文献

評価方法 試験、演習を総合して評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 877/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠原 邦夫 篠原 邦夫 曽田 康秀

曽田 康秀

年度

授業概要 力学は早い時期に完成された理論的体系であり、自然科学の種々の分野のさきがけとなった学問である。力学Ａ、

力学Ｂ 電生(2)（物理未履修者用クラス）では、一般力学を体系的に扱い、物理学に馴染みのない学生が、力学の

学習を通して、物理的な考え方を習得することを目標としたい。演習の時間が設けられているので、自ら練習問題に

積極的に取り組み、学習効果を十分に上げられるよう心がけて欲しい。

シラバス 質点系の力学と相対運動

（１）２体問題

（２）質点系における運動エネルギーと角運動量

（３）剛体の運動（I）固定軸をもつ剛体の運動

（４）剛体の運動（II）慣性モーメント

（５）剛体の運動（III）コマの歳差運動

（６）相対運動（I）重心系と実験室系

（７）相対運動（II）座標変換と回転座標系

（８）相対運動（III）運動座標系に対する運動方程式

（９）相対運動（IV）地球表面近くでの運動

副題

教科書 講義は、戸田盛和著「力学」（岩波書店、物理入門コース１）

演習は、戸田盛和・渡辺慎介著「例解力学演習」（岩波書店、物理入門コース/演習１）

を利用する予定である。

参考文献

評価方法 試験、演習を総合して評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 878/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 化学

科目キー 2800220005

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸

年度

授業概要 物体の運動を規定する基本法則とその応用を学ぶ。力学は、物理学の中で基礎的な地位を占め、物理学の典型的

な考え方や方法に基づいて構築されている。修得することは、他分野の理解にも重要な役割を果たす。授業では、

始めに基本となる法則を概説し、続いて質点および質点系の運動を具体的に議論する。運動の法則を理解し、その

適用方法に習熟することが目的である。

シラバス 1. 運動学

1.1 速度と加速度

1.2 運動量と角運動量

2. 運動の法則

2.1 力

2.2 基本三法則

3. 質点の力学

3.1 直線上の運動

3.2 振動

3.3 平面上の運動

3.4 中心力による運動

3.5 仕事とエネルギー

4. 質点系の力学

4.1 二体問題

4.2 全運動量と全角運動量

4.3 相対運動

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「理工系の標準力学」大場一郎・中村純（培風館）

力学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べばよ

い。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 879/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 応化(1)

科目キー 2800220005

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 880/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 生医

科目キー 2800220005

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 落合 萌

年度

授業概要 物理学の根幹を成すのが力学と電磁気学である。とりわけ力学は物理学の学習プログラムで常に最初に配置され

ることからも推しはかれるように、後で学ぶであろう科学・技術分野のあらゆる場面ですぐさま役立つように準備され

なくてはならない。

物理学はなかなかとりつき難く、分かりにくいと言われるが、このような先入観は別にしても、もし初歩の学習段階で

このように感じた経験があったとしたなら、その理由はいったい何だったのだろう。処方箋はどんなものなのだろう

か。

１ 自然とのかかわり合いは数式で書き表されることが多いが、そのため内容の言葉による説明になじめなかった

り、それが不十分だったりしたためではないだろうか。物理学とくに力学では現象を厳密かつ簡潔に表現するため

に、数式は便利な道具として多用され、その議論のさいには欠かせない役割を果たしている。しかし、この道具を使

うにはそれ以前に自然現象の表している意味・背景を言葉で捉え、出来ることならモデルを仮定し可視化する作業

をしておくのが望ましい。本講義では数式だけでなく図やモデルを援用して定性的な説明をより充実することに努め

る。この試みは解決の糸口になると信じている。

２ 自然界に起こっている現象はたとえそれが我々にとって単純に映ることがあっても、じつはなかなか正体を見せ

てくれないものだ。衣が大きすぎてその現象を引き起こしているもっとも本質的な部分が見透し難いのだ。正体つま

り中身は同じでも衣によって見た目が化けてしまい、これは我々人間という生き物にも言える事だが、同じ理由に

よって起こっている現象とは思えなくなってしまうのだ。ここに自然現象に対する注意深さが必要とされる。これを見

抜いて、現象の本質を見つけ出すことができれば、そしてそのように問題意識を持つことが、物理学になじむ近道で

はないだろうか。これを物理的センスを磨くというのかもしれない。大学の講義は楽しいばかりではないかもしれない

が、ここでは物理学の魅力について大学一般教養のレベルをそのままに、最新のトピックスもおりまぜ、力学の本質

的な部分を分かり易くお話しし、あわよくばそれに便乗して物理的センスとやらも感じていただけたら幸いである。

シラバス １ 力学を学ぶために用意しておく事柄、約束事、単位系、座標系

２ なぜはじめに質点なのか、力はどんな働きをするか

３ 質点に働く力のつりあい

４ 基準座標系、ガリレイ変換

５ 運動の第1法則

６ 速さと速度

７ 再び力そして加速度

８ 運動の第2法則と運動方程式

９ 作用・反作用の法則

１０ 力積と運動量、速度も大切だがなぜ運動量なのか

１１ 角運動量

１２ 仕事とエネルギー

１３ 落体の運動、放物運動

１４ 単振動、強制振動

１５ 抵抗力を伴う運動

１６ 運動方程式の積分、再び仕事とエネルギー、運動エネルギー、位置エネルギー、エネルギー保存則

１７ 質点系の扱い

１８ 剛体の力学

副題

教科書 指定しない

参考文献 必要な場合教場で指定する

評価方法 定期試験AND/OR教場試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 881/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 生医

科目キー 2800220005

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 882/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 応化（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限～６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松永 康 中村 博樹

年度

授業概要 ニュートン力学の基礎法則の理解をねらいとし、質点・剛体の力学の初歩を扱う。必要な数学は、ベクトル解析、微

分方程式であるが、これらはその都度解説を行いながら道具として使う。物理の基本法則は驚くほど簡潔に定式化

される。それらの美しさと意味を感じてもらいたい。一般論に徹するのではなく、随時身近な基礎法則の応用例を取

り上げて講義する予定である。

シラバス 1 位置・速度・加速度

2 ベクトル、放物運動

3 力、ニュートンの運動方程式

4 等速円運動、単振動、仕事

5 エネルギー(1) 仕事と運動エネルギー

6 エネルギー(2) ポテンシャルエネルギー・エネルギー保存側

7 中間試験

8 粒子系、剛体に対する運動の法則

9 運動量の保存、衝突

10 回転（１） 角速度、角加速度、慣性モーメント

11 回転(２) 角運動量、固定軸周りの剛体の運動

12 重力

副題

教科書 物理学の基礎 [1]力学

ハリディ・レスニック・ウォーカー 共著 野崎光昭 監訳 培風館

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポート（作品を含む）・平常点・(定期試験およびレポート・出席点)

備考 講義と演習の両方に必ず出席すること。毎回宿題を出すので解答を次週にレポートとして提出すること。なお実験（理

工学基礎実験1A）の解説も行う。本科目は高校において物理IIを履修してこなかった者を対象とする。

金曜５時限（講義）、６時限（演習）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 883/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 生医（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220006

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸 松本 崇

年度

授業概要 物体の運動を規定する基本法則とその応用を学ぶ。力学は、物理学の中で基礎的な地位を占め、物理学の典型的

な考え方や方法に基づいて構築されている。修得することは、他分野の理解にも重要な役割を果たす。授業では、

始めに基本となる法則を概説し、続いて質点および質点系の運動を具体的に議論する。運動の法則を理解し、その

適用方法に習熟することが目的である。

シラバス 1. 運動学

1.1 速度と加速度

1.2 運動量と角運動量

2. 運動の法則

2.1 力

2.2 基本三法則

3. 質点の力学

3.1 直線上の運動

3.2 振動

3.3 平面上の運動

3.4 中心力による運動

3.5 仕事とエネルギー

4. 質点系の力学

4.1 二体問題

4.2 全運動量と全角運動量

4.3 相対運動

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「理工系の標準力学」大場一郎・中村純（培風館）

力学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べばよ

い。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 884/1000 ページ



科目名付クラス名 力学Ｃ 生医（物理未履修者用クラス）

科目キー 2800220006

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸 松本 崇

年度

授業概要 物体の運動を規定する基本法則とその応用を学ぶ。力学は、物理学の中で基礎的な地位を占め、物理学の典型的

な考え方や方法に基づいて構築されている。修得することは、他分野の理解にも重要な役割を果たす。授業では、

始めに基本となる法則を概説し、続いて質点および質点系の運動を具体的に議論する。運動の法則を理解し、その

適用方法に習熟することが目的である。

シラバス 1. 運動学

1.1 速度と加速度

1.2 運動量と角運動量

2. 運動の法則

2.1 力

2.2 基本三法則

3. 質点の力学

3.1 直線上の運動

3.2 振動

3.3 平面上の運動

3.4 中心力による運動

3.5 仕事とエネルギー

4. 質点系の力学

4.1 二体問題

4.2 全運動量と全角運動量

4.3 相対運動

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「理工系の標準力学」大場一郎・中村純（培風館）

力学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べばよ

い。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 885/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎電磁気学 化学

科目キー 2800220007

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸

年度

授業概要 電磁気現象を規定する基本法則とその適用の仕方を学ぶ。電磁気学は、物理学の基本的な分野であると共に、現

代の科学技術に広く応用されている。 修得することは、種々の自然科学を理解する上にも有用である。授業では、

まず静的な電場と磁場を考察し、その後一般的な電磁場の理論を議論する。電磁気の法則と考え方を体系的に理

解することが目的である。

シラバス 1. 電荷と電場

1.1 電荷に働く力

1.2 電場の記述

1.3 導体と誘電体

1.4 静電場のエネルギー

2. 電流と磁場

2.1 電荷の流れ

2.2 磁場の記述

2.3 電流による磁場

2.4 磁性体

3. 一般の電磁場

3.1 基本法則

3.2 電磁誘導

3.3 電磁波

3.4 電磁場のエネルギー

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「電磁気学I,II」長岡洋介（岩波書店）

電磁気学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べ

ばよい。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 886/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎電磁気学 応化

科目キー 2800220007

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 887/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎電磁気学 生医

科目キー 2800220007

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 落合 萌

年度

授業概要 電磁気学は力学とともに物理学の土台を成す重要な役割を担っている。電磁気学も力学同様かならずしも取り付き

やすい科目ではないが、その体系のつくりおよび完成度の美しさは熱力学とならび魅力的である。

電磁気学はその名のとおり電気現象と磁気現象を、そしてそのつながりを議論するのだが、なかなかなじみにくい部

分が多いといわれる。

マクスウエル方程式が主役で、これは力学の運動方程式に相当する役割を果たしている。ところが力学における運

動方程式がプログラムの中で比較的早い時点で履修されるのとは異なり、マクスウエル方程式はかなり話が進んだ

時点から学習される。

電磁気学は発展の経緯によりその体系は複数に分類できて、それぞれの流儀に都合のよい四種類の単位系が使

われてきた。電磁気学はマクスウエルによりいまの体系が確立され、これらの単位系もそれに伴いmksA系（四元単

位系とも呼ばれる）に整理統合された。さらに昨今はSI単位系に発展し、国際的に広く採用されるようになった。本講

義ではSI単位系に従って話を進める。議論の内容によっては歴史的に他の単位系のほうが便利なことがある。この

場合はSI単位系にこだわらない。

力学においては我々の日常生活上で実感できる現象を扱うことは多い。この事実と比べると、電磁気学ではそこで

扱われるべき現象を意識し、視認できることはほとんどあるまい。我々の五感に直接触れる現象あるいはその部分

が少ない。ただずまいが地味で、間口が狭く奥が見通しにくいが内部は深く広い学問である、と言っても過言ではあ

るまい。電気現象だの磁気現象ではないかと思わせられることすらない場合が少なくないのだ。下手をすれば、木を

見て森を見ず。一部を見て、電磁気学とはこれだ、と思い込む危険すらあるように思える。

本講義では、電磁気学に特徴的な現象を図や例えを用いて、身近にひきよせ、できるだけ平易に話を進め、その考

え方に慣れてもらいつつ全体像がつかめるように配慮する。

シラバス １ はじめに準備する事柄、約束事 電磁気学の体系、SI単位系

２ 静電気

３ 静電力、静電場。遠隔作用論、近接作用論。

４ クローンの法則

５ 場というもの

６ 電荷のつくる電場、電気双極子のつくる電場

７ ガウスの法則

８ 仕事とエネルギー

９ 電位と仕事のかかわり合いおよび電圧

１０ 電気容量、電流、コンデンサー

１１ 静磁場

１２ 磁石による磁場

１３ 電気双極子、磁荷

１４ 磁気におけるクーロンの法則

１５ 電流による磁場。アンペールの法則。ローレンツ力

１６ 電磁誘導。ファラデーの法則。コイル

１７ 時間変動をする電場と磁場

１８ マクスウエル方程式

副題

教科書 指定しない

参考文献 必要な場合教場で指定する

評価方法 定期試験AND/OR教場試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 888/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎電磁気学 応化（未履修者）

科目キー 2800220008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限～６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松永 康 高野 光則

年度

授業概要 電磁気学の基礎法則の理解をねらいとする。今日我々の生活に欠かせない家電や通信機器もその基礎は電磁気

学の４つの基本法則（マクスウエル方程式）に集約される。しかしながらいきなりマクスウエル方程式から講義を行う

のは１年時の基礎学力では困難である。逆に電磁気現象から基礎法則がどのように導き出されたかに注目して解

説する。物理の仕掛けの一端を身近な応用例を取り上げて講義する予定である。

シラバス 1 電荷

2 電場、ガウスの法則（１）

3 電位、ガウスの法則（２）

4 導体、キャパシタ

5 中間試験

6 定常電流

7 磁場 アンペールの法則（１）

8 電流が作る磁場 アンペールの法則（２）

9 電磁誘導（１）

10 電磁誘導（２）

11 電磁気の振動、 交流回路

12 電磁波

13 後期予備日

副題

教科書 物理学の基礎 [3]電磁気学

ハリディ・レスニック・ウォーカー 共著 野崎光昭 監訳 培風館

参考文献

評価方法 定期試験・教場試験・レポート（作品を含む）・平常点・(定期試験およびレポート・出席点)

備考 講義と演習の両方に必ず出席すること。毎回宿題を出すので解答を次週にレポートとして提出すること。なお実験（理

工学基礎実験1B）の解説も行う。本科目は高校において物理IIを履修してこなかった者を対象とする。

金曜５時限（講義）、６時限（演習）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 基礎電磁気学 生医（未履修者）

科目キー 2800220008

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸 大瀧 昌子

年度

授業概要 電磁気現象を規定する基本法則とその適用の仕方を学ぶ。電磁気学は、物理学の基本的な分野であると共に、現

代の科学技術に広く応用されている。 修得することは、種々の自然科学を理解する上にも有用である。授業では、

まず静的な電場と磁場を考察し、その後一般的な電磁場の理論を議論する。電磁気の法則と考え方を体系的に理

解することが目的である。

シラバス 1. 電荷と電場

1.1 電荷に働く力

1.2 電場の記述

1.3 導体と誘電体

1.4 静電場のエネルギー

2. 電流と磁場

2.1 電荷の流れ

2.2 磁場の記述

2.3 電流による磁場

2.4 磁性体

3. 一般の電磁場

3.1 基本法則

3.2 電磁誘導

3.3 電磁波

3.4 電磁場のエネルギー

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「電磁気学I,II」長岡洋介（岩波書店）

電磁気学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べ

ばよい。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 基礎電磁気学 生医（未履修者）

科目キー 2800220008

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸 大瀧 昌子

年度

授業概要 電磁気現象を規定する基本法則とその適用の仕方を学ぶ。電磁気学は、物理学の基本的な分野であると共に、現

代の科学技術に広く応用されている。 修得することは、種々の自然科学を理解する上にも有用である。授業では、

まず静的な電場と磁場を考察し、その後一般的な電磁場の理論を議論する。電磁気の法則と考え方を体系的に理

解することが目的である。

シラバス 1. 電荷と電場

1.1 電荷に働く力

1.2 電場の記述

1.3 導体と誘電体

1.4 静電場のエネルギー

2. 電流と磁場

2.1 電荷の流れ

2.2 磁場の記述

2.3 電流による磁場

2.4 磁性体

3. 一般の電磁場

3.1 基本法則

3.2 電磁誘導

3.3 電磁波

3.4 電磁場のエネルギー

副題

教科書 特定の教科書は使用しない。

参考文献 「電磁気学I,II」長岡洋介（岩波書店）

電磁気学を学習するための書物は種々あるが、物理学的内容に大きな相違は無い。各自の学習方式に即して選べ

ばよい。

評価方法 期末試験を評価し、６０点以上を合格とする。

備考 講義内容の理解を深めるために、復習として問題演習を行うことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物理学概論 （物理学A 教職向け）

科目キー 2800220011

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 荒船 次郎

年度

授業概要 １．授業の目的と到達度

物理学の基礎を一通り学ぶことが目的である。内容は従って広く、通常の物理の基礎の（１）力学、から始まって、

（２）電磁気学、（３）熱・統計力学、（４）現代物理学（量子力学、相対性理論）をカバーする。基礎なので高等学校の

物理とのつながりを考慮して（５）波動、を電磁気学の後に加える。現代物理学は最後に学ぶ。

物理学は少ない基本原理から、様々な現象を説明・理解する。そのような学習から、どのような分野に進んでも基礎

知識として役立ち、新しい問題に取り組める力になれば幸いである。

２．関連する科目との関係

学生諸君は力学と電磁気学は別途の講義を受けると思われるので、やや、簡潔に入門的だが基礎的なことに絞ろ

うと思う。

３．授業の方法

講義形式である。

シラバス 講義内容

１．力学

ニュートンの３法則の理解と使えることを目的とする。

１）数学的な準備、質点の運動の記述

２）運動方程式----ニュートンの３法則

３）仕事とエネルギー

４）万有引力と惑星の運動

５）剛体の運動----独楽は何故倒れないか

２. 液体・流体の力学

１）静水圧の性質---パスカルの原理、アルキメデスの原理

２）流水の性質---ベルヌイの法則

３）粘性のある流体

３．電磁気学

１）電流---オームの法則、キルヒホッフの法則

２）電流と磁場---磁場と力、ビオバールの法則、アンペールの法則

(ア)荷電粒子と電場---コンデンサー、RC回路

(イ)振動する電磁場---誘導起電力、、ファラデーの法則、LC回路

３）アンペールの法則

４）マクスウェルの方程式

５）物質中の電磁場

４．波動・電磁波・光

１）波動

２）電磁波

３）光

５．熱学

１）熱力学第一法則---熱エネルギー、温度とは、理想気体

２）熱力学第二法則---可逆過程と非可逆過程、エントロピー

３）統計力学---エントロピー

６．現代物理学

１）相対性理論----E=mc2 、ローレンツ変換

２）原子 -----半古典論、相補性原理

３）量子力学----シュレーディンガー方程式、パウリ原理

４）黒体輻射---光子、ボーズ統計

副題

教科書 講義内容のプリントを用意するが、ほぼ、

阿部龍蔵・川村清「物理学」（サイエンス社、1700円＋税, 1988年初版）の内容に沿って進む。もっと詳しくは、例え

ば、原康夫「物理学通論」I, II (学術図書出版社、1800円x2, 1988年初版)がある。

参考文献

評価方法 前期末の中間試験と後期末の期末試験の成績を基につける。途中に小テストを数回行うが、これは成績には関係

授業の到達目標

2011年4月8日 892/1000 ページ



科目名付クラス名 物理学概論 （物理学A 教職向け）

科目キー 2800220011

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

年度

なく、理解を深めるためである。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ａ 生医（化学未履修者用クラス）

科目キー 2800230001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿島 長次

年度

授業概要 "高校の化学未履修者およびそれに準ずる学生を対象とし、化学B1 &#8211; B4, Cを履修するために必要な、高校

の化学の基礎から大学受験程度までの内容を講義する。生物の組織の内部に起こる化学についても言及する。"

シラバス 第1週 宇宙化学 化学的知見を基に、地球外生物の概観を想像し、地球上の生物の合理性を考える。

第2週 イオン結合 周期律表を原子の状態で解説し、イオン結合をあわせて説明する。

第3週 共有結合 共有結合を電子の状態で概念的に解説する。炭素の原子価、正四面体構造なども解説する。

第4週 炭素原子と分子の構造各種の元素間の結合エネルギーをまとめ、炭素の原子価、正四面体構造など分子

の概念を解説する。

第5週 多重結合 ２重結合、３重結合を電子の状態で説明し、それらの結合の化学反応性も解説する。

第6週 芳香族化合物 ベンゼンの安定性を電子の状態で説明し、電子の共鳴を解説する。

第7週 物質の三態 固体、液体、気体に３態を考え、熱力学の概念を解説する。

第8週 反応の機構 結合の開裂様式、反応を支配する因子、反応の種類など化学反応を概説する。

第9週 酸、塩基 反応の平衡を考え、酸、塩基の概念を説明し、酸の強さを支配する要素、酸を抑える方法を解

説する。

第10週 求核性、求電子性試薬の性質から有機化学反応における選択性の源を探る。

第11週 有機化合物の反応付加、脱離の３種の代表的な有機化学反応を解説する。

第12週 酸化、還元 酸化、還元の概念を説明し、生活に関係する酸化、還元反応を解説する。

第13週 水素結合 水素結合の概念を説明し、水の特異な性質を考えながら生体反応との関係を解説する。

副題

教科書 鹿島長次著｢宇宙の生物を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/etchemistry/index.html）

鹿島長次著｢人間の贅沢を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/WasteChem/index.html）

鹿島長次著｢我が家の食べ物を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/FoodsChem/index.html）

参考文献

評価方法 授業中の小テストと期末試験、評価基準は小テストが30％、期末試験が70％。

備考 質問などは授業終了後またはE-Mailにて受け付けます。

関連ＵＲＬ: http://www.geocities.jp/choji_kashima/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ａ 電生（化学未履修者用クラス）

科目キー 2800230001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿島 長次

年度

授業概要 "高校の化学未履修者およびそれに準ずる学生を対象とし、化学B1 &#8211; B4, Cを履修するために必要な、高校

の化学の基礎から大学受験程度までの内容を講義する。生物の組織の内部に起こる化学についても言及する。"

シラバス 第1週 宇宙化学 化学的知見を基に、地球外生物の概観を想像し、地球上の生物の合理性を考える。

第2週 イオン結合 周期律表を原子の状態で解説し、イオン結合をあわせて説明する。

第3週 共有結合 共有結合を電子の状態で概念的に解説する。炭素の原子価、正四面体構造なども解説する。

第4週 炭素原子と分子の構造各種の元素間の結合エネルギーをまとめ、炭素の原子価、正四面体構造など分子

の概念を解説する。

第5週 多重結合 ２重結合、３重結合を電子の状態で説明し、それらの結合の化学反応性も解説する。

第6週 芳香族化合物 ベンゼンの安定性を電子の状態で説明し、電子の共鳴を解説する。

第7週 物質の三態 固体、液体、気体に３態を考え、熱力学の概念を解説する。

第8週 反応の機構 結合の開裂様式、反応を支配する因子、反応の種類など化学反応を概説する。

第9週 酸、塩基 反応の平衡を考え、酸、塩基の概念を説明し、酸の強さを支配する要素、酸を抑える方法を解

説する。

第10週 求核性、求電子性試薬の性質から有機化学反応における選択性の源を探る。

第11週 有機化合物の反応付加、脱離の３種の代表的な有機化学反応を解説する。

第12週 酸化、還元 酸化、還元の概念を説明し、生活に関係する酸化、還元反応を解説する。

第13週 水素結合 水素結合の概念を説明し、水の特異な性質を考えながら生体反応との関係を解説する。

副題

教科書 鹿島長次著｢宇宙の生物を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/etchemistry/index.html）

鹿島長次著｢人間の贅沢を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/WasteChem/index.html）

鹿島長次著｢我が家の食べ物を化学する｣（http://www.geocities.jp/choji_kashima/FoodsChem/index.html）

参考文献

評価方法 授業中の小テストと期末試験、評価基準は小テストが30％、期末試験が70％。

備考 質問などは授業終了後またはE-Mailにて受け付けます。

関連ＵＲＬ: http://www.geocities.jp/choji_kashima/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ｂ１ 物理・応物(1)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 幸夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ｂ１ 物理・応物(2)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ｂ１ 電生(1)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 一成

年度

授業概要 物理化学系の基礎項目とそれに関連した現代化学のトピックスについて講義する。

シラバス １ 基礎知識の確認のための講義（基礎知識確認のための資料を事前に配布する。）

２ 物質の構成単位としての原子の性質

２．１ 原子の構造

原子スペクトル、電子の波動性、Schr&ouml;dingerの波動方程式、原子オービタル、電子配置、周期律表など

２．２ 元素の性質

イオン化ポテンシャル、電子親和力など

３ 物質の構成要素としての分子、イオンの性質

３．１ 化学結合はどのように形成されるか

分子軌道法、結合の種類、結合の方向性、混成軌道、多重結合、共役系など

３．２ 分子の構造と性質

結合の極性と電気陰性度、van der Waals力など

４ 光による分子の観察

４．１ スペクトロスコピー

光の発光と吸収、振動スペクトル、電子スペクトル

５ 現代化学のトピックス（その１）

”福井謙一博士とフロンティア電子論”など

６ 理想気体から超臨界状態まで

６．１ 気体の状態と諸法則

６．２ 理想気体の運動論モデル

６．３ 実在気体とvan der Waalsの状態方程式

７ ”無から有は生じない”---熱エネルギーを含んだエネルギー保存則---

７．１ 熱力学の第一法則と熱化学

７．２ 仕事、熱、内部エネルギー

７．３ 第一法則

８ 物質の変化に伴う熱エネルギーの出入

８．１ エンタルピーと比熱

８．２ 断熱変化

８．３ 熱化学

９ 現代化学のトピックス（その２）

”白川英樹博士と導電性高分子”など

１０ 自然界（＝物質）の変化はどのように進行するか

１０．１ 熱力学の第二法則とエントロピー

１０．２ 自発変化の方向

１０．３ エントロピーと第二法則

１１ 物質の状態（固体、液体、気体）間のつりあいはどのように決まるか

１１．１ 自由エネルギー

１１．２ 純物質の化学ポテンシャルと相平衡

１１．３ 混合の熱力学と溶液の化学ポテンシャル

１１．４ 化学平衡

１２ 物質の化学変化はどのように進行するか

１２．１ 化学反応速度

１２．２ 一次反応と二次反応

１２．３ 複雑な反応（連鎖反応、酵素反応など）

１３ 電池

１３．１ 電気化学反応の熱力学

１３．２ 半電池と単極電池

１３．３ 濃淡電池

副題

教科書 開講時に指示する。

参考文献 開講時に指示する。

評価方法 定期試験・レポート・出席点

授業の到達目標

2011年4月8日 898/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｂ１ 電生(1)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 899/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｂ１ 電生(2)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗栖 安彦

年度

授業概要 物理化学系の基礎科目とそれに関連した現代化学のトピックスについて講義する。

シラバス 第１週 基礎知識の確認のための講義（基礎知識確認のための資料を事前に配布）

第２週 ２ 物質の構成単位としての原子の性質

２．１ 原子の構造 原子スペクトル，電子の波動性，Schreodingerの波動方程式，原子オービタル，電子配置，周期

律表

２．２ 元素の性質 イオン化ポテンシャル，電子親和力

第３週 ３ 物質の構成要素としての分子，イオンの性質

３．１ 化学結合はどのようにして形成されるか 分子軌道法，結合の種類，結合の方向性，混成軌道，多重結合，

共役系

３．２ 分子の構造と性質 結合の極性と電気陰性度，van der Waals力

第４週 ４ 光による分子の観察 ４．１ スペクトロスコピー 光の発光と吸収，振動スペクトル，電子スペクトル

第５週 現代化学のトピックス（その１）”福井謙一博士とフロンティア電子論”

第６週 ６ 理想気体から超臨界状態まで

６．１ 気体の状態と諸法則

６．２ 理想気体の運動論モデル

６．３ 実在気体とvan der Waalsの状態方程式

第７週 ７ ”無から有は生じない”?熱エネルギーを含んだエネルギー保存則

７．１ 熱力学の第一法則と熱化学

７．２ 仕事，熱，内部エネルギー

７．３ 第一法則

第８週 ８ 物質の変化に伴う熱エネルギーの出入

８．１ エンタルピーと比熱

８．２ 断熱変化

８．３ 熱化学

第９週 現代化学のトピックス（その２）”白川英樹博士と導電性高分子”

第１０週 １０ 自然界（＝物質）の変化はどのように進行するか

１０．１ 熱力学の第二法則とエントロピー

１０．２ 自発変化の方向

１０．３ エントロピーと第二法則

第１１週 １１ 物質の状態（固体，液体，気体）間のつりあいはどのように決まるか

１１．１ 自由エネルギー

１１．２ 純物質の化学ポテンシャルと相平衡

１１．３ 混合の熱力学と溶液の化学ポテンシャル

１１・４ 化学平衡

第１２週 １２ 物質の化学変化はどのように進行するか

１２．１ 化学反応速度

１２．２ 一次反応と二次反応

１２．３ 複雑な反応（連鎖反応，酵素反応）

第１３週 １３．１ 電池

１３．２ 電気化学反応の熱力学

１３．３ 半電池と単極電池

１３．４ 濃淡電池

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 定期試験，平常点（出席），レポートなどを勘案して評価する。

備考 各自講義ノートをつくること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験 ％

2011年4月8日 900/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｂ１ 電生(2)

科目キー 2800230002

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 901/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｂ２ 生医

科目キー 2800230003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 902/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｂ３ 生医

科目キー 2800230004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永澤 明

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 903/1000 ページ



科目名付クラス名 化学Ｃ 生医（化学未履修者用クラス）

科目キー 2800230005

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山ノ井 孝

年度

授業概要 有機化学、無機化学及び物理化学の全般に渡る基礎的な内容についての講義を行う。

シラバス （１）原子と分子

（２）化学結合

（３）物質の状態

（４）化学反応

（５）無機化学

（６）有機反応

（７）有機化合物

（８）天然有機化合物及び高分子化合物

副題

教科書 一般化学 （長島弘三、富田功著 裳華房）

参考文献

評価方法 定期試験と平常点で評価する。

備考 山ノ井 孝（tyama@noguchi.or.jp）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学Ｃ 外国学生

科目キー 2800230005

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 幸夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命科学概論Ａ 化学

科目キー 2800240001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡 中西 卓也 合田 亘人

井上 貴文

年度

授業概要 これまで十分な生物学教育を高等学校で受けなかった学生対象が、少しでも生命の神秘に興味を持ってもらうため

に設けられた科目である。また、本講義では、我々ほ乳類だけでなく幅広い生命体の活動、日常生活の場でも良く

耳にする遺伝子改変生物の現状と未来や最先端医療の基盤を支える最新科学テクノロジーについてもできるだけ

分かりやすく紹介する。さらに、本講義は、細胞生物学など今後より高いレベルの講義の履修を考えている学生に

も、生命科学に対して十分な基礎知識をつけてもらうための登竜門と考えてほしい。

シラバス １．４月１２日 生命と生命科学 （合田）

生命とは何かについて触れつつ、分子、細胞、臓器、個体レベルで扱う生命科学の学問について考える。また、本

講義全体のねらいや評価方法、勉強方法についても説明する。

２．４月１９日 遺伝 （合田）

遺伝の法則、遺伝子と染色体、組換え、性や形質、体質

３．４月２６日 細胞の構造と各部の役割 （合田）

基本細胞構造、原核生物と真核生物、動物細胞と植物細胞、細胞小器官の構造と機能、細胞膜の構造と機能

４．５月１０日 生命活動とエネルギー （中西）

エネルギー代謝、ミトコンドリア、クエン酸回路、解糖系、電子伝達系

５．５月１７日 生命の誕生から死まで （井上）

生殖、発生、分化、分化の誘導、老化、死

６．５月２４日 生物の進化 （井上）

分子および細胞レベルにみる進化現象に焦点をあてる。

７．５月３１日 環境と生物１ （常田）

生態系、物質循環、生物間相互作用、様々な環境の生態系

８．６月７日 環境と生物２ （常田）

生態系と物質収支、生体系の保全、環境バイオテクノロジー、遺伝子組換え生物とリスク管理

９．６月１４日 食物と生物 （常田）

食物連鎖、発酵、遺伝子組換え食品、食糧問題

１０．６月２１日 資源・エネルギーと生物 （中西）

化石資源、バイオマス、エネルギー循環、生物・遺伝子資源

１１．６月２８日 バイオテクノロジーと医療 （合田）

ゲノム計画、ゲノムの特徴、ポストゲノムと生命科学

１２．７月５日 生命科学と医療 （井上）

疾患（がん、血管障害、感染症）、生命科学の最先端（移植医療、再生医学、遺伝子治療）、生と死

副題

教科書 なし

参考文献 一般的な生物学・細胞生物学の教科書、例えば「基礎から学ぶ生物学・細胞生物学」著

和田進 羊土社

評価方法 平常点、定期試験

備考 生命科学概論Aと生命科学概論Bの単位を両方修得することは認められない

担当責任者：合田亘人

E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命科学概論Ｂ 経営・生医

科目キー 2800240002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司 石井 義孝 井上 貴文

年度

授業概要 生物を履修していない学生と履修している学生を対象とした教養的な科目。生命科学や医療に関心のある学生対

象：主として細胞レベルから生命現象を理解し、その理解に基づいた先端のバイオテクノロジーや医療に関する

キーワードが理解できる程度の学力を身に付けることをねらいとしている。

シラバス 1. 4月13日 「生命と生命科学」 生命とは何かについて触れつつ、分子、細胞、臓器、個体レベルで扱う生命科学の

学問について考える。また、本講義全体のねらいや評価方法、勉強方法についても説明する。（武岡）

2. 4月20日「細胞の構造と各部の役割」 細胞の構造、原核細胞と真核細胞の違い、動物細胞と植物細胞の違い、細

胞小器官の構造と役割、細胞膜の構造と役割 （武岡）

3. 4月27日「組織・器官の構造」 循環、各効果器、各受容器、各臓器の構造と機能など、いろいろな器官を知る。

（井上）

4. 5月11日「遺伝と遺伝物質」 遺伝物質であるDNAの構造、複製、遺伝の仕組みについて知る。 （石井）

5. 5月18日「生命活動とエネルギー」 エネルギー代謝、ミトコンドリア、クエン酸回路、解糖系、電子伝達系 （石井）

6. 5月25日「発生と分化」 生殖、発生、分化、分化の誘導、老化の機構を知る。 （井上）

7. 6月1日「生物と環境」 生態系の理解し、その保全を考える。個体群と生物群集、物質・エネルギー収支と循環、生

命倫理とリスク管理 （武岡）

8. 6月8日「食物・エネルギー・資源」 食物連鎖、発酵、食品産業、遺伝子組換え食品、食糧問題、エネルギー循環、

化石資源、バイオマス （武岡）

9. 6月22日「遺伝子工学の基礎」 組み換え技術の基礎を知る。 （武岡）

10. 6月29日「先端バイオテクノロジー」 ゲノム計画、ゲノムの特徴、ポストゲノムと生命科学 （井上）

11. 7月6日「生命科学と医療１」 疾患（がん、血管障害、感染症） （井上）

12. 7月13日「生命科学と医療２」 生命科学の最先端（移植医療、再生医学、遺伝子治療）、生と死。 （井上）

副題

教科書 なし

参考文献 一般的な生物学・細胞生物学の教科書、例えば「基礎から学ぶ生物学・細胞生物学」著

和田進 羊土社

評価方法 平常点、定期試験

備考 生命科学概論Aと生命科学概論Bの単位を両方修得することは認められない

担当責任者：井上貴文

E-mail:inoue.t@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 細胞生物学Ａ 物理・応物

科目キー 2800240003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 21世紀の科学技術は生命科学がほとんど必ずといって良いほどキーワードとして関連してくる。物理学は、その研

究対象の中心はかつでは「物」であったが、解析手法やコンピュータの発展もあって、今では「生き物」が最も興味深

い対象の１つとなりつつある。一方、技術面においても、マイクロ・ナノテクノロジー分野は遺伝子診断や生体分子機

械などに展開され、また、ロボティクスの分野では生物に学ぶ制御機構の研究が盛んになってきた。このように、基

盤となる学問分野がなんであれ、今や「生命科学」は、基礎知識として欠かせない学問となった。

この授業では、高等学校で「生物学」を専門として履修してこなかった学生を対象に、生物とは何かを学ぶ。そのた

めには、生物の体を作り上げている細胞の機能、すなわち細胞生物学の基本的理解が欠かせない。ここでは細胞

の営みについて、一通り理解することを重点に講義を進め、物理学との関わりについても言及する。

シラバス １）細胞とは

細胞を作り上げている細胞の諸器官について学ぶ。原核生物の細胞と真核生物の細胞の違いを理解する。細胞は

多種多様であるという特徴を有するが、細胞の統一性と多様性を理解する。

２）細胞の化学成分

生物は化学反応で働くシステムであるので、化学結合の理解につとめる。また、細胞内の化合物は、糖、脂肪酸、ア

ミノ酸、ヌクレオチドに4種類に属するが、これらの構成要素でできる多糖、脂肪、タンパク質、核酸要素であることを

理解する。

３）細胞のエネルギー

細胞が生きていくために必要なエネルギーをどのようにして得ているかについて理解する。この場合、酵素による触

媒反応や同化や異化と呼ばれる細胞の代謝についても理解する。

４）、５）タンパク質の構造と機能

タンパク質のアミノ酸配列から、高次構造にいたるまで、タンパク質の構造と機能の理解をする。

６）DNAの構造と機能

染色体、遺伝子、DNAの基本的な理解と、DNAの構造について理解する。DNAの自己複製やDNAの修復について

の基礎知識を学ぶ。

７）DNAからタンパク質へ

DNAからRNAさらにタンパク質へと、転写、翻訳といったセントラルドグマを理解する。また、RNAワールドについても

理解する。DNA操作や遺伝子発現調節については、分子生物学で別途学ぶ。

８）膜の構造

人工リン脂質二重層による膜構造、イオンチャンネルやポンプさらに受容体といった膜タンパクの構造・性質を理解

する。

９）膜を通した輸送

運搬体タンパク質の働きや、イオンチャンネルと膜電位や活動電位の発生について理解する。さらに神経細胞特有

のイオンチャンネルとシグナル伝達機構についても理解する。

１０）細胞骨格

細胞を形成の基本となる、フィラメントの働きを理解し、筋収縮に関わるアクチンとミオシンのフィラメントの滑走につ

いて知る。さらに微小管の物質移動にかかわるモータータンパクについて理解する。

１１）細胞分裂

細胞の増殖に関わる、細胞分裂について理解する。真核細胞の細胞周期特異的な４つの時期の意味を理解し、有

糸分裂や減数分裂も知る。

１２）細胞周期の調節

細胞周期は厳密な調節系で制御されているが、これらの調節系に関わる酵素反応系の理解と共に、その異常であ

る、ガン化の機構やプログラム死（アポトーシス）を理解する。

副題

教科書

参考文献 Essential 細胞生物学 南江堂

評価方法 レポート、試験

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/atsuko_ta/LOCAL/CellBio07.h

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％

2011年4月8日 908/1000 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学Ａ 物理・応物

科目キー 2800240003

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 909/1000 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学Ａ 電生(1)

科目キー 2800240003

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 910/1000 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学Ａ 電生(2)

科目キー 2800240003

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 911/1000 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学Ａ 電生(3)

科目キー 2800240003

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 912/1000 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学Ｂ 化学・生医

科目キー 2800240004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 横内 裕子 竹山 春子 仙波 憲太郎

大島 登志男

年度

授業概要 本講義では、細胞、組織、生体における様々な分子メカニズムを分子生物学的見地からより深く掘り下げて習得す

ることを目的とする。さらに、生命科学の飛躍的な進歩を司ってきた最先端バイオテクノロジーに関しても解説する。

生命科学概論のアドバンスコースとして位置づけられる内容である。

シラバス 回数

日程（木曜日１限目）テーマねらい、キーワード講義担当

1回目

９月２７日イントロ・生物学の基本・生物の進化と多様性 授業に関して・生物学の歴史・成り立ち（分類・進化・遺伝

など）・生態系と進化のしくみ、多様性の種類と保全など 竹山

2回目

１０月４日細胞のプロフィール 細胞と細胞小器官の構造・機能など 横内

3回目

１０月１１日何が細胞の形や機能を決めているか DNAやタンパク質の構造や働きについて 横内

4回目

１０月１８日細胞が生きて活動していくために代謝経路によるエネルギーや物質の産生など 竹山

5回目

１０月２５日タンパク質が細胞のさまざまな活動を担う タンパク質の種類や機能・動態など 竹山

6回目

１１月８日多細胞生物への道１（細胞間の情報交換） 細胞接着と、シグナル伝達のしくみなど 仙波

7回目

１１月１５日多細胞生物への道２（細胞の数を増やす） DNAの複製と修復、細胞周期と体細胞分裂など 仙波

8回目

１１月２２日多細胞生物への道３（個体の数を増やす・発生と分化） 減数分裂と受精、個体の発生のしくみなど 大

島

9回目

１１月２９日個体を守る免疫のシステム 免疫にかかわる、血球細胞や抗体の機構など 大島

10回目

１２月６日生きること、死ぬこと（細胞の再生と死、個体の死） 幹細胞やアポトーシス、老化やガンなどの病気と遺

伝子の関係など仙波

11回目

１２月２０日個体としてのまとまり（外部環境を認識し、内部環境を調節する） ホメオスタシス、神経系と感覚の受容

のしくみなど 大島

12回目

１月１０日 補講

副題

教科書 基礎から学ぶ生物学・細胞生物学 和田 勝著 羊土社

参考文献 一般的な生物学・細胞生物学の教科書

評価方法 平常点、定期試験

備考 担当責任者：竹山春子

E-mail：haruko-takeyama@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 913/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ａ Iブロック

科目キー 2800250001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃 鷲尾 方一 菅野 重樹

石原 浩二 大島 忠平 大江 親臣

木野 邦器 趙 福來 勝藤 拓郎

鹿島 長次 木村 一宇 久保 葉子

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 914/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ａ IIブロック

科目キー 2800250001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌 伊藤 紘一 鷹野 正利

角田 頼彦 中井 浩巳 鵜飼 一彦

松田 梓 岩崎 秀雄 林 久治

久保 葉子 神崎 夏子 難波 征太郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 915/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ａ IIIブロック

科目キー 2800250001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎 石原 浩二 宗田 孝之

川原田 洋 庄子 習一 菊田 敏輝

中田 雅久 宇高 勝之 栗原 進

常田 聡 桜井 捷海 安部 文敏

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 916/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ａ IVブロック

科目キー 2800250001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘 菊田 敏輝 木村 臣司

鈴木 一成 岡田 卓也 師 啓二

齋藤 俊和 篠原 邦夫 吉川 昭

大山 俊行 林 久治 岡野 俊行

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 917/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ａ Vブロック

科目キー 2800250001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫 長谷部 信行 武岡 真司

菊田 敏輝 大江 親臣 北川 盈雄

田崎 秀一 寺沢 和洋 柴田 高範

山崎 義弘 山口 正 大山 俊行

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 918/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ｂ Iブロック

科目キー 2800250002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃 伊藤 紘一 鷲尾 方一

菅野 重樹 大島 忠平 菊田 敏輝

大江 親臣 木野 邦器 佐々木 幸夫

趙 福來 勝藤 拓郎 鹿島 長次

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 919/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ｂ IIブロック

科目キー 2800250002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌 石原 浩二 中村 真一

鷹野 正利 菊田 敏輝 鵜飼 一彦

渡邊 亮 柴田 高範 松田 梓

岩崎 秀雄 林 久治 木村 一宇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 920/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ｂ IIIブロック

科目キー 2800250002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊池 順 石渡 信一 古川 行夫

鹿又 宣弘 川原田 洋 庄子 習一

菊田 敏輝 宇高 勝之 栗原 進

常田 聡 桜井 捷海 安部 文敏

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 921/1000 ページ



科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ｂ IVブロック

科目キー 2800250002

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳 木村 臣司 鈴木 一成

岡田 卓也 師 啓二 齋藤 俊和

篠原 邦夫 吉川 昭 林 久治

岡野 俊行 久保 葉子 福島 靖孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理工学基礎実験１Ｂ Vブロック

科目キー 2800250002

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限～５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 多田 愈 長谷部 信行 武岡 真司

中田 雅久 大江 親臣 北川 盈雄

寺沢 和洋 山崎 義弘 山口 正

久保 葉子 小出 隆規 福島 靖孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 923/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー ８クラス（月１）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 関口 信行

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 924/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー ９クラス（月２）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 盛川 浩志

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 925/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １０クラス（火１）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 理

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 926/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １１クラス（火２）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河原井 茂義

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 927/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １２クラス（火５）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 05

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小笠原 義仁

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 928/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １３クラス（水１）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 06

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 盛川 浩志

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 929/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １４クラス（水３）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 07

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河原井 茂義

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 930/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １５クラス（水２）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 08

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 瀧本 幸男

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 931/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １６クラス（木２）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 09

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河原井 茂義

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 932/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １７クラス（木４）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 10

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森 一富

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 933/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １８クラス（木５）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 11

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 和宏

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 934/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー １９クラス（金１）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 12

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 大輔

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 935/1000 ページ



科目名付クラス名 コンピュータリテラシー ２０クラス（金５）

科目キー 2800260001

科目クラスコード 13

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 眞鍋 尚

年度

授業概要 本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.情報ツール活用術の習得

研究発表において必要となる「テーマ設定」、「概要書作成」、「研究発表」、「論文作成」という一連の流れを、授業で

の演習および課題作成を通して体験することで、文書整形・表計算／データ処理・数値計算・プレゼンテンーション

ツール等を「ツール」として活用するための知識・手法（情報ツール活用術）を習得する。

2.文書表現・プレゼンテーション技術の習得

授業では「研究発表」、「論文作成」という演習・課題作成を通して、『効果的に相手に伝える』文章・文書表現技術・

プレゼンテーション技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1-5週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;研究発表の手順

&#61548;有意義な情報検索手法

&#61548;電子メール、Word、Excelなどの使い方

2. 数値・数式処理ツール（第6-7週）

&#61548;コンピュータを利用した計算手法について

&#61548;MATHEMATICA等を利用した数値数式処理演習

3. 文書整形ツール（第8-9週）

&#61548;効果的に相手に伝える文書表現手法

&#61548;LaTeX操作、手法

&#61548;PostscriptやＰＤＦへのファイル変換

4. プレゼンテーション（第10週）

&#61548;論文作成の手順と論理的表現

&#61548;効果的に相手に伝えるプレゼンテーション手法

5. 発表・討論（第11-12週）

&#61548;発表、質疑応答

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、および課題（レポート・プレゼンテーション）の総合評価。

備考 【課題】

(1)電子メール、Word文書作成および提出。

(2)表計算ソフト演習および結果の提出。

(3)Mathematica計算演習結果の提出

(4)論文作成およびPowerPointの提出。

(5)PowerPointによる発表

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 936/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング入門 電生１クラス（月２）

科目キー 2800260002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 「Cプログラミング入門」，「Cプログラミング」を通し，C言語によるプログラミングの技術をUNIX系オペレーティングシ

ステム（OS）の上で習得することを目指す．「Cプログラミング入門」はその初級レベルとして位置づける．

授業は「簡単なプログラムを書く・読む能力を身につける」ことに重点をおく．授業では毎回テーマを与える．授業の

前半ではテーマに沿って講義を行いプログラミングに対する基礎知識を身につける．授業の後半では演習を行い，

テーマに沿ったプログラムを作成することで書く能力を身につける．また，授業では毎回課題を出題する．

シラバス 1. UNIX系OSになれる（第1回 ─ 第2回）

─ この授業では，OSとしてUNIX系のOSであるLinuxを使用する．

そこでまず，コマンド操作による作業の進め方や，プログラミングを

行う上で必要となるエディタの使い方等を習得する．

第1回 講義概要

第2回 Linuxの基本

2. プログラミングの基礎を身につける（第3回 ─ 第12回）

─ 毎回一つのテーマを取り上げ，それに沿った講義と演習を行う．

第3回 C言語の初歩（1）

第4回 C言語の初歩（2）・条件分岐

第5回 繰り返し

第6回 配列

第7回 関数

第8回 乱数・数学ライブラリ

第9回 ポインタ

第10回 ファイル入出力

第11回 文字と文字列

第12回 復習

副題

教科書 授業中に指示

参考文献

評価方法 出席状況および課題により評価する．

備考

関連ＵＲＬ: http://www-it.sci.waseda.ac.jp/CPR1/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 937/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング入門 電生２クラス（木４）

科目キー 2800260002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中谷 祐介

年度

授業概要 「Cプログラミング入門」，「Cプログラミング」を通し，C言語によるプログラミングの技術をUNIX系オペレーティングシ

ステム（OS）の上で習得することを目指す．「Cプログラミング入門」はその初級レベルとして位置づける．

授業は「簡単なプログラムを書く・読む能力を身につける」ことに重点をおく．授業では毎回テーマを与える．授業の

前半ではテーマに沿って講義を行いプログラミングに対する基礎知識を身につける．授業の後半では演習を行い，

テーマに沿ったプログラムを作成することで書く能力を身につける．また，授業では毎回課題を出題する．

シラバス 1. UNIX系OSになれる（第1回 ─ 第2回）

─ この授業では，OSとしてUNIX系のOSであるLinuxを使用する．

そこでまず，コマンド操作による作業の進め方や，プログラミングを

行う上で必要となるエディタの使い方等を習得する．

第1回 講義概要

第2回 Linuxの基本

2. プログラミングの基礎を身につける（第3回 ─ 第12回）

─ 毎回一つのテーマを取り上げ，それに沿った講義と演習を行う．

第3回 C言語の初歩（1）

第4回 C言語の初歩（2）・条件分岐

第5回 繰り返し

第6回 配列

第7回 関数

第8回 乱数・数学ライブラリ

第9回 ポインタ

第10回 ファイル入出力

第11回 文字と文字列

第12回 復習

副題

教科書 授業中に指示

参考文献

評価方法 出席状況および課題により評価する．

備考

関連ＵＲＬ: http://www-it.sci.waseda.ac.jp/CPR1/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 938/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング入門 電生３クラス（水１）

科目キー 2800260002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 「Cプログラミング入門」，「Cプログラミング」を通し，C言語によるプログラミングの技術をUNIX系オペレーティングシ

ステム（OS）の上で習得することを目指す．「Cプログラミング入門」はその初級レベルとして位置づける．

授業は「簡単なプログラムを書く・読む能力を身につける」ことに重点をおく．授業では毎回テーマを与える．授業の

前半ではテーマに沿って講義を行いプログラミングに対する基礎知識を身につける．授業の後半では演習を行い，

テーマに沿ったプログラムを作成することで書く能力を身につける．また，授業では毎回課題を出題する．

シラバス 1. UNIX系OSになれる（第1回 ─ 第2回）

─ この授業では，OSとしてUNIX系のOSであるLinuxを使用する．

そこでまず，コマンド操作による作業の進め方や，プログラミングを

行う上で必要となるエディタの使い方等を習得する．

第1回 講義概要

第2回 Linuxの基本

2. プログラミングの基礎を身につける（第3回 ─ 第12回）

─ 毎回一つのテーマを取り上げ，それに沿った講義と演習を行う．

第3回 C言語の初歩（1）

第4回 C言語の初歩（2）・条件分岐

第5回 繰り返し

第6回 配列

第7回 関数

第8回 乱数・数学ライブラリ

第9回 ポインタ

第10回 ファイル入出力

第11回 文字と文字列

第12回 復習

副題

教科書 授業中に指示

参考文献

評価方法 出席状況および課題により評価する．

備考

関連ＵＲＬ: http://www-it.sci.waseda.ac.jp/CPR1/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 939/1000 ページ



科目名付クラス名 Javaプログラミング入門 電生１クラス（木４）

科目キー 2800260004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 克久

年度

授業概要 「簡単なプログラムを読む・書く能力を身につける」ことに重点を置き、専門分野におけるプログラミング技術習得を

目指す上での初級科目と位置づける。本科目は、以下3項目の習得を目標として授業を進める。

1.プログラミングを知る

プログラミング・言語の基礎知識を学ぶ。今後自分自身の研究分野において「なぜプログラミングが必要なのか？」

を考える。各自の学習目標を明確に意識づける。

2.プログラミング基礎能力の習得

各学習項目において、実際のプログラムを読み、必要に応じて修正する（書く）ことを繰り返すことで、構文を理解で

きるプログラミング基礎能力を習得する。

3.プログラミング実践力の習得

各学習項目で学んだ内容を踏まえ、活用性の高い事例を選定し実際にプログラムを作成する。演習を通して、デー

タ構造の設計、プログラミング、デバッグというプログラミングの行程を経験し、プログラミング実践力の習得を目指

す。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;プログラミング、プログラム言語について

2. プログラムを読む（第2-8週）

プログラムの事例を提示し、そのプログラムがどのような機能を持ったものかを解読する。

&#61548;変数・標準入出力

&#61548;条件分岐

&#61548;繰り返し・配列

&#61548;関数

&#61548;ポインタ

&#61548;構造体等

3. プログラムを書く（第9-10週）

&#61548;プログラム作成演習

4. プログラムのデバッグ、改良（第11-12週）

『3.プログラムを書く』で作成したプログラムから新たな問題や機能を発見し、改良を加える。

&#61548;デバッグ方法の理解

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 各学習項目に関する演習。（2-3回程度）。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 940/1000 ページ



科目名付クラス名 Javaプログラミング入門 電生２クラス（水１）

科目キー 2800260004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 貴之

年度

授業概要 「簡単なプログラムを読む・書く能力を身につける」ことに重点を置き、専門分野におけるプログラミング技術習得を

目指す上での初級科目と位置づける。本科目は、以下3項目の習得を目標として授業を進める。

1.プログラミングを知る

プログラミング・言語の基礎知識を学ぶ。今後自分自身の研究分野において「なぜプログラミングが必要なのか？」

を考える。各自の学習目標を明確に意識づける。

2.プログラミング基礎能力の習得

各学習項目において、実際のプログラムを読み、必要に応じて修正する（書く）ことを繰り返すことで、構文を理解で

きるプログラミング基礎能力を習得する。

3.プログラミング実践力の習得

各学習項目で学んだ内容を踏まえ、活用性の高い事例を選定し実際にプログラムを作成する。演習を通して、デー

タ構造の設計、プログラミング、デバッグというプログラミングの行程を経験し、プログラミング実践力の習得を目指

す。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;プログラミング、プログラム言語について

2. プログラムを読む（第2-8週）

プログラムの事例を提示し、そのプログラムがどのような機能を持ったものかを解読する。

&#61548;変数・標準入出力

&#61548;条件分岐

&#61548;繰り返し・配列

&#61548;関数

&#61548;ポインタ

&#61548;構造体等

3. プログラムを書く（第9-10週）

&#61548;プログラム作成演習

4. プログラムのデバッグ、改良（第11-12週）

『3.プログラムを書く』で作成したプログラムから新たな問題や機能を発見し、改良を加える。

&#61548;デバッグ方法の理解

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

各学習項目に関する演習。（2-3回程度）。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 941/1000 ページ



科目名付クラス名 Javaプログラミング入門 電生３クラス（月２）

科目キー 2800260004

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 克久

年度

授業概要 「簡単なプログラムを読む・書く能力を身につける」ことに重点を置き、専門分野におけるプログラミング技術習得を

目指す上での初級科目と位置づける。本科目は、以下3項目の習得を目標として授業を進める。

1.プログラミングを知る

プログラミング・言語の基礎知識を学ぶ。今後自分自身の研究分野において「なぜプログラミングが必要なのか？」

を考える。各自の学習目標を明確に意識づける。

2.プログラミング基礎能力の習得

各学習項目において、実際のプログラムを読み、必要に応じて修正する（書く）ことを繰り返すことで、構文を理解で

きるプログラミング基礎能力を習得する。

3.プログラミング実践力の習得

各学習項目で学んだ内容を踏まえ、活用性の高い事例を選定し実際にプログラムを作成する。演習を通して、デー

タ構造の設計、プログラミング、デバッグというプログラミングの行程を経験し、プログラミング実践力の習得を目指

す。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;プログラミング、プログラム言語について

2. プログラムを読む（第2-8週）

プログラムの事例を提示し、そのプログラムがどのような機能を持ったものかを解読する。

&#61548;変数・標準入出力

&#61548;条件分岐

&#61548;繰り返し・配列

&#61548;関数

&#61548;ポインタ

&#61548;構造体等

3. プログラムを書く（第9-10週）

&#61548;プログラム作成演習

4. プログラムのデバッグ、改良（第11-12週）

『3.プログラムを書く』で作成したプログラムから新たな問題や機能を発見し、改良を加える。

&#61548;デバッグ方法の理解

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

各学習項目に関する演習。（2-3回程度）。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 942/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング 電生１クラス（月２）

科目キー 2800260005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 943/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング 電生２クラス（木２）

科目キー 2800260005

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中谷 祐介

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 944/1000 ページ



科目名付クラス名 Cプログラミング 電生３クラス（水１）

科目キー 2800260005

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 久保 隆徹

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Javaプログラミング 電生１クラス（木２）

科目キー 2800260007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 克久

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Javaプログラミング 電生２クラス（水１）

科目キー 2800260007

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 拓也

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Javaプログラミング 電生３クラス（月２）

科目キー 2800260007

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 克久

年度

授業概要 実践的なプログラミング演習を多く取り入れ、プログラミング技術習得を目指す上でのアドバンスト科目と位置づけ

る。本科目は、以下2項目の習得を目標として授業を進める。

1.実践的プログラミング技術の習得

「プログラミング入門」で学んだ内容を踏まえて、科学技術計算処理、データの加工等、実践的事例を取り入れ、プロ

グラミング技術の向上を目標とする。

2.プログラミングにおける総合的知識・技術の習得

本科目では、作品を完成させる演習を行う。演習を通して、設計・開発・評価というソフトウェア開発における一連の

工程を実践することで、プログラミングにおける総合的知識・技術を習得する。

シラバス 1. イントロダクション（第1週）

&#61548;授業の進め方

&#61548;ソフトウェア設計手法について

2. 実践的プログラミング演習（第2-6週）

&#61548;IEEE754浮動小数点数規格

&#61548;線形計算

&#61548;補間、数値積分と自動微分

&#61548;非線形方程式の数値解法

&#61548;微分方程式の数値解法等

3. ソフトウェア開発手法（第7-12週）

&#61548;制作工程について(仕様の確定、設計、開発、評価)

&#61548;プログラミング開発環境

&#61548;基本設計

&#61548;詳細設計

&#61548;開発

&#61548;評価

&#61548;制作発表

&#61548;授業総評

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、試問および課題評価。

備考 【課題】

(1)「実践的プログラミング演習」学習項目に関する演習。（1-2回程度）

(2)作品製作・発表。（1回）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理工文化論

科目キー 2800510001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 １時限～２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

授業概要 新入生のみなさんにぜひ履修していただきたい授業、それが「理工文化論」である。

２０世紀は、人類史上最も「理工文明」の栄えた時代であった。

２１世紀に人類に課された命題は、その成果をいかに人間に回帰するかにある。

すなわち、２１世紀は「理工文明」から「理工文化」への転換の時代であると言っても過言ではない。

各界のオピニオン・リーダーでもある理工教授陣に加えて、学外の著名な科学者・文化人がそれぞれの立場から

「理工文化」への熱い思いを語る。

新入生が、今後、理工で学ぶための強いモティベーションを与える魅力溢れる講義である。

専門分野に留まることなく、自らの視野を広げ、幅広い知識を得たいと考えている意欲ある諸君には必見の授業で

ある。

意欲ある学生諸君の積極的な履修を期待している！

シラバス 4月14日（土）1・2限

橋本 周司 早稲田大学 理工学術院長

テーマ ： 理工文化論序説 ー夢の実現から夢の創造へー

シラバス： 「理工系離れ」といわれて久しいが、科学技術が今日の社会と文化を

支えているのは厳然とした事実であり、その重要性は今後も変わることは

ないだろう。ここでは、ロボットやメディア技術を中心に最近の研究を

紹介し、新しい科学技術の拡がりと地平を展望する。

浦 環 東京大学 生産技術研究所教授

テーマ ： 自律型海中ロボットを作り深海を探る

シラバス： 海は地球の７割を覆い、平均水深は3,800ｍ。

人を簡単には寄せ付けない海中は、気候を支配し、生物や石油、

鉱物資源の宝庫である。

火山活動が活発な島孤海盆、全長70,000kmにもおよんで地表が

湧きだしている大山脈が横たわる。

深い海底を観察し、開発するには、鉄腕アトムのよう な自律型

海中ロボットが必要である。

最新鋭のロボット「r2D4」の製作からインド洋中央海嶺への潜航まで、

海底観測の新展開をお話する。

4月21日（土）1・2限

河合 素直 早稲田大学 基幹理工学部長 兼 研究科長

テーマ ： 新しい時代の科学技術の社会とのかかわりを考える

シラバス： 文明の潮流に科学技術が大きなかかわりをもって久しくなる。

そして、科学技術は種々の意味で人類の可能性を大きく広げると同時に、

人類の多くの夢を現実のものとし、、いわゆる豊かな社会の実現に大きく

貢献してきた。

しかしがら、その反動として地球環境問題をはじめとする負の遺産に直面

することにもなった。

このような時代状況における科学技術の社会とのかかわりを考えることに

したい。

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 理工文化論

科目キー 2800510001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 １時限～２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

山川 宏 早稲田大学 創造理工学部長 兼 研究科長、理工学術院,副学術院長

テーマ ： 宇宙構造物の話題

シラバス： 宇宙に関連する構造物は一般に宇宙構造物と呼ばれている。

宇宙構造物は微小重力が作用、放射線等の暴露、太陽光の照射など

地上構造物とは大きく異なる条件下の構造物である。

宇宙構造物は、ロケット、スペースシャトルなどの輸送手段としての

宇宙構造物と人工衛星や宇宙ステーションなどの特定のミッションを

目的とする宇宙構造物とに分類される。

ここでは後者の人工衛星や宇宙ステーション主対象にしてその歴史を

少し交えながら最近の話題を紹介する。

5月26日（土）1・2限

堀越 佳治 早稲田大学 先進理工学部 電気・情報生命工学科 教授

テーマ ： 光ファイバー通信とナノエレクトロニクス

シラバス： 光通信は光エレクトロニクスの集大成である。

本講義では光ファイバー通信の原理から出発し、歴史的な発展と現在の

最先端の技術について解説する。

光ファイバー通信の全国幹線網が完成するのは1980年代であるが、その

後の進歩は目覚しく、通信速度は著しく増加した。

その進歩の原動力は微細な加工技術である。

通信速度の増加によって半導体メモリーの高密度化が不可欠となり、ナノ

テクノロジーを駆使した研究が活発に行われている。

甘利 俊一 理化学研究所・脳科学総合研究センター長

テーマ ： 脳、情報、そして数理科学への誘い -理工系の新しい躍動ー

シラバス： 脳は自然が生んだすばらしい情報処理装置です。

人間では心の機能がここに生まれ、人類の文明が興りました。

脳の仕組みはどうなっているのでしょう。

コンピュータとはどう違うのでしょう。

これを調べるために、生命科学は、脳の物質的な基盤を研究します。

しかしその情報の機能を調べるには、数理脳科学が必要です。

脳と情報と数理科学の結びつき、これをお話しましょう。

6月 2日（土）1・2限

浜 義昌 早稲田大学 理工学術院総合研究所所長（副学術院長）

テーマ ： 暮らしの中に生きている放射線と放射能

シラバス： 私たちの生活の中には如何に多くの放射線に関連した事柄が多いか、

また利用されているかを認識すると共に、放射線という何か恐ろしい

イメージを正しい知識の基に理解を深めることを目的とする。

また、非常に多く誤って用いられている「放射線と放射能」の意味を
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科目名付クラス名 理工文化論

科目キー 2800510001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 １時限～２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

理解して貰う。

丸島 儀一 早稲田大学 知的財産戦略研究所 客員研究員、

弁理士 キヤノン（株）顧問（元専務取締役）、

金沢工業大学 教授、

東京理科大学 客員教授

テーマ ： 経営に活かす知的財産活動ー知財人生半世紀の体験からー

シラバス： 現在、知財立国を唱え国家戦略として知財の制度改革、運用の改善が

なされつつあるが、今一番求められているのは知財人材育成の強化です。

企業は知的資産（財産）経営にとり組んでいるがその成否は知財人材の

力量に依存する処が大きいからです。

１９６０年、知財の重要性が認識されていない頃から企業において知財

の面から事業の競争力を強める活動に従事して来た経験を元に知財活動が

如何にあるべきかをお話しする。

6月 9日（土）1・2限

西村 吉正 早稲田ビジネススクール（商学研究科ビジネス専攻）教授

テーマ ： 金融への視線―「ヴェニスの商人」から金融工学でノーベル賞まで

シラバス： 中世ヨーロッパでは、高利貸しは地獄に落ちるとされていた。

高度成長期には、銀行は経済発展のコーディネーターであり、企業が

ピンチに陥ったときの救世主であった。

バブル崩壊後は一転して、不良債権問題の元凶として厳しい非難を

浴びた。

他方アメリカでは理工科系の学者が金融工学を発展させ、多くのノーベル

経済学賞を得ている。

世の中の金融に対する視線はどのように変化してきたか。

戸田 勧 早稲田大学 基幹理工学部 機械科学･航空学科特任教授

（元航空宇宙技術研究所長）

テーマ ： 航空宇宙の発展―ダ・ヴィンチから”はやぶさ”まで

シラバス： 空を飛ぶという人類の夢の実現に向けたダ・ヴィンチ、ライト兄弟、

そしてツイオルコフスキーの仕事を辿り、航空学（Aeronautics）と

宇宙航行学（Astronautics）の発展過程を一瞥する。

その上で、近年の航空宇宙開発の成果としてホンダ・ジェット、スペース

シップ・ワンそして”はやぶさ”について解説し、天空を飛翔したいと

いうレオナルドの夢は将来の壮大な宇宙開発に脈々と繋がっていくこと

を語る。

7月 7日（土）1・2限

ヌスバウム・スティーブン（早稲田大学留学センター）

テーマ ：居場所を問う
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科目名付クラス名 理工文化論

科目キー 2800510001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 １時限～２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

シラバス： 大学は人生を磨くチャンスを様々な形で学生に提供します。

また自分の居場所を見つけるのは簡単ではありません。

将来世界で成功するには人間的な柔軟性、複数の観点から問題を

分析するスキルが必要です。そのためには複数の知的作業に従事し

複数の文化あるいは人間的な世界を経験することが大切です。

そこで大学在学中の1年間の留学は不可欠な経験となります。

その準備として文化人類学の立場から日本の文化の中の「居場所」を

把握出来るツールを紹介します。日本の中の自分の居場所を考えるのは

海外の留学で新しい居場所を見つけるファースト・ステップとなります。

石山 敦士 早稲田大学 先進理工学部 電気・情報生命工学科 教授

テーマ ：生体から発する磁気を測る-臨床応用から脳機能解明、そして・・・

シラバス：超電導量子干渉素子磁束計の開発により、人間の脳内の神経活動

に伴う非常に微弱な磁界の測定が可能となりました。この素晴らしい

技術が、脳や心臓などの機能異常の診断や部位の推定、さらに

脳や神経系の高次機能の研究に活用されています。また近年、

脳磁界や脳波計測技術を用いたBMI （Brain Machine Interface）の

研究が話題となっています。生命現象は電気現象である。それでは

我々の意識・存在そのものが「生体電気現象」と言えるのであろうか？

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 952/1000 ページ



科目名付クラス名 物理入門 （物理）

科目キー 2801011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎 上江洲 由晃 石渡 信一

前田 恵一 中里 弘道 栗原 進

木下 一彦 勝藤 拓郎 山田 章一

山崎 義弘 松田 梓 高野 光則

年度

授業概要 物理学は最も基本的な法則から自然を理解しようとする人類の知的活動である。したがって、あらゆる自然科学と

工業技術の基礎をかたちづくっている。本講義では、物理学科と応用物理学科の各教員が物理の各分野を分担・

説明し、今後の物理学習の展望を与える。全教員のうち12名がオムニバス形式で、各1回担当。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 953/1000 ページ



科目名付クラス名 場の数理 （物理）

科目キー 2801011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要 物理学における基本的概念に、質点や剛体があるが、もう一つの重要な概念に「場」がある。物理量はその多くがベ

クトルで記述され、そのダイナミクスを論じるにはベクトル場の数学が必要不可欠となる。本講義では、力学におい

て学んだベクトル代数の後をうけ、ベクトル解析について詳述する。また、それを通して 場の物理学に共通な基本的

考え方を学ぶ。なお本講義は、電磁気学や連続体の物理などの古典場の物理学の入門的基礎となるだけでなく、

その他の専門的な講義 の数学的および物理学的基盤を与えるものである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 954/1000 ページ



科目名付クラス名 数学概論Ａ

科目キー 2801011003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学の諸法則は「数学」という言語で記述され、さらに、物理学理論の展開も数学という道具を使ってはじめて可

能になる。 この意味で、物理学を真に理解しその発展に寄与するためには、数学は不可欠な学問であるといえる。

数学概論Aでは、このような数学理論の理解の基礎となる、実数、極限、集合論に関する緒概念の修得とその応

用を身につけることを目標とする。

シラバス （１）実数の導入と極限

・ゼノンの逆理

・極限とはなにか？

・エプシロン・デルタ論法

・連続の公理

・実数の諸性質

・実数の完備性

・はさみうちの原理

・極限と四則演算の可換性

（２）集合と写像

・集合間の演算

・対応と写像

・全射性と単射性

・集合と集合族

・同値関係と商空間

（３）集合の濃度

・「数をかぞえる」とはどういうことか？

・全単射性と濃度

・ベルンシュタインの定理

・選出公理

・可算濃度

・連続濃度とカントールの対角線論法

・濃度の演算

（４）順序とゾルンの補題

・選出公理

副題

教科書 「集合位相入門」松坂和夫（岩波書店）

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 955/1000 ページ



科目名付クラス名 波の物理

科目キー 2801011004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要 量子力学に代表される現代物理の多くは「波」の概念、さらにはそれをさらに発展させた「場」の概念の上になりたっ

ており、波動についての理解は、これから先の物理学の学習に必須である。この授業では、振動、連成振動から

入って、その極限としての波動方程式の導出を行う。さらに、波動方程式の解法、具体的な波動の例、波動におけ

る干渉・回折についての議論を行う。

シラバス (1) 単振動の復習と重ね合わせの原理

(2) 連成振動とモード

(3) 多自由度の振動と分散関係

(4) 連続体の振動

(5) 波動方程式

(6) フーリエ級数

(7) 進行波

(8) フーリエ変換

(9) 波束

以降未定

副題

教科書 教科書ではないが、参考書として「振動・波動」 小形正男 裳華房テキストシリーズ を推薦する。

参考文献

評価方法 定期試験

備考 【担当教員連絡先等】

勝藤拓郎 katsuf@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 956/1000 ページ



科目名付クラス名 物理学研究ゼミナール

科目キー 2801011005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎 上江洲 由晃 松本 光春

年度

授業概要 物理学の基礎知識及び歴史的発展の中から、いくつかのテーマを選んで学生諸君の研究に委ねる。自主的な調

査・研究(理論的研究だけでなく実験的研究もある)を行った後、全員の前で成果の発表と討論を通して物理学の学

習に触れることを目的としている。あわせて、物理学科の教科目を学習していく上で必須となる数学、力学などの基

礎知識、know-howを身につけるための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 957/1000 ページ



科目名付クラス名 数学概論Ｂ

科目キー 2801031001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学の諸法則は「数学」という言語で記述され、さらに、物理学理論の展開も数学という道具を使ってはじめて可

能になる。この意味で、物理学を真に理解しその発展に寄与するためには、数学は不可欠な学問であるといえる。さ

らに、量子力学における「関数解析学」、一般相対論における「リーマン幾何学」、素粒子理論における「ひも理論」な

ど、現代物理学では数学の高度な知識が要求される場合が多い。数学概論Bでは、このような数学理論の理解の

基礎となる位相構造に関する緒概念の修得とその応用を身につけることを目標とする。

シラバス （１）ノルム空間と距離空間

・ユークリッド空間

・線形空間とノルム空間

・非ユークリッド空間と距離空間

・開集合と閉集合

・開核作用素と閉包作用素

・距離空間における連続写像

（２）位相空間

・開集合と開核作用素

・閉集合と閉包作用素

・近傍と全近傍系

・位相の強弱と位相の生成

・位相の基底と基本近傍系

・連続写像と同相写像

・誘導位相と相対位相

・位相空間における連続写像

（３）連結性とコンパクト性

・連結性と弧状連結性

・連結成分

・開被覆とコンパクト性

・ハウスドルフ空間におけるコンパクト集合

・ユークリッド空間におけるコンパクト集合

（４）分離公理

・Ｔ１空間とハウスドルフ空間

・正則空間と正規空間

・Urysohn の拡張定理

副題

教科書 「集合・位相入門」松坂和夫著（岩波書店）

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 958/1000 ページ



科目名付クラス名 物理入門 （応物）

科目キー 2802011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎 竹内 淳 小松 進一

相澤 洋二 大島 忠平 角田 頼彦

橋本 周司 中島 啓幾 大谷 光春

田崎 秀一 鵜飼 一彦 森島 繁生

年度

授業概要 橋本分のレポート課題は以下の通りです。

「日常に見かける身近な振動現象を取り上げて、その運動方程式を導出して振動の性質を調べ、A4２ページ以内に

まとめて提出せよ。」

提出期限：７月２４日午後５時

提出先：５５号館N棟２階学科連絡事務。

シラバス

副題 レポート課題 橋本分

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 959/1000 ページ



科目名付クラス名 場の数理 （応物）

科目キー 2802011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 960/1000 ページ



科目名付クラス名 数学概論Ａ

科目キー 2802011003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学の諸法則は「数学」という言語で記述され、さらに、物理学理論の展開も数学という道具を使ってはじめて可

能になる。 この意味で、物理学を真に理解しその発展に寄与するためには、数学は不可欠な学問であるといえる。

数学概論Aでは、このような数学理論の理解の基礎となる、実数、極限、集合論に関する緒概念の修得とその応

用を身につけることを目標とする。

シラバス （１）実数の導入と極限

・ゼノンの逆理

・極限とはなにか？

・エプシロン・デルタ論法

・連続の公理

・実数の諸性質

・実数の完備性

・はさみうちの原理

・極限と四則演算の可換性

（２）集合と写像

・集合間の演算

・対応と写像

・全射性と単射性

・集合と集合族

・同値関係と商空間

（３）集合の濃度

・「数をかぞえる」とはどういうことか？

・全単射性と濃度

・ベルンシュタインの定理

・選出公理

・可算濃度

・連続濃度とカントールの対角線論法

・濃度の演算

（４）順序とゾルンの補題

・選出公理

副題

教科書 「集合位相入門」松坂和夫（岩波書店）

参考文献

評価方法 定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 961/1000 ページ



科目名付クラス名 波の物理

科目キー 2802011004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要 量子力学に代表される現代物理の多くは「波」の概念、さらにはそれをさらに発展させた「場」の概念の上になりたっ

ており、波動についての理解は、これから先の物理学の学習に必須である。この授業では、振動、連成振動から

入って、その極限としての波動方程式の導出を行う。さらに、波動方程式の解法、具体的な波動の例、波動におけ

る干渉・回折についての議論を行う。

シラバス (1) 単振動の復習と重ね合わせの原理

(2) 連成振動とモード

(3) 多自由度の振動と分散関係

(4) 連続体の振動

(5) 波動方程式

(6) フーリエ級数

(7) 進行波

(8) フーリエ変換

(9) 波束

以降未定

副題

教科書 教科書ではないが、参考書として「振動・波動」 小形正男 裳華房テキストシリーズ を推薦する。

参考文献

評価方法 定期試験

備考 【担当教員連絡先等】

勝藤拓郎 katsuf@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 962/1000 ページ



科目名付クラス名 応用物理学研究ゼミナール

科目キー 2802011005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳 田崎 秀一

年度

授業概要 応用物理学科に入学した新入生諸君が、将来立派な技術者あるいは研究者に成長する近道を自分で発見して、一

日も早く巣立つことが出来るように手助けをする事を狙ったユニークな科目である。

大学入学までに諸君が身につけた暗記中心の学習方法が、最先端の研究を進める際にどの程度役に立つかを

見極め、諸君独自の学習に対する哲学を新しく確立する助けにしたい。

具体的にはこの科目の内容は研究と演習に大別できる。

研究では1年生の段階で、応用物理学科の各研究室の指導を受けながら、４月-１２月に研究を進め、１２月下旬に

発表し、１月にレポートを提出する。

演習ではベクトル解析、フーリエ級数、微分方程式、多重積分等の演習を学生諸君の理解度に応じて進める。

シラバス この科目は長い年月を掛けて我々の学科で試行錯誤を繰り返しながら現在に形に作り上げて、年年新しい問題が

生じ授業内容に改良を加えてきた。今後も新しい企画を進める予定である。

研究：4月に各研究室から提案された研究テーマの中から自分に適した研究テーマを選ぶ。人気の高いテーマに定

員以上の希望者が集中した場合は抽選等の選抜方法を用いる事がある。１２月下旬に研究発表し、１月にレポート

を提出する。

演習：以下の項目について、講義と演習を行う。

ただし、順序は変わることがある。

１．ベクトルの外積、一階の常微分方程式（変数分離、同次型、線形）

２．ベクトルの微分、線形常微分方程式（主として定数係数）

３．行列式、行列の固有値

４．偏微分、スカラー場の勾配、ベクトル場の発散と回転

ベクトル微分演算子・ナブラ

５． テーラー展開、べき級数

６．線積分とベクトル場の微分、マクスウェル方程式、波動方程式

７．多重積分、ヤコビアン

８．フーリエ変換

９．重心と慣性モーメント

１０．線積分、面積分、3重積分

１１．ベクトル解析（ガウス、グリーン、ストークスの定理）

１２．変分法と解析力学

副題

教科書

参考文献

評価方法 教場試験・レポート（作品を含む）・平常点・(研究成果を発表して、レポートを提出する。)

備考 この科目は金曜日の5限に設置されている。研究や演習は時間が延びることが常識で、理解の遅い諸君はしばしば

終了時間が7限を越えることがある。受講者はこの授業の後の時間を明けておくことが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学概論Ｂ

科目キー 2802031001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学の諸法則は「数学」という言語で記述され、さらに、物理学理論の展開も数学という道具を使ってはじめて可

能になる。この意味で、物理学を真に理解しその発展に寄与するためには、数学は不可欠な学問であるといえる。さ

らに、量子力学における「関数解析学」、一般相対論における「リーマン幾何学」、素粒子理論における「ひも理論」な

ど、現代物理学では数学の高度な知識が要求される場合が多い。数学概論Bでは、このような数学理論の理解の

基礎となる位相構造に関する緒概念の修得とその応用を身につけることを目標とする。

シラバス （１）ノルム空間と距離空間

・ユークリッド空間

・線形空間とノルム空間

・非ユークリッド空間と距離空間

・開集合と閉集合

・開核作用素と閉包作用素

・距離空間における連続写像

（２）位相空間

・開集合と開核作用素

・閉集合と閉包作用素

・近傍と全近傍系

・位相の強弱と位相の生成

・位相の基底と基本近傍系

・連続写像と同相写像

・誘導位相と相対位相

・位相空間における連続写像

（３）連結性とコンパクト性

・連結性と弧状連結性

・連結成分

・開被覆とコンパクト性

・ハウスドルフ空間におけるコンパクト集合

・ユークリッド空間におけるコンパクト集合

（４）分離公理

・Ｔ１空間とハウスドルフ空間

・正則空間と正規空間

・Urysohn の拡張定理

副題

教科書 「集合・位相入門」松坂和夫著（岩波書店）

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機化学Ａ

科目キー 2803011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 無機化学はすべての元素を扱う化学であるから、内容が非常に膨大となるため、各論を省略して総論に終始する

と、初年度の学生にとっては焦点のはっきりしないつかみ所のない科目になりがちである。そこで、本講義では総論

および各論で取り上げる項目を必要最小限とし、重要な化学的基礎概念を平易に解説することにより、無機化学の

基礎を身につけることに主眼をおいて講述する。典型元素を中心として述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機化学Ｂ

科目キー 2803011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 無機化学 B では、遷移元素およびその化合物の概論、各論を中心に述べる。特に、第一遷移系列金属錯体の諸

性質や立体化学などについて詳述する。また、錯体の命名法や配位子場理論の基礎、金属クラスター、ランタノイド

錯体などについても述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 966/1000 ページ



科目名付クラス名 有機化学Ａ

科目キー 2803011003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 有機化学を学ぶにあたり、有機化合物の構造と反応に関する知識を体系的に習得する。主としてOrganic

Chemistry(J。McMurry著、最新版)の１-９章に相当する内容（有機化学とは何か？有機化学の重要性、有機化学の

基礎、有機化合物の性質；アルカン類、アルカンとシクロアルカンの立体化学、有機反応の概観、アルケン、アルケ

ンの合成と反応、アルキン、立体化学、共役化合物への付加反応）を講義する。有機化合物、官能基の分類、アル

カン、アルケン、アルキンの命名法、構造、反応、立体化学、合成の講義が中心となる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機化学Ｂ

科目キー 2803011004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 本講義は、有機化学Ａとあわせて有機化学の全体系を理解することを目的としており、ハロゲン化アルキル、共役ジ

エンと芳香族化合物、主に酸素官能基を持つ有機化合物を対象として、構造と性質・合成と反応性について学習す

る。各論としては、置換・脱離反応の機構、Diels-Alder反応、芳香族の求核置換と酸化還元、アルコールとフェノー

ル、エーテル・エポキサイドおよびチオール、アルデヒドとケトンの順に解説する。McMurry著 Organic Chemistryの

第10章から第19章を扱うが、構造決定手段としてのSpectroscopyの項目は除外する。

シラバス １．ハロゲン化アルキルの合成、性質、および構造

２．ハロゲン化アルキルの反応：SN2およびSN1反応

３．ハロゲン化アルキルの反応：E1およびE2反応

４．共役ジエンの合成、性質、構造および安定性と反応性

親電子付加反応；Diels-Alder反応

５．ベンゼンの特異な性質：安定性と芳香族性

６．ベンゼンの反応化学：親電子置換反応；求核置換反応；酸化還元反応

７．アルコールとフェノール：合成、構造および電子的性質

８．エーテル、エポキサイドおよびチオールの合成、構造および反応性

９．アルデヒドとケトン：合成と構造および反応性

副題

教科書 Organic Chemistry （J. McMurry著）の最新版（原著）

参考文献

評価方法 定期試験およびレポートで評価する．

（定期試験終了後の追試等は一切行わない．）

備考

関連ＵＲＬ: http://www.thomsonedu.com/thomsonedu/instructor.do

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 968/1000 ページ



科目名付クラス名 基礎化学Ａ

科目キー 2803011005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 現代社会のなかで科学技術が果たしている役割は大きく，科学技術なくして我々の生活を語ることはできない．科学

技術の基礎となる「物質」を扱うための学問が化学である．化学の専門分野（有機化学，物理化学，無機化学など）

に進む基礎となる事柄のうち，化学熱力学と化学反応論について学ぶ．

シラバス １．序 高校・大学の化学

２．気体の状態方程式

３．物質のエネルギー

４．熱化学

５．エントロピー

６．自由エネルギー

７．化学平衡

８．相平衡

９．溶液

１０．電気化学

副題 高校から大学の化学へ

教科書 アトキンス「物理化学」上（東京化学同人）

参考文献 新訂物質の科学・反応と物性（財団法人放送大学教育振興会）

評価方法 試験

備考 担当教員連絡先：古川行夫（furukawa@waseda.jp）

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/furukawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 基礎化学Ｂ

科目キー 2803011006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 豊甫

年度

授業概要 アトキンス「物理化学」の第III部変化のうち、反応速度に関する24章から28章までを講義する。平衡論が、時間の因

子を脇に置いておいて、変化の方向だけを指示するのに対して、変化論は、変化を論じるのに時間の因子を基準に

とって化学変化の速度を論じるものである。気体・液体の内部や固体の表面における分子の運動を考察し、実際に

起こる複雑な反応の挙動が、分子が衝突する時に起こる原子レベルの出来事として表現できるかを調べる。複雑す

ぎて記述できない場合には、その精確な意味を理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学工学I

科目キー 2803021001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 エンジニアリングを身に付けた化学技術者を育てるのに化学工学という学問が有用である。化学工学は化学に関連

する問題を解決するのに用いられる物理化学的手法を提供する学問で、装置間の関連性や制御性など、プロセス

全体を考えるsystem approachを得意とする。その基礎になっているのが収支、平衡、速度の概念である。化学工学

総論では、エンジニアリングの重要性を示し、化学工学がどのような学問であるか、化学工学でどういうことを学べる

か、実社会との接点は何かなどについて、身近な話題を通して講述する。この身近な話題に化学工学がどの様に役

に立ち、どの様に使われているかを理解し、例題、問題を通して計算能力を身につける訓練をしながら、化学工学

の基礎概念（収支、速度、平衡など）の重要性を学ぶ。本講義は応用化学基礎演習IIと連動して講義を行う。

シラバス (1)化学工学の基礎概念

(2)流体の流れ

(3)熱の移動

(4)物質の移動

(5)人工膜を用いた分離

(6)吸着剤を用いた分離

(7)物質移動型人工臓器

(8)薬剤送達システム

(9)データの処理

副題

教科書 酒井清孝編著、21世紀の化学シリーズ14、化学工学、朝倉書店、2005

参考文献 吉田文武・酒井清孝：化学工学と人工臓器、第２版６刷、共立出版、2006

評価方法 クイズ・出欠・定期試験

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-sakai/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機化学I

科目キー 2804011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之 本間 敬之

年度

授業概要 あらゆる元素を取り扱う無機化学の中で、その基礎原理について取り扱う。前半では、水素原子の電子軌道の名称

と形、多原子分子の電子軌道とその電子配置、原子の性質を示すパラメータ、化学結合の種類、分子軌道法の基

礎、原子価結合法の基礎とVSEPR理論について概説する。後半では、ボルンハーバーサイクル、酸と塩基の定義と

概念、酸化還元の概念、標準電極電位について概説する。本講義は応用化学演習Iと連動して講義を行う。

シラバス 1：序章 無機化学への招待 1.1.1原子構造 （担当菅原）

2：1.1.4 シュレジンガーの波動方程式と原子軌道 1.1.5 多電子原子の場合の電子エネルギー 1.2 原子の電子配置

と周期表 （担当菅原）

3：1.3 イオンの生成（イオン化エネルギー・電子親和力・電気陰性度） （担当菅原）

4：1.4 原子の大きさ 2.1 結合の種類 （担当菅原）

5：分子軌道法のエネルギー準位図 （担当菅原）

6：2.2.1 分子軌道法のエネルギー準位図 （担当菅原）

7：2.3 化学結合と分子の構造 （担当菅原）

8：2.3 化学結合と分子の構造 （担当菅原）

9：2.4 イオン結合と格子エネルギー （担当菅原）

10：6.1.1 結晶におけるイオンの配列 （担当菅原）

11：4.1 溶液とその化学，4.2 理想溶液，4.3 非理想希薄溶液，4.4 束一的性質 （担当本間）

12：4.5 酸と塩基 （担当本間）

13：4.6 酸化・還元反応 （担当本間）

14：4.6 酸化・還元反応 （担当本間）

副題

教科書 平尾一之・田中勝久・中平敦著 無機化学 その現代的アプローチ 東京化学同人

参考文献 菅原担当分

初級者向け

・鐸木啓三 電子の軌道 化学One Point7 共立出版

・飯島隆夫他 化学結合を考える 講談社

上級者向け

・シュライバー 無機化学（上） 東京化学同人

・コットン ウイルキンソン ガウス 基礎無機化学 培風館

評価方法

備考 次の項目は講義・試験の対象としない

1.1.2ボーアモデル及び 1.1.3量子力学

2.2.2 分子軌道法と分子の電子状態 2.2.3 バンド計算法と分子軌道法

関連ＵＲＬ: 菅原担当について

http://www.f.waseda.jp/ys6546/class/inde

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機化学I

科目キー 2804011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之 清水 功雄

年度

授業概要 化学研究者、化学技術者に必要な有機化学の基礎を修得することを目的とし、２期に亘り順次有機化合物の構造、

反応および合成について体系的に講義される。有機化学１では、主に、化学結合、脂肪族化合物（アルカン、アルケ

ン、アルキン）、立体化学、ハロゲン化アルキル、芳香族化合物について講述する。本講義は応用化学基礎演習Iと

連動して講義を行う。

シラバス 教科書の前半の項目（16章まで）を、下記のように順次学ぶ。

第1回 1-3章 化学結合、アルカン

第2回 4章 アルカンの立体化学

第3回 5章 有機反応概論

第4回 6章 アルケン

第5回 7章 アルケン（反応と合成）

第6回 8章 アルキン

第7回 9章 立体化学

第8回 10章 ハロゲン化アルキル

第9回 11章 ハロゲン化アルキルの反応

第10回 14章 共役ジエン

第11回 15章 ベンゼンと芳香族性

第12回 16章 ベンゼンの化学 親電子置換反応

連動する応用科学基礎演習で、少人数クラスの演習を実施しながら進める。

12章（質量分析、赤外吸収スペクトル）、13章（核磁気共鳴）については、他の講義（有機化学基礎実験（1年後期必

修）および機器分析化学（3年次）の中で扱う。）

教科書の17章以降は有機化学2（1年後期必修）で扱う。

副題

教科書 John McMurry "Organic Chemistry" ７th Edition

参考文献

評価方法 中間試験および学期末試験を実施する。

備考 第1回目の授業で授業計画を説明する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用化学入門

科目キー 2804011003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 小柳津 研一 木野 邦器

年度

授業概要 応用化学科の１年生を対象とした必修科目であり、応用化学の分野について学習し研究を行っていくための基礎と

なる事項を教示する。まず、応用化学という学問の考え方と学び方、カリキュラムの構成と展開について概説する。

特に、大学と高校での勉学の相違について理解し、学生が卒業までに自ら考え、将来を選択し、行動していくことが

できるようにはかる。さらに、応用化学を学ぶ上で基礎の基礎となる事項を修得する。下記の内容を演習を行いなが

ら修得する。

(1) 応用化学とは

(2) 化学結合論：共有結合

(3) 化学結合論：形式的原子価、共鳴

(4) 酸と塩基、酸化と還元

(5) 化学反応と速度

(6) 物質と状態

(7) 物質の変化とエネルギー：エンタルピー

(8) 物質の変化とエネルギー：エントロピー、自由エネルギーと反応

(9) 研究リテラシー：実験ノート、倫理的課題

(10) 研究リテラシー：化学情報など、研究の社会性・意義

上記の講義ほか、配当時間内に応化オリエンテーションが実施される。

シラバス 下記の日程で行う

4月13日応用化学とは（1）（清水）

4月20日化学結合論（1）共有結合（清水）

4月27日応化新入生オリエンテーション

（応化各教員からの話題提供およびディスカッション）

5月4日休日

5月11日化学結合論（2）形式的原子価、共鳴（清水）

5月18日酸と塩基、酸化と還元（清水）

5月25日物質と状態（木野）

6月 1日化学反応と速度（木野）

6月 8日応用化学とは（2）（清水）

6月15日理工スポーツ大会（授業なし）

6月22日物質の変化とエネルギー：エンタルピー（木野）

6月29日研究リテラシー（1）：実験ノート、倫理的課題（小柳津）

7月 6日物質の変化とエネルギー：エントロピー、自由エネルギーと反応（木野）

7月13日研究リテラシー（2）：化学情報など、研究の社会性・意義（小柳津）

副題

教科書 担当教員の指示に従うこと。

参考文献

評価方法 試験は実施しない。毎回、演習を果たす。教室での演習及び活動を総合的に評価する。

備考 毎回の演習課題については、通常、事前にその範囲を予告する。第1回目（4月13日）の課題については、4月12日の

有機化学１（清水）の授業終了後に、教室で資料を配布する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学数学I

科目キー 2804011004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉 立川 仁典

年度

授業概要 化学を修得する上で必要な基礎的数学概念を取り扱う。主に「量子力学」「熱力学」の基礎的概念を概説する。ま

ず、シュレディンガー方程式から原子と分子の量子性を理解する。さらに、ミクロからマクロへの橋渡しを担う分配関

数について解説し、それによって内部エネルギーが与えられること、エントロピーやギブスエネルギーなどの熱力学

関数が解明されることを詳しく解説する。また、統計熱力学的手法から化学平衡への適用、実在気体や液体につい

ての指針についても言及する。

シラバス 1. シュレディンガー方程式から原子と分子の量子性

2. 実験データの扱い

3. 統計データの扱い

4. 実験式の立て方

5. ミクロからマクロへの橋渡しを担う分配関数

6. 熱力学関数

7. 統計熱力学的手法から化学平衡への適用

8. 実在気体や液体についての指針

副題

教科書

参考文献 試験 75%、レポート 25%

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用化学基礎演習I

科目キー 2804011005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之 清水 功雄 菅原 義之

本間 敬之

年度

授業概要 応用化学の基礎科目である無機化学I及び有機化学Iの内容について、習熟度を高めるため、少人数クラスに分け

た演習指導を行う。それぞれの講義科目と連動して、それぞれ６回ずつ計１２回の演習を実施する。習熟度に差が

出る場合は、習熟度別にクラス編成し、各人に適した演習を行う。習熟度判定は学期半ばに行う。演習の出題範囲

は、前もって指示する。

シラバス 下記の日程で行う

4月13日 ガイダンス（清水・菅原）

4月20日 無機（菅原）

4月23日（月・４限） 有機（清水） （4月27日の補講）

4月27日 休講（応化オリエンテーション実施）

5月04日 休日

5月11日 有機（清水）

5月18日 無機（菅原）

5月25日 有機（清水）

6月01日 無機（菅原）

6月08日 有機（西出）

6月15日 理工スポーツ大会のため授業なし

6月22日 無機（菅原）

6月29日 有機（西出）

7月06日 無機（本間）

7月13日 有機（西出）

補講日 無機（本間）（予定）

副題

教科書 有機化学演習は、有機化学Iと同じ。

無機化学演習は、有機化学Iと同じ。

参考文献

評価方法 成績は全１２回の演習授業を総合して判定する。

出席状況や授業態度、課題に対する取り組み方なども評価対象とする。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機化学II

科目キー 2804011006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 あらゆる元素を取り扱う無機化学の中で、典型元素の化学についての各論と遷移金属の化学について概説する。

まず、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属、１３族、１４族、１５族、酸素とカルコゲン、ハロゲン、希ガスについて、

単体と代表的な化合物について取り扱う。次いで、金属錯体の構造と異性体、結晶場理論について述べ、様々な実

例を挙げて概説する。本講義は応用化学基礎演習IIと連動して講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学工学I

科目キー 2804011007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 エンジニアリングを身に付けた化学技術者を育てるのに化学工学という学問が有用である。化学工学は化学に関連

する問題を解決するのに用いられる物理化学的手法を提供する学問で、装置間の関連性や制御性など、プロセス

全体を考えるsystem approachを得意とする。その基礎になっているのが収支、平衡、速度の概念である。化学工学

総論では、エンジニアリングの重要性を示し、化学工学がどのような学問であるか、化学工学でどういうことを学べる

か、実社会との接点は何かなどについて、身近な話題を通して講述する。この身近な話題に化学工学がどの様に役

に立ち、どの様に使われているかを理解し、例題、問題を通して計算能力を身につける訓練をしながら、化学工学

の基礎概念（収支、速度、平衡など）の重要性を学ぶ。本講義は応用化学基礎演習IIと連動して講義を行う。

シラバス (1)化学工学の基礎概念

(2)流体の流れ

(3)熱の移動

(4)物質の移動

(5)人工膜を用いた分離

(6)吸着剤を用いた分離

(7)物質移動型人工臓器

(8)薬剤送達システム

(9)データの処理

副題

教科書 酒井清孝編著、21世紀の化学シリーズ14、化学工学、朝倉書店、2005

参考文献 吉田文武・酒井清孝：化学工学と人工臓器、第２版６刷、共立出版、2006

評価方法 クイズ・出欠・定期試験

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-sakai/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学数学II

科目キー 2804011008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小堀 深

年度

授業概要 物理化学や化学工学で必要な数学的基礎知識を取り扱う。主に微分積分の基礎解法を概説し、様々な移動現象を

例にとり講義を進める。化学反応速度論を理解するための偏微分方程式の解法や、テイラー展開、ラプラス変換を

含む数学的解法を扱う。ここでは、化学技術者、研究者にとって、その成果を確実に情報伝達する手段の一つとして

の数学を理解させるとともに、ビーカー内で起こっている現象を数式化し、プロセスや装置の設計、さらには地球環

境問題を考えるなど、有用な道具としての化学数学を学ぶ。

シラバス １．関数とは

２．微分と積分の基礎概念の復習

３．微分方程式の作り方と解法

４．演習１（関数と微分方程式）

５．常微分方程式の級数解法

６．常微分方程式の数値解法

７．演習２（常微分方程式）

８．偏微分方程式の作り方

９．偏微分方程式の解法１

１０．偏微分方程式の解法２

１１．偏微分方程式の解法３

１２．演習３（偏微分方程式）

副題

教科書 特に指定なし

（適宜プリント配布する）

参考文献

評価方法 定期試験・演習課題・(定期試験を75%、演習課題を25%の割合で成績を評価する。)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分析化学I

科目キー 2804011009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之 細川 誠二郎

年度

授業概要 広く化学研究の基礎である分析化学の中で、化学平衡論と有機化学関連の機器分析について取り扱う。前半で

は、溶解平衡、電離平衡、酸化還元平衡、錯体形成平衡について、基礎理論だけでなく、実際の計算方法とその応

用まで概説する。後半では、有機化合物で主に用いられる基本的機器分析である核磁気共鳴分光分析、赤外吸光

分析、紫外可視分光分析について、原理、装置構成、ならびにスペクトル解析の基礎について概説する。

シラバス 回 講義内容

1 図表の書き方 SI単位 (菅原)

2 沈澱平衡：活量・活量係数・溶解度・溶解度積(菅原)

3 溶解平衡1：ｐＨ・酸と塩基 (菅原)

4 溶解平衡2：緩衝溶液・指示薬 (菅原)

5 酸化還元平衡：酸化と還元・標準電極電位・ネルンスト式 (菅原)

6 【演習】・沈澱平衡2：分別沈澱・分配の法則 (菅原)

7 錯体形成平衡：キレート・安定度定数・β値 (菅原)

8 UV、Vis：量子化・遷移・Beer-Lambert則 (細川)

9 蛍光、燐光：基底状態・励起状態・Frank-Condonの原理 (細川）

10 【演習】 Beer-Lambert則・遷移・Frank-Condonの原理・蛍光 (細川）

11 IR：分子の振動・選択率 (細川)

12 NMR：Zeeman分裂・歳差運動・化学シフト･スピン-スピン結合 (細川)

13 MS：イオン化法・フラグメンテーション・LC-MS (細川)

副題

教科書 講義の中で適宜参考書を紹介する.

参考文献

評価方法 平常点(演習を含む)・定期試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用化学基礎演習II

科目キー 2804011010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝 黒田 一幸

年度

授業概要 無機化学II及び化学工学Iの内容について、これら２つの講義科目と連動して、演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機・分析化学実験I

科目キー 2804011011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限～４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 黒田 一幸 菅原 義之

本間 敬之

年度

授業概要 化学者としての基本的な実験操作について学び、安全で正確に実験を遂行する技術を身につける。また、あわせて

化学平衡に関する基礎的な理論を学ぶ。実験器具の取り扱い（定容ガラス器具、加熱装置、ろ過装置等）、中和滴

定、酸化還元滴定、沈殿滴定、水の分析を項目とし、終了後に簡単な報告書を作成する。実験内容は、分析化学Iと

連動する。

シラバス

副題

教科書

参考文献 学術用語集化学編 増訂版 文部省・日本化学会編 南江堂

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機化学基礎実験

科目キー 2804011012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限～４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之 清水 功雄 竜田 邦明

細川 誠二郎

年度

授業概要 有機化合物を取り扱う上での基本操作を習得する。様々なガラス器具や装置を使いながら、蒸留やクロマトグラ

フィーなどの分離技術の原理を学び、その原理を実際に使って化合物を分離する際の工夫や手順を体験する。これ

により机上の学問から実践への意識を高め、化学や工学に対する理解を深める。また、実際に様々な薬品を扱うこ

とにより、官能基の性質を理解すると共に、安全に対する意識を高め、化合物の正しい取り扱い方を身につける。

シラバス １．薄層クロマトグラフィー

キャピラリー作成，極性、UV、発色

２．再結晶

３．蒸留

4．減圧蒸留

５．分液操作

６．合成

副題

教科書

参考文献

評価方法 プレレポート,報告書，および平常点

備考 実験中は、常に白衣、安全眼鏡を着用すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学史・化学技術史

科目キー 2804022002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 われわれの生活はたくさんの物質によって成り立っている。このような物質社会の基盤をなすものが化学産業であ

る。化学産業が一朝一夕に出来上がったのではなく、現代に至るまでいくつかのパラダイム変化を経ている。技術

は時代とともに廃れ、時代に即した新たな技術を生みだす。本講義では過去から現代までの科学技術発展の軌跡

を検証しながら、ダイナミックな化学技術開発と産業社会の構築を理解する。また、現代の化学技術自身も大きく急

速に変化しつつあり、この講義が単なる歴史的知識にとどまらず、化学技術開発や未来への産業の動向を重視す

る。すなわち、現在、発展するバイオテクノロジーやナノテクノロジーなどの先端技術を横断的に理解し、資源・環

境・エネルギー問題、技術経営、科学技術の社会性や政策などにも踏み込み、その概略を把握する。

本講座を通じ、講義による知識獲得のみならず、受講生のコミュニケーション能力や社会全体を見る目を養うことを

目指す。講義にはあらかじめ課題を果たし、教室では演習やディスカッション、学生の調査報告を重視する。これら

をファシリテートしながら大学における知識獲得法について習得する。

シラバス Ｉ部 物質観の変遷と化学革命 ”Science Liberalism”の時代

9月27日

１ はじめに：科学技術とは何か？ Ｗｈｙ研究開発？

10月04日

２ 物質観の変遷：アリストテレス的世界観の終焉、最後の錬金術師ニュートンまで。近代自然科学の成立。

10月11日

３ 化学革命：物質観の変遷／アルケミーから化学革命まで

II部 近代化学工業の成立と20世紀の物質社会の形成 “Science Capitalism”の時代へ

10月25日

４ 近代化学工業のはじまり：酸とアルカリの工業とその発達

11月01日

理工展のため休講

11月08日

５ 近代有機化学工業の発達：その発達の要因

11月15日

６ 化学工学の発展 (エンジニアリングの意義)：非可逆性、反応論と触媒化学(ハーバー法)

11月22日

７ 研究開発型企業の成立、大企業の形成：高分子の発見と石油化学の時代 (オットー内燃機関、フォードの大量

生産) 、研究開発とカーネギー、ロックフェラーの成功、研究開発型企業デュポンの挑戦

III部 21世紀の応用化学 “Chemistry, Central Solution as Sustainable Technology for Sustainable Society“

11月29日

８ 物質社会から循環型社会へ、グリーンケミストリー、レイチェルカーソン、水俣病、京都議定書

12月06日

９ ゲノムの時代と化学技術、参考書：DNA ワトソン バイオテクノロジーとは？

12月13日

10 化学からナノテクへ 、分化から融合へ、機能物質

12月20日

11 招聘講師による授業

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 化学史・化学技術史

科目キー 2804022002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

１月10日

12 社会と化学（ＥＬＳＩ）

１月17日

13 総括

教科書

参考文献 物質理論の探求、岩波新書970、島尾永康著

化学の技術史 加藤邦興 オーム社 （この本はとてもいい本だが、現在手に入らないので、関連箇所のコピーを配

布する）

評価方法 授業の参加活動および試験を総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命医科学ゼミナールI

科目キー 2805011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司 竜田 邦明 朝日 透

常田 聡 青井 議輝 武田 直也

竹山 春子 仙波 憲太郎 合田 亘人

大島 登志男 井上 貴文 南沢 享

年度

授業概要 生命医科学科の１年生を対象とした必修科目であり，生命医科学がどのような分野を扱っていく学問であるかを学

習する。また，本科目では，学習や研究についての取り組み方，生命倫理・技術者倫理の考え方，研究に関する専

門情報の収集法，研究の発表方法なども教示するとともに，全体を通じて研究者としての基本姿勢を修得させるこ

とも目的としている。

シラバス 4月11日 生命医科学ゼミナールIの概要説明，大久保キャンパス内の施設見学

（常田 聡・大島 登志男・田中 英臣）

4月18日 自然に学び、自然を超す - くすりを創る（竜田 邦明）

4月25日 大学生活・私論（井上 貴文）

5月 2日 遺伝病と生命科学（大島 登志男）

5月 9日 ガスバイオロジー（合田 亘人）

5月16日 輸血と人工血液の話（武岡 真司）

5月23日 がん研究 - 過去から未来へ（仙波 憲太郎）

5月30日 生体材料 - 医と工の一接点（武田 直也）

6月 6日 生命科学におけるバイオ計測ツール開発（竹山 春子）

6月13日 資源環境問題と生命科学（常田 聡）

6月20日 心血管研究の過去・現在・未来（南沢 享）

6月27日 ミュータント解析で探る神経発生の仕組み（田中 英臣）

7月 4日 微生物の生態 -神秘性と可能性-（青井 議輝）

7月11日 物性物理、キラリティ、そして生命科学（朝日 透）

副題

教科書 なし

参考文献 講義時に配布

評価方法 レポート（講義中の演習を含む）・出席点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 解剖・組織学実習

科目キー 2805011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人 大島 登志男 井上 貴文

南沢 享 池田 栄二

年度

授業概要 本科目では、系統講義・実習を通じて、生物（主にヒト・マウス）の構造を学習し、構造に基づく機能への理解を深め

る。生命体の機能を維持してゆくために、如何に人体を含む生物の構造が巧妙に設計されるかを学び、さらに自ら

の目を通して、感じとることが何よりも重要である。各講義では、トートラ人体解剖生理学に基づき、臓器別の解剖・

組織学を系統的に学ぶ。実習では、１）人体模型や組織標本を用いて、学生自らが観察し、記録をとる、２）PCプロ

ジェクターや教室の情報ネットワーク設備を利用し、組織像をコンピューター上で自習できるようにする、ことを予定し

ている。

シラバス (1)（南沢）オリエンテェーション、PC操作ガイド等

(2)（南沢）1. 人体の構成、4. 組織、5. 外皮系、6. 骨格系、7. 関節、8. 筋系

(3)（大島）10.中枢神経系、脊髄神経と脳神経

(4)（井上）11.自律神経系、12.体性感覚と特殊感覚

(5)（合田）19.消化器系

(6)（井上）21.泌尿器系

(7)（池田）15.心臓、16.血管と循環

(8)（池田）18.呼吸器系

(9)（大島）内分泌系

(10)（合田）23.生殖器系、24.発達と遺伝

(11)（南沢・井上・大島・合田）組織標本観察（１）

(12)（南沢・井上・大島・合田）組織標本観察（２）

(13)（南沢・井上・大島・合田）組織標本観察（３）

副題

教科書 トートラ 人体解剖生理学・原書６版 丸善

参考文献 Faiz & Moffat著 山内昭雄監訳，一目でわかる解剖学 メディカル・サイエンス・インターナショナル

マウス解剖イラストレイテッド 秀潤社

現代の組織学 改訂第3版版 山田安正 金原出版

ウォルフガング・クーネル ／坂井建雄 カラーアトラス顕微鏡写真で見る細胞組織学

メディカル・サイエンス・インターナショナル

評価方法 レポート（組織標本観察を含む）・定期試験より総合的に評価する

備考 第１回講義は５９号館第１端末室で行うため、場所を間違わないように注意すること

【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電気・情報生命工学フロンティア

科目キー 2806011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇 松本 隆 加藤 勇

内田 健康 大木 義路 石山 敦士

岩本 伸一 宗田 孝之 井上 宏子

若尾 真治 柴田 重信 武田 京三郎

年度

授業概要 電気･情報生命工学の最前線、すなわちそのフロンティアで何が起きているのか。そして私たちの将来に何が待ち受

けているのか。電気･情報生命工学科の全教員が各自の専門分野に基づいて、その傾向について分かりやすく解

説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席とレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ（１クラス）

科目キー 2806021001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 前期で学んだ真空中の電磁気学を発展させ、物質の電磁応答を中心に学習する。大別して次の３つのテーマ、（１）

物質と電場 （２）物質と磁場 （３）物質と電磁場 を取り扱う。電磁気学Aとあわせて、輻射をのぞく非相対論的な電

磁気学を網羅する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ（２クラス）

科目キー 2806021001

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 前期で学んだ真空中の電磁気学を発展させ、物質の電磁応答を中心に学習する。大別して次の３つのテーマ、（１）

物質と電場 （２）物質と磁場 （３）物質と電磁場 を取り扱う。電磁気学Aとあわせて、輻射をのぞく非相対論的な電

磁気学を網羅する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ（３クラス）

科目キー 2806021001

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 前期で学んだ真空中の電磁気学を発展させ、物質の電磁応答を中心に学習する。大別して次の３つのテーマ、（１）

物質と電場 （２）物質と磁場 （３）物質と電磁場 を取り扱う。電磁気学Aとあわせて、輻射をのぞく非相対論的な電

磁気学を網羅する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ・演習（１クラス）

科目キー 2806021002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 電磁気学Ａ演習に続く演習科目。本質を考え、理論を構築し、実地に応用することのできる実力を養成していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ・演習（２クラス）

科目キー 2806021002

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 電磁気学Ａ演習に続く演習科目。本質を考え、理論を構築し、実地に応用することのできる実力を養成していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学Ｂ・演習（３クラス）

科目キー 2806021002

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電磁気学Ａ演習に続く演習科目。本質を考え、理論を構築し、実地に応用することのできる実力を養成していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学要論

科目キー 2806031001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 "主として非物理系の学生を念頭において電磁気学に関する基礎的能力を養う。まずベクトル解析の基礎を講義

し、ベクトル、スカラーの簡単な演算、微分操作を可能にする。続いて電磁気学における単位系について説明し、実

際の環境における単位系との関係を理解していく。さらに静電場、静電ポテンシャル、静電エネルギー、電流、静磁

場、電磁波の順に講義し、マクスウエルの方程式が理解できるレベルに到達できるようにする。

"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電磁気学要論演習

科目キー 2806031002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 "非物理系の学生に電磁気学に関する基礎的能力を養うことを目的に、精選された電磁気学に関する問題に取り組

む。問題は複雑なもの、難解なものを避け、基本的な原理を理解するにふさわしい問題が提供される。演習を通じ

最終的にマクスウエルの方程式の理解と簡単な応用ができるレベルを目指す。この間学生は教員および指導助手

に直接質問し指導を受けることができる。

"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 996/1000 ページ



科目名付クラス名 電磁気学Ａ （１クラス）

科目キー 2806031003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 電磁気学は古典物理学の主要な柱の一つであり、一見無関係に見える電気、磁気、光が、ここにおいてみごとに統

一されている。 場の理論のさきがけであり、ゲージ理論全般のお手本でもある。 本講義では、クーロン、ファラ

デー、アンペール等によって発見された法則が、いかにしてマックスウェルの方程式に集約されていったかを詳説す

る。 ベクトル解析が電磁現象の記述にいかに役に立つか、良く理解できるように話したい。 実験にも可能な限り

言及し、相対論的共変性、ゲージ不変性などについてもある程度触れる予定。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 997/1000 ページ



科目名付クラス名 電磁気学Ａ （２クラス）

科目キー 2806031003

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 998/1000 ページ



科目名付クラス名 電磁気学Ａ・演習 （１クラス）

科目キー 2806031004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 電磁気学Ａに併設の演習。電磁気学の理論体系の華麗さを体得し、自然科学の考え方を修得するために、また、将

来未知の問題に出会ったときにあわてず解決できるだけの応用力を涵養するために、できるだけ多くの問題を解く

必要がある。単に解法パターンを覚えるのではなく、本質を考えることのできる実力がつくような、考えることが楽しく

なるような問題に取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 999/1000 ページ



科目名付クラス名 電磁気学Ａ・演習 （２クラス）

科目キー 2806031004

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 1000/1000 ページ


